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はじめに 

木部 暢子 

 

 

 本書は，平成 26 年度文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言の保存・継承に

係る取組等の実態に関する調査研究（八丈方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」の

報告書である。「危機的な状況にある言語・方言」に関する文化庁の事業は，これまで３回

実施されており，本事業は４回目に当たる。過去３回の事業では，以下のような報告書が

刊行されている。 

 

1. 『文化庁委託事業 危機的な状況にある言語・方言の実態に関する調査研究事業報

告書』（平成 23 年 2 月，国立国語研究所） 

2. 『文化庁委託事業報告書 危機的な状況にある言語・方言の実態に関する調査研究

事業（奄美方言・宮古方言・与那国方言）』（平成 25 年 3 月，琉球大学国際沖縄研究

所） 

3. 『文化庁委託事業報告書 危機的な状況にある言語・方言の実態に関する調査研究

事業（八丈方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）』（平成 26 年 3 月，琉球大学国

際沖縄研究所） 

 

 報告書のタイトルから分かるように，過去３回の事業は「言語・方言の実態」に関する

調査研究であったが，今回の事業は「保存・継承に係る取組等の実態」に関する調査研究

である。 

 2009 年 2 月のユネスコの世界消滅危機言語地図（Atlas of the World’s Languages in 

Danger）の発表以来，８つの地域（アイヌ，八丈，奄美，国頭，沖縄，宮古，八重山，与

那国）では，言語・方言が消滅するという危機感と同時に保存・継承の気運が高まった。

今回の事業は，その取組の実態に関するものである。 

 本書の構成は２部立てになっている。第１部には，言語・方言の継承の取組に関する調

査の報告を地点ごとに掲載した。その際，成果が上がっている取組，他の地域にとって参

考になるような取組に焦点を当てることにした。各地は地理的，歴史的，社会的状況を異

にしており，危機に至った要因はそれぞれ違っているが，他の地域の優れた取組は，かな

らず何らかの参考になるに違いない。 

 第２部には，平成 26 年 12 月 13・14 日に開催された「日本の危機言語・方言サミット

in 八丈島」（八丈町主催，文化庁・国立国語研究所共催）の報告を掲載した。「日本の危機

言語・方言サミット in 八丈島」とは，ユネスコに指定された８つの地域の代表が八丈島に

集まり，言語・方言の継承について意見交換を行う大会である。当日は８つの地域に加え，

青森県八戸市からの参加があった。８つの言語・方言の代表が一堂に会すること自体，画

期的なことであるが，それに加えて，2011 年の東日本大震災で大きな被害を受けた東北東

部地域からの参加があったことは，大変，意義のあることだった。震災により，東北地方
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の方言の危機が急速に増したからである。さらに言うならば，消滅の危機にある言語・方

言は全国，全世界に無数に存在している。 
 今回，「日本の危機言語・方言サミット」を開催することができたのは，ひとえに八丈町

の御尽力によるものである。八丈町には深く感謝を申し上げる。また，１日目には，伊奈

かっぺい氏を講師に招き，記念講演をしていただいた。伊奈氏は青森県弘前市生まれで，

方言で生活することの大切さと楽しさを存分に語ってくださった。 
 

 本報告書を利用してくださる方のために，本事業の目的，計画を以下に掲載しておく。

本報告書が何らかの参考になれば幸いである。 

 

１．業務の目的 
  我が国における言語・方言のうち，消滅の危機にあるものについて，ユネスコが

平成 21 年に発行した“Atlas of the World's Languages in Danger”の内容及び，

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言の実態に関する調査研究（八丈方

言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）報告書」（平成 26 年 3 月・琉球大学）を踏ま

え，消滅の危機にある言語・方言のうち，当該言語・方言の保存・継承に係る取組

等の実態に関する調査研究を行う。 

・過去に行われた消滅の危機にある言語・方言の保存・継承に係る様々な取組等に

関する調査及び分析 

・過去に行われた消滅の危機にある言語・方言の方言話者や地域住民，自治体職

員を対象とした，方言に関する意識調査 

・消滅の危機にある言語・方言の保存・継承に係る取組等で使用されている教材に

関する調査及び分析  
・消滅の危機にある言語・方言の保存・継承に係る取組等の効果及び課題に関する

調査及び分析 

・調査結果を周知するための報告会等の実施 

・その他，我が国における消滅の危機にある言語・方言の保存・継承等の実態把握

のために必要な調査及び分析 

 
２．当該年度における業務実施計画 

（１）東京都の八丈島（八丈方言），鹿児島県の沖永良部島・与論島及び沖縄県の名

護市（国頭方言），沖縄県の那覇市・南城市・久米島（沖縄方言），及び沖縄県

の石垣島・黒島（八重山方言）において，言語・方言の保存・継承に係る以下

の取組等に関する調査，資料の収集，分析を行う。 

 

①過去に行われた当該地域の言語・方言の保存・継承に係る様々な取組等に関

する調査及び分析。主な調査事項として，過去における方言大会の開催，方

言劇の上演，それらの記録・保存の状況，小中学校における地域学習・方言

学習の状況，方言学習への地域の人の協力の状況，方言の読み聞かせ活動の
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状況等がある。 

 ②過去に行われた当該地域の言語・方言の方言話者や地域住民，自治体職員等

を対象とした，方言に関する意識調査に関する調査及び分析。主な調査事項

として，市町村が行った意識調査，大学（研究室を含む）が行った意識調査，

その他官民が行った意識調査等の有無とその状況等がある。 

   ③当該地域の言語・方言の保存・継承に係る取組等で使用されている教材（テ

キストや音声資料等）に関する調査及び分析。主な調査事項として，個人

または団体による方言辞典・方言集，方言の文法書・文例集の類，地域や

方言に関する回顧録，方言の録音の作成と利用状況等がある。与論島のよ

うに，個人によるレベルの高い辞書と文法書の類が作成され，活用されて

いる地域もある。 

 ④当該地域の言語・方言の保存・継承に係る取組等の効果及び課題に関する調

査及び分析。主な調査事項として，学校教育における方言学習の成果と課題，

方言を通した地域活性化の試み，高齢者の医療現場への方言の応用，それら

の取り組みの効果と課題等がある。 

  

以上の調査を，当該地域の教育委員会，小中学校，図書館・資料館，地域の方

言保存活動家等の協力を得て行う。 
 

（２）調査結果を周知するための報告会等の実施 

    調査結果を関係者及び広く一般に周知するために，平成 26 年 12 月に東京都

八丈町において，文化庁・八丈町・国立国語研究所の共催による一般向けの報

告会（シンポジウム）を開催する。報告会の内容（予定）は，以下の通りであ

る。 

   ①基調講演 

  ②各地域の取組の現状と課題に関する報告 

アイヌ語，八丈語，奄美語，国頭語，沖縄語，宮古語，八重山語，与那国語

における取組の現状と課題について報告する。 

  ③パネルディスカッション 

基調講演及び各地域の報告を受けて，言語・方言の保存・継承に係る取組等

の成果と課題，解決策についてディスカッションを行う。 

  以上を通じて，危機的な状況にある言語・方言の保存・継承の取組に携わる

人々のネットワークを構築する。 

 （３）その他，我が国における消滅の危機にある言語・方言の保存・継承等の実態

把握のために必要な調査及び分析。 

    八丈語を例として，他の地域に応用可能な，言語・方言の保存・継承のモデ



－ iv －
 

 

ルを作成する。モデルの種類としては，以下のようなものを考えている。 

  ①学校教育における方言学習のモデル－カリキュラムの立て方，学習教材の作

成方法，学校・家庭・地域住民の３者の協力体制の構築のしかた等。 

  ②地域コミュニティーにおける言語・方言の保存・継承活動のモデル－方言劇

の上演，方言音声の録音，映像資料の作成等。 

  ③言語・方言を地域の活性化に応用するためのモデル－方言大会の開催や方言

学習の成果発表会の開催，地域医療の現場に方言を活かす試み等。 

  ④これらの活動をサポートする官民の体制の構築等のモデル。 
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文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言の保存・継承に係る取組等の実態に関する調査研究 

（八丈方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」報告書 2015 年 3 月 

 

 
 

 

 

八丈町の「八丈方言」継承の取り組み 

                        茂手木 清 

 

 

 「『八丈語？消滅危機言語』のリストに加わる」と 2009 年 2 月の朝日新聞に掲載された

記事は，八丈島に住む島民にとっては，少なからず驚きだった。記事では「ユネスコの調

査によれば，日本では沖縄の言葉など 8 言語が消滅危機言語リストに挙がった」と報じた。

これは，昔から話されてきた故郷の言葉が，何もしなければ近い将来，消滅してしまうと

いうことを意味している。 

 この記事を受けて，八丈町教育委員会が中心になって「八丈方言を知り，伝える活動」

を始めたのは，2009（平成 21）年度からである。以下 4 年間の取り組みを記す。 

 

１ 学校教育での取り組み 

 

①実態調査（全小・中・高校生） 

  ユネスコのリストに挙がった理由のひとつが「子どもが話さない」ということであった

ので，島の子どもたちの実態を知る必要があると思い，アンケート調査を行った。島の全

小中高校生（2010 年 9 月 758 人）を対象に，八丈方言語彙調査を実施した。12 の比較的よ

く使われる名詞，形容詞，動詞などの言葉を選び「知っているか」「使っているか」を問う

た。この調査は，2013 年 10 月にも同様な調査を行い，比較とともに，その後の活動の参

考にした。 

次ページがその結果の表とグラフである。人数は 2010 年（758 人）2012 年（748 人）で

ある。調査の「知っている」の項では，2010 年の調査より，2012 年の方が数値はどの言葉

も増えている。これは取り組みの反映である。特に比較的％の低かった「あっぱめ」（赤ん

坊）「たこうな」（竹の子）が，2012 年の調査では，それぞれ＋３８％，＋２３％と増えて

いる。この二つの言葉は「島ことばカルタ」の中の言葉にでてくる言葉であり，学校や家

庭等で取り組み始めた成果といえる。 

逆に，「ねっこけ」（小さい）や「まじける」（なくす）などの形容詞や動詞については，

伸びが少ない。この結果，カルタに書かれた言葉は認知度が高くなるが，そうでない言葉

については，相変わらず低いのである。 

 次に「使っている」（3 ページ）の項では，どの言葉も 2010 年次の調査でも低く，１０％

台の言葉がたくさんある。これは，八丈方言は知っていても，実際の生活の場（家庭・地

域・学校）では使っていないことを意味している。このままでは，次の世代に継承してい

くことは，不可能であり，ユネスコの指摘の通り，八丈方言は「危険」というランクにな

っているのはうなずける。 

 また，取り組みを始めてからの，2012 年の調査でも「使っている」については，数値は

上がっていない。特に，動詞，形容詞の類は死語に近いと考えられ，「でえじけ」などは，

マイナスの数値になってしまっている。 
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八丈町の「八丈方言」継承の取り組み 

 
 

 

 

 

（図表１ 「知っている」比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

（グラフ１ 「知っている」比較） 
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（図表２「使っている」比較） 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グラフ２「使っている」比較） 

 

【小中高 総合計 使っている】
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  以上の分析から「八丈方言を伝える活動」の前途は，相当厳しいものが予想される。

特に，30 歳代～40 歳代の子どもをもつ親世代への継承がない現状では，一層厳しいと

感じざるをえない。 

②「八丈・島ことばカルタ」の作成 

 方言を次世代に継承する方法として，「方言カルタ」が有効であるとの考えから，2010

年に手製の「八丈・島ことばカルタ」を作成した。絵札は，島在住の人に描いてもらった。

2011 年には，小学校の全家庭に無料で配布した。家庭の中で，カルタ遊びをしながら，自

然に覚えることをめざすとともに，方言を知っている高齢者との交流をめざした。また，

当初作成したカルタの読み札は，島の一地域の言葉を載せたのだが，別の地域の人から「自

分の地域の言葉が載っていない」との指摘があり，島の五地域のすべての言葉を載せて，

改訂版のカルタを作成した。読み札の表には，共通語と三根，大賀郷の 2 地域の言葉，裏

には樫立，中之郷，末吉の言葉を載せたのである。そして，島内の本屋・みやげ屋などで

販売を始めた。ちなみに，1 セット 850 円（＋消費税）である。下の写真が五地域の言葉

が載っているカルタである。各学校や保育園や家庭でカルタで遊ぶ姿が見られ，カルタ遊

びの中から，言葉を覚えるという子どもたちが増えてきている。 

 

 
 

③「八丈方言１００」を作成し，覚える取り組み 

 方言を覚えるにはゲーム感覚で，覚えるのが，良いとのことで「八丈方言１００」を作

成した。10 級から 1 級まで級を設け，各級１０の言葉を選んで，作成し，学校等に提示し

遊びながら覚えることをめざした。10 級は比較的よく使われる八丈方言にし，だんだん級

が上がることにつれ，今はあまり使われなくなってしまった言葉をのせている。各級の言

葉には，名詞や動詞，形容詞，文を級ごとに 10 個配して作った。 
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④「今週の島ことば」の作成，掲示・・日常的な取り組み 

 八丈方言を日常的に意識化するために，各小中学校と町役場などに一週に一言ずつ作

成し，掲示してもらっている。2010 年 10 月からスタートして，2013 年 3 月末現在９

８の言葉を掲示している。 

各学校では，廊下等で掲示にし，児童・生徒・

教職員が日常的に目に触れる機会をふやすと

ともに，学校を訪れる保護者，地域の人にも見

てもらう場として活用されている。 

   

 ⑤方言劇（小学校の学芸会での発表） 

  八丈方言を声に出して覚えるには，八丈方言を

使った劇が良いと考え，小学校の学芸会で取り組

んだ。小学校の地域の話者に協力してもらい，台

詞を方言に直した。また，台詞のイントーネーシ

ョンなどを祖父母に聞いたりして，方言劇をなか

だちとする交流が図れた。学芸会当日は，方言劇

に観客から，笑いとともに「懐かしい！」の言葉

が聞かれ，八丈方言の入った劇に，会場はなごやかな雰囲気になるばかりでなく，出演

した子どもたち教員も貴重な体験を積んでいる。 
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 この写真は，2013 年 2 月に行われた三原小

学校での学芸会の一シーンである。台詞の言

い回しは，担任の教員ではできないので，保

護者や祖父母に聴いてもらい，児童は練習に

励んできた。この劇は八丈民話からヒントを

得た「桃次郎」である。すべてが，八丈方言

の台詞で演じられ，観客にとって好評であっ

た。2009 年度から今までに，島内の小学校で

４本の方言劇を行ってきた。 

 

 

⑥八丈町教育研究指定校制度の導入で行った八丈町立三原小学校の研究 

 八丈町の教育課題に取り組む制度として，教育研究指定校制度を設け，2012 年度から発

足した。その制度の第一に取り上げたのが「八丈方言」の指導カリキュラム化である。2012

年度は，八丈町立三原小学校が 1 年かけて研究を行い，その成果を 2013 年 2 月 27 日発表

した。島内の教員，保護者，地域の人に呼びかけ，約 130 人ほどが出席し，公開研究発表

会を開いた。講師に国立国語研究所の木部副所長を招請して，示唆の富んだ助言をいただ

き，密度のこい研究発表会ができた。町教育委員会も全面的支援して成果は多かった。こ

の成果を受けて，2013 年度は小学校の全校で１学年年間 3 時間ほど八丈方言の学習を行う

ことになる。 

左の写真は，当日のパネルディスカッション

の様子で，パネラーには，地域のゲストティー

チャーや保護者も入って，学校側だけでない立

場からの意見も出されて，三原小学校の成果や

課題も確認できた。 

小学校なので，難しい理論より「島ことばを楽

しい」という遊び感覚で方言を学習するという

研究姿勢が成果をあげていた。また，研究テー

マに「八丈方言の学習を通して，島や地域に関

心をもつ子供の育成」を設定したので，三原小

学校では，この研究を深めるにつれて学校と地

域の距離が近づき，その敷居が低くなっていった。当初，八丈方言を話せない，理解でき

ない教員の意識にも変化が生じてきた。地域の人と一緒に学んでいくことが大切であるこ

とをつかんだようであった。 

2013 年度には，中学校の一校が教育研究指定を受けて，中学校での方言学習の可能性を

研究し，2014 年度以降は島の全小中学校で，各学年 3 時間程度，実施することになる。島

の小中学生は，9 年間で合計 27 時間学習するということである。 

 

⑦教職員研修会 

 島に赴任するほとんどの教員が，東京や本土からなので，八丈方言については全く知ら
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ない状態である。そこで，教職員対象に，都の教育庁八丈出張所と共催して，毎年夏に希

望者向けの研修会を行っている。内容は，理論編と実施編を設け，講師には，方言話者を

招いて，実際に声に出して学ぶ研修内容である。 

 

２ 社会教育（生涯学習）での取り組み 

 

①八丈方言講座（4 年間に６回実施） 

 八丈方言の貴重さを知り，広めるために，島民向けに「八丈方言講座」を開催してきた。

講師には八丈方言研究者金田章宏千葉大学教授をはじめ，専門的な人とともに，島の方言

話者にも話してもらった。第４回には，同じ消滅危機言語地域の与論島から講師を招いた。

毎回，島の方言話者にも話をしてもらったことが，講座の参加者にとって身近であり，親

しみやすい雰囲気をつくっている。島民の関心も高く，毎回平均 100 人～150 人程度受講

している。しかし，地元出身の若者層（30 歳代～40 歳代）の参加者が少ないのが課題であ

る。 

尚，下の写真は，講座の時の写真である。   

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②八丈・島ことばカルタ大会（2 年間に 2 回実施） 

 島ことばカルタを作成したので，家庭や小学校，保育園で遊び感覚でカルタを楽しむ子

どもたちの姿がみられた。そこで，小学生から高齢者を交えたカルタ大会を企画した。当

日は，小学生の参加者が多かったが，保育園生，中学生，大人，高齢者も入り，なごやか

に実施された。ルールは八丈島ルールで，絵札だけでなく読み札も並べ，絵札とともに取

れるルールで，年齢別の部と交流の部と行っている。読み手には，各地域の人を呼び，そ

の言葉で詠んでいる。小学生から高齢者まで同じ会場に集まり，楽しめるカルタ大会にな

っている。 

 高齢者の参加者からは「小学生と一緒になってカルタができて，楽しかった」という感

想がよせられている。２回目からは，参加賞や賞品を用意した。 
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              カルタ会の様子 

 

③島ことば教室 

 実際の八丈方言を声に出して体験しよ 

うという企画で，方言話者を講師として 

招き，2012 年度に 3 回連続で実施した。 

各回ともに 20 人ほどの参加者があった。 

特に，島外から来て島に住みついた人た 

ちにとっては，初めての体験ができ，好 

評であった。 

 2013 年度には，30 歳代～40 歳代の親 

と子どもとの「親子島ことば教室」を企画している。 

 

④八丈方言文法講座 

 八丈方言研究者の金田章宏氏（千葉大学教授）に，島民のために八丈方言の特徴である

文法について，２回にわたり講座を開講していただいた。島の人向けに平易に解説してい

ただき，２日間 6 時間の講義であったが，のべ 30 人ほどの参加者があった。 

 

⑤八丈島の代表的な民謡「ショメ節」の歌詞 100 句の収集，作成 

 八丈島に昔から伝わる代表的な民謡 

「ショメ節」には，たくさんの八丈方言 

が入っている。この民謡は，かつては宴 

会の席上や盆踊りなどには，必ず歌われ 

ていたものであるが，最近はカラオケの 

普及等で歌われなくなってしまっている。 

そこで，八丈方言が入っている歌詞を収 

集して，１００句にまとめた。「ショメ節」 

は７・７，７・５形式の歌詞なので，上の７・７，下の７・５の言葉に分けて詠むゲーム

として考えた。いわゆる百人一首のルールである。老人会などで何回か開催したが，懐か

しさのあまり一緒に歌いだす高齢者もいた。 

 

⑥広がりをみせる取り組み 

2009 年度からスタートした八丈方言を知り・広める活動であったが，島民に少しずつ知ら
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れようになり，理解者が増えてきると共に，島民の間に八丈方言を話すことが恥ずかしい

という意識はなくなってきていることを感じる。 

・高齢者劇団「かぶつ」（八丈方言 ダイダイの意）の方言劇の上演 

  高齢者の芝居好きの素人の人達が集まり，八丈方言による芝居を上演してい 

る。高齢者演芸会や保育園・小・中学校で上演してきた。中でも，八丈民話の「ベニ

皿（じゃら）・カケ皿（じゃら）」は，東京での公演を実現した。2013 年 6 月には，

山梨県の交流発表大会で演じる予定である。 

・マスコミが注目して取り上げてくれる機会が増えて，島民外にも活動が 

知られるようになった。活動を始めて４年経過するが，この間，数多くのマ 

スコミが注目してくれて，メディアで八丈方言のことを取り上げてくれた。活動の様

子を島だけでなく，島外にも知られるようになった。ＮＨＫ，朝日新聞，東京新聞，

ラジオ，雑誌などで紹介された。また，島の週刊ミニコミ紙「南海タイムス」にも，

度々ニュースとして取り上げて，島民に取り組みを知らせてもらっている。   

 

 

 

 

 

 

 

                   

   

 

 

 

 

 

                         

       「中日新聞」記事         劇団「かぶつ」公演 

 

 ３ これからの取り組みと課題 

  

①「消滅危機言語サミット」（仮称）の実施 2014 年度予定 

日本の 8 地域の言語が消滅の危機にあるということで。その地域の人たちが集まり，そ

の地域の実態を知り，これからの活動をお互いに支援しながら，横の連携とりあいながら，

継承運動を進めていこうという会を 2014 年に八丈島で開こうと考えている。これまで，

活動が八丈島という点であったのを，日本全体の面に広げるという発想である。その際に

は，文化庁，国立国語研究所，沖縄県，鹿児島県，北海道の関係者，各方言の研究者とと

もに開催できることを願っている。 
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    ＊開催予定時期 2014 年 11 月～12 月 

   ＊場所   八丈島 

   ＊招請する地域 消滅危機言語の認定を受けた 8 地域 

   ＊招請する予定者 １地域 3 人程度，各方言研究者（1 人）  

   ＊2013 年度は，準備，広報活動。2014 年度は，実施に向けての具体的な活動を行う。 

 

②「島ことば（八丈方言）冊子」作成，島民に全戸配布    2013 年度 

  八丈方言の価値を全島民に知ってもらい，その文化を後世に伝えるために「島ことば

（八丈方言）冊子」を作成，配布し，全島民の意識の向上を図る。 

 

③課 題 

＊次世代に八丈方言を継承するための取り組み 

「子ども世代が話さない」ということが，消滅にいたる道であるが，現状では，若い

人（30 歳代～40 歳代の親世代）の意識がそんなに高くない。これらの世代が方言継承

に関心を持ち，積極的に継承する担い手になっていく必要がある。そのためには， 

１．親世代への関心を呼び起こす活動の提起 

２．現在八丈方言を話せる祖父母世代から，若い人や子どもたちへの継承 

３．子ども世代が，学校で習ってきたことを，家庭・地域に広める。 

 

＊島民への意識の向上 

  「こんなことをするのは，懐古趣味である」「なくなってしまうのは，どうしようもな

い」という意見をもっている人に，八丈方言の価値と活動の意味を伝える活動を展開

する必要がある。 

 

おわりに 

 八丈町の学校教育において，小学校では 2013 年度より 1 学年年間 3 時間，中学校では

2014 年度より 1 学年 3 時間 方言学習を始める予定である。八丈島で学んだ児童・生徒は

合計 27 時間，学習することになる。学校から，家庭や地域に発信する体制ができるので，

大いに期待するところである。家庭と学校と地域の中で，学校の役割が果たす役割は大き

い。学校で学んできた八丈方言（島ことば）を子どもたちが父母に話し，分からない言葉

などは，祖父母に聞く。そこで，祖父母の力を借りて，また子どもに環流させる。 

そのような循環が実現することは，可能であると思う。学校で学んだことを，家庭や地域

で交流することにより，八丈方言のみならず，郷土を愛する児童・生徒に育っていくこと

を願っている。 

最後に，八丈方言を知り・伝える活動のめざすことは，単に，方言の知識を増やすので

はなく，愛することにつながり，島に誇りをもつきっかけになると考えている。 
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鹿児島県沖永良部方言 

木部 暢子 

 

 

１ 沖永良部島の概要 

 

 沖永良部島は奄美群島の南部に位置し，鹿児島本土から南へ 536km，沖縄本島から北へ

約 60km，面積 93.65km²の島である（図１）。沖永良部島には，和泊町と知名町の２町があ

る。集落の数は，和泊町が２１（和泊，和，皆川，杏里，与論浜，玉城，内城，後蘭，谷

山，仁志，内喜名浜，半﨑，畦布，伊延，出花，西原，国頭，美瀬浜，喜美留，手々知名，

長浜），知名町が２１（知名，屋子母，大津勘，徳時，住吉，正名，田皆，下城，上城，

新城，久志検，赤嶺，竿津，余多，上平川，下平川，屋者，芦清良，黒貫，瀬利覚，小米）

（図２），人口は，和泊町が 6,836 人，知名町が 6,407 人，合計 13,243 人である(2014 年

1 月現在)。 

 温暖な気候を利用して，ジャガイモやサトウキビなどの農作物の他，テッポウユリ（エ

ラブユリ）や菊などの花の栽培，牛の飼育が盛んである。 

 島への交通手段は，飛行機が鹿児島空港から１日３便，奄美大島空港から２日に１便，

与論空港から２日に１便，那覇空港から１便運航している。フェリーは，鹿児島港から和

泊港へ１日１便，那覇港から和泊港へ１日１便，鹿児島港から知名港へ月 9 便ほど運行し

ている。 

 

 

図  沖永良 の位置     図  沖永良 の 落図 
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２ 沖永良部方言の保存・継承に係る取組 

 

２.１ 方言大会や方言劇等の上演とその記録 

(1)和泊町 

 和泊町では，1994 年に和泊町文化協会の

企画により第１回「島ムニ大会」が開催さ

れた。「島ムニ」は「島ことば」の意で，

当初は子どもたちによる方言劇の上演が大

会の中心だった。「島ムニ大会」は第５回

（1998 年度）まで開催されたが，1999 年度

以降は方言に限定せず，島唄や島の伝統文

化・芸能を対象とする発表会に形を変える

こととなり，1999・2000 年度は「島唄大会」

が開催された。その後，さらに趣旨と名称

が変更され，2001～2003 年度は「なちかし

ゃぬ島あそび」，2004～2006 年度は「えら

ぶ芸能あしび」が開催された。2007 年度か

らは「子ども芸能発表会」となり，現在に

至っている（写真１）。2014 年度の「子ども芸能発表会」は 2015 年 2 月 15 日に和泊町民

体育館で開催された。 

 この一連の大会で注目されるのは，畦布の島ムニ劇である。畦布地区では，第１回の「島

ムニ大会」から現在の「子ども芸能発表会」に至るまで，一貫してオリジナルの島ムニ劇

を上演してきた（1999・2000 年度の「島唄大会」は欠場）。劇の内容は，地元の歴史や風

俗，昔の遊び等に題材を得たもので，第１回から第３回までは三島秀俊氏が台本を作成し，

第４回以降は中村スエ氏が台本を作成している（図３）。現在までに作成された台本は 17

本で，現在も中村氏により新作の島ムニ劇が作成されている。 

 

わんじゅ

ぬ ク  １  

図３ 畦 の台  

 

 

直 樹 いゃ な 戻
むどぅ

らー。 おい，もう 帰ろう。 

隆 幸 今日
ひ ゅ う

わ クリナンカでぃどー。 今日はクリナンカだというぞ。 

貴 裕 にい ぬんぎ物
むん

ぬ 出
い

じゆぬ 日
ひー

どや。 そうだ。怖いものが出る日だぞ。 

なぎさ ぬんぎゃ 早
へー

さ 戻
むどぅ

ら。 恐いね。早く帰ろ！ 

淳 暉 エイサンクミヤガリ しーがちゃな 

戻
むどぅ

ら。 

エイサンクミャガリやりながら，帰

ろ！ 

みんな がんしら がんしら。 そうしよう そうしよう。 

１ 201 能  

（ 立大城小学校 ーム ージ り  
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(2)知名町 

 知名町では，平成８年から毎年１回，「島

唄・島ムニ大会」を開催している。内容は，

子どもたちによる島ムニ劇や島唄，地域の紹

介等の発表で，学校単位でその練習や準備に

取り組んでいる。2014 年度の「島唄大会・島

ムニ大会」(第 18 回) は，2015 年 3 月 1 日（日）

に，おきえらぶ文化ホールあしびの郷・ちな

で開催され，小学校，中学校，学童クラブ，

老人クラブなど 11 団体が方言劇や地域文化

の紹介を行った（写真２）。 

 

２.２ 小中学校における地域学習・方言学習の状況 

(1)和泊町 

 和泊町では，各小学校で総合的な学習の時間を使って「郷土で育てる肝心
ちむぐくる

の教室」を実

施している。これは「方言カルタ」を活用した方言学習で，地元のゲストティーチャーを

外部講師として招き，年間６時間の学習時間を確保して行われている。 

 

(2)知名町 

 知名町では，授業に方言学習を組み込むことはしていないが，年１回開催される「島唄・

島ムニ大会」の発表のために，地域の人の協力を得ながら，方言劇の練習や方言の指導を

学校で行なっている。 

 知名町の取り組みで注目されるのは，学童保育「てぃだっ子」の活動である。「てぃだ

っ子」は，幼稚園児から小学１～４年生までの児童を放課後あずかり，保育を行なうクラ

ブで，2013 年に知名町の委託を受けて下川平に開設された。一般的な学童保育（宿題，絵

本，紙芝居，年間行事など）に加え，島の文化を学習するための取り組みとして，島ムニ

の学習を実施している。島ムニの指導にあたるのは学童保育の指導員で，2013 年度は島内

出身者６名（うち島ムニを自在に話せる者２名），島外出身者３名という構成である。年

齢的にも若い人が多いが，プログラムはよく工夫されている。例えば，次のとおりである。 

 

 ステップ１：6 月初旬 数の数え方，色，体の部位，日常使う言葉（あいさつなど） 

 ステップ２：6 月中旬 遊びの中に島唄，踊りを取り入れる 

            読み聞かせの中に民話，伝説などを取り入れる 

 ステップ３：9 月   単語をつないで簡単な文章を話す（自己紹介など） 

 ステップ４：11 月   民話を島ムニで朗読する（ロシア民話「おおきな かぶ」） 

 ステップ５：1 月～3 月 島ムニ大会の練習と出演 

（清村美代子「島むに伝承活動について～子どもクラブ「てぃだっ子」の取り組み～」

より） 

 

写真２ 8 回 ニ  

（ 日日 ムペ ジ  
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 指導員の一人，松村雪枝さんによると，子どもに方言学習の無理強いはせず，自主性に

任せているが，幼稚園児は島ムニ保育が大好きで，楽しみにしている。覚えも早い。幼稚

園のときから島ムニに親しんでもらい，小学校の「島唄・島ムニ大会」につながればいい，

という。 

 

２.３ 地域の人の協力の状況 

 

 和泊町では，地域の人がゲストティーチャーとして，年間６時間の方言学習に協力して

いる。知名町では，「島唄，島ムニ大会」に出場するために，島ムニ劇の練習に地域の人

が協力している。しかし，地域の人が方言学習に関わる時間は決して多くない。また，「島

唄，島ムニ大会」といったイベントのための協力に止まっている感がある。子どもたちが

日常的に方言を使う環境を作るという視点が必要ではないかと思う。この点，先にあげた

子どもクラブ「てぃだっ子」の活動は，年間を通して方言を学習するプログラムになって

いて，子どもたちが日常的に方言に触れることができる。また，幼稚園児という早い時期

から方言に触れさせる点でも，優れた取り組みである。 

 

３ 沖永良部方言に関する意識調査とその分析 

 

３.１ 過去に行われた方言に関する意識調査 

 

 和泊町，知名町いずれも，方言に関する意識調査が過去に行われたことはない。 

 

４ 沖永良部方言の保存・伝承のための教材 

 

４.１ 沖永良部方言の語彙集，辞典，文法書，テキスト等 

 語彙集，文法書，テキストには，次のようなものがある。 

 

語彙集 

永吉敏人編(2005)『いらぶぬくとぅば』（トモエ） 

甲東哲編著・先田光演編集(2011)『分類沖永良部島民族語彙集』（南方新社） 

語彙の研究 

中本正智(1982)「沖永良部島方言の語彙」『琉球の方言（7）』法政大学沖縄文化研究所 

高橋ゼミグループ(1984)「沖永良部方言調査報告―言語地理学的研究―」『沖縄言語研

究センター資料 50』沖縄言語研究センター 

言語地理学定例研究会(1990)『奄美諸方言の言語地理学的研究―徳之島・沖永良部島

に関する言語地理学的調査の報告―』沖縄言語研究センター 

久野マリ子（1986）「語彙記述の意味の史的変遷―沖永良部・徳之島方言の人体語彙を

中心として―」『國學院大学日本文化研究所（57）』國學院大学日本文化研究所 

文法書 

中本正智(1982)「沖永良部島方言の動詞活用」『琉球の方言（7）』法政大学沖縄文化研
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究所 

野原三義(1982)「沖永良部島方言の文例」『琉球の方言（7）』法政大学沖縄文化研究所 

サラ・アン・ニシエ(1995)「沖永良部島芦清良村の方言の研究」『琉球の方言（20）』

法政大学沖縄文化研究所 

杉村孝夫(2009)「沖永良部島方言動詞の形態音韻論」『福岡教育大学紀要 第 1 分冊 

文科編』58，福岡教育大学 

徳永晶子(2012)「沖永良部・国頭方言の動詞の構造（中間報告）」『若手研究者育成セ

ミナー：消滅危機言語としての琉球語研究の意義と目的』琉球大学国際沖縄研究

所，沖縄言語研究センター 

テキスト 

岩倉市郎(1984)『沖永良部島昔話』知名町教育委員会 

アクセント 

久野マリ子(1989)「沖永良部島和泊町のアクセント資料 体言・用言・助数詞その他 

国学院大学日本文化研究所紀要」64，国学院大学日本文化研究所 

久野マリ子(1991)「沖永良部島和泊方言のアクセント―長さがアクセントの型を示す

方言―」『日本語論考』桜楓社 

上野善道「沖永良部島方言語彙のアクセント資料(1)～(8)」法政大学沖縄文化研究所

『琉球の方言』,東京外国語大学『アジア・アフリカ文法研究』，『東京大学言語学

論集』等 

松森晶子(2000)「琉球の多型アクセント体系についての一考察 琉球祖語における類

別語彙 3 拍語の合流の仕方」『国語学』201(51-1)，国語学会 

松森晶子(2000)「琉球アクセント調査のための類別語彙の開発 沖永良部島の調査か

ら」『音声研究』4-1，日本音声学会 

 

４.２ 沖永良部方言の教材 

 上記の語彙集や文法書の多くは研究者向けのものであって，子どもの方言学習に使える

ような教材はほとんど作られていない。ただし，近年は松村雪枝氏により，子どもたちに

読み聞かせるための，知名町上平川言葉訳の民話が作られている。「月の中の一本足の娘」

「神様と女」は沖永良部に伝わる民話の方言訳，「大きな かぶ（ぅまーぎさぬ うでぃ）」

はロシア民話の方言訳である。 

 

４.３ 録音資料の作成，利用状況 

 録音資料はほとんどないが，近年は，松村雪枝氏の民話の朗読を徳永晶子氏（一橋大学

大学院生）が録画し，少しずつ公開している。 

 

５ 保存・継承の取組の効果と課題 

 学校の総合学習の時間を使った方言学習や島ムニ劇の練習を通して，子どもたちに

方言を継承するという意識が少しずつ高まっている。しかし，島ムニ劇や島ムニ大会に

出場するために方言を練習するという感覚が子どもにも地域の大人にもある。日常的に方

言を使用するという視点に立った方言学習の導入が今後の課題である。 
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 方言学習を推進する人材の育成も必須である。沖永良部では，60 歳以上の人はまだ，方

言を自在に話すことができるので，そのような人を方言教育にもっと取り込む工夫をすれ

ば，継承活動がさらに盛んになると思われる。 

 近年は，松村雪枝氏のように，比較的若い人で方言の継承活動に取り組む人が出てきた。

また，子どもクラブ「てぃだっ子」のように，就学前の幼稚園児を対象とする方言学習も

実施されている。このような活動を他の地域へ広げることにより，方言学習を広めること

が可能なのではないかと思う。 

 

 

引用文献 

清村美代子「島むに伝承活動について～子どもクラブ「てぃだっ子」の取り組み～」 

南海日日新聞ホームページ http://www.nankainn.com/culture/%E7%9F%A5%E5%90%8D%E7% 

94%BA%E3%81%A7%E5%B3%B6%E5%94%84%E3%83%BB%E5%B3%B6%E3%83%A0%E3%83%8B%E5%A4%A

7%E4%BC%9A（2015.03.10） 

和泊町立大城小学校ホームページ http://ohjiroes.ti-da.net/d2010-02.html 

(2015.03.14) 
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鹿児島県与論方言 

木部暢子・乙武香里 

 

 

１ 与論島の概要 

 

 与論島は奄美群島の最南端に位置する，周囲 23.65km，面積 20.49 ㎢，隆起珊瑚礁で形

成された平坦な島である。鹿児島新港からは 594km，沖縄本島の本部港からは 85km，沖縄

本島北端の辺戸岬からは北へ 28km のところにある。集落の数は 9 つ（茶花，立長，城，朝

戸，麦屋西区，麦屋東区，古里，叶，那間），人口は 5,443 人（2015 年 3 月 3 日現在，与

論町ホームページ）で，行政上は島全体が一つの与論町となっている。 

 島への交通手段は，飛行機で与論空港へ入る方法と，船で与論港へ渡る方法がある。飛

行機は，鹿児島空港から 1 日 1 便，那覇空港から 1 日 1 便，奄美大島空港から 1 日 1 便の

運航があり，フェリーは鹿児島港から 1 日 1 便，那覇港から 1 日 1 便が運航している。 

 主な産業は農業と観光で，サトウキビ，野菜，花き栽培，畜産などが営まれている。島

内のいたるところにビーチがあり，年間 4 万人の観光客が訪れる。 

 

 

 

図 1 位      図  島 落図 
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２ 与論方言の保存・継承に係る取組 

 

２.１ 方言大会や方言劇等の上演とその記録 

 方言の継承活動には，家庭，学校，地域コミュニティー，行政の４つの役割がある。こ

こでは，主に行政が主催する取組を取り上げる。 

 与論町では，平成 2008 年から毎年１

回，教育委員会の主催でユンヌカルタ

大会を開催している。「ユンヌ」とは「与

論」のことで，ユンヌカルタ大会では

ユンヌフトゥバ（与論言葉）で書かれ

たカルタを取り合う。毎年 2 月 18 日の

「ユンヌフトゥバの日」１の近隣の日

曜日に砂美地来館で開催されている。 

 第 7 回ユンヌカルタ大会は，2014 年

2 月 16 日（日）に開催され，各子ども

会から上学年の部 18 チーム，下学年の

部 12 チーム，合計 30 チームが参加し

た（図３）。この大会では，新たに「カ

ルタ賞」が設けられ，優勝，カルタ賞

をめざして戦いが繰り広げられた。大会運営は，中学生が中心となるジュニアリーダーが

司会・審判・読み手を務め，子どもたち主体の大会となっている。（与論町教育委員会ホー

ムページより）  

 次に，町企画の行事に「十九の

春」世界大会２がある。この催しは，

「十九の春」の歌詞の替え歌を披露

し，競うというもので，歌詞は与論

方言に限らず共通語，英語などのこ

ともある。子どもから大人まで参加

し，三味線，踊りなども披露される

（図４）。  
 与論では，他の島で行われてい

るような方言大会，方言劇が開催

されていない。ただし，地区単位

では，那間こども園や与論小学校で

方言劇が行われている。 

                             

1. 与論町文化協会では 2006 年，2 月 18 日を「ユンヌフトゥバの日」と定めた。2 月

18 日が選ばれた理由は，与論方言で「言葉」を「フトゥバ」と言うためである。 

2. 田端義夫が歌ってヒットした「十九の春」が「与論小唄」から派生したと言われている

（小川 2006）ことから始まった。 

図  7 回ユ 大会の  

与 教 会 よ  

 2 年 九 世 会  

町 ムペ  
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２.２ 小中学校における地域学習・方言学習の状況 

 与論町には，茶花小学校，与論小学校，那間小学校の 3 つの小学校がある。ここでは

方言学習の取組が最も進んでいる与論小学校を取り上げる。 

 与論小学校の取組は，次の四つの段階に分けることができる。 

第一段階：平成 11（1999）年「創意の時間」を使った方言学習 

第二段階：平成 14（2002）年「総合的な学習の時間」の時間を使った方言学習 

第三段階：平成 19（2007）年「郷土の文化を生かした教育活動の展開～ユンヌフト

ゥバ学習を中心に～」（鹿児島県へき地・小規模研究連盟の研究指定）に

よる方言学習 

第四段階：平成 24（2012）年 学習教材のデジタル化 

 

 第一段階は，与論民俗村主宰の菊秀

史（きくひでのり）氏の働きかけによ

り，初めて方言学習が導入された段階

である。菊氏はこれに先立つ 1998 年ご

ろから，このままでは方言が消滅して

しまうという危機感から，町政懇談会

等で「学校が方言の授業に取り組むべ

きだ」という発言を行なってきた。し

かし，当時の町は「学校は方言を教え

るところではない」という姿勢だった。

そこで，菊氏は自分が居住する地区の与論小学校に働きかけ，与論小学校で方言学習が始

まった。ただ，当初は，各学年とも年間を通じて２時間という大変少ない時間であった（表

１）。 

 第二段階は 2002 年に始まる「総合的な学習の時間」を使った方言学習の段階である。

これは，各学年，年間 10 時間を方言学習の時間に当てるというもので，それまでの

年間２時間に比べて大幅な学習時間の増になった。そのきっかけは，2001 年に菊氏

が与論小学校の PTA 副会長に就任した

ことである。これにより菊氏と与論小

学校の教員が協力して，方言学習を進

める体制が整えられた（図５）。 

第三段階は「郷土の文化を生かした教

育活動の展開～ユンヌフトゥバ学習を中

心に～」が鹿児島県へき地・小規模研究

連盟の研究指定を受け，これによる方言

学習を推進した段階である。各学年，年

間 10 時間という学習時間に変化はなか

ったが，年間指導計画の改善が行われ

た。改善の内容は，10 時間の指導内容

の重点を学習の各段階に応じて「単語

図  菊 に るユ フ 指  

（『日本 言の多 る 』

学年  
方言学習

の時間  
創意の時間

1 年生  2 8 
2 年生  2 8 
3 年生  2 11 
4 年生  2 14 
5 年生  2 20 
6 年生  2 19 

１ の 占 言学 の  
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から会話へ」シフトさせた点である。図６に示すように，第１時では挨拶や単語を中心と

する学習，学習が進むにつれて，だんだんと会話の練習時間を増やし，第 10 時では会話を

中心とする学習という構成になっている。 

 

１時間

の過程 第１時 ～ 第４時 ～ 第７時 ～ 第 10 時 

 

導入 

1 始めの挨拶 

2 挨拶の単語や

言葉の学習 

 1 挨拶の練習 

 

 1 本時の確認   

1 本時の確認 

2 会話する場

面状況を設定 

3 必要な会話

を練習 

4 相互発表 

5 相互評価 

 2 前時の復習  1 期習事項を確

認 

2 状況を設定し

た会話の練習 

3 相互発表 

 

 

展開 

1 友達や先生と

単語の練習 

 1 新しく習う言

葉の確認 

  

 

終末 

1 習った単語や

言葉の確認 

 2 状況を設定し

た会話の練習 

 1 次時の確認  1 次時の確認  

 

図  学 るユ フ 学 話 の バ

ンガル （ 学 供 料 り  

 

第三段階には同時に PTA や地域の人たち

の協力体制を築くべく，いろいろな試みが

行なわれた。例えば，2010 年には，日常使

う会話例を保護者に募集し，応募のあった

80 の例文をユンヌフトゥバに訳し，ユンヌ

フトゥバカルタを作成した（図７）。 

第四段階は，教材のデジタル化による方

言学習の実施の段階である。学習時間が年

間 10 時間，確保されているといっても，月

にしてみれば１時間である。学習時間の不

足を補うために教材をデジタル化し，パソコ

ンで事前に学習したり授業後の復習に用いた

りすることができるようにしたのがこの時期

の取組の特徴である。 

デジタル機器の優れている点は，画像と音

声を同時に見聞きすることができる点にある。

与論小学校でもこの点を生かし，ボランティ

アのかたにユンヌフトゥバを発音してもらい，

それを録音して画像の文字や絵とリンクさせ，

画面のマークをクリックするとユンヌフトゥ

バの音声が出てくるようなシステムを作成した
８ デジ ル 材 

（ 学校 り  

図７ ン ゥバ ル  

（ 学校提 り  



－ 21 －

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言の保存・継承に係る取組等の実態に関する調査研究 

（八丈方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」報告書 2015 年 3 月 

（図８）。その内容は，日常よく使われる単語，例えば，身体の名称，家族の名称，数の数

え方といった単語の他に，あいさつのしかた，「与論のことわざ」といった文レベルのもの

も含まれている。「与論のことわざ」というのは，例えば次のようなものである。 

「思
ム

イドゥ運命
ヌ サ リ

 請
フイ

ドゥ 幸運
ウ ブ ン

」（思い願うことがその人の運命となり 請い願うこ

とがその人の幸運につながる） 

 

 以上の四段階のそれぞれにおいて，与論小学校ではさまざまな工夫を行なっている。以

下に優れた工夫の例をあげておく。 

 

①体系的なカリキュラム 

 学習時間は，各学年とも年間 10 時間，月 1 回だが，図６のように年間指導計画が体系的

に作成されている。また，低学年は日常生活に身近な単語を中心に学習し，中学年は 4 つ

の基本文型（「何がどうする」，「何がいる・ある」，「何がどんなだ」，「何が何だ」）を中心

に，高学年はユンヌフトゥバ劇とユンヌフトゥバで夢を語るといった方言スピーチを中心

に学習するというように児童の発達段階に応じた授業計画となっている。 

 

②日常的な方言の使用 

 方言学習の時間以外にも，学校生活

の中に日常的に方言が取り入れられて

いる。例えば，毎時間の授業の初めに

ユンヌフトゥバカルタの朗唱と「与論

のことわざ」の朗唱を行なったり，給

食時間にユンヌフトゥバカルタの朗読

CD３を流したりしている。また，ユン

ヌフトゥバで挨拶を行なったり，廊下

や階段に方言が貼られていたりして，

「方言が当たり前」の環境を作ってい

る。 

 

③デジタル教材の活用 

 上記のようにデジタル教材の整備と活用が進んでいる。 

 

④家庭や地域へ広げる工夫 

 方言学習を学校だけで終わらせずに，家庭や地域に広げる工夫をしている。その一つに

「ユンヌフトゥバ音読カード」がある。これは，生徒が毎月１回の方言学習の日に学校で

                             

3. 保護者がユンヌフトゥバカルタを方言で読み上げ，それを編集して CD を作成した。

保護者が読むことで，子どもたちが方言を身近に感じることができるという（岩下

2014）。  

図９ 小 校 玄  

（ 学校 り  
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習ったユンヌフトゥバの文を家庭に持ち帰り，保護者の前でそれを音読する。保護者はそ

れを聞いてカードに感想を書き，担任に提出するというものである。このカードは，学校

と家庭の橋渡し的な役割だけでなく，家庭で方言を使う雰囲気を作るという役割を果たし

ている。実際，「ユンヌフトゥバ音読カード」の実施により，それまで方言の教育にあまり

積極的でなかった祖父の意識が変化したという事例が報告されている。 

 本年度の新しい取組として，「バイリンガル認定証」

（図 10）の発行がある。これは，児童がユンヌフトゥバ

と共通語を見事に使いこなしているバイリンガルの人を

家族や親戚，近所の大人の中から探して校長に推薦し，

与論小学校が「バイリンガル認定証」を贈呈するという

活動である。子どもたちが島の大人たちをバイリンガル

として尊敬することで，ユンヌフトゥバに対する大人の

意識が変わり，「自分もバイリンガルに認定されたい」と

いう大人が増えたという。現在，約 300 人に「バイリン

ガル認定証」を贈呈し，今後もリストアップを続けると

いう。 

 

⑤誰でも使える教材の開発 

学校における方言教育の最も大きな問題点は，その

地域出身の教員がいない，または少ないということで

ある。鹿児島県の場合，３年ないし５年で教員が異動

するため，本土出身の教員が島に赴任することが多くなる。方言が分からない本土出身の

教員たちは，「自分たちは方言教育に携われないと」考えがちであるが，与論出身でない教

員にも負担のないかたちで方言学習が担当できるよう，体制を整える必要がある。そうで

なければ，特定の教員に方言教育の仕事が集中したり，与論出身でない教員が精神的負担

感を感じてしまうことになる。そのためには，地域の人との協力関係の構築と，誰でも使

える教材の開発が不可欠である。 

与論小学校の場合，2012 年に与論出身の岩下朝恵教諭が赴任し，「学校」「保護者」「地

域の協力者」の協力体制を築くと同時に，指導計画・方法の改善やテキスト・デジタル教

材の作成を行い，方言学習が非常にうまくいっている。現校長の中園照洋校長も島外の出

身であるが，与論方言の積極的な推進者である。 

 

２.３ 地域の人の協力の状況 

 与論小学校の方言学習は，菊氏によってその土台が築かれ，その後，さまざまな工夫を

重ねた結果，保護者と地域を巻き込んだ活動に発展しつつある。しかし，やはりまだ，菊

氏に依存している部分が大きい。今後，いかにして指導者を増やしていくかが課題である。 

 近年，茶花小学校，那間小学校でも，方言学習を「総合的な学習の時間」に取り入れる

動きがある。与論小学校の活動が他の地域に波及した結果だが，同じ島でも地域が違えば

方言が違うので，今後，これらの地域では，その地域の方言が指導できる人を育成しなけ

ればならない。その際，与論小学校の活動がモデルとなるだろう。 

図 1  リン 定証 

大 宝 」
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２.４ 保存・伝承の取組に関する地域の特徴 

 与論小学校の取組が成功した背景には，次のような地域の特徴がある。 

第１に，与論島では，40 代（保護者の世代）でも方言をかなり流暢に話す人が多く，20

代でも方言の聞き取りが十分できる人が多い。方言を伝承する素地がもともと整っていた

ことが，取組の成功の大きな要因としてあげられる。 

第２に，菊氏という熱心な推進者がいたことである。先に述べたように，菊氏の活動は

最初からうまくいったわけではない。当初は「学校は方言を教えるところではない」とい

うのが町の姿勢だった。それに対し，粘り強く方言教育の必要生を説いた菊氏の存在なく

しては，与論小学校の取組も存在しなかった。 

第３に与論小学校が継続的に方言学習に取り組んできたことがあげられる。先に述べた

ように，校長も含めて，教員は３～５年で異動するのが普通である。そのため，１つの学

校が継続的に方言学習を行うのは，じつは，かなり難しい。与論小学校の場合，代々の校

長とそこに在籍した教諭の意識の高さ，及び行動力により方言学習が継続的に行われた。 

与論小学校では，この３つが揃うことにより，「学校」「家庭」「地域社会」が児童を介

してうまく結びつき，方言使用の循環の輪を作ることができた。しかし，普通はこのよう

にはいかない。多くの地域では，親の世代（40 代）がすでに方言を話せなくなっている。

そのような地域においては，家庭をどう取り込むかが大きな課題である。 

 

３ 与論方言に関する意識調査とその分析 

 

３.１ 過去に行われた方言に関する意識調査 

 与論島では，南山大学（1973），沖縄国際大学（1996），琉球大学（2013）等により，民

俗調査，社会学調査が行われているが，方言に関する意識調査は行われていない。 

 

３.２ 意識調査の結果の分析 

 方言に関する意識を伺い知ることができるものに，国立国語研究所『日本の方言の多様

性を守るために』のの菊秀史氏発言がある。 

 

現在，与論では「方言は共通語より劣ったことば」，「方言で話すことは恥ずかしい

こと」と考える人はほとんどいません。「方言は大切である」，「できればユンヌフトゥ

バを残したい」とだいたいの人は考えています。 

 無関心な人も，よくよく話を聞くと，「方言は要らない。方言はないほうがよい」と

思っているわけではなくて，「今さら復興は無理であろう」という半分は諦めにも似た

気持ちからそう思っているだけで，「残ったほうがよいか，残らないほうがよいか」と

聞くと，「それは残ったほうがよい」と答えてくれます。（p.20） 

 

 また高齢者を中心に「方言を使うなと教育されたのに，今さら」とか，「集落によっ

てことばが違うではないか」とか，「敬語の使い方が難しいから子どもたちには無理だ」

とか，そういうことを理由にして継承行動に移らない傾向があります。(p.20) 
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この指摘から，与論の人々は方言や方言を残すことに対して概ね肯定的ではあるが，積

極的に行動するまでには至っていないということがわかる。また，方言使用禁止教育の時

代を生きた世代には，諦めの気持ちが強いことがうかがえる。 

ただし，与論小学校のように，子どもたちが地域の大人たちを巻き込みながら方言を学

ぶことにより地域の大人の方言の伝承に対する意識に変化がもたらされている。 

 

４ 与論方言の保存・伝承のための教材 

 

４.１ 与論方言の語彙集，辞典，文法書，テキスト等 

 与論方言の資料として，以下のようなものがある。 

 

菊千代（1985）『与論方言集』与論民俗村 

菊千代(1985)『与論のしまがたり』はる書房 

菊千代・高橋俊三(2005)『与論方言辞典』武蔵野書院 

菊秀史(2006)『与論の言葉で話そう(1)挨拶・名詞・こそあど言葉・性格・感動詞・副詞』

与論民俗村 

菊秀史(2007)『与論の言葉で話そう(2)動詞を覚えよう（文法・文型編）』与論民俗村 

菊秀史(2009)『与論の言葉で話そう(3)動詞を覚えよう（単語編）』与論民俗村 

菊秀史(近刊)『与論の言葉で話そう(4)形容詞・助詞・表現意図』与論民俗村 

 

 この他に，与論方言に関するアクセント，語彙，文法に関する研究論文が多数存在す

る。 

 

４.２ 与論方言の教材 

 上記の『与論の言葉で話そう（1）～（4）』は，子どもたちに与論方言を教えるために

作成された文法書で，与論小学校の方言学習でも使用されている。 

他に方言学習で使用されている資料として，以下の者がある。 

 

『ユンヌフトゥバカルタ』（与論小学校 PTA 研修部） 

全 80 首。日常会話や親・祖先の教え，駄洒落など，ユンヌフトゥバを通して学び

たいものや，残したいものが，バランスよく盛り込まれている。本年度は 50 首を

選定し，上の句と下の句に分け，本格的なカルタ遊びができるものにバージョンア

ップした。作成委員会の会議の中で，委員の保護者たちがユンヌフトゥバへの思い

を深めていくことにもつながっているという。 

『ゆんぬフトゥバカルタの朗読 CD』 

『与論
ユ ン ヌ

カルタ』（与論カルタを創る会） 

『小学校・中学校の・道徳内容に関する与論のことわざ』（与論町教育委員会「小学校・

中学校の道徳内容に関する与論のことわざ」編集委員会） 

『与論のことわざカレンダー』（与論町教育委員会） 
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４.３ 録音資料の作成，利用状況 

与論小学校では，ポイントをクリックすると方言音声が出るデジタル教材がある。内容

は，日常よく使われる単語，例えば，身体の名称，家族の名称，数の数え方の他，あい

さつのしかた，与論のことわざ等。2012 年から 2013 年までは民間財団助成金により，タ

ブレット上で利用されていたが，助成期間の終了に伴い，タブレット上では使えなくなり，

現在は，教室に設置されたパソコンで利用している。 

また，音声資料として「ユンヌフトゥバカルタの朗読 CD」がある。 

 

５ 保存・継承の取組の効果と課題 

 

学校とは別に，高齢者医療に携わる看護師，介護士に医療現場における方言の使用と問

題点についてインタビューを行った。以前の調査で，看護師，介護士のかたが方言で患者

に接するようにしていると聞いたからである。医療現場における方言の使用は，学校にお

ける方言継承活動と直接には結びつかないかもしれないが，方言を若い看護師，介護士に

伝えるという点では共通している。今回のインタビューの回答を以下にあげておく。 

 

Ａさん（与論出身）看護師 

◆患者さんとのやりとりで困ることはないか。 

→患者さんは方言で話すことが多い。40 代の人も方言で語りかけてくる。自分（Ａさん）

は方言はしゃべらないが，聞き取りはできるので困ることはない。分からない方言があ

るときは，先輩の看護師や周りの人に聞く。また，介添えの人が通訳してくれる。 

◆医師と患者さんとのやりとりはどうか。 

→医師はほとんど島外出身者なので，方言が分からない人が多い。患者さんは医師との

会話では共通語を使っている。医師が分からないときは，介添えの人や方言が分かる看

護師が通訳する。しかし，共通語で病状を説明するのは難しい。医師の中には，積極的

に方言を習いに行く人もいる。 

◆医療現場で方言を使うことの長所は何か。 

→方言をまぜると，患者とのコミュニケーションがうまくいく。自分（Ａさん）が方言

が分かると知ると，患者さんも方言で話しかけてくる。分からない方言を患者さんに尋

ねることによって，コミュニケーションが弾むこともある。コミュニケーションが取り

やすくなるので，皆が方言を使えばよいと思う。 

◆方言で困ったことはないか。 

→患者さんが方言で病状を訴えると，理解するのが難しいことがある。患者さんにとっ

て，共通語で病状を訴えるのは難しいのではないかと思う。 

◆医療現場に必要な方言を理解するための手引き書があったらよいと思うか？ 

→特に必要ない。それよりも，先輩看護師に聞いたり，周りの人に聞いたりする方がよ

い。 
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Ｂさん（島外出身）介護士 

◆患者さんとのやりとりで困ることはないか。 

→自分は島外出身なので，方言が分からないことが多い。分からないときは，周囲の人

に尋ねる。また，その日の反省会の中で周囲の人に聞く。 

◆医療現場で方言を使うことの長所は何か。 

→方言の意味を患者さんに尋ねることによって，患者さんとコミュニケーションを行う

ことができる。デイサービスの中に，与論の島うたを取り入れている。島うたが流れる

と，患者さんの体が自然に動いてくる。 

◆方言で困ったことはないか。 

→カルテに患者さんが言ったことを方言で記入することがある。そのときに，どう書け

ばよいか（表記のしかたに）困ることがある。そのようなときには，周囲の人に聞いて

いる。 

◆医療現場に必要な方言を理解するための手引き書があったらよいと思うか？ 

→あったらいいと思うが，３年間勤務していれば，必要な単語はだいたい聞き取れるよ

うになる。 

◆その他 

→介護をする上で重要なことば，使用頻度が高いことばは，身体を表すことばや距離を

表すことばである。たとえば「ここに座って」「そこに座って」などと言うことが多い。

方言で言われると，この距離感を理解するのが難しい。 
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沖縄県における取組 

石原 昌英 

 

１ 沖縄県における取組について１ 

本稿では，特定の地域集落に焦点をあてることはしないで，沖縄県における危機的な状

況にあるしまくとぅば（地域言語）を復活させることを目的とした取組について述べる。

筆者は，2012 年度に実施された文化庁委託事業の研究代表を務めたが，事業報告書では，

復興活動に関する調査で明らかになったことを述べた２。本稿は同報告をベースにして，

多少重複するところはあるが，新聞報道，インターネット，及び筆者の聞き取り調査（電

話・メールを含む）に基づいて 2013 年度・2014 年度に実施された取組について紹介した

い。 

 

２ 行政機関等の取組 

最初に，行政機関等の取組として四つ紹介したい。一つめの取組は，2013 年に沖縄県

（文化観光スポーツ部文化振興課が担当部署）が「しまくとぅば県民運動」を実施し，9

月 18 日に県内初の「しまくとぅば県民大会」を開催したことである。同大会で，高良倉

吉沖縄県副知事（当時）は「各地に受け継がれてきたしまくとぅばは沖縄文化の基礎だ。

沖縄のアイデンティティーの一つである言葉を継承し，文化をつないでいこう」との仲

井真弘多知事（当時）のメッセージを代読した（『琉球新報』2013 年 9 月 19 日）。喜納昌

春沖縄県議会議長（当時）は，2006 年に県議会で「しまくとぅばの日」を制定した経緯

を振り返り，「緩やかに機運が高まり，きょうを迎えたことは意義深い。身近にできる家

庭から始めてみてほしい」としまくとぅばで挨拶した（『琉球新報』前掲）。沖縄県では，

2006 年 3 月の沖縄県議会での可決に基づき「しまくとぅばの日に関する条例」が制定さ

れ，9 月 18 日が「しまくとぅばの日」と定められた。2006 年 9 月に記念シンポジウムが

開催されたり，「うちなー芝居」が上演されたりするなどした。2007 年以降も様々の取り

組みはあったが，沖縄県が主導するものではなかった。喜納議長が「緩やかに機運が高

まった」と述べたように，条例制定から県民大会が開催されるまでには 7 年という短く

はない時間を要したのである。さらに，沖縄県は国頭村から与那国町にわたる全市町村

の住民を対象に，また，対象地域人口の年齢別割合も考慮して，「しまくとぅば県民運動

推進事業・県民意識調査」を実施した（このようなしまくとぅばに特化した調査も初め

てのことであった）３。沖縄県は，調査結果を公表するとともに，「しまくとぅば普及推

進計画」を策定した。推進計画は詳細なものではないが，10 年後のしまくとぅばの将来

を描いている。 

また，沖縄県の文化観光スポーツ部は，2014 年に初めての取組として，「（沖縄の黄金

言葉を集めた）しまくとぅばカレンダー」（資料１参照）と『語てぃ んーだな しまく

                             
１ 『月刊琉球』の編集者からの依頼を受けて，同誌の 2015 年 3 月号にも沖縄県における

取組について記した。同稿の内容は，本報告の内容と重なる部分がある。 
２ 琉球大学国際沖縄文化研究所が文化庁の委託を受けて，奄美方言，宮古方言，与那国方

言に加えて国頭方言，沖縄方言及び八丈方言が話されている市町村の教育委員会，学校（幼

稚園・小学校・中学校・高校），NPO 団体等を対象にアンケート調査を実施し，注目され

る取組を実施している教育委員会・学校等を訪ねインタビュー調査を実施した。 
３ 調査報告書は文化振興課のウェブページよりダウンロードできる。 
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とぅば』（語ってみようしまくとぅば）というガイドブックを発行した（資料２参照）４。

なお，ガイドブックは，文化振興課のウェブページ（http://shimakutuba.okinawa.jp/）

からダウンロードできる。 

 

 
 

資料１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

資料 2 

                             
４ 資料１・資料２は沖縄県文化観光スポーツ部文化振興課の許可を得て掲載する。撮影は

筆者。 
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 「しまくとぅばカレンダー」は，1 日から 31 日までの日捲り式で，沖縄島北部，沖縄

島中南部，宮古，八重山，与那国のしまくとぅばの黄金くとぅば（格言）が記されてい

る。ハンドブックは，那覇市真和志，宮古島市平良及び石垣市石垣のことばで「自己紹

介」「挨拶」「道案内」「電話対応」などの表現が紹介されている。本ガイドブックが，多

くの市販本に見られるような首里・那覇の方言のみの表現を紹介するのではなく，三つ

の島（沖縄，宮古，石垣）のしまくとぅばを紹介していることは，沖縄県が言語多様性

を認識し，それを重視していることを表していると言える。 

 

二つ目の取組は，那覇市教育委員会が，『ちかてぃあしばな しまくとぅば（使って遊

ぼう しまくとぅば）』という副読本を，低学年用と高学年用に分けて発刊し，市内の全

ての小中学校に在籍する児童生徒に配布したことである（資料３参照）５。 

 

 
 

資料３ 

 

それまでは，管見のかぎりでは，市町村の教育委員会が，独自のしまくとぅば教材を

作成したことはなかった。同委員会の取組は，子ども達が父母や祖父母としまくとぅば

で会話をする機会をつくることができるようにしたという点で画期的である。監修のか

りまたしげひさは，同副読本の目的について，「おわりに―しまくとぅばを学ぶことを通

して―」（p70）で，次のように述べている。少し長めではあるが，引用する。なお，ル

ビは省略した。 

 

わたしたちは，ことばを使って，見たり聞いたりしたこと，自分の考えや感

じたことを伝えます。考えを深め，知識を得るためにもことばが必要です。遠

い過去のことも未来のこともことばによって表したり伝えたりすることができ

ます。ことばは，人間にとって大切なものです。 

中略 

                             
５ 資料３は那覇市教育委員会学校教育課の許可を得て掲載する。撮影は筆者。左端の二

つのパンチ穴は，筆者が保管用にあけたものである。 
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沖縄県の中でも，沖縄と宮古と八重山とではことばがちがいます。さらに沖

縄の中でも島ごと，地域ごとにことばのちがいがあります。沖縄の南部と北部

でことばがちがうだけでなく，那覇市の中でも首里と那覇と小禄と真和志とで

はことばが少しずつ違います。 

この本で使っている“しまくとぅば”の“しま”には，「故郷」という意味が

あります。ですから，“しまくとぅば”はふるさとのことばです。“しま”ご

とにいろいろな“しまくとぅば”が使われているのです。 

中略 

方言は，標準語よりもおとったことばだからといって，使うことを禁止した

時代がありました。そのために，各地のしまくとぅばを話せる人が少なくなっ

ています。しかし，今ではしまくとぅばが大切なことばであることを認め，し

まくとぅばを使うことをすすめています。 

“しまくとぅば”を学びながら，地域の文化や歴史を学び，身近な自然につ

いての理解を深めることができます。地域ごとにちがう“しまくとぅば”の学

習は，多文化理解，多言語教育の基礎をつくります。しまくとぅばの学習を通

して，ことなる価値観をもった人を尊重し，グローバルな視点をもった子ども

たちをそだてるために，この本を役立ててください。 

 

 この低学年用では，小学３年生の「たーけー」を中心に姉の「みーきー」，父母，父方

の祖父母，及びペットの猫と犬が登場人物である６。一方，高学年用では中学２年生の「み

ーきー」が中心になっている。両編とも，「家族」，「気持ちを表す言葉」「一日の生活」「遊

び」「行事」「おもしろい言葉」で章立てされている。 

 

 三つ目の取組として，西原町中央公民館の活動を紹介する。同公民館は表１の通り 2014

年度に四件のしまくとぅば関連の講座を開設した。なお，表は西原町のウェブページを

基に作成した。 

 

 事業名 回数 定員 対象 目的 

１ し ま く と ぅ ば
講師養成講座 

10回 15人 一般町民・しまくと
ぅばに関心のある
方 

しまくとぅばを推進・継承し
ていく為，地域で活躍する講
師を養成する 

２ 指導者対象 
し ま く と ぅ ば
講座 

３回 15人 学校教師 
教育関係者 
指導者 

学校の先生にも知ってほしい
西原の歴史や日常のあいさ
つ・わらべ歌・手遊びからし
まくとぅばを学ぶ 

３ し ま く と ぅ ば
講 座  な ら て
ぃ  ち か て ぃ 
しまくとぅば 

5 回 20人 5 歳～12 歳の児童生
徒 

あいさつや自己紹介，手遊び，
わらべ歌や民謡などから，し
まくとぅばを楽しく学ぶ 

４ ウ チ ナ ー 芝 居
講座 

10回 30人 小学生～一般（町内
在住者，在勤・在学
者） 

「しまくとぅば」の普及・推
進を図る為，うちなー芝居の
練習から成果発表まで仲間と
取り組む 

表１ 

                             
６ 「たーけー」「みーきー」は沖縄での愛称。名前から２モラをとり，それぞれを伸ばす

などして４モラにする。例えば，筆者の愛称は「ひーでー」であるが，これは「まさひで」

の「ひで」から形成されている。 
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 同公民館の講座は，それぞれ 1 回 2 時間なので，総時間数からすると多いとは言えない

が，一般向け，教育関係者向け，児童生徒向けにレベル・目的に応じてしまくとぅばの講

座を開設したことは評価される。また，これらの講座の成果発表の場として，2015 年 2 月

1 日に，中央公民館主催で「しまくとぅば継承・推進事業 あびてぃ ちかてぃんーだな 

しまくとぅば」（話して 使ってみよう しまくとぅば）を開催した（資料 4 参照）。上

記のように，沖縄県のしまくとぅばは地域によって特色があるので，その維持・継承には

地域の取組が必要とされる。西原町の活動は一つの先行事例となるであろう。 

 

 
資料４（西原町のウェブページより） 

 

行政等の取組の最後に，公益財団法人博報児童教育振興会の助成を得て，東京外国語大

学国際日本研究センターと鹿児島県瀬戸内町立図書館・郷土館が事業を実施し，その成果

として 2013 年 3 月に編集発行された『瀬戸内のシマグチ』（「瀬戸内のシマグチ」編集委

員会）を紹介したい。編集員会の前田達朗は次のように述べている。少し長くなるが，引

用する。 

 

奄美の歴史的背景とシマグチ 

（前略）学校教育が始まってからは方言が禁じられました。学校から始まった，

時には罰を受けることもあった「方言矯正」は，シマの社会にもひろがりました。 
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薩摩時代に植民地的な産業構造にされた奄美からは，多くの人が阪神間や東京

周辺に仕事を求めて移り住むのですが，シマグチは笑われ，馬鹿にされました。

この経験はシマでの方言禁止をさらに進めることになりました。このことはシマ

グチを話せる人が少なくなった原因のひとつだと，地元では考えられています。

この「瀬戸内のシマグチ」の存在は，かつて禁止されてものであったシマ

対 人 が る になると考えています。 

 

瀬戸内町のシマグチ 

奄美大島南部と三つの有人島からなる瀬戸内町は，1955 年に三つの村とひとつ

の町が合併してできました。それぞれのシマに伝統と歴史がありますが，1980 年

代から子どもたちがシマグチを話さなくなったことに危機感が持たれていまし

た。地域での伝承活動もこの頃から始まったと言われていますが，1996 年から開

かれている「子ども島口大会」をきっかけに，校区はシマの公民館活動として，

こども向けの伝承活動が本格的に行われるようになりました。しかし，先生役の

シマの人々は，個人の努力と手作りに教材で，子どもたちを指導してきました。

こうした 域 の グ 伝承 役 て ために，「瀬戸内のシ

マグチ」は企画されました。（後略） 

 

 「瀬戸内のシマグチ」は冊子と 2 枚組の DVD がペアになっているので（資料５）７，文

字表記されたシマグチを読んで覚えるだけでなく音声を聴き，映像を見ることによって，

実際の使用場面を確認しながら，シマグチを覚えることができる。なお，ビデオクリップ

に登場するのは地元の人々である。 

 

 

 

資料 5 

                             
７ 編集委員会の前田達朗の許可を得て掲載する。撮影は筆者。 



－ 33 －

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言の保存・継承に係る取組等の実態に関する調査研究 

（八丈方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」報告書 2015 年 3 月 

 

 なお，前田が述べるように，瀬戸内町の各地区を含め，奄美群島の各地で話されている

島口は，沖縄県各地で話されるしまくとぅばと同様に，多様性に富んでいる。奄美・沖縄

地区では，このような多様性を維持するために，行政機関が積極的な活動を実施すること

が求められている。 

 

３ NPO 等の民間の取組 

 沖縄県におけるしまくとぅばの復興については，NPO 団体を始めとして，民間でも様々

な取り組みがされている。本節では，沖縄県における最近の動向について述べたい。注

目される動きとして，「しまくとぅば連絡協議会」の設立がある。沖縄語普及協議会，う

ちなぁぐち会，トピアプロジェクト等の，それまで別々に活動をしていた，しまくとぅ

ば復興活動に取り組む団体がまとまり協議会を立ち上げた。これにより，バラバラに展

開されていた活動に一つの核ができたと言える。なお，同協議会では，2014 年 10 月に，

八重瀬町の小学校生（３年～６年）・中学校の生徒（１年～３年），教員（管理職を含む），

保護者を対象にしまくとぅばに関する意識調査を実施し，現在その結果を分析中である。

管見によれば，沖縄県において，このような目的・対象でアンケート調査が行われたこ

とは初めてなので，集計結果・分析の公表が待たれる。 

近年の取組の特徴として，インターネットが活用されていることは注目すべきだろう。

筆者が活用しているインターネット上の取組を幾つか紹介したい，最初に，沖縄タイム

ス社の取組がある。同社は，毎週日曜日に『しまくとぅば新聞 うちなぁタイムス』発

行しているが，一部の記事は，インターネット上のポッドキャストで配信されている。

例えば，資料６に示した記事は，沖縄県で最近人気が出てきた若手芸人じゅん選手が書

いた「じゅん選手のしまくとぅば日記」の第４回「わらばーたや島の宝」（子ども達は島

の宝）である８。この日記は，じゅん選手のしまくとぅばで音声記録されていてポッドキ

ャストで聞くことができる。 

                             
８ 担当記者の許可を得て，掲載する。 
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資料６（「うちなぁタイムス」（2015 年 2 月 15 日）） 

 

また，同紙はしまくとぅば復興に関する記事を掲載することがある。第 84 号（2015 年 2

月 15 日）では，沖縄で祝われる旧正月にむけてしまくとぅばで年賀状を書くワークショ

ップが紹介されている。 

二 番 目 に ，『 方 言 日 記 （ ま か び む に ー ）』 と い う ブ ロ グ

（http://yugurihaikarah.ti-da.net/）がある。糸満市真壁出身の米国在住の女性が日々

の暮らしなどについて，出身地のしまくとぅばと日本語の二言語併記で綴ったものであ

る 。 三 番 目 に 『 い め ん せ え び り  う ち な あ ぐ ち 賛 歌 』 と い う ブ ロ グ

（http://www.haisai.co.jp/）がある。書くことを通してしまくとぅばを学ぶことを奨

励し，如何に書くのかを示した手引き書的なページも提供している。また，管理者の比

嘉清が，自ら書き上げたしまくとぅば小説を音声化したものを聞くこともできる。筆者

も頻繁に訪れるブログであるが，かなり実践的である。 

四番目にフェイスブックのグループがある。筆者も幾つかに参加して学ばせてもらっ

ている。代表的なものが，「Facebook うちなーぐち講座」であると思われるが，2015 年

２月 28 日現在の参加者数は約 7300 人である。参加者は沖縄県出身者（県外在住者を含

む），県外出身者（県内在住者を含む），そして少数ではあるが海外在住のウチナーンチ

ュである。また，参加者のしまくとぅば能力は様々で，沖縄のこと深く知りたいので参

加した県外出身の初心者，沖縄出身なのに沖縄のことばをまったく知らないので参加し
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た初心者もいる。このような参加者の多くが若者で，かなり熱心である。他には，県外

に出て，うちなーぐちを忘れていたが，この講座で故郷のことばを取り戻しつつあると

いう参加者もいる。沖縄県出身，県外出身の 50・60 歳代の参加者にはしまくとぅばにか

なり堪能な者がいて，初心者の質問に丁寧に答えている。講座でのやりとりを見ている

と，この講座は一過性のものではなく，持続性のあるかなり効果の高い取組であると思

われる。同様な活動をしている FB グループには「初めてのうちなーぐち講座」「【しまぐ

ち】しまくとぅばっし かたやびら！～うちなーぐちや永遠に～」などがある。 

五番目に，コミュニティ FM ラジオ局の取組がある FM ニライ，FM やんばる，FM コザな

どが，地域の話題などをしまくとぅばで語る番組を放送しているが，Ustream で配信され

ているので，番組終了後もインターネットでアクセスができる。これらの FM 番組に加え

て，2014 年９月に株式会社クレストがインターネット・ラジオの「沖縄しまくとぅば放

送局」を開設した。従来の地上波ではなく，パソコンやスマホで視聴ができるようにな

ったので，電波の届かない地域でもシマクトゥバ放送が聞けるようになったのである。

同放送局では，独自に取材・作成した番組も含めて１日２４時間・365 日，しまくとぅば

による放送を行うと宣言している。（詳しくは巻末に掲載した放送時間表と同放送局のホ

ームページ（http://www.crest-ryukyu.co.jp/uchina/）を参照のこと）。 

  

４ 学校における地域学習・方言学習の状況 

次に，沖縄県におけるしまくとぅば教育について述べたい。現在の指導要領の枠組み

では，正式な科目として教えることはできない。沖縄語普及協議会，うちなぁぐち会，

宜野湾うちなぁぐち会などの NPO 法人から派遣された講師が，総合学習や課外活動で教

えている学校もある。また，小学校や中学校での学習発表会などで，しまくとぅば芝居

が上演されることもある。 

まず，幼稚園での取組として，与那原町文化協会のしまくとぅば劇団「おばあ Q」の活

動をあげたい。同協会の児童文化部の 60 歳代から 80 歳代の女性会員が，子どもたちが

幼いころからしまくとぅばに親しんでもらおうと同劇団をたちあげ，保育園，幼稚園，

小学校等で活動している（『琉球新報』2014 年 1 月 24 日）。2014 年 1 月 17 日には，与那

原幼稚園で鬼ムーチーについて自作の紙芝居と寸劇を演じたようである。 

小学校における効果的な取組としても，沖縄芝居をあげたい。沖縄県糸満市の広報

（http://www.city.itoman.lg.jp/docs/2014071100017）によると，同市の真壁小学校で，

沖縄県俳優協会による沖縄芝居「なかなおりサンラー小」の紙芝居公演および舞台公演

が開催された。まず紙芝居で見せ，その後で俳優による実演が行われた。内容は，夫婦

げんかをした父（すー）と母（あんまー）の仲を息子のサンラーが知恵をしぼって取り

持つというものである。沖縄県で人気のある同芝居はユーモアに富んだアップテンポな

歌劇で子どもたちにも受け入れられやすいだろう。なお，同広報によると，俳優協会の

取組は，沖縄文化活性化・創造発信事業の一環として，沖縄芝居の伝承やしまくとぅば

の継承・普及などを目的に県内の各学校で行われているようである。 

中学校での取組については，宮古島市での活動が注目される。宮古地区中学校総合文

化祭の一貫として，方言お話パフォーマンス大会が開催されている。『宮古毎日新聞』

（2015 年１月 25 日）によると，同大会は，「時代を担う中学生が，各地区に残る方言を
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誇りを持って積極的に継承していこうとする意欲を育てることを目的」に開催されてい

る。今大会が４回目で，多良間中学校の生徒も初参加した。このような取組は，中学生

が自身の祖父母も含め，地域のしまくとぅば話者と交流し，地域文化の継承の機会を与

えることになるので，県内各地区に広まって欲しいものである。また，全県大会も可能

であろう。さらに，沖縄県高校総合文化祭でも，郷土芸能に加えて，このような取組が

実施されると，地域やしまくとぅばに興味を持つ生徒が増えるのではないだろうか。 

高校での取組として，宮古工業高校の 5 人の生徒によるスマートフォン用辞書アプリ

の開発がある。『琉球新報』（2015 年 1 月 30 日）によると，生徒達は，課題研究の授業の

一環として，父母などへのインタビューも行い，親族関係，身体，食材・料理の名前，

感情を表すことばなど，よく使用されるみゃーくふつ（宮古語）の 120 単語を辞書に収

録した。４コマ漫画を用いるなど若者が使いたくなるような工夫をしている。生徒達は，

作成過程でそれまで知らなかったみゃーくふつを学んだようである。この成果は，アプ

リ開発という ICT 技術に関する活動とみゃーくふつ辞典作成という文化的な活動が結び

ついたおもしろい取組である。 

民間の取組では，NPO 法人沖縄ハンズオンの取組が注目される。同法人がコーディネー

ト・派遣した講師が，北谷町教育委員会と連携を取り，しまくとぅば子ども教室で小学

生にしまくとぅばオペレッタ芝居を指導している。また，ハンズオンユース倶楽部（小

学校高学年～高校生）が，しまくとぅばオペレッタ芝居（郷土劇）を上演している。な

お，同法人は，沖縄の歴史文化，しまくとぅばを通した人材育成のあり方が高く評価さ

れ，平成 25 年文部科学大臣賞と第７回住友生命『未来を強くする子育てプロジェクト』

大賞を受賞している。同法人の活動に参加することで，児童生徒やその保護者が地域の

文化や自分たちのルーツにより関心を持つようになっているので，その活動が拡大継続

されることが期待される。まさに，地域一丸となったしまくとぅば教育の実践が行われ

ていると言える。 

 

５ しまくとぅばに関する意識調査とその分析 

 しまくとぅばに関する意識調査としては，琉球新報社が 2001 年より 5 年ごとに実施し

ている「沖縄県民意識調査」，琉球大学法文学部が 2010・11 年に大学生及び琉球芸能実演

家を対象とした調査，及び沖縄県文化観光スポーツ部文化振興課が 2013 年に実施した「し

まくとぅば県民運動推進事業県民意識調査」がある９。琉球新報の調査は，しまくとぅば

に特化したものではないが，全県規模で 20 歳代以上の県民（回答者は約 1000 人）に「方

言に親しみがあるか」「方言が話せるか」「子ども達に方言を話せるようになってほしい

か」を訊いている。琉球大学法文学部の調査は筆者が中心となった実施したが，しまくと

ぅばに関する意識と実際の活動について訊いた。一般的に，三線・島唄及び琉球舞踊を教

えたり学んだりしている者はしまくとぅばに関する肯定的な意識があり，日常的に使用し

ているとのイメージがあるので，その意識と言語活動の実態を調べるために実演者を対象

に調査した（回答者は約 600 名）。また，沖縄県立南風原高校郷土文化コースの生徒と琉

                             
９ その他には，島袋倫が筆者の指導の下で 2008 年に修士論文研究として実施した調査が

ある。 
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球大学及び沖縄国際大学の学生にも同じアンケートを実施し（回答者は約 470 名），若者

のしまくとぅば意識と言語活動について調べた。なお，その結果は石原（2014）及び

Ishihara(2014)で公表されている。沖縄県が実施した県民意識調査は，沖縄県の全地域の

20 歳代から 70 歳代の県民（回答者は約 1500 人）と児童生徒（小 5，中２，高 2：回答者

約 1000 人）を対象に実施し，統計的な処理を実施し，分析した。 

 これらの調査から，沖縄県民の多くがしまくとぅばに親しみを持ち，子どもや孫がしま

くとぅばを話せるようになって欲しいと思っていることが分かる。また，しまくとぅばの

必要性を認識し，維持継承を支持してもいる。しかし，そのような意識が言語能力と言語

活動に結びついているわけではなく，意識と行動の解離があると言える。すべての調査で，

しまくとぅばを話せるのは高齢者が中心で，年代が下がるほど人口に占める話者の割合が

低くなり，10・20 歳代で話せるのは 10％以下となるということが示されている。また，40・

50 歳代には聞けるが話せないいわゆる受動的母語話者が増加する。なお，話す能力につい

ては，40 歳代と 50 歳代で開きがでる。40 歳代までは子育て世代と言えるので，子どもに

しまくとぅばで話ができる親が少ないことは明らかである。また，60 歳代・70 歳代で話せ

る者も子どもや孫としまくとぅばで会話をする機会は少ない。若い世代に話せるようにな

って欲しいと思っていても，家庭等でそのような機会を提供していないのである。また，

沖縄県が実施した県民意識調査では，学校で教えることが重要であると答えた県民が多か

った。 

  

６ 保存・継承の取組の効果と課題 

 第 5 節で述べたように，沖縄県のアンケート調査で，県民の多くがしまくとぅばの保

存継承には学校での教育が重要であると考えていることがわかった。しかし，様々な課

題がある。沖縄県文化協会が 2012 年度に，学校での取組に関して小学校 274 校・中学

校 154 校を対象に調査を行った。その結果によると，授業や課外活動などでしまくとぅ

ばを教えているのは小学校で 80 校，中学校で 32 校であった（『琉球新報』2013 年 10

月 15 日）。多くの学校が無回答であったようであるが，その殆どが教えていない可能性

が高い。琉球大学国際沖縄研究所では，文化庁の委託を受けて 2012 年に奄美・沖縄地

区の小中高校を対象に同様な調査を実施したが，しまくとぅば・シマグチの教育を行っ

ている学校は少なかった（註２を参照）。教えない（教えられない）理由は，ほぼ共通

していて，先生が話せないので教えることができない，教科書がない，時間がないなど

であった。筆者は，2014 年に僻地校である国頭村立奥小学校の校長にインタビューし

たが，同じようなことを述べていた。まず，教員のほとんどが他地区の出身で奥のしま

くとぅばを話せないので，教えることができない。また，指導要領で決められた時間数

の授業をしないといけないので，しまくとぅば指導を入れるのは難しいということであ

った。さらに，教員の情熱に任せていると，他校への異動があるので継続性の問題がで

てくるとも指摘した。 

 学校教育も含めて，しまくとぅば教育には講師養成と教材開発という課題がある。ま

ず，しまくとぅばに関しては，英語や国語のような免許はないので，現在しまくとぅば
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を教えている講師のほとんどが，大学の英語や日本語を専門とする学科で言語教育法や

指導案作成・教材開発について体系的に学んではいない。講師養成講座などで何をどの

ように教えるのかを学んで，現場に立っているのである。英語教育・日本語教育や応用

言語学など母語以外の言語の教授法を専門とする大学教員（または同等な資格を有する

者）との連携が必要であるが，管見によれば現在のところはそのような連携はない。ま

た，講師に関しては，高齢者が多いという課題がある。現状では，ごく一部の例外を除

いて地域の高齢者がボランティアでしまくとぅばを教えているのである。50 歳代まで

のいわゆる「現役世代」は，専任的にしまくとぅば教育に関わる時間がとれないし，収

入源としては不安定であろう。 

最後に，2014 年に提起されたしまくとぅば復興の一つの課題について述べたい。すなわ

ち，しまくとぅば標準語が必要かどうかである。作家の佐藤優氏（『琉球新報』2014 年 6

月 14 日）や大城立裕氏（『沖縄タイムス』2014 年 8 月 10 日）は，しまくとぅばが生き残

り，琉球が自立し，脱植民地化を図るには，「琉球語標準語」が必要であると論じている。

筆者は，「標準語」に賛成する県民が少なくないことを知っている。標準語がないと，し

まくとぅばが全滅してしまうのではという危惧もある。 

標準語として想定されているのが，首里・那覇方言か「沖縄芝居言葉」である。かりま

た（2015）が述べているように，標準語が普及するようになると，地域で受け継がれてき

た「弱小」しまくとぅばを駆逐し，沖縄県の言語多様性を維持できなくなる可能性が高い。

日本語の普及によりしまくとぅばが衰退した歴史的事実を考えると，しまくとぅば標準語

を選定普及させることについては，疑問がある。 
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那覇市（2013）「ちかてぃ あしばな しまくとぅば（使って 遊ぼう しまくとぅば）」

（高学年用）。 

琉球大学国際沖縄研究所（2013）『文化庁委託事業報告書 危機的に状況にある言語・方 

言の保存・継承に係る取組等の実態に関する調査研究事業（奄美方言・宮古方言・与那 

国方言）』 

琉球新報（2002）『2001 沖縄県民意識調査』 

琉球新報（2007）『2006 沖縄県民意識調査』 

琉球新報（2012）『2011 沖縄県民意識調査』 

※新聞記事は除いた。 



－ 40 －



－ 41 －

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言の保存・継承に係る取組等の実態に関する調査研究 

（八丈方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」報告書 2015 年 3 月 

 

 

 

沖縄県名護市幸喜方言 

かりまた しげひさ 

 

 

１ 沖縄県名護市幸喜の概要 

 

名護市幸喜集落は，名護市の東シナ海側の集落で，名護市の南側に位置する集落である。

恩納村の境界近くには喜瀬集落があり，その喜瀬集落の北隣の集落である。幸喜川が集落

内を流れる水に恵まれた土地で，かつては水田が多く，コメ作りが盛んであったが，ほと

んどの田んぼは砂糖黍畑に変わっている。集落の人口は，2013 年 12 月末現在 291 人，男

161 人，女 131 人。世帯数は 132 世帯である。 

 

２ 名護市幸喜方言の概要 

 

名護市幸喜集落の方言（以下，幸喜方言）は，北琉球方言の大きな下位グループである

沖縄島北部方言のうちの中央山原方言に属する下位方言である１。北部方言と一口にいっ

ても，今帰仁村与那嶺方言や伊江島方言のように本格的な辞典と豊富な談話資料と文法記

述を有する下位方言があるいっぽうで，方言母語話者は存在するが，隣接する中南部方言

の圧倒的な影響をうけて変容し，伝統的方言の固有の言語的特徴を失いつつある恩納村恩

納方言や話者人口が激減して集落の維持そのものが困難になりつつある国頭村内の下位方

言もあって，その下位方言のおかれている状況は下位方言ごとに異なる。 

名護市幸喜方言は，他の中央山原方言と同じく，日本祖語の＊p を保持する。pa:（葉），

pudi（筆）など。広母音＊a，半狭母音＊o と結合する＊k を h に変化させている。hadʒi（風），

humi（米）など。語中 b を w に変化させたり，脱落させたりする音韻変化がみられる。nawi
（鍋），kui（首）など。両唇破裂音 b の接近音 w への変化は，他の沖縄方言に見られない

幸喜方言の特徴である。中央山原方言は，喉頭音化した無声破裂音と喉頭音化しない無声

破裂音が音韻的に対立することを特徴とするといわれるが，幸喜方言のばあい，かつては

子音の喉頭・非喉頭の対立を有していたが，現在は喉頭音化した子音も喉頭音化しない子

音に統合され，その音韻的対立を失っている。語頭の母音と結合する喉頭破裂音も失なわ

れている。  
 

３ 地域コミュニティーにおける方言保存活動 

 
幸喜集落では 1999 年の区民総会で『名護市幸喜方言辞典（仮称）』の刊行を決定し，

2000 年 4 月から狩俣繁久（琉球大学・教授）と仲間恵子（琉球大学・非常勤講師）が刊行

                             
１ 沖縄北部方言の下位区分については，かりまたしげひさ(2006)「第１章 山原方言の概

観」『名護市史言語編』pp3～29 を参照。  
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のための聞き取り調査と原稿整理を行なっている。 

『名護市幸喜方言辞典（仮称）』は，幸喜集落の宮城萬勇（1916～1985）さんが税務職

員を定年退職したのち，集落のために何か貢献したいとかんがえて方言語彙を収集したも

のである。宮城萬勇さんは，1 万 6 千語の方言語彙を収集し，B5 サイズのバインダーに書

き残していた。大学ノート形式の頁が縦に三つにわかれ，かな表記された単語が五十音順

に並んだ 532 ページの方言辞典の草稿である。宮城萬勇さんのノートに記された見出し語

は 16052 語であった。 

幸喜集落在住，幸喜生まれ育ちで，両親も配偶者も幸喜出身の M.Y.氏（1916 年～2012

年），M.H.氏（1920 年生），O.E.氏（1917 年）の三人の伝統的幸喜方言話者から聞き取り調

査をおこなっている。毎週火曜日の朝９時から 2 時間半，幸喜区公民館で行ない，2015 年

3 月 3 日現在で 539 回の調査を実施している。ノートに記載された単語の音声と意味と品

詞の確認，用例の検討と追加をおこなっている。確認作業の過程でえられた単語を追加し，

意味記述，対応する日本語，用例を追加している。重複する単語や見出し語になっていた

動詞や形容詞の活用形を整理し，見出し語になっていた慣用句を単語の下位項目にしたり

して 2000 語近くが減ったが，新しく追加した単語は 2000 語近くになり，現在の収録予定

の語数は 17,218 語で，最終的には 18,000 語前後になる予定である。なお，聞き取り調査

に際しては SONY のデジタル録音機 DIGITAL AUDIO TAPE-CORDER TCD-D10 を使用し，90 分

テープの 10DT-90RA に録音している。 

これまでに琉球大学学生の宮里貴子さん，宮平涼子さん，中西朝子さん，佐藤友美さん，

高橋ユキさん，田代達也さん，神山小百合さんなどが補助として同行した。 

 

４ 方言資料の収集と記録保存 

 

2000 年 4 月から 2009 年 12 月 1 日までは草稿のかな表記にみられた不統一を実際の音声

で確認して手直しし，意味記述を確認する作業を行なった。2009 年 12 月 8 日から 2010 年

10 月 5 日までは植物図鑑などで和名を確認しながら植物方言名の調査を行ない，2010 年

10 月 5 日から 2011 年 7 月 5 日までは擬声擬態語の意味の確認と例文を追加するための聞

き取りを行った。2011 年 7 月 19 日から 2011 年 9 月 21 日までは意味記述を保留していた

単語の確認を行なった。2011 年 9 月 27 日から 2012 年 7 月 31 日までは形容詞の例文を充

実させながら意味記述の確認を行なった。2012 年 8 月 7 日からは，組み合わさる名詞の格

形式を確認しながら，動詞の例文を追加した。あわせて多義語や類義語の記述にも注意を

はらって聞き取り調査を行なっている。 

辞典刊行にむけた確認作業の過程でえられたデータをもとに書かれた以下の論考があ

る。1～3 は，形容詞と擬声擬態語の語彙的な意味記述を行なったもので，4～7 は名詞の格

形式と可能表現と擬声擬態語の文法記述を行なったものである。 

 

1.かりまたしげひさ(2015)「語構成からみた沖縄県名護市幸喜方言の形容詞」『琉球の

方言』39 号，法政大学沖縄文化研究所  

2.かりまたしげひさ・仲間恵子。宮城萬勇(2014)「沖縄県名護市幸喜方言の擬声擬態語－

和琉辞典のこころみ」『琉球の方言』38 号，法政大学沖縄文化研究所。 
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3.かりまたしげひさ・仲間恵子(2013)「沖縄県名護市幸喜方言の擬声擬態語」『琉球の方

言』37 号，法政大学沖縄文化研究所。 

 

4.かりまたしげひさ(2014)「名護市幸喜方言の可能表現の文」琉球大学法文学部紀要『日

本東洋文化論集』第 20 号。 

5.かりまたしげひさ(2013)「沖縄北部名護市幸喜方言の格形式」琉球大学国際沖縄研究

所『人文社会科学を主体とした先端的琉球・沖縄学の次世代研究者の育成研究推進成

果報告書』第 2 号。 

6.かりまたしげひさ（2012）「沖縄県名護市幸喜方言の擬声擬態語」『日本東洋文化論

集』第 18 号。 

7.かりまたしげひさ（2008）「名護市幸喜方言の名詞の格＝とりたて－ga 格，nu 格，ハ

ダカ格，ja のとりたて形－」『日本東洋文化論集』第 14 号。 

 

8.かりまたしげひさ（2014）「沖縄県幸喜方言」『危機的な状況にある言語・方言の保存・

継承に係る取組等の実態に関する調査研究事業（八丈方言・国頭方言・沖縄方言，八

重山方言）』 

9.かりまたしげひさ(2008)「幸喜方言－私のフィールドノートから」『月刊言語』１0 月

号 

 

５ 意味記述 

 

3 の「沖縄県名護市幸喜方言の擬声擬態語」では，語彙的な意味のニュアンスや感覚を理

解するのが難しい擬声擬態語に例文を付すことで，ある程度の解決をはかった。同時に，

例文は多義的な意味の理解もたすける。 

 

ガーガー【副詞】 (1)があがあ。カラスなど鳥が騒がしく鳴くさま。クーヌ ガラサ

ーヤ ガーガー ナキ ヤガマハヌ（今日のカラスはがあがあ鳴いてうるさい）。(2)

がやがや。騒がしいようす。チュー アチマティ ガーガー ムゲイスガ，ヌー エ

ガヤー（人が集まってがやがや騒いでいるが，何だろう）。(3)ぺちゃくちゃ。おしゃ

べりなさま。ガーガー ムヌンカ ユムン（ぺちゃくちゃおしゃべりばかりする）。 

ー ー 【副】 (1)さらさら。よどみなく流れるさま。ミジヌ ソーロソーロ ナ

ガリン（水がさらさら流れる）。(2)するする。なめらかに移動，進行するさま。パウ

ヌ ソーロソーロ ピニギティ イクン（蛇がするする逃げて行く）。(3)すらすら。

なめらかに出るさま。アンチ パナシヌ ソーロソーロ イジティ クン ムヌヤ

ー。（そんなに話がすらすらと出て来るものだねえ）。 

 

これまでの方言辞典が琉球方言を見出し語にした琉和形式のものであったのに対して，

2 の「沖縄県名護市幸喜方言の擬声擬態語－和琉辞典のこころみ」は，方言を知らない世代

でも利用できるよう日本語を見出しにして，日本語からひける和琉の擬声擬態語辞典であ

る。これは本格的な和琉辞典編纂のための予備的なものである。なお，和琉にしたことに
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よって，一部の見出し語の内部で類義語を対照できるようになっているものがある。 

 
【副】 ハ 。やりたくてたまらず落ち着かないさま。チューガ スース ミ

チ ドゥーマディ シーブサヌ ハガハガ スン（人がしているのを見て自分までや

りたくてむずむずする）。⇒うずうず。／ ゥ ゥ。（１）歯がゆく，もどかし

がるさま。クヮーガ スース プトゥプトゥシ ミッチュン（子どもがするのをむず

むずして見ている）。（２）何かやりたくてたまらないさま。欲しがるさま。カミブサ

ヌ プトゥプトゥスン（食べたくてむずむずしている）。⇒うずうず。ぶるぶる。が

たがた。／ ジュ ジュ。（１）やりたくてたまらず落ち着かないさま。チューガ 

スース ミチ ドゥーマディ シーブサヌ ムジュムジュ スン（人がしているのを

見て自分までやりたくてむずむずする）。イナグヌ シーバイ シーブサヌ ムジュ

ムジュ シー タッチュン（女が小便をしたくてもぞもぞして立っている）。（２）も

ぞもぞ。小さな虫が着物の下などでうごくさま。⇒うずうず。もぞもぞ。／ 

サ。小さな虫が着物の下などでうごくさま。キヌヌ ナハニ ヌーガ イッチュラ 

ムサムサ イジュクン（服の中に何が入ったかむずむず動く）。⇒もぞもぞ。 

 

【副】 。騒がしいようす。チュー アチマティ ガーガー ムゲイス

ガ，ヌー エガヤー（人が集まってがやがや騒いでいるが，何だろう）。⇒があがあ。

ぺちゃくちゃ。／ 。騒がしいようす。大勢の人々が口々に何かをいうよう

す。チューガ ウポホヌ ガヤガヤシ ヤガマハン（人が多くて，がやがやとうるさ

い）。イッタガ ガヤガヤ アウィトゥ，ムヌン キカラン（おまえたちががやがや

騒ぐので，何も聞こえない。）。／ グ サグ 。大勢の人が集まってそうぞうしい

さま。大勢の人がそうぞうしく出入りするさま。どやどや。グヮサグヮサ チューヌ 

アチマトゥン（がやがやと人が集まっている）。シバヤーラ グヮサグヮサ チュー

ヌ イジティ クン（芝居からどやどや人が出て来る）。⇒うようよ。うじゃうじゃ。

ごちゃごちゃ。／ グ 。大勢の人が集まってそうぞうしいさま。大勢の人が

そうぞうしく出入りするさま。どやどや。チューヌ グヮサナイ イッチ クン（人

がどやどや入ってくる）。⇒うようよ。うじゃうじゃ。わんさと。どっさり。ごちゃ

ごちゃ。／ ム ナイ。大勢でさわがしいさま。わいわい。ケッサヌ チューガ ム

タナイ サワグン（大勢の人ががやがやと騒いでいる）。／ タムタ。大勢でさわ

がしいさま。わいわい。ケッサヌ チューガ ムタムタ サワジュン（大勢の人がが

やがや騒いでいる）。／ ワサ 。大勢で騒がしいさま。ざわざわ。ワライタガ ド

ゥク ワサナイ サワジュトゥ ニンバラン（子ども達があまりにがやがや騒いでい

るので眠れない）。／ ワサワサ。大勢で騒がしいさま。ざわざわ。ワライタガ ワ

サワサ サワジ ニンバラン（子供たちががやがや騒いで眠れない）。⇒そわそわ。 

 

方言を話せない世代にとってその類義語間の意味のちがいの記述も重要なので，適切な

例文をあげて記述するようつとめている。  
形容詞は，人や物の特徴や状態を表す単語で，その意味の中に人々の感覚や感情が刻印

されている。形容詞の表す意味は標準語と幸喜方言で大きく違うものがあるし，多義語も
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おおい。たとえば，ア ハンは，形のうえでは「あやしい」からきているが，危ない，危

なっかしいの意味を表し「あやしい」とは意味が異なる。同じ形容詞でも物の特性を表す

ときと人の特性を表すときとでは意味が異なり，多義語になる。  
 

ハ ajahaN【形容詞】(1)あぶない。危険だ。マンザモーヌ パンタヤ アヤハトゥ 

キー シキリヨー（万座毛の崖は危ないから気を付けろよ）。(2)あぶなっかしい。見

るからに危なげである。ワライヌ ポーチャ シカイスヤ アヤハン（子供が包丁を

使うのは危なっかしい）。  
アパ apahaN【形容詞】(1)味が薄い。薄味の。クーヌ ミスジルヤ アパハヌ ヌマ

ラン（今日の味噌汁は薄くて飲めない）。(2)（話などの内容が）単調な。空疎な。ア

ヌ チューヌ パナシヤ アパハヌ ウソク ネン（あの人の話は単調でおもしろく

ない）。(3)人の性格が控えめな。淡白な。あっさりした。アリヤ ムヌー ヤーヌ ア

パハヌ チュー エン（彼は物を言わず，控えめな人だ）。  
ゴ pagohoN【形容詞】(1)汚い。汚れていて不潔なさま。ピサ ドルブッタ ナテ

ィ パゴホタン（泥だらけになって足が汚かった）。(2)くすぐったい。ワーキンチャ 

グチュマリネヤ パゴホン（脇の下をくすぐられると，くすぐったい）。  
 

形容詞をふくむ慣用句も例文付きで詳しく意味や使い方を説明する必要がある。パー 

パゴホンは，直訳すると，歯が汚い，あるいは歯が痒
かゆ

いだが，ワライヌ スースヤ パー 

パゴホヌ マーラン（子どものするのはもどかしくて見ていられない）の文では，もどか

しい，じれったいの意味を表す慣用句だ。ピサ パゴホンも直訳すると足が痒
かゆ

いとなるが，

マーヤ パウ ウイギサヌ ピサ パゴホン（そこはハブが居そうで二の足を踏む）の文

では草むらなどにハブが居そうで二の足を踏む，あるいは，足を踏み出すのに躊躇
ちゅうちょ

すると

きなどに使用する慣用句だ。幸喜方言らしさは慣用句にもあらわれる。 

動詞の「見分ける」には ワ ス と ワ があり，「混ぜる」には ン と

マ ジンとハカスンがあるが，それぞれの意味を実現するための格支配がわかるような例

文をあげる工夫をしている。  
 

ワ ン mi:wakasuN【動詞】（１）違いをみつけて区別すること。弁別する。識別

する。並列助辞-トゥでならべた名詞をしたがえる。チュートゥ ウヤ ミーワカス

ン（他人と親を見分ける）。（２）違いによって区別すること。差別する。格助辞の

つかないハダカ格の名詞だけをしたがえる。チュー ミワカスン（人を差別する）。 
ーワ ン mi:wakiN【動詞】見分ける。違いをみつけて区別すること。弁別する。識

別する。並列助辞-トゥでならべた名詞をしたがえる。チュートゥ ウヤ ミーワキ

ン（他人と親を見分ける）。  
 
mi:wakasuN（見分ける）は，mi:wakiN（見分ける，区別する）の語幹に他動詞や使役動

詞をつくる接尾辞-asuN（-せる）をつけた他動詞だ。見分ける，区別するの意味を実現す

るときは，どちらも格助辞-tu を後接させて，tʃu:tu ʔuja mi:wakiN（他人と親を見分ける）
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のようにいう。そして，mi:wakasuN は格助辞のつかないハダカ格の名詞だけをしたがえ，

tʃu: mi:wakasuN（人を差別する）のように，差別するという意味を実現させる。  
 

マ ン maNkiN【動詞】混ぜる。多くのものに少しのものを混ぜる。混ぜ入れる。格

助辞-ニを後接させた名詞をしたがえる。ムギヌフーニ サータ マンキン（麦粉に

砂糖を混ぜる）。  
ジ maNdʒiN【動詞】混ぜる。二つ以上のものを混ぜる。混ぜ合わせる。並列助

辞-トゥでならべた名詞をしたがえる。サクムヌトゥ ムチムヌ マンジン（粳と糯

を混ぜる）。  
ハ hakasuN【動詞】掻き混ぜる。かきまわして混ぜあわせる。ハダカ格の直接対

象だけをしたがえる。サータ イッティ サジチ コーヒー ハカスン（砂糖を入

れて，匙でコーヒーを混ぜる／掻き混ぜる）。  
 

maNkiN（混ぜる）と maNdʒiN（混ぜる）はよく似るが，したがえる名詞の格形式がち

がう。maNkiN は，格助辞-ni を後接させた名詞をしたがえ muginuhu:ni sa:ta maNkiN（麦

粉に砂糖を混ぜる）のようにつかわれ，「多くのものに少しのものを混ぜいれる」の意味を

実現する。maNdʒiN は格助辞-tu を後接させた名詞をしたがえて，sakumunutu mutʃimunu  
maNdʒiN（粳と糯を混ぜる）のようにつかわれ，「同量のものを混ぜあわせる」の意味を実

現する。hakasuN（混ぜる，かき混ぜる）はハダカ格の直接対象だけをしたがえる他動詞だ。  
 
６ まとめ  

 
中年層，若年層の伝統的幸喜方言の保有度と優勢な中南部方言の浸透をかんがえると，

伝統的幸喜方言の危機的な状況は深刻である。しかし，幸喜区民が『名護市幸喜方言辞典

（仮称）』の刊行を支持，期待していること，それに付随して刊行されるであろう記述文

法，辞典編集作業の過程で残される録音資料などを考慮すると，幸喜方言は良質な資料が

のこされた継承可能な方言とみることができる。伝統的幸喜方言の継承は，辞典と文法書

を刊行したのちの取り組みにかかっている。  
 

７ 引用文献 

 

かりまたしげひさ(2006)「第１章 山原方言の概観」『名護市史言語編』 
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沖縄県首里方言 

當山 奈那 

 

１ 首里の概要 

 

 「首里」は沖縄島の一地域であり，那覇市の北東に位置し，西原町，南風原町，浦添市

と隣接している。沖縄島は，14 世紀まで「按司」「世の主」と称された群雄の割拠の時代

がつづき，14 世紀から 15 世紀のはじめにかけて北山，中山，南山の王が対立する三山対

立時代となった。1406 年に中山に属する佐敷按司，尚巴志が首里に攻め入って中山をのっ

とり，1416 年に北山，1429 年に南山を滅ぼして沖縄島を統一した。以後，首里は琉球列

島全体の政治と文化の中心地となった。尚真王（1477～1526 年）の時代に中央集権制が

ととのい，首里は名実ともに琉球王府の首都となった。 
1609 年に島津の琉球入りがおこり，琉球は事実上，島津の属国となった。明治維新によ

り，1829 年に那覇に置かれた内務省出張所が県庁となることにより，1879 年に沖縄県が

もうけられ，那覇が首里にとってかわり政治の中心地となった。首里は，首里市や首里区

という行政区として存在していたが，1954 年（昭和 29 年）に那覇市の一部となった。 
現在の首里の町には，真和志町，池端町，山川町，寒川町，金城町，汀良町，赤平町，

儀保町，久場川町，桃原町，大中町，当蔵町，赤田町，崎山町，鳥堀町，平良町，大名町，

末吉町，石嶺町が存在するが，このうち，平良町，大名町，末吉町，石嶺町は旧西原村に

属していた。1906 年（明治 39 年）に平良町が，1934 年（大正 9 年）に字石嶺，字末吉，

字大名が当時の首里区に編入され，現在に至っている。 
【図 1】沖縄島における首里の位置と，那覇市における首里の位置１ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             
１ 白地図専門店（http://www.freemap.jp/），ちずびと（http://chizubito.com）より加工

して掲載。 
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首里は，現在までに人の出入りが激しく，人口における年輩の方の割合と首里方言話者

の割合はかならずしも一致しない。首里各地域出身の 75 歳以上の方であれば首里方言を

使用できると思われる。しかし，75 歳以上でも，年齢の差によって敬語を使い分けなけれ

ばならないという考えが話者らにあり，この区別が難しいため，標準語を日常的に使用す

ることのほうが多いという方もいる。また 50 代後半から 60 代以上なら方言を聞いておお

むねその内容を理解することができる。2010 年国勢調査結果を参考にして，首里の地域別

の人口と 75 歳以上の人口，および人口総数における 75 歳以上の割合を表に示す。旧西原

村と三箇に属する地域はわけた。上述したように，表における 75 歳以上の方すべてが首

里各地域の出身とはいえないし，それぞれの地域出身の方が戦後，別の首里の地域や那覇

市，他の市町村に移住した可能性もある。 
 

【表】首里地区における人口（2010 年国勢調査結果を参考に作成） 

 
人） （人

以
町  

（ 人

 1134 127 11.19% 

 

町  18759 1565 8.34% 
 182 36 19.78% 大 町  4556 474 10.40% 

大  720 98 13.61% 末 町  4048 329 8.12% 

 2178 235 10.78% 町  1384 120 8.60% 

 1388 181 13.04% 

 

町  956 104 10.87% 
久  3321 340 10.23% 町  1885 213 11.29% 

 1448 134 9.25% 町  4558 408 8.95% 
 2070 222 10.72% 

 
    

当  1280 149 11.64% 
 825 92 11.15% 

 313 54 17.25% 
 2434 265 10.88% 

 
「首里方言」について，首里の地域で話されている士族階級や貴族階級の人のことば，

あるいはその子孫のことばであると定義されることが多い。このように，限られたごく一

部の人間が話すことばについて，一方では，沖縄の「共通語的存在」「標準語」としてよ

く定義される。例えば，宮良（2000）は，「首里方言は王朝文化の薫り高いことばであり，

士族のことばであり，琉球圏内では書きことばとして標準語の役割を果たしたことばであ

る２」と述べ，柴田（1987）は，「首里は長く琉球の政治文化の中心であったために，そ

の方言は琉球諸島における共通語として広く通用した３」，「このような階級に基づく言

                             
２ 宮良信詳（2000）はしがき 
３ 柴田武（1987）pp47. 
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語の使い分けがあるだけでなく，言語使用全体にわたって厳格な敬語の規範がある４」と

述べる。「階級性」と「共通性」，首里方言とはどんなことばかをみていくとき，先行研

究におけるこのふたつの定義は一見矛盾しているようにみえる。 
本報告では，「首里方言」のことを述べるにあたって，まず「首里方言」という用語を

定義することにする。首里方言には地域方言と社会方言（一部，階級方言）が存在してい

る。この観点から，「首里方言」は，「首里階層方言」「首里地域方言」「首里那覇社会

方言」の 3 つに分けることができる。報告者は社会言語学を専門としておらず，特に社会

言語学の用語には見直しが必要であるが，このような概念を与え，3 つを区別することで，

これまで「首里方言」とひとくくりにされていた方言の実態をより把握しやすくなると考

える。 
 

（１）首里階層方言 

「首里階層方言」とは，いわゆる「首里士族語」の後継語であり，階層方言である。 
上村幸雄（1963）によれば，尚真王時代にしかれた中央集権制によって，首里には「大

名（デーミョー）」，「侍（サムレー）」あるいは「ユカッチュ」とよばれる貴族階級，

士族階級と「百姓（ヒャクショー）」とよばれる平民階級が存在するようになった。この

階級の区別は厳重であり，「言語も階級ごとに違いがあり，ことに士族と平民との間には

目立った差異があった５」。上村は，士族の男子は成年になると，音素体系や親族呼称（，

名称），敬語表現を獲得したとのべている。また，加治工晋市（1983）では，「首里方言

は平民語の音韻体系を基盤として，それに意図的に学習して獲得された士族語の音韻が乗

りかかり，音の張りあい関係が統一されていたのである６」とのべる７。 
『言語学大辞典』では，「方言」は「一般に地域差を伴っているので，単に方言といえ

ば通常は「地域方言（regional dialect）」をさす８」と定義されている。また，「言語

学においては，「方言」をある地域の言語体系ととらえ９」ることによって，「地域語（regional 
speech）」，「地方語（vernacular）」という用語を用いることもあるとしている。この

定義にしたがって，方言の定義を地域的なことばの違いであるととらえた場合，加治工

（1983）のいう首里方言の「士族語」は「地域方言（regional dialect）」にはあてはま

らない。通常の「方言」ではないのである。 
一方で，「階層方言（class dialect）」という用語が存在する。「地域差ではなく，社

会階級ないし社会階層による言語差にも方言という用語を拡張して用いたときに，階層方

言とよぶ。社会方言（social dialect）ともよぶが，後者は性差や世代差なども含めたよ

                             
４ 同上。 
５ pp.19 
６ pp.33 
７ 『那覇市史 那覇の民俗』（pp.849）では，首里方言を「上流語」「中流語」「庶民語」の 3
つにわけることができるとし，それぞれの親族名称のちがいや，敬語表現のちがいについて

例をあげている。上流語は尚家（琉球王家の子孫）とその一族や，中流は士族，庶民語は一般

の平民が話すことばであるという。  
８ pp.1268 
９ 同上。  
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り広い概念で用いられ１０」る。すなわち，「階層方言」は，社会的に明確に分けられ，身

分的に固定している「階層」による差に限定して用いるのに対し，「社会方言」とは，「も

っと連続的で流動的な「階層」による差や男女差など，さまざまな成員差をも含めていう

ときは社会方言という１１」と定義されている。この定義から検討すると，尚真王時代にし

かれた階級制度にもとづき，個人の成長過程において訓練をうけ，一般の人々や士族の女

性とは異なる発音を自らの階級の目印として習得することで他の身分に属する人々と区別

する首里の士族語は，「階層方言（class dialect）」の特徴を備えているといえよう。服

部四郎（1955）によれば，（音韻的）区別は長ずるに及んで後から習得するものであるた

めに，高齢になってその区別を失ってしまい，幼児期に習得した平民と同じタイプにもど

っている人もいるという。このことは，発音や親族名称など，一定の知識さえあればある

程度の士族語を習得することが可能であることと，「士族語」が「地域方言」ではないこ

とを示している。 
首里階層方言は，具体的には，「サムレー」「ユカッチュ」の成人男性が用いた士族方

言のほかに，「デーミョー」すなわち，首里王家や地方から集められた按司とその家族たち

が用いた貴族方言がある。また，士族や貴族の女性が用いた方言もここに分類される。 
中松竹雄（2004），比嘉成子（1987），伊豆山敦子編（2006）の談話資料が首里階層方

言にあてはまる。 
首里階層方言は，音韻上，語彙上の特徴をもっている。また，社会上，重要な特徴は次

の 3 点である。①支配者階級の言語として明治時代の廃藩置県までは有力な位置をしめて

いたこと，②宮廷芸能である組踊りや琉歌は首里階層方言が用いられた（用いられている）

こと，③『沖縄語辞典』という辞書の刊行が，現在にわたって「あるべき姿」の言語をつ

くりあげていった。ある発話が正しいかどうかは，文脈によって判断されるのではなく，

辞書にのっているからであるとか，琉歌や組踊りという「本物」の言語のなかで使用され

るからというような事実によって決められるようになる。そこからずれた言語変種の発話

は，例えば，新聞や雑誌のなかで上の事実を根拠に間違いだと非難されることがある。 
さらに，首里階層方言のバラエティ（変種）としての屋取方言がみとめられる。これら

の首里階層方言は，沖縄本島において優勢言語としてはたらいている可能性がある。 
首里階層方言は，音韻上の特徴や，「ウンチョービ（髪）」のような特有の語彙が用い

られなくなっているなど，一見，衰退しつつあるようにみえる。しかし，首里階層方言は

少しずつ変化しながら，現在もなお都会部の威信的な方言として脈々と受け継がれて使用

されている。言語が体系として存在しているならば，今後形成されていく首里方言が階層

方言の名残を残した威信方言であることは変わらない。首里階層方言は，これからも形を

変えながら受け継がれていくと予想する。 
 
（２）首里那覇社会方言 

「共通語」として語られる「首里方言」について整理する。上でみたような士族対平民

の対立ではなく，都会対地方の社会階級の差によって「リンガフランカ」として生まれた

                             
１０ 『言語学大辞典』（pp.179）  
１１  同上。  
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社会方言である。「首里方言」は沖縄島方言，あるいは琉球諸語において「共通語的」「標

準語的」な存在であり，「規範性」をもつとされる（加治工（1983），中松（2010），比

嘉（1987），津波古（1997））。このような表現は首里方言が語られる際にはよくみられ

る。まず，ここでは「標準語」と「共通語」とを区別することにする。 
『現代言語学辞典』では，「標準語」を次のように定義している。少し長くなるが引用

する。 
 

「ある国おいて全国的に用いられ，洗練された規範的なものとして広く認められる言

語。一般に方言に対すると考えられ，その国の政治，経済，文化の中心で使われる言語

変種（variety）であることが多い。標準語は，主に書きことばとして法令・公文書・教

科書・新聞などに用いられるが，ラジオやテレビのニュース，公式の場における講演な

どにおいても使われ，いわゆる「正しい」または「よい」言語と考えられている。」 
 

「共通語」は，次のように定義される。 
 
  「言語を異にする人たちの間で，互いの意思疎通のために共通に用いられる言語のこ

と。一つの言語内でも，方言（dialect）の話し手の間で意志疎通のできることばを，方

言に対して共通語という。」 
 

このように，「標準語」と「共通語」は異なる概念をあらわしている。日本語標準語は

沖縄県内においても「標準語」であるが，首里方言や那覇方言は「標準語」ではない。か

りまた（2013）は，沖縄地方において通用する共通はなしことばとしての共通語を「リン

ガフランカとしての共通語」とよぶ。戦前から戦後にかけて，都市化の進んだ首里那覇の

方言は他の地域方言に対して高い威信をもっていた。周辺の地域方言の話し手らが就職や

進学のために都会の那覇に移住した場合，彼らの方言は首里那覇方言の話し手にとって「変

わっていることば」とみなされた。あるいは，大都市に対して小都市出身である周辺方言

の話し手たちが「自分たちの方言は変だ」という認識をもたされた。一方で，首里那覇方

言の話し手は自分たちの話すことばを「変」と思うことはない。劣等感をかかえた周辺方

言の話し手は自分たちの話すことばを「首里那覇方言」に修正しようと努力する。沖縄島

北部方言に属する奥方言の話者，島田隆久さんは次のように述べている。「高校から村外

に出た。奥の方言は独特で恥ずかしいと思って，また共通性が低いから使わなくなった。

かといって完全な那覇の言葉も使えない。奥の言葉の様子が入った混合の言語を使ってい

た。奥の人が那覇で使う言葉を「シマナカー」といった（沖縄タイムス 2013 年 9 月 8 日

掲載）」。奥方言なまりの那覇方言のことを，奥の人々は「シマナカー」と呼ぶ。「シマ

ナカー」は，奥方言の話者が那覇方言を目標言語（target language）にした言語習得過程

に生じた中間言語とみなすことができる。「シマナカー」もリンガフランカとしての「共

通語」のバラエティ（変種）のひとつである。 
このような首里方言や那覇方言を目標言語にした中間言語は，「シマナカー」だけでは

なく，戦前から戦後にかけて数多く存在したと考える。これは定められた階級によるもの

ではなく，経済的にも教育的にもアドバンテージをもつ先住民の都市エリートと，教育や



－ 52 －

沖縄県首里方言 

職の機会を得るために上京してきた地方住民との新たな階層化のなかで生まれた。これが

先行研究のいう「共通語」，すなわちリンガフランカとしての「首里方言」の実態であろ

う。 
このようなリンガフランカは，各地の地域方言に対する威信的な地域の方言の不均衡な

関係から生じてきた。共通語的な方言の存在とは，諸方言のなかにおいても，マジョリテ

ィの方言とマイノリティの方言が存在し，マジョリティの方言が威信的にはたらくことを

示している。個人や個性がみえない「共通語」は，首里の地域方言や那覇の地域方言を土

台として作り出されたものであったとしても，もはや地域方言とはみなせず，「社会方言」

というべきである。「共通語」の「規範性をもつ」という表現は奥方言のような地域方言

との関係のなかから構築された方言間の権力関係をまさにあらわすものと思われる。 
首里と隣接する那覇の方言は，アクセントと一部音韻，語いなどをのぞけば首里方言と

よく似ている。このことと相まって，首里を吸収合併し，今日では都市化がもっとも進ん

だ那覇市を中心に「沖縄方言」「沖縄語」や「うちなーぐち」とよばれるどこの集落のこ

とばともいいがたい，言い換えると，地域方言の特徴をうしなった首里那覇共通語という

べき方言が形成された。以降，このような首里方言を「首里那覇社会方言」とよび，首里

階層方言とも首里地域方言とも区別する。また，いわゆる那覇四町（東，西，若狭，泉崎）

の「那覇社会方言」とも区別している。 
 
（３）首里地域方言 

首里における「地域方言（regional dialect）」は，「ヒャクショー」とよばれる平民

階級が使用していた言語の後継である。しかし，報告者の調べによると，首里の「地域方

言」の研究はこれまでほとんどなされていない。上述した 19 の町によって地域差も存在

している（していた）可能性もあるが，これまでの研究からは方言差をうかがいしること

はできない。王府から泡盛の製造を許された赤田・崎山・鳥堀の三箇と称される地域の方

言が他の地域の方言とどのように違っているのかも不明である。もとは西原村に属してい

た平良・石嶺・末吉・大名は，首里の他の地域とはかなり異なっていると聞くが，どのよ

うに異なっているのか先行研究からはみえてこない。これらの方言は，「美しい」「純粋

な」「標準的な」「共通語的な」「規範的な」方言であると研究者に語られてきた首里階

層方言によって，地域的な差異も「平民語」「平民方言」「庶民語」の名称のもとにくく

られ，おおいかくされてきた「地域方言」ととらえられる。このような首里のことばを以

降「首里地域方言」とよぶことにする。 
なお，本報告をまとめるにあたって，首里地域方言といえる資料を探したが見つけるこ

とができなかった。 
 
 以下，「首里階層方言」「首里那覇社会方言」「首里地域方言」を区別して用いる。こ

の 3 つ（あるいは「首里階層方言」「首里那覇社会方言」の 2 つ）の総称として，「首里

方言」という用語は用いることにする。 
 
２ 首里方言の保存・継承に係る取組  
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２.１ 方言大会や方言劇等の上演とその記録  
首里振興会主催の「かたやびらしまくとぅば大会」が 2014 年 9 月２７日，那覇市首里

の石嶺公民館で開かれている。首里地区の小中学生に，古里に誇りを持ってほしいと同会

が毎年開催している。2014 年の大会では，2 中学校，6 小学校の 13 組・計 63 人が出場し

た。学校紹介や祖父母から聞いた戦争体験，習い事に挑戦する姿勢などを，方言で発表し

ている。 
 
２ .２ 小中学校における地域学習・方言学習の状況  
 平成 26 年度 9 月 26 日（土）に石嶺公民館で催された方言大会に，大名小学校，石嶺小

学校，城西小学校，城東小学校，城南小学校，城北小学校，首里中学校の児童生徒が参加

している。各学校が，具体的にどのような方言学習を行っているのかは未調査である。行

政側の取り組みとして，市立の小中学校では那覇方言のテキスト『使って遊ぼうしまくと

ぅば』が配布されている。 
 
２ .３ 地域の人の協力の状況  
 石原昌英（2013）によれば，方言の保存継承を目的とした NPO 団体が存在している。

沖縄普及協議会（元，沖縄方言普及協議会），NPO 法人うちなぁぐち会である。沖縄語普

及協議会は，会員向けに「うちなあぐち新聞」の発行をしている他，『はじみらな，うち

なーぐち初級用』『沖縄ぬ暮らしとぅ昔話』のような教材の出版も行っている。また，「か

たやびらしまくとぅば大会・首里」の協賛者でもあるなど，首里地区の方言普及活動に貢

献している。NPO 法人うちなぁぐち会は，会誌『ゆんたくひんたく』を発行している他，

沖縄市や宜野湾市を中心に講座を開いている。その実践に基づいた「うちなーぐち教本」

と「うちなーぐち指導書」を作成している。うちなぁぐち会の本部は沖縄市にあり，中部

地区で広く通じる方言を教材に用いているとあるが，音韻や文法に首里方言らしい特徴が

みられるため，首里那覇社会方言とよんでもいいのかもしれない。教本を見てみると，「そ

れぞれの家庭でどのように言うか聞いてみよう」というような地域ごとの方言の違いをふ

まえた上での設問の工夫がみられる。 
 沖縄県立博物館・美術館の指定管理者である文化の杜共同企業体は，「しまくとぅばプ

ロジェクト」という自主企業をたちあげて，月に 2 回，3 回の企画を実施している。他に

講座も実施しており，県内大学の研究者や識者を講師として呼んでいる。2014 年は 12 回

の講座が実施された。内容は，首里階層方言，首里那覇社会方言に関する音韻，文法，敬

語表現に関することが主であった。 
 
２ .４ 保存・伝承の取組に関する地域の特徴  

首里那覇社会方言によるラジオやテレビ番組がいくつか存在している。例えばラジオ

沖縄で放送されている「方言ニュース」は代表的なものである。琉球新報の記事をもと

に沖縄県内のニュースや話題についてキャスターが方言で語るものである。2004 年から

はインターネット上の配信がはじまり，ポッドキャスティング配信もはじまっている。

最近はテレビ番組で方言を積極的にとりいれる試みもみられる。「うちなーであそぼう」
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（NHK 沖縄放送局）は代表的である（脚本は比嘉光龍，高良勉による）。また，バラエ

ティ番組でも方言をとりいれようとする企画が散見された。 
新聞では，沖縄タイムスによる方言新聞「うちなぁタイムス」がある。モノレールの改

札フロアや JTA の機内では，日本語のアナウンスと併用して首里那覇社会方言のアナウン

スを流すという試みもなされている。 
行政側の取り組みとしては，今年度，那覇市内の小学校では読本として那覇方言のテキ

スト『使って遊ぼうしまくとぅば』が配布された。 
特にテレビ番組に関して言えば，その性格上の問題か，首里那覇社会方言の比重が大き

く，他の方言が取り上げられにくいという印象がある。 
 
３ 首里方言に関する意識調査とその分析  
 
３.１ 過去に行われた方言に関する意識調査 
 首里地区を対象にした言語・方言に関する市町村，大学（研究室を含む），あるいは，

研究者グループが行った意識調査の報告は，管見の限りみつけることができなかった。 
ただし，参考になる資料としては，沖縄県文化観光スポーツ部が沖縄県内在住者に対し

て行った「しまくとぅば」に関する意識調査の報告書１２（平成 26 年 2 月）があり，「南

部地区」としての報告がある。首里地区は南部地区に含まれる。以下，この調査の報告内

容をまとめる。 
20 歳から 79 歳の成人男女を対象にした一般県民調査と，小学校 5 年生，中学校 2 年生，

高校 2 年生を対象にした児童生徒調査がある。一般県民調査は，訪問面接調査（調査員が

一般世帯を直接訪問）によって調査がなされており，児童生徒調査はアンケート調査によ

るものである。調査内容は一般県民調査も児童生徒調査も一部を除き同一である。 
内  

１）属性 性別，年代，居住地，出身 
２）設問 ① しまくとぅばへの親しみ 
     ② しまくとぅばの使用の度合い 
     ③ しまくとぅばの理解度 
     ④ しまくとぅばを使う相手 
     ⑤ しまくとぅばの日常生活での必要性 
     ⑥ 子供達に対する意向 
     ⑦ 普及させるための方法 
     ⑧ 自由意見 
 

                             
１２ 報告書は 2015 年 2 月現在，web 上で公開されている。

（http://www.pref.okinawa.jp/site/bunka-sports/bunka/documents/kennminnisikityous
a.pdf）  
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 データの回収結果について，一般県民調査の南部地区の回収件数は 627 件，このうち那

覇市在住者の回収件数は 361 件であり，これは南部地区の 57％，県内全体からみても 23％
を占めている。児童生徒調査は南部地区で 397 件，県内全体で 35％である１３。 
 
３.２ 意識調査の結果の分析 
 報告書の性格上，他の地区（北部地区，中部地区，宮古地区，石垣地区）との比較に

みる南部地区としての特徴をみていくのみになる。①しまくとぅばに対する親しみにつ

いては，南部地区では「親しみを持っている」が 46.2％であり，宮古地区，北部地区に

続いて高い。②しまくとぅばの使用頻度については，南部地区は「しまくとぅばを主に

使う」9.4％と「共通語と同じくらい使う」が 22.8％であわせて 32.2％である。これは，

沖縄島内では最も低い。③しまくとぅばの理解度についても，「よくわかる」22.7％，「あ

る程度わかる」が 43.9％で，沖縄島内では一番低い理解度である。④しまくとぅばを使

うと回答した方に，しまくとぅばを使う相手をたずねたところ，最も多かったのは「友

達」で 60.2％である。次いで，「父母」が 49.1％となっている。「友達」がトップなのは

全地区で共通している。⑤日常生活にしまくとぅばが必要かどうかについては，「非常に

必要だと思う」と回答したのが 20.2％であった。これは，北部地区，宮古地区に続いて

高い。⑥子供達にしまくとぅばを使えるようになってほしいかという質問に対しては，

37.7％が「是非，使えるようになって欲しい」と回答している。これも，宮古地区，北

部地区に続いて高い。⑦普及させるための方法としては，「学校の総合学習などでの実施

が」最多で 72.6％であった。  
 このように，南部地区のみみていくと，方言を残したいという住民の意識は高いよう

にみえる。ただし，「しまくとぅばを残す必要は全くない」や「あまり必要でない」と回

答した人も年齢や性別に相関なく散見される点に留意しなければならない。特に「自由

意見」をみて，しまくとぅばの普及継承について問題点とその背景にあるものが一部み

えた。特徴的なことを以下（１）～（３）にまとめる。  
（以下，アンケートの自由意志の回答を引用した箇所には，最後に性別と年代を（）内

に記す。基本的に南部地区の意見であるが，別の地区の意見を引用する場合は地区も付

す）  
 
（１）「しまくとぅば（方言）がわからない」のではなく，「しまくとぅば（方言）のこ

と自体がわからない」  
（２）「地域差」と「規範性」に関する問題  
（３）「方言よりも標準語（日本語）教育や，英語教育を充実させるべきである」という

                             
１３ この割合の高さは，「沖縄県民全体の縮図になるように，対象調査地区人口及び年齢

構成比に応じ，調査件数を比例配分し，市町村ごとの件数を決定」（報告書 p.1）している

ため。 
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意見の背景にある学校現場における言語教育の意義  
 

（１）は児童生徒調査の意見によくあらわれていた。「しまくとぅばのいみがよくわか

らない。なんでこんなアンケートしたんですか？（中学 2 年生・女性）」「「しまくとぅば

って何？」というクラスメイトがいた。しまくとぅば＝方言というのがわからない人たち

もたくさんいる。（中学 2 年生・女性）」「しまくとぅばは，どう意味ですか。（小学校 5 年

生・男性）」と回答している児童生徒がいた。 
一般県民調査のなかでも，「「しまくとぅば」の使い方が，いまいちよくわからない（石

垣島・20 代・女性）」という意見がある。 
特に県内でも都会部である首里地区や那覇地区では，方言に変種（バラエティ）が数多

くあることもあまり知られていない。また，「～くとぅば」「～ふつ」「～ゆんた」「～ぐち」

「～方言」のように，地域ごとに地域方言にはすでに馴染んだ言い方があるため，「しまく

とぅば」という用語自体に居心地の悪さを覚えることは仕方がない。「”しまくとぅば”の”
しま”には，「故郷」という意味があります。ですから，”しまくとぅば”はふるさとのこと

ばです１４」と説明がなされているように，「しまくとぅば」は琉球の諸地域の方言も，日

本の諸地域の方言をもさすことができる用語としてこのアンケートでは用いているのだ

が，まだまだ定着しておらず，誤解を招いたということだろう。移住者の児童生徒の場合，

「ふるさと」という概念自体が希薄であるのかもしれない。 
また，「なんで方言を使う必要があるか知らん。（中学 2 年生・男性）」「「ぼくは，「しま

くとぅば」とゆうことは，何で必要だろうと思っている（小学校 5 年生・男性）」「なぜ，

使わないといけないんですか？（北部地区・中学校 2 年生・女性）」「県外に出たときに，

方言は意味が通じないし全国共通の言葉ではないから必要はないと思う。（中学 2 年生・

男性）」というように，「方言を使う必要性がわからない」あるいは「方言がなぜ必要かわ

からない」という意見もあった。「方言はある程度必要だと思う」答えた人のなかにも，「昔

と今では，どちらの時代の方が，「「しまくとぅば」（方言）を使っていますか？・ 方言は

いつから使われていますか？・方言の授業もやってみたい。（中部地区・小学校 5 年生・

女性）」との意見がある。 
方言のこと自体をよく知らないまま，概念としては難しい「しまくとぅば」という用語

をはじめに与えてしまったことによって，特に児童生徒が混乱している様子がアンケート

をとおしてみられた。県外から移住してきた児童生徒なら，「しまくとぅば」の必要性が一

層わからないだろう。方言が琉球のみならず日本においても多様であること，そして，そ

れぞれの地域の方言を尊重すること，自分や，友達のことばがちがうことを理解し，自分

のことばも友達のことばも尊重すること，このような「方言」に関する学習を行った上で，

「しまくとぅば」という用語を与えるべきだと考える。ただし，「しまくとぅば」が全ての

方言変種を包括するような性質をもつ用語であるなら，使用の際には慎重にならなければ

いけないだろう。「包括」は「排除」と表裏関係にある。特に威信方言である首里地区にお

いて，用語に無頓着なまま「しまくとぅば」を使えば，「誰かのことば」を用語の元に同化

させ，はじめからなかったことにしてしまうという危険性がある。この点で，最初にあげ

                             
１４ 『使って遊ぼうしまくとぅば』pp.70 
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た生徒児童の意見は的を射ているといえる。 
 

（２）は，まず，方言が地域によって異なるという事実をふまえて，普及について慎重

になるべきという意見がみられた。「地域によっても違うし，よくわからない方言の共通化

を図らないといけなくなってもまたおもしろくないし，地域の特色を出していくのはよい

と思う（20 代・女性）」「沖縄では島々によって言葉違いますのでどこの言葉教えるか？（石

垣島・60 代・男性）」「幼稚園，小学校と地域が提携して取り組んだ方が良い前は，言葉の

アクセントで，その人がどこの人かが理解出来たが，今は，しまくとぅばを使わなくなっ

ているので難しい。地域のしまくとぅばも大切に残したいのだが，無理だと思う（70 代・

男性）」 
また，その一方で，普及継承の実現の難しさについて，「敬語」に関する意見が寄せら

れているのが目立った。これは特に 60，70 代にみられた。 
「敬語がむつかしい（70 代・女性）」「地域によって違いがある。返事の「うー」は，大山

「おー」はマシキ。また，マーカ イガーは，友人，マーカイメンセーガーは敬語あまり，

敬語ばかり使うと，「年寄りあつかいしてる」と怒られたこともある。方言は，はばがひろ

く，むずかしいと思う。（中部地区・女性・70 代）」「沖縄の方言は，地域により，違うし，

敬語の使い方がむずかしく，自分も話せない時がある。下手に使って，かえって失礼にな

る時もある。学校でも教えて，家庭でも使うことが一番いいと思うが，お年寄りのいない

家庭では，むずかしいと思う（中部地区・60 代・男性）」「方言を使うと親しみがわく。幼

ななじみとは全て方言をつかう。親にいわせれば，私たちでも本当の方言ではないという。

敬語はむずかしい。（中部地区・女性・70 代）」 
 さらに，次のような意見もある。 
「きれいな言葉を使えないよりは，使わない方が良いとおもう（中部地区・30 代・女性）」 
「純粋な島くとうばはよくわからないので使えない。教えるのもむずかしいと思う（中部

地区・30 代・女性）「方言はあらい（地域によって）・方言の育成は後々にも残してほしい

（60 代・女性）」「きちんとした方言を使える人が少ない。まちがった言葉を使う人が多い

からみっともない。（北部地区・50 代・女性）」 
 若い世代の間における方言のスラング的な使用に関する意見ともとれるが，最後の意見

の「まちがった言葉を使う人が多いからみっともない」のように，その人の考える方言の

「規範性」からずれた方言変種の使用は「みっともない」「それよりはいっそ使わないほう

がいい」と思われるようになる，という問題がある。若い世代が地域方言を学ぼうと勉強

をはじめても，「間違っている」と指摘されたり，敬語表現のことで「年輩にこのようにい

うのは失礼だ」と叱られることで勉強意欲を削がれてしまう，ということはよく聞かれる。 
 

（３）については，次のような意見がみられた。 
「世界共通の言葉を覚えた方が良い（60 代・男性）」「あまり必要ないと思う。共通語で充

分，それより英語教育をもっと充実して力を入れてほしい（30 代・女性）」「「しまくとば」

より英語を教えたほがあっとうてきに，ぜったい，とくします。（北部地区・中学 2 年生・

男性）」「方言の必要性があまりわからない沖縄の今後の為には標準語を強化するほうが良

いと思う。（中部地区・40 代・男性）」 
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このような「方言よりも標準語（日本語）教育や，英語教育を充実させるべきである」

という意見は少なくなかった。この背景には，方言教育のみならず，学校現場における

日本語教育や英語教育のような言語教育の問題が複雑に絡んでいるように思われる。母

語教育としての日本語の授業，外国語としての英語の授業を学校現場で行うことの意義

を吟味するのと同様に，方言教育を学校現場で行うことの意義を吟味する必要がある。

もし，方言教育が地域理解や多文化理解のために留まらず，母語教育としての国語の授

業や外国語としての英語の授業にも役立つようなものであれば，その意義は強まるだろ

う。  
 
４ 首里方言の保存・伝承のための教材  
 大きく士族語の後継である「首里階層方言」と，沖縄芝居のような「首里那覇社会方

言」とに分けて整理することにする。「首里地域方言」とよべる資料は見つけられなかっ

た。資料はひとつずつ確認するようにしたが，中には「首里那覇社会方言」というより，

那覇のかつての西，東，泉崎，若狭の那覇四町で話された「那覇社会方言」というべき

方言資料もあった。具体的には，野原三義（2006）『沖縄語辞典－那覇方言を中心に－』

や，2013 年に出版された那覇市の読本『使って遊ぼうしまくとぅば』で用いられている

方言である。このような方言は「那覇方言」であるためここでは省いた。 
なお，タイトルに「沖縄語」や「うちなーぐち」，「沖縄方言」が含まれる書籍は多く，

全てを確認し，ここにあげることはできなかった。把握できた一部のみであるが以下に

まとめる。 
 
４.１ 首里方言の語彙集，辞典，文法書，テキスト等  
 
（１）首里階級方言  
◆辞典，辞書，語彙集  
・『沖縄語辞典』国立国語研究所編（1963）  
 約 1 万 5000 語の語彙が収録されている。アクセント記号も付されている。解説編，本

文編，索引編からなり，解説編は，首里方言の音声・音韻・文法について記述がなされて

いる。解説や本文の例は，首里階級方言を主としているが，丁寧によみこむと首里地域方

言の輪郭もみえる。 
・「首里那覇方言音声データベース」 
 『沖縄語辞典』のすべての語いと例文が首里方言話者の音声とともに琉球大学付属図書

館 HP 上で公開されている。 
・『琉球語辞典』半田一郎（1999） 
・『医学沖縄語辞典』稲福盛輝（1992）  
・『琉球語便覧』伊波普猷（1917） 
・『南島方言資料』東條操（1930） 
 
◆研究書  
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・ 'Essay in Aid of a Grammar and Dictionary of the Luchian Language' 
Chamberlain，B.H.（1895）（『琉球語の文法と辞典 日琉語比較の試み』山口栄哲編

訳・解説（2005））  
・「首里方言入門」加治工真市『月刊言語』12 巻 4 号（1983）  
・『沖縄語の文法』中松竹雄（1973） 
・「琉球語」服部四郎・金城朝永『世界言語概説』下巻（1955）  

約 6200 語の医学語彙が収録されている。 
・「首里方言のいいきりの形」鈴木重幸『国語学』41（1960）  
・『沖縄口さびら－沖縄語を話しましょう』中松竹雄（2010）  
・『うちなーぐち講座，首里ことばのしくみ』宮良信詳（2000）  
・「首里方言にみる法接尾辞と疑問文イントネーション」永野マドセン泰子『琉球の方言』

35 号（2011） 
・「首里方言のアスペクト・テンス・エヴィデンシャリティー」工藤真由美・高江洲頼子・

八亀裕美『大阪大学大学院文学研究科紀要』47（2007）  
・「不完成相につきまとう臨場性－首里方言のばあい－」津波古敏子『ことばの科学』2
（1989）  
・「琉球列島の言語（沖縄中南部方言）」津波古敏子『言語学大辞典』4（1992） 
・「首里方言のイントネーション」永野マドセン泰子・狩俣繁久『琉球の方言』34（2010） 
・「首里方言アクセントの音声学的実態」永野マドセン泰子・狩俣繁久『琉球の方言』33
（2009）  
・「言語における地域と階級－首里方言の場合－」中松竹雄『沖縄語の世界』（1980）  
・ ’Suri Okinawan grammar’ Patrick Heinrich ，  Shinsho Miyara ，  Michinori 
Shimoji(Eds.) ’HANDBOOK OF THE RYUKYUAN LANGUAGES HISTORY ，

STRUCTURE，AND USE’ Shinsho Miyara (2015) 
・「endangered language と killer language」かりまたしげひさ『時の眼－沖縄 批評紙

N27』（2013） 
 
◆テキスト，資料 
・『沖縄語の入門－たのしいウチナーグチ－』西岡敏，仲原穣（2006） 
・『沖縄口さびら-沖縄語を話しましょう-』中松竹雄（2010） 
・『美しい沖縄の方言①』船津好明（1988）  
・「沖縄・那覇市首里（旧首里市）」『全国方言資料 10 琉球方言編Ⅰ』柴田武（1970）  
 
（２）首里那覇社会方言 
◆語彙集 
・『沖縄おもしろ方言辞典』沖縄雑学倶楽部編（1985）  
・『沖縄，ことば絵ブック』下川祐治（2008） 
・『ウチナーグチ入門』沖縄文化社（2014）  
 
◆テキスト，資料，他 
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・『実践うちなあぐち教本』吉屋松金（1999） 
・「琉球語初級会話」野原三義『月刊言語』12 巻 4 号（1983）  
・『CD ブック，声に出して読みたい方言』齋藤孝（2004） 
・『４コマ漫画で学ぶ沖縄語』玉城雅巳（2004） 
・『はじみらな，うちなーぐち初級用』沖縄方言普及協議会（2001） 
・『楽しいウチナーグチ』儀間進（2009）  
・『沖縄ぬ暮らしとぅ昔話』沖縄語普及協議会（2006）  
・「琉球児童の早言遊び」金城朝永『金城朝永全集』上巻（1932）  
・「沖縄のことば遊び」儀間進『月刊言語』12 巻 4 号（1983）  

早口ことば，なぞなぞなど。  
・『楽しいウチナーグチ』儀間進（2009）  
・「沖縄中南部方言の仮名表記の問題点－「沖縄語仮名遣い」に向けて－」仲原譲『南島

文化』（2013） 
 
（３）内容未確認のもの，その他 
・「沖縄口と翻訳－蜻蛉日記の訳を試みて－」儀間進『月刊言語』12 巻 4 号（1983）  
・「首里・那覇方言に於ける親族関係の語に就いて」金城朝永『方言』4 巻 1 号（1934） 
那覇四町（西・東・泉崎・若狭町），久米，首里階層方言  
 
４.２ 首里方言の教材  
 
（１）首里階層方言 
◆教材（テキストや語彙集） 
・『沖縄語の入門－たのしいウチナーグチ－』西岡敏・仲原譲（2000） 
・『トラベル沖縄語会話』中松竹雄（2005）  
・『沖縄口さびら-沖縄語を話しましょう-』中松竹雄（2010） 
・『美しい沖縄の方言①』船津好明（1988）  
 
◆方言辞典，方言集 
・『沖縄語辞典』国立国語研究所編（1963）  
・「首里那覇方言音声データベース」琉球大学付属図書館 HP 
・『琉球語辞典』半田一郎（1999） 
・『医学沖縄語辞典』稲福盛輝（1992）  
・『琉球語便覧』伊波普猷（1917） 
・『南島方言資料』東條操（1930） 
 
◆談話資料 
・『沖縄県首里のことば』中松竹雄（2004）  
・「＜資料紹介＞首里方言自由会話「旧正月と大晦日の思い出」」比嘉成子『琉球方言論叢 

琉球方言研究クラブ 30 周年記念』（1987）  
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・『放送記録テープによる琉球・首里方言：服部四郎博士遺品』伊豆山敦子編（2006）  
・「沖縄・那覇市首里（旧首里市）『全国方言資料 10 琉球方言編Ⅰ』柴田武（1970）  
 
◆方言でかかれた民話，物語など 
・『沖縄首里の昔話』伊芸弘子編（1992）  
 
（２）首里那覇社会方言 
◆語彙集 
・『沖縄おもしろ方言辞典』沖縄雑学倶楽部編（1985）  
・『沖縄，ことば絵ブック』下川祐治（2008） 
・『ウチナーグチ入門』沖縄文化社（2014）  
 
◆ことわざ 
・『沖縄ことわざの窓』儀間進（2011）  
 
（３）その他 
・「現代首里方言訳『沖縄対話』（２）－「第一章 四季の部（秋・冬）」「第二章 学

校の部－」仲原譲・比嘉恒明・仲里政子・新垣恒成・国吉朝政『沖縄芸術の科学』25（2013） 
訳者に士族の後継の方と平民の後継の方がいる。 

 
４.３ 録音資料の作成，利用状況 
（１）首里階層方言 
・「首里那覇方言音声データベース」琉球大学付属図書館 HP 
・ 
（２）首里那覇社会方言 
・『CD ブック，声に出して読みたい方言』齋藤孝（2004） 
・「うちなーぐちラーニング初級編，中級編，上級編」八木政男（CD 教材・芝居言葉） 
 
５ 保存・継承の取組の効果と課題  

２節～４節でみてきたように，行政上の取り組みについても，地域の取り組みについ

ても首里階層方言，あるいは首里那覇社会方言の普及継承活動は沖縄県内のなかでは比

較的進んでおり，一定の効果をあげているといえる。これは，研究書や教材等の多さに

起因しているが，その背景には，「かつての支配者層の言語」であることが大きい。この

ことが普及継承を後押する一方で，琉球方言内の多様性を保持したまま保存や継承の取

り組みを行う動きに対して逆方向に働いているという大きな問題がある。 
例えば，首里地区以外の幼稚園や小中学校で，児童生徒達に首里階層方言を教えてい

るという報告がある。他の地域では研究自体がなされていなかったり教材もないため，

資料が豊富な首里地区や那覇地区の方言を教えざるを得ないのである。しかし，ここに

は，首里地区や那覇地区の居住者の意識上の問題も絡んでいる。首里出身の報告者の観
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察の限りだが，多様な方言を全て残すというのは現実的に不可能だから，首里階層方言

（あるいは，首里階層方言の広義としての首里那覇社会方言）だけが残ればよいと考え

ている方は少なくない。首里階層方言だけが「本物の首里方言」「本物の琉球語」で，他

は違うと述べる方も実際にいらっしゃる。 
このような考えをもっているのは，なにも首里出身者だけではない。琉球語のなかで

標準語をつくるべきだという意見が 2014 年は新聞などでみられた（佐藤優，大城立裕１５）。

この時，どの方言を標準語にするのかといえば，首里階層方言であり，その根拠として，

支配者階級の言語であること，宮廷芸能である組踊りや琉歌に用いられた（用いられて

いる）言語であることが重視されている。佐藤は正書法の確立について述べ，「規範性」

を作ることを強調している。正書法や規範的な「日本語標準語」が，過去に多くの日本

語や琉球方言，また，かつて日本の植民地とされた地域のことばを危機に追い込み，駆

逐したことは事実である。かりまた（ 2013）は，琉球方言内の威信方言につい

て ’endangered language’であると同時に ’killer language’であると指摘しているが，首里

階層方言は ’killer language’であるという懸念が現実になる／なっている可能性がある。 
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言論叢 琉球方言研究クラブ 30 周年記念』p73-p91 琉球方言論叢刊行委員会 
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沖縄県南城市奥武方言 

中本 謙 

 

 

１ 奥武島の概要１ 

 

南城市奥武島は，沖縄本島南部，

志堅原の沖合 150 メートルに位置す

る亀甲型の風光明媚な小さな島であ

る。琉球石灰岩からなる島の面積は

0.25 平方キロメートル，周囲 1.7 キ

ロメートル，幅 500 メートル，最高

標高は約 16 メートルである。人口は

平成 26 年現在で約 850 人である。 

奥武島に人間が居住するように

なったのは，今から 650 年ほど前と

されている。玉城若按司兼松金の長

男玉城大屋子（玉城門中の始祖）と

次男新垣大屋子（大屋門中の始祖）

が奥武島に移り住んだことによると

の伝承があるとのことである。 

本島との交通手段は，1936 年に初

代の奥武橋（木造）が架かるまでは，

渡し船が利用されていた。このよう

な離島であったが故に，沖縄本島中南部の中でも周辺方言とは，やや異なった方言として

独自に発達したものと考えられる。 

架橋されてからは，車両の出入りも可能となり，陸続き同様となった。そして，これまで

の半農，半漁の生活から，次第に第2次，第3次産業へと移っていった。結果として，本来

の奥武方言的特徴は，近隣方言の影響などによって失われていく傾向にある。例えば，本

来，奥武方言では，促音直後を除き形容詞語尾は[takahaN]（高い）のように[-haN]である

が，70代（1930年代生）以下では，多くの沖縄中南部方言と同様に形容詞語尾が[takasaN]

のように[-saN]に変化している。 

本来漁業が盛んである奥武島の主な祭祀は，旧暦の 5 月 4 日に行われる海神祭（ハーリ

ー）である。この日は豊漁を祈願するとともに，爬竜船競漕が開催され，多くの来島者で

賑わいをみせる。また，島の中央に位置する観音堂には今から約 400 年前に遭難した唐船

を助けた謝礼として，唐より送られた観音像が祀られており，5 年に 1 度，観音堂祭が行

                             
１字誌編集委員会 (2011)『奥武島誌』を参考にした。  



－ 66 －

沖縄県奥武島方言 

われる。 

 

２ 奥武方言の保存・継承に係る取組 

 

２.１ 方言大会や方言劇等の上演とその記録 

 奥武島では，平成 24 年に初めて「奥武くとぅばお話大会」が，敬老会・新生児の出生祝

いと同時開催で行われた。主催は奧武区，『奧武くとぅば』編集委員会，共催は，玉城小

学校ＰＴＡ奧武支部，玉城中学校ＰＴＡ奧武支部，奧武子ども育成会，奧武青年会，奥武

女性会，奧武寿会である。そして大会の目的は以下のように設定されている。 

   

昔から奧武区民に慣れ親しまれた独特の「奧武くとぅば」を，次世代を担う青少年へ

の普及と継承を図り，併せて現在進めている「奧武くとぅば」の編纂事業に寄与するこ

とを目的とし，更に，敬老会・新生児の出生祝いと同時開催することにより，敬老の心

と「奧武くとぅば」への愛着心を育む一助とする。 

 

その他，大会の要項は以下のとおりである。 

 

日時： 平成 24 年 11 月 18 日（日）午後４時 

 場所： 奧武公民館１階ホール 

 出場対象：  奧武出身の小・中・高校生・一般（奧武寿会含む） 

参 加 賞： 発表者には，図書券又は粗品を贈呈する。 

発表内容と時間：発表は民話，童話又はその他の出来事，将来の夢などをできるだけ

」 分  

  

 当日は，敬老会，新生児の出生祝いと同時開催ということもあり，多くの人々が集ま

り盛り上がりをみせた。小学生４名がカーミーヌクー（亀の甲羅）等の沖縄に伝わる民話

を発表した。 
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             （奥武くとぅばお話大会の原稿・一部抜粋） 

 

 ２.２ 小中学校における地域学習・方言学習の状況 

 奥武島内に，小中学校はない。ここでは，奥武区の児

童が通う南城市立玉城小学校の取組２を取り上げること

とする。 

 

 （１）しまくとぅばお話大会に向けての取組 

玉城小学校では，年 1 回，「しまくとぅば校内お話大

会」が開催され，10 名ほどが発表する。子ども達は，

祖父母から方言の指導を受けるとのことであるが，学習

支援ボランティア「ミントンの会」も方言指導に協力し

ている。この大会での優秀者（2 名程度）は，南城市に

よって開催される「しまくとぅばお話大会」に玉城小学

校代表として出場する。 

      

 

（２）カデナミドルスクールとの学習交流会 

玉城小学校では，本年度からカデナミドルスクールとの学習交流会が始まった。国際

交流を通じて協力することのすばらしさや，アイデンティティーの発見，共通の価値観の

認識につなげることを目的としている。対象は６年生（約 50 名）で第１回目は 2014 年 12

月 19 日に玉城小学校で開催され，第 2 回目は，2015 年１月 15 日にカデナミドルスクール

で開催された。 

第１回目の交流会では，琉球方言のクイズを行っている。内容としては，写真を見せ

て，カデナミドルスクールの子ども達に方言で答えてもらうというものである。例えば，

苦瓜（ゴーヤー）や首里城（グスク）等の写真を見せて方言で答えられるか，というク

イズである。中には「ゴーヤー」と答えられたアメリカ人の子ども達もいて，大いに盛

り上がったとのことである。玉城小学校の子ども達は，積極的にボディーランゲージを

用いて一生懸命，琉球の文化，方言を伝えようとしていたとのことである。 

本年度は，一語一語の名詞を教えさせたが，次回は，挨拶等の文を用意して教えさせ

                             
２ 2015 年 2 月に玉城小学校の調査を行い，教頭の城間修司先生からお話をうかがった。 
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たいと，担当された先生方も意欲的である。子ども達は，自主的に琉球の文化や方言を

伝えようとしていたとのことであり，アメリカ人の子ども達に教えることで，さらに自

らの地域のことばを見つめるきっかけにもなったようである。 

 

 

                              （クイズに用いた写真） 

 

（３）方言の読み聞かせ 

 玉城小学校では，全学年を対象に週１回のペースで朝の読み聞かせを実施している。

その中で地域ボランティアの方による方言での絵本の読み聞かせが行なわれている。子

ども達は，毎週楽しみにしているとのことである。 

 

２.３ 地域の人の協力の状況 

２.２でも述べたように玉城小学校では，朝の読み聞かせで，方言での絵本の読み聞か

せが実施されている。語り手である地域ボランティアの方は，保護者を中心に組織され

ており，とても協力的である。また，退職教員よって組織されている学習支援ボランテ

ィア「ミントンの会」も絵本の読み聞かせに協力している。 

 読み聞かせ以外でも「しまくとぅばお話大会」の原稿作成など，様々な行事にも協力

的である。 

 

２.４ 保存・伝承の取組に関する地域の特徴 

 奥武方言ついて言えば，保存・伝承の取組が盛んになり始めたのは，2012 年からである。
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きっかけは，本来の伝統的な奥武方言を後世に残したいという思いから，『奥
お

武
う

方言
くとぅば

』編

集委員会が組織されたことによる。メンバーは『奥武島誌』の編集にも携わった奥武島出

身者を中心に，言語研究者も含め７人から構成される。月に１回，高齢の生え抜き話者か

らの聞き取り調査が公民館で実施されている。 

 2012 年以前は，具体的に方言の保存・伝承の取組がなされていたわけではないが，奥武

島には，奥武青年会や奥武女性会（旧婦人会）が組織されており，青年会主催のエイサー

やハーリー，観音堂祭等で親睦を深めており，地元の文化を盛り上げるという意識は，昔

から高い。 

 

３ 奥武方言に関する意識調査とその分析 

 

３.１ 過去に行われた方言に関する意識調査 

 2013 年度に，文化庁による「危機的な状況にある言語・方言の実態に関する調査研究（八

丈方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」の調査で奥武方言が取り上げられている。こ

の調査は，主に奥武方言の特徴や話者数などの実態を明らかにしたものであるが，その中

で方言に対する意識についても簡単に言及されている。その他には奥武島を対象とした意

識調査は特になされていないようである。 

 

３.２ 意識調査の結果の分析 

 奥武区民の多くは，奥武方言が継承されていくことを支持している。しかし，40 代以下

は方言を話すことができず，老年層は若年層に対して基本的には共通語を用いているとい

う現状がある。つまり，方言を残したいという意識は持っているが，実際に継承していく

ことは難しいという現実がある。 

 このような状況があり，奥武島では，方言を保存し後世に残したいという機運が高まっ

た。そして，2012 年 4 月に区評議員会の決議のもと，『奥
お

武
う

方言
くとぅば

』編集委員会が組織され，

現在，老年層から奥武方言の聞き取り調査が行われている。 

 

４ 奥武島方言の保存・伝承のための教材 

 

４.１ 奥武方言の語彙集，辞典，文法書，テキスト等 

(1) 中本正智(1958)「奥武方言の動詞の活用」『琉球方言』創刊号，琉大方言研究クラブ 

奥武方言の動詞の活用形を明らかにし，それに従い，動詞の分類を行っている。 

(2) 中本正智(1960)「沖縄南部の１・２音節語のアクセント」『国語学』41 号，国語学会 

奥武方言のアクセントの体系を示し，現代東京語とのアクセント対応について明らかに 

している。また準一音節語について沖縄南部 215 の部落を調査し，その類型を明らかに 

し，分布図を示している。調査語彙は第一類（柄・血・帆・実），第二類（名・葉・ 

日・藻），第三類（木・田・手・火・目）である。 
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(3) 平山輝男・大島一郎・中本正智(1966)『琉球方言の総合的研究』明治書院 

本書は，主に北琉球方言全域の概観を明らかにしたものである。「第 2 編音韻」，「第 3 

編アクセント」，「第 4 編文法」の各編の中でそれぞれ奥武方言を取り上げ，その体系を 

明らかにしている。文法については，主に動詞，形容詞について記述されている。 

(4) 中本正智(1976)『琉球方言音韻の研究』法政大学出版局 

本書の「Ⅲ．音韻実態の記述的研究」の中で，奥武方言の音韻体系，共通語との音韻

対応，音韻の特徴が詳細に明らかにされている。 

(5) 中本正智(1983)『琉球語彙史の研究』三一書房 

本書は琉球全域を視野に入れた語彙の研究である。その中の「身体・心」，「人間関係」，

「代名詞」，「地名・方位・時」，「生物」で奥武方言の語彙を取り上げ，語彙の構造，語

彙の歴史，語彙と文化の関連について明らかにしている。 

(6)  中本正智(1990)『日本列島言語史の研究』大修館書店 

本書の第４章では，「文法の実態と分布と歴史」について記述されているが，その中

の「第１節 文法構造の記述」は奥武島方言の文法を取り上げたものであり，その内容

は次のとおりである。1.代名詞，2.性差の表現とていねい態，3.感動詞，4.応答詞，5.

動詞の活用，6.形容詞の活用，7.助詞，8.表現の諸相，9.アスペクトの表現，10.待遇

の表現。 

(7) 中本謙(1997)「沖縄奥武方言の音韻 ―世代別調査から― 」『沖縄文化』沖縄文化協 

会，第 33 巻第 1 号通巻 87 号 

奥武方言について，老年層，中年層別々に，臨地調査を行い記述的研究としてそれぞ

れの音韻体系，音韻対応を明らかにした。さらに世代間の通時的研究を行い，奥武方言

のどのような部分がどのように変化するのか明らかにした。 

(8) 中本謙(1998)「沖縄奥武方言の親族語彙と人称代名詞―世代別調査から―」『言葉を 

通してみた本土・沖縄・中国の文化―代名詞と親族語彙―』，千葉大学大学院社会 

文化科学研究科プロジェクト報告書第 1 集 

奥武方言について老年層，中年層別々に親族語彙の臨地調査を行い，世代別に親族語

彙の体系，及び人称代名詞を明らかにした。さらに，世代間の比較研究を行い，親族語

彙体系，人称代名詞にどのような変化がみられるのか具体的に明示した。 

(9) 中本謙(2007)「沖縄奥武方言の助詞〔ガ〕〔ヌ〕と〔ガー〕〔ノー〕」『琉球の方言』31 

号法政大学沖縄文化研究所 

奥武方言の助詞〔ガ〕と〔ヌ〕の意味用法を示し，主格用法において新たな弁別機能

がみられることを明らかにした。されに沖縄方言独自の用法である「がは」〔ガー〕，

「のは」〔ノー〕の要因について，日本語の助詞「が」「は」との比較等から言及した。 

 

４.２ 奥武方言の教材 

特に教材という形で作られたものはないが，2011 年 3 月に刊行された『字誌』編集委員

会による『奥武島誌』は，部分的に教材となり得る。本書は，10 年以上に及ぶ月日をかけ

て作られた大著であり，自然，歴史，文化，産業等，奥武島に関するあらゆる分野が網羅

的にまとめられている。 

方言については，親族語彙をはじめ，ウミンチュ（海人）の集落らしく魚名や漁業関連
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の語彙等がカタカナを工夫した表記で記載されている。また本書は，奥武島の昔の子供の

遊びや口承文芸，民俗芸能なども豊富に記載されている。 

 

 

４.３ 録音資料の作成，利用状況 

録音資料については，これまで作成されていない。2012 年に編集委員会が組織され，『奥
お

武
う

方言
くとぅば

』の作成にむけて，現在調査，編集がすすめられている。本書には，録音資料も付

属させる予定となっている。 

 

５ 保存・継承の取組の効果と課題 

  

５.１ 学校の取組の課題 

 玉城小学校では，年に１回「しまくとぅば校内お話大会」が開催されている。自らの

地域のことばを知るという意味では，ある程度の効果はあるようであるが，一過性のも

のであり，その場限りで終わってしまうというのが課題のようである。また，「お話大

会」は一方的な語りであるため，方言を用いたコミュニケーションには繋がらないとい

う課題もある。これまで調査を行った他の小学校や中学校でも方言大会や方言劇の取組

がなされているが，ほとんどがその場の暗記で終わってしまっているとのことであった。

方言大会や方言劇で覚えた方言語彙を仲間と遊ぶ時などに積極的に用いなければ，なか

なか定着は難しいと考えられる。 

 玉城小学校では，新たな取組としてカデナミドルスクールとの学習交流会が始まった。

この交流会では，お互いの文化やことばについて，クイズを通じて教え合っており，子
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ども達は，大きな刺激を受けている。玉城小の子ども達は，海外に琉球文化を発信する

ためにも方言についてもっと知りたいという欲求が高まったとのことである。 

また，この取組には，子ども達が自主的に行動し，楽しむ姿勢が見られたということ

なので，方言に対する意識を高め，多文化理解の心を育むという意味でも効果的である

と考えられる。 

この取組をもっと増やして欲しいという声が，保護者や子ども達からあがっているが，

基地とのスケジュール調整がとても難しいとのことである。 

 今回の玉城小学校の城間教頭先生からの調査で見えてきた課題は次の二つである。 

一つは，子ども達に対して「なぜ方言を学ぶのか」という目的をもっと示した方が良い

ということ。子ども達に方言の良さを伝えきれていないとのことである。 

 二つ目は，教材がほとんどないということ。読み聞かせで方言の絵本を用いている程

度である。また，ゲストも一時的であるので，誰でも使えるような教材が必要とのこと

である。 

 今回，調査した玉城小学校は，玉城字奥武以外も玉城字中山，玉城字志堅原等の地域

が校区となっており，方言も地域によっては異なりをみせる。しかし，玉城小学校では，

これまで，方言の地域差が問題になったことは特にないとのことである。 

 

５.２ 地域の取組の課題 

 奥武方言は，離島であるということもあり，近隣方言とは異なった特徴を有している。

すでに述べたように奥武区では，本来の伝統的な奥武方言を保存，継承したいという思

いから，『奥武方言』を編集している。話者が高齢なこともあり，現在，保存のための資

料収集を早急に進めている。継承の側面から言えば，島内の行事などは，司会も含め方

言を交えながら行われており，耳にする機会も多い。また，方言大会を敬老会，新生児

の出生祝いと同時開催にするなどの工夫もなされている。ただ『奥武方言』編集委員に

よれば，方言大会は，一過性のものになりがちで継承に繋げるためには，さらなる工夫

が必要とのことである。また島内の行事も多く，時間的な問題もあるようである。  

しかし，継承に繋がらない大きな原因は，やはり日常生活で使われる機会が少ないこ

とにあると考えられる。実際に家庭の中では，子や孫に対して方言が使われる機会は少

ないため，なかなか継承は難しい状況にある。これは奥武島に限ったことではなく，多

くの地域にあてはまる。  
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沖縄県久米島方言 

仲原  穣 

 

 

１ 沖縄県島尻郡久米島町の概要 

 

 久米島は那覇から西へ約 100km，周囲 53.31 キロメートル，面積 55.69 平方キロメート

ルの島で，その経度は東経 126 度 48 分 18.2 秒，緯度は北緯 26 度 20 分 22.9 秒である（久

米島町公式ＨＰより）。沖縄本島の県庁所在地である那覇市の西方には，座間味島，慶良

間諸島，阿嘉島，粟国島，渡名喜島などの島々が連なっており，その西端に久米島が位置

している。 

久米島の主要産業は農業（おもにサトウキビ），織物（久米島紬），水産業（クルマエ

ビの養殖），観光業などである。このほか，海洋深層水の利用（飲料，製塩，保養施設）

が活用されるが，2013 年 4 月からは「海洋温度差発電プラント」による温度差発電の実証

実験が行われている１。2002 年４月に 2 村が合併して久米島町となったが，かつては島の

東側半分が仲里村，西側半分が具志川村であった。 

久米島の人口は 8,263 人（男性 4,380 人，女性 3,916。外国人を含む），世帯数は 3,950

世帯（2015 年 1 月 31 日現在：久米島町役場 HP）である。このうち，伝統的な言語を継承

しているのは久米島で生まれ育った 75 歳以上の老年層である２。 

 

・久米島系統………仲村渠・具志川・仲地・山里・上江洲・西銘 

        久間地・兼城・大田・嘉手苅・儀間・山城・ 

       島尻・比嘉・謝名堂・泊・宇根・真謝・ 

沖縄語系          下阿嘉・上阿嘉・比屋定・宇江城 

     ・沖縄本島系統……北原・大原・仲泊・銭田・真我里・真泊        

久米島方言       ・周辺の島々………西奥武島・東奥武 

      

      国頭語系…………………………鳥島 

 

 久米島方言は「久米島系統」と「その他」（鳥島，銭田，真我里，仲泊，大原，北原，真

泊，西奥武，東奥武）に大別できる。「その他」のうち，鳥島方言は奄美諸島の硫黄鳥島か

                             
１ 久米島町真謝の沖縄県海洋深層水研究所にできた発電プラントで，海水温度の温度差

（水深 600m と海面温度）によって発電するシステムで出力 50 キロワットである。沖縄

県が行っている実証実験で 2013 年 6 月から 24 時間発電の試験運行を行っている。 
２ たとえば，久米島で 4 番目の人口規模である「真謝」では，中年層までは老年層のこと

ばをある程度理解することができ，日常会話もある程度は可能であるが，老年層に比べる

と語彙が少ないため，会話中にいわゆる「共通語」にスイッチしてしまったり，共通語と

伝統的なことばを混ぜて使用したりすることも多い。 
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ら移住してきた集落であるため，系統的には北琉球諸語「奄美語」の徳之島方言に近いと

される。しかし，現在は鳥島方言の伝統的な話者は限られており，継承が危ぶまれている。

銭田・真我里・仲泊は沖縄本島南部（那覇市など）からの移住であり，大原・北原は沖縄

本島各地からの移住，真泊は糸満からの移住，西奥武・東奥武は渡名喜島・粟国島からの

移住によって形成された集落である。 

 

 

２ 久米島方言の保存・継承に係る取組 

 

２.１ 方言大会や方言劇等の上演とその記録 

 久米島町の方言大会は，久米島町文化協会が主催で「しまくとぅばの普及・継承」を

目的とした「久米島しまくとぅば大会」がこれまで計 3 回開催されている。 

第１回  2009 年 8 月 16 日（日） （於：久米島町具志川改善センター） 

第 2 回  2010 年 8 月 15 日（日） （於：久米島町具志川改善センター） 

第 3 回  2013 年 7 月 28 日（日） （於：久米島町具志川改善センター） 

 この大会で選ばれた人は沖縄県文化協会主催「しまくとぅば語やびら大会」へも参加

したことがある。この大会には大人（一般・お年寄り・ファミリーの部）と小学生や中

学生の児童・生徒が参加しており，第１回は平良恵理奈さん（小学 6 年生）と宮里真次

さん，第 2 回は惣慶長吉さんが久米島の代表として「しまくとぅば語やびら大会」へ出

場している３。なお，第 3 回には中学 1 年生の宇江城海風君と与那嶺彩さん，小学校 4 年

生の新城蒼君なども発表している。 

ただし，この大会の音声や映像などの記録・保存は行われていない（以下は久米島町・

刊行物「広報くめじま」から転載した写真である）。 

 

 2009 年度         2010 年度        2013 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

この久米島しまくとぅば大会が今年度開催されなかった理由を主催者である久米島町

文化協会会長，宮田勇氏に尋ねたところ，小学校や中学校へ毎年出場をお願いしている

が，今年度は出場者が集まらなかったという。また，これまで開催されなかった 2011～

2012 年度も子どもたちの出場希望が少なかったことや出場する予定の児童の体調不良な

どもあったという。 

                             
３ 2013 年度（第 3 回）に「しまくとぅば語やびら大会」へ参加したのかは未確認である。 
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 久米島方言の大会の開催が主催側の意図に反して毎年安定して開催されないのに対

し，久米島古典民謡大会は途切れることなく開催され，毎年，中学生や高校生の参加が

途絶えない。久米島古典民謡大会は今年度で第 5 回を迎えた。久米島の小学生 2 人，中

学生 4 人，高校生 2 人が参加し，その保護者らも含め，約 250 人の観客で盛り上がった。 

 この久米島古典民謡大会は，久米島の古典民謡である「木綿花節」「久米阿嘉節」「黒

石森城節」のうち，１曲を選択して披露するものであり，沖縄語の歌詞を覚えて歌わね

ばならないなど，方言の継承の入り口にはなっている。ただし，韻文の歌詞に含まれる

僅かな歌詞の中に，久米島方言特有のことばはほとんどないので，久米島方言の習得に

直接影響する大会とはいえない（以下の写真は報告者撮影の 2014 年度のものである）。 

 

 

 

 

 

 

 このほか，久米島町の取り組みとして「久米島現代版組踊 月光の按司 笠末若茶良

（がさしわかちゃら）」の開催がある。この劇は久米島町教育委員会の主催で 2014 年 2

月 23 日（日）に久米島で初公演を行った「現代版組踊シリーズ」の一つである。久米島

町の中学生・高校生が中心的なキャストに名を連ねている。 

この「現代版組踊シリーズ」は，「組踊」という名称になってはいるものの，国際連合

教育科学文化機関（ユネスコ）の無形文化遺産保護条約に基づく「人類の無形文化遺産

の代表的な一覧表」に選ばれた「組踊」とは全く異なるもので，いわば沖縄の史劇（ミ

ュージカル）である。そのため，セリフは共通語（現代日本語）であり，地域言語をセ

リフに取り入れてはいない。ただし，「久米島現代版組踊」では，久米島の「登武那覇太

鼓」や「兼城伝統芸能保存会」の舞踊や唄・三線などを劇の一部に取り入れており，演

奏の一部に方言が謡われることは間違いない。 

同劇は，2014 年 3 月 28 日(金)に那覇市民会館に於いて那覇公演が行われ，今年２月

22 日（日）に久米島でも再上演されている（今年度のパンフレットを資料としてあげる）。 
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２.２ 小中学校における地域学習・方言学習の状況 

 今回，久米島町立美崎小学校校長，宇江城淳一先生，沖縄県立久米島高等学校校長，

半嶺通男先生へインタビューすることができた。 

 

美崎小学校では，年に１回，地域の行事である「真泊のハーリー」（爬龍船というボー

トによる競漕や航海の安全や豊漁を祈願する神事）への参加，真謝の天后宮で開催され

るシマ（沖縄式相撲）への参加（いずれも児童全員で参加する），真謝の老人会と一緒に

行うグランドゴルフ大会などにより，地域の方々との交流のなかで地域の文化や言語に

自然に興味を持ってもらいたい，と願っているが，美﨑小学校から久米島しまくとぅば

大会へ参加した児童は１人もいないという。なお，教育課程のなかでは，学習発表会の

なかで，６年生が方言劇を行うこともあるが，久米島方言ではなく，沖縄島中南部方言

で記された台本を使用するのだという。 

 

 久米島高等学校では，選択クラスではあるものの週２時間，地域学習の時間があるが，

「郷土の歴史」が中心であり，方言を取り上げることはないという。 

その他学校のカリキュラムでも地域言語に関する取り組みは現在行われていないが，

今年度は上に述べた「久米島現代版組踊」（久米島高校の生徒が主演）を高校１年生全員

が参加する教育課程の「総合学習」に取り入れ，２グループに分かれて練習し，12 月 20

日に久米島町具志川農村環境改善センターで発表させるという試みを行った４。このほ

か，２年生はインターンシップ，３年生は自分たちで企画したプログラムを久米島町具

志川改善センターでプレゼンテーションさせるなど，地域の人々とのつながりを意識し

た取り組みがなされており，そこで「しまくとぅば」に自然に興味を抱いてもらえれば，

ということであった。 

 

 

２.３ 地域の人の協力の状況 

美崎小学校では，毎週金曜日早朝に開催される教職員会議の時間を利用し，美﨑小学

校 PTA のボランティアによる読み聞かせが行われている。 

その活動の中心となっているＡＮ氏によると，普段の読み聞かせは通常の絵本が中心

だが，沖縄の昔話なども紹介することもあり，その際，いくつかのセリフについて児童

へ話しかけながら，沖縄語（しまくとぅば）を教えることもあるという。また，時には

沖縄のことわざのなかの沖縄語について，「これ，わかる」などと児童に問いかけること

もあるという。 

また，特筆すべき事柄として，過去（2010 年頃）に「三匹のこぶた」を美崎小学校校

区の中心的な集落である真謝のことば（＝真謝方言）に翻訳し，それを小学校の読み聞

かせで披露したことがあるという。その際，老年層に協力を依頼して翻訳してもらった

                             
４ 来年度以降に，久米島高等学校の魅力化のための一環として「地域学」という科目を導

入する予定だが，そのなかに「久米島現代版組踊」を含めるか，現在検討中だという。 
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という。この取り組みが評判を呼び，その後，真謝の敬老会で披露したという。 

 また，ＡＮ氏らの読み聞かせのグループで，週に１回，久米島のミニ FM の FM 久米島

で，日曜日の朝に「絵本の森 ふくぎのくくる」という番組で沖縄の民話や由来話を共

通語で読み聞かせるなどの活動も行っている。ただし，共通語で書かれた文献を使用し

ているため，読み聞かせは共通語で行っているという。 

なお，FM 久米島では，最近久米島の民話を地の文は共通語で読み，セリフは久米島方

言で読む「久米島あやかし物語」という番組をＭＥ氏が週１回行っているというが，今

回は詳しい調査を行えなかった。 

 

 

２.４ 保存・伝承の取組に関する地域の特徴 

 結論から述べると，久米島における方言の保存・伝承の取り組みはあまり進んでおらず，

小学校や中学校において，地域学習や方言学習はほとんど行われていない。沖縄本島のい

くつかの小学校などにみられるようなクラブ活動といった動きもみられず，学校はもちろ

ん，学年やクラス単位でも地域学習を取り入れる様子もみられない。 

教育に携わる教員らはその多くが沖縄本島から転勤してきており，任期は 3 年である。

よって，教員が中心となり，児童・生徒へ方言の伝承を行うことは非常に難しい。 

 また，久米島内の小学校（清水小・大岳小・久米島小・仲里小・美崎小・比屋定小）や

中学校（久米島西中，球美中５）を指導する久米島町教育委員会では，各校の方言の伝承

の取り組みについて，詳しく把握していない。 

 また，久米島の「しまくとぅば大会」を主催する久米島町文化協会も地域とのつながり

が弱いため，大会への出場者が途絶えがちになっている。久米島町教育委員会が文化協会

を積極的にサポートし，久米島内の各集落の老人会や各小中学校の父母会，子ども会など

との協力体制がより強固にならなければ，現状を改善していくのは難しいであろう。 

 久米島では，与論島のように個人レベルの取り組みがあまりみられない。老年層や中年

層の一部に地域の方言が失われることの危機感はあるものの，どのような取り組みをして

よいのかわからず，手をこまねいているといった様子である。久米島の島民の多くがこの

ような意識だからであろうか，久米島の行政も真剣に取り組もうとしていない状況である。 

 

 

３ 久米島方言に関する意識調査とその分析 

 

３.１ 過去に行われた方言に関する意識調査 

 久米島では，これまで久米島方言に関する意識調査は実施されていない。 

 

３.２ 意識調査の結果の分析 

 上記の通り，過去の調査結果が得られていないため，島民の意識をすべて反映したもの

ではないが，これまで行ったインタビューによると，個人レベルでは久米島方言へある程
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度愛着を感じている者もみられる。しかしながら，久米島方言と沖縄本島の方言との言語

差が，その他の諸言語（国頭語，宮古語，八重山語，与那国語など）に比べると大きくな

いこともあり，「久米島方言を何が何でも保存・伝承していこう」という熱い情熱はあま

り感じられない。きつい表現であるが，久米島方言の保存・継承は「島民は行政まかせ，

行政はもっと優先すべきものがある」といった具合である。 

 久米島の人口は年々減少し，小中が校の統廃合が進み，幼稚園も近い将来の統合が話し

合われている。若者たちが進学のため島を離れ，その後島へと戻ってこない，というのが

主な要因であるが，それはどの島にも言えることである。それどころか，沖縄県の多くの

島々に比べ，久米島には高等学校があるおかげで，島内に若者が多くいる島といえるので

ある。それなのに，与論島や伊江島などの行政や個人の活動と温度差を感じるのは，言語

がその地域の文化の基盤であり，その基盤の上に文化が成り立っていることや地域の魅力

の大きな要因になっていることを認識する必要がある。行政や個人の意識を変えていくた

めに，さらに努力していく必要があるだろう。今後の大きな課題といえるだろう。 

 

 

４ 久米島方言の保存・伝承のための教材 

 

４.１ 久米島方言の語彙集，辞典，文法書，テキスト等 

（１）辞書・語彙集など 

久米島方言の辞典・語彙集に関する文献として，波平憲一郎『しまくとぅば辞典』（自

家版，2004 年），中本正智「鳥島方言の語彙」『琉球の方言６号―久米島鳥島―』（法政大

学沖縄文化研究所，1981 年 A）中本正智『図説琉球語辞典』（力富書房金鶏社，1981 年 B）， 

中松竹雄『琉球方言辞典』（那覇出版社，1987 年），沖縄言語研究センター『久米島方

言全集落調査』（沖縄言語研究センター資料，1985 年），高橋俊三ゼミナール『沖縄方言

研究 第 11号―久米島方言の言語地理学的研究―』（沖縄国際大学文学部国文学科髙橋俊

三ゼミナール調査報告書，1991 年），西岡敏・仲原穣「久米島の言語地図にみる地域性―

中間報告―」『久米島調査報告書(2)―地域研究シリーズ No.37』（沖縄国際大学南島文化

研究所，2010 年），平飛鳥「久米島紬と方言」『琉球方言研究』創刊号特集 久米島方言（琉

球大学法文学部国際言語文化学科琉球方言研究室，2011 年）などがある。 

このうち，波平（2004）は「儀間」単独，中本（1981A）は「鳥島」の語彙集である。

一方，中本（1981B）は「宇江城」「比嘉」「鳥島」，中松（1987）は「山里」「比嘉」の語

形が紹介されているが，琉球全域の辞書・語彙集である。沖縄言語研究センター（1985）

はレジュメ資料であるため，一般には出回っていない。 

なお，髙橋ゼミ（1991）と西岡・仲原（2010）は言語地図に関する報告書と論文であ

り，収載された語彙はあまり多くない。宮平（2011）は久米島紬限定の語彙を多く収載

した論文である。 

 

                                                                                       
５ 今年度の 4 月に旧久米島中と旧仲里中が合併し，球美中が誕生した。 
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（２）文法書・テキスト・研究論文 

久米島方言の文法書やテキストはこれまで刊行されていない。 

しかし，文法研究として，仲宗根政善「沖縄方言の動詞の活用」（『琉球方言の研究』，

新泉社，1987[1960]年），平山輝男・大島一郎・中本正智『琉球方言の総合的研究』（明

治書院，1966 年），武永睦子「沖縄久米島真謝方言の程度副詞」『方言研究年報』第９号，

広島大学方言研究会，1966 年），内間直仁「久米島鳥島方言の文法」『琉球の方言６号―

久米島鳥島―』（法政大学沖縄文化研究所，1981 年 A），内間直仁「久米島仲里村儀間方

言の文法」『琉球の方言６号―久米島鳥島―』（法政大学沖縄文化研究所，1981 年 B），屋

比久浩「久米島方言の動詞・形容詞の構造について」『沖縄久米島』（弘文堂，1982 年），

野原三義「久米島方言の助詞」『沖縄久米島』（弘文堂，1982 年），内間直仁「ハ行・ラ行

四段動詞の活用―久米島具志川村鳥島方言を中心に―」『沖縄久米島』（弘文堂，1982

年），名嘉真三成「久米島西銘方言の形容詞」『沖縄久米島』（弘文堂，1982 年），野原三

義「久米島仲里村真謝方言の助詞・助動詞」（『琉球の方言』第９号，法政大学沖縄文化

研究所，1985 年），中本正智『日本列島言語史の研究』（大修館書店，1990 年），仲原穣

「沖縄久米島真謝方言における親族語彙」『琉球方言音韻・文法・語彙の研究―周辺諸方

言との比較研究も含めて〈その１〉』（千葉大学大学院社会文化科学研究科プロジェクト

報告書 第２集，1999 年），仲原穣「久米島真謝方言の助詞」『琉球方言音韻・文法・語彙

の研究―周辺諸方言との比較研究も含めて〈その２〉』（千葉大学大学院社会文化科学研

究科プロジェクト報告書 第３集，2001 年），仲原穣「久米島真謝方言動詞の活用」『琉球

の方言』28 号（法政大学沖縄文化研究所，2004）），津波古敏子「硫黄鳥島方言の諸相―

硫黄鳥島方言はどの方言圏に属するか」（『鳥島移住百周年記念誌』字鳥島移住百周年記

念事業実行委員会，2009 年），池間恵理子・前田舟子・岡田奈央美「島尻方言の動詞」『琉

球方言研究』創刊号特集 久米島方言（琉球大学法文学部国際言語文化学科琉球方言研究

室，2011 年），平良美由紀・當山奈那「山城方言の動詞」『琉球方言研究』創刊号特集 久

米島方言（琉球大学法文学部国際言語文化学科琉球方言研究室，2011 年），高橋ユキ・砂

辺祥子・山川麻里「比屋定方言の動詞」『琉球方言研究』創刊号特集 久米島方言（琉球

大学法文学部国際言語文化学科琉球方言研究室，2011 年），知念桃子・當銘千怜・松岡美

里「嘉手苅方言の動詞」『琉球方言研究』創刊号特集 久米島方言（琉球大学法文学部国

際言語文化学科琉球方言研究室，2011 年）などがある。動詞の研究が多く，形容詞，助

詞，代名詞，副詞の研究は数が少ないがわずかにみられる。 

 

 このほか，音声や音韻に関する研究論文には，以下のものがある。 

平山輝男・大島一郎・中本正智『琉球方言の総合的研究』（明治書院，1966 年），内間

直仁「沖縄久米島仲里村儀間方言の音韻体系」『都立大論集』第８号（東京都立大学国語

国文学会，1969 年），嘉味田宗栄「真謝・首里方言と標準日本語―比較考察の地ならしの

一例として―（その１）」『沖縄文化』第６号（沖縄文化協会，1962 年），嘉味田宗栄「真

謝・首里方言と標準日本語―比較考察の地ならしの一例として―（その２）」『沖縄文化』

第７号（沖縄文化協会，1962 年），名嘉真三成「久米島真謝方言の音韻」『沖縄久米島に

おける言語・文化・社会の総合的研究〈中間報告〉』（法政大学沖縄文化研究所，1980 年），

藤原敬治「久米島方言の音韻－西銘方言を中心に－」『沖縄久米島』（弘文堂，1982 年），
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名嘉真三成「音韻の記述的研究 9.具志川村西銘方言」『琉球方言の古層』（第一書房，

1992 年），仲原穣「沖縄久米島真謝方言の音韻研究」『沖縄文化』通巻 90 号（沖縄文化協

会，1999 年），津波古敏子「硫黄鳥島方言の音韻─久米島具志川村鳥島の方言─」真田信

治[編]『日本語の消滅に瀕した方言に関する調査研究』(A4-001)（文科省特定領域研究，

2001 年），仲原穣「沖縄久米島嘉手苅方言の音韻」『社会文化科学研究』６号（千葉大学

大学院社会文化科学研究科，2002 年），仲原穣「久米島方言の音韻―真謝方言と嘉手苅方

言を中心に―」『国文学 解釈と鑑賞（至文堂）』平成 14 年７月号，2002 年），仲原穣「久

米島真謝方言の音韻対応」『日中両言語における代名詞及び親族語彙の対照研究―琉球

方言との比較研究も含めて―』（千葉大学大学院社会文化科学研究科研究プロジェクト

報告書，2003 年），仲原穣「久米島真謝方言の名詞のアクセント―「類別語彙」１・２音

節名詞を中心に」『琉球の方言』30 号（法政大学沖縄文化研究所，2006 年） 

これらは音韻体系や日本語との対応が中心であり，アクセント研究は１本しかみられ

ない。 

 

（３）談話資料・民話集・語り 

久米島方言の自然談話としては日本放送協会[編]「３ 具志川村仲泊（久米島）」『全

国方言資料』第 11 巻琉球編Ⅱ(日本放送出版協会，1972 年)がある。これは，旧具志川村

仲泊の自然会話の資料である。収載された分量としてはあまり多くないが，久米島の自

然談話が IPA で表記されたものであり，さらに音源付属のもののため，40 年以上前の言

語資料として特に貴重なものである。 

民話集としは，遠藤庄司[編]，仲里村史編集委員会[監修]『仲里村史 第四巻 資料

編３ 仲里の民話』（仲里村役場，1995 年）があるほか，仲里村誌編集委員会[編]『仲里

村誌』（仲里村役場，1975 年）の「第二章 伝説・歌謡」に収められた伝説や昔話がある。 

  

（４）概説 

久米島方言の概説としては，生塩睦子「沖縄諸島（属島）の方言」『講座方言学 10 ―

沖縄・奄美地方の方言―』（国書刊行会，1984 年）や仲原穣「沖縄県久米島方言」（『文

化庁委託事業 危機的な状況にある言語・方言の実態に関する調査研究（八丈方言・国

頭方言・沖縄方言・八重山方言）』（国立大学法人琉球大学国際沖縄研究所，2014 年）な

どがある。 

 

（５）その他 

 久米島の音声的な特徴について概説し，国語教育との関わりについて述べたのが中本

正智「沖縄久米島における国語教育」『沖縄久米島』（弘文堂，1982 年）である。 

 

４.２ 久米島方言の教材 

 当該方言の保存・継承に関わる取り組みは進んでおらず，上述した文献のうち，今回の

調査で確認した限りでは，これらを教材として利用している取り組みは見られなかった。 

 

上述した通り，「FM 久米島」で最近始まった番組で久米島の民話を取り扱っているよう
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だが，遠藤（1995）などを参照している可能性もあるが，今回は未調査である。 

ちなみに，遠藤（1995）はほとんどが共通語で記述されているが，凡例に「語りの良い

方言の話については共通語の対訳文で掲載し，その後ろに『方言語り』として掲載した」

とあるように，わずかに久米島方言の言語資料が掲載されている。例えば p.148 には「真

謝方言」の「鳥島と鼻切り美女」という民話の真謝方言版が以下のように記されている。 

 

  堂
どー

の方
ほー

によ，うま，城
ぐしく

のあん 所
とぅくる

から美人ぬうまりとーたんでぃ。人
ちゅ

ね，見いらん

たんでぃ，うぬ美人や。あんしすしが，男とぬ 関 係
くゎんくぇー

ねーんばーてーや。あ，うまな 

けー，うがたんかいや，干
ひ

瀬
し

小
ぐゎー

ぬあしぇーや，うま，今
なま

，アメリカーが演習すん 所
とぅくる

やさ。うぬ，干
ひ

瀬
し

小
ぐゎー

んかい，逃
ひ

んぎてぃめんそーちよ，ぬーんち逃
ひ

んぎたがるやねー，

ウマチーなかい，着物
ち ん

縫
のー

たい，裁
た

ちゃいするむのぉ，あらんりる，昔話ぬあしぇ。う

ん，自分
ど ぅ ー

自身
く る

さーなかいよ，鼻切っちねーんなやーによ。鼻
はな

切
ち

っちゃぐとぅ， 

「なー，我
わー

が，世間
し き ん

のーならん。」 

りちよ，あんさーにあまんかい，うん人
ちゅ

ぉめんそーちゃんり。 

 めんそーちゃくとぅ。ある海人
うみんちゅ

がいっぺー 望
ぬじゅ

りよ，くじ舟
ぶに

小
ぐゎー

からまた，乗
ぬ

てー，

またうり 女
いなぐ

忍
しぬ

びーが来
ち

，来
ち

いしよ，後
あとぅ

からなー， 男
うぃきが

なー，相手にせーるばーてー

や。うぬふーじーがあんりちよ，今
なま

ちきてぃ，くまぬ人
ちょ

ぉ着物
ち ん

裁
た

ちゃい，縫
のー

たいし

みらんどー，ウマチーねー。うん，うぬ人
ちゅ

が 伝
ちてー

ぬあんり言ち。 

昭和五一年一一月二八日聴取 T57A14 

 

表記の不統一やルビに読みが振られていない箇所が何カ所かある点や句読点の打ち方

ミス，久米島方言にすべき箇所に共通語が用いられている点など，疑問点も多くみられ，

話者に直接確認してみたいが，現実的には困難である。 

 

この民話を現在の「真謝」の 75 歳以上のお年寄りに見てもらい，現在の「真謝方言」

に変換してもらってそれを音読してもらう，という作業を行うべきである。今回示した資

料は小学生に剥かないかもしれないが，内容のよい民話は各小学校の読み聞かせに使用し

てもよいであろう。また，年度末の学習発表会の方言劇などに利用するのもよいだろう。 
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民話のほかに利用しやすいのは辞典・語彙集のうち，波平（2004），中松（1987）であ

る。しかし，これらをそのまま利用するのではなく，使い勝手のよいものに作り直す必要

がある。 

「儀間」集落の人々は，波平（2004）をそのまま利用するのもよいが，これを基にし，

それぞれの単語に例文や慣用表現などを付ける，アクセント記号を付す，共通語引きを作

成する，などをすれば，かなり使いやすい辞書になるであろう。 

「山里」「比嘉」の集落の人々は，中松（1987）を「かな表記」にし，共通語で単語の

意味を補充する必要がある。現在は「身体」や「衣服」などの分野別に配置されているが，

必要なグループに組み直す，方言引きの五十音順に並べ直す，共通語の五十音引きにする，

などし，例文や慣用表現などを付すとよいだろう。 

「儀間」「山里」「比嘉」以外の集落の人々は，自分の集落に近い語彙集を基にし，各

地の単語を入れていけば，各集落の辞書がすぐに完成する。その際，上記のように辞書に

必要な項目を備えていけば，本格的な方言辞典が１冊もない島から一気に抜け出せるであ

ろう。 

 

このほか，大山須美『久米島謝名堂の神祭り』（沖縄国際平和研究所，2014 年）には，

「謝名堂」「宇根」「真謝」の民俗語彙のほか，「ナンザゾー」の祭りの祈願のことばなど

もあり，直接使用することができないが，このような祈願のことばやまじないのことば

なども各集落で聞き取りを行う必要があるだろう。 

 

４.３ 録音資料の作成，利用状況 

 

 久米島方言の録音資料は十分であるとは言い難いが，以下のように限られた集落の限ら

れたデータは残されている。 

 談話資料の日本放送協会（1972）には附録として音声資料が付されており，そのまま利

用できる。 

 談話資料以外の録音資料で，録音の際に話者の承諾を得た資料としては，国立国語研究

所が 2013 年 12 月 1 日～5 日におこなった「国立国語研究所『危機方言』プロジェクト久

米島方言調査」がある。この調査は久米島内の４集落「儀間」「比嘉」「真謝」「西銘」

の語彙・文法・アクセント（一部の集落では「談話」資料もある）の録音資料である。報

告書が作成された後に何らかの形で久米島町へ還元されることを期待している。 

 

なお，民話の遠藤（1995）には音声が付されていないが，遠藤庄司氏が民話を調査した

際のカセットテープが何十本もあり，その音声資料のコピーが旧仲里村教育委員会へ渡さ

れた可能性もあるのだが，旧具志川村との合併も経たせいか，その所在がわからないとい

う。もし，このテープが見つかれば，非常によい資料になるのであるが，残念である。た

だし，亡くなった遠藤庄司氏の教え子らが NPO 法人としてその音声テープの保存や民話の

継承に携わっているので，もしかするとマスターテープが保存されているかもしれない。 
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５ 保存・継承の取組の効果と課題 

 

これまでみたように，久米島方言の保存や継承に関する取り組みはあまり効果をあげ

ていない。それは方言大会が継続できないこととも無関係ではない。久米島でも老年層

と中年層，若年層とのふれあいを重視している。しかし，美﨑小学校の宇江城淳一校長

の「もっと地域の行事に子どもたちを積極的に参加させるべきだ」ということばが示す

ようにもう少し積極的に児童や生徒へ働きかけてもよいのではないだろうか。その積み

重ねが久米島をよく識ることにつながっていくのである。 

 

 「久米島しまくとぅば大会」の安定した開催は，早急に取り組むべき課題である。現

在行われているような児童・生徒への直接的なアプローチに加え，各集落の老人会にも

協力を促し，孫やひ孫へ久米島方言で話しかける機会を増やし，伝統的なことばにより

多く触れあわせることで，共通語と久米島方言との「言語差」や即座にコードスイッチ

を行う老年層の言語能力に対する憧れを抱かせることができれば，久米島方言の保存・

継承への意欲も高まっていくことであろう。 

また，美崎小学校 PTA のＡＮ氏らが行った試み（幼い子から大人までよく知っている

話を真謝方言に翻訳して読み聞かせる）も効果的である。「桃太郎」の翻訳は研究者にと

ってメジャーな方法であるが，通常の昔話だけでなく，怪談やとんち話，地元の英雄譚

など児童・生徒が興味を引く作品の翻訳を増やす作業をすべきである。 

 

 

引用文献 

 

遠藤庄司[編]，仲里村史編集委員会[監修]（1995）『仲里村史第四巻資料編３ 仲里の民話』 

（仲里村役場） 
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沖縄県竹富町黒島方言 

荻野 千砂子 

１ 黒島の概要 

 

 黒島は八重山郡竹富町の島の一つである。竹富町は石垣島から南西方向に大小 16 の島か

らなる。八重山郡の中心は石垣島であり，竹富町役場は石垣島にある。各離島の住民は石

垣島を中心にして行き来をしている。黒島は石垣島から南南西に約 17 ㎞，東経約 124 度，

北緯約 24 度の位置にあり，高速船に乗って片道 30 分ほどで着く。黒島の面積１は 10.02 km2
，

島の形はハート型をしており，地形としては平坦な島である。島内の中央に，黒島小中学

校と黒島保育所があり，東筋集落に郵便局と医師常駐の診療所がある。黒島の人口は 209
名で２，島内には東筋（あがりすじ），宮里（みやざと），仲本（なかもと），保里（ほり），

伊古（いこ）の５つの集落がある。この中で現在宮里集落には黒島出身の人は住んでいな

い。従って黒島方言が使用されているのは，東筋・仲本・保里の 3 集落である。集落の規

模では東筋集落が最も大きい。そのため，東筋集落が黒島方言の代表とされることが多い

が，黒島方言を考える場合に，東筋集落と仲本集落・宮里集落・保里集落（仲本集落と宮

里集落は方言が似ている。また仲本・宮里集落と保里集落は方言がやや似ているという）

とで異なることがあり，注意が必要である。また，伊古は糸満からの漁業従事者が居住し

ていた集落であり，昔から伊古は言葉が違うと認識されている。  
 黒島はサンゴが隆起して出来たとされる地形のため，岩が多く表土が薄い。川がなく，

土壌の保水能力も弱いため，稲作に適していない。井戸水には塩分が混ざるので，1975（昭

和 50）年に西表からの海底送水が行われるようになるまで，人々は雨水をためて生活して

いた。かつては，農業生産としてサトウキビ，甘藷，タマネギなどの栽培が行われたが，

現在の主要産業は畜産である。  
 
 地図１ 八重山諸島の黒島の位置        地図２ 黒島の集落の位置３ 

   

                             
１国土地理院 HP より  
２竹富町役場からの提供資料 竹富町地区別人口動態表（平成 27 年 1 月末）より 
３地図１，２はトマ・ペラール氏の作成による 



－ 88 －

沖縄県竹富町黒島方言 

２ 黒島方言の保存・継承に係る取組 

 

２.１ 方言大会や方言劇等の上演とその記録 

 過去に方言大会が行われたことがあったそうだが，その記録は残っておらず，詳細が

わからない。また，2013 年度に黒島小中学校の学習発表会にて，教員が『野底マーペー』

の話を台本化し，それを老人会の協力により黒島方言に翻訳して方言劇の台本を完成させ

た実績がある。 

 

２.２ 小中学校における地域学習・方言学習の状況 

 黒島小中学校では，2013 年度から引き続き，

2014 年度も「放課後子ども教室」を実施してい

る。「放課後子ども教室」は文部科学省・厚生

労働省連携支援の事業である。今年度の対象者

は小学校 1，2 年生 3 名で，内容としては方言教

室と三線教室を 5 月末から週一回のペースで開

いている（2014 年度の小学校の全校児童は 6
名）。15:00～16:00 までの約 1 時間の時間を割

り当て，地域の年配者に指導の依頼している。

実質 45 分程度の方言教室を子ども達が床に座っ       （写真１）  
て学習できるホールで行っている。方言教室の始

まりと終わりは，起立して方言で挨拶する（写真

１参照）。毎回方言で挨拶をするので，子ども達

は挨拶言葉を暗記している。  
 方言教室の今年度の内容としては，自己紹介，

身体語彙，桃太郎の黒島方言版の話の暗誦，桃太

郎の黒島方言版の歌，うさぎとカメの黒島方言版

の歌，昔の遊びと遊び歌，数詞，敬老会で発表す

る孝行口説の練習などを行った。  
現在，黒島では親世代が黒島方言を話さないた       （写真２）  

め，子どもの側から見ると黒島方言は母語とはなら

ない。子どもにとっては，知らない単語を一つ一つ

覚えることになる。その意味で黒島方言は「外国語」

の勉強に近い。  
そこで，自己紹介文を作り，その文章を模造紙に

書いて教室に掲示することで，子ども達が日頃から

練習できるようにしたという。最初は短い挨拶で「わ

たしは○○家の（長男等）の○○というものです。

お見知りおきください。」程度のものであった（写

真２参照)。だんだん挨拶文を長くして「私は黒島小

学校の 1 年生です。名前は○○○○です。お父さん      （写真３）  
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の名前は○○○○です。お母さんの名前は○○○○です。好きな食べ物は○○です。よろ

しくお願いします」と言えるようになったという。また「放課後子ども教室」の時間は，

小学校低学年対象のため毎回担任の教員が付き添って進行の補助をしている。例えば，身

体語彙のときには（写真３）のように教員が絵を描き

ながら話者のサポートを行った。  
教員が付き添わないと，方言教室の運営は難しい状

況だという。確かに小学校 1，2 年生が対象であるため，

子ども達だけで真面目に学習を取り組むのは難しい状

況にある。そこで，歌や身体を動かす遊びを取り入れ

ながら，「方言で遊ぶ環境」を取り入れた。今回，取

り入れたのは「イーシヌ マーイヌ アンダーセー」

と歌いながら数人で回る遊びである。遊び方は，全員

座ってから，順番に片足をかけていき，歌いながらか

け声とともに一斉に片足で立ち，回りながら遊ぶとい

う（写真４参照）。                     （写真４）  
 このように「遊び」をキーワードに据え，単語を覚えるときには，教員がビンゴクイズ

形式を考え出して実践している。例えば，数詞を覚えるときは，３×３の９マスに「１～

１０」までの数字を書いて準備をし，その後で話者が黒島方言で一つずつ数字を言ってい

く。例えば，話者が「フタック」というと，子ども達は先生と一緒に「数字の何だっけ？」

と考えて，「分かった！2 だ！」と言いながらマス目に書いた数字を消す。マス目が 3 つ

消えるとビンゴになる。ビンゴになっても終わらずに，縦，横，斜めといくつでもビンゴ

を作っていく。ビンゴが増えるたびに児童は喜ぶ。数詞は「一人，二人……」など人を数

えるときと，「一個，二個……」と物を数えるときで異なるので，種類が異なるビンゴゲ

ームができる。ゲームは，教員も一緒に楽しんでいて，教員と子ども達が共に方言を覚え

ていく環境作りをしている。  
 方言教室での学習だけでなく，吉濱徳子校長は小中学校において，伝統文化の継承に親

しむ取り組みを実践している。その一つとして，豊年祭で出てくる五穀豊穣の五穀につい

て調べ，地域の人から種をもらい，小学校で栽培をして収穫をした。粟や黍など実際の物

を知らなければ，歌詞に出てきても，方言に出てきても，子ども達には実感がない。行事

や実際の物への興味関心を育てながら，方言へ

の関心を同時に高める工夫をしている(写真５

は収穫した穀物である)。  
また，伝統文化継承活動の一つとして，9 月

に行われる敬老会において，小学校の全児童で

「孝行口説」の踊りと語りを一人一番ずつ発表

した。「孝行口説」はすべてが黒島方言ではな

いが，沖縄の文化として定着しており，黒島で

も年配者は全員口ずさむことができる。子供会

としての敬老会への提供なので，全校児童が昼

休みと放課後を使って一週間ほど練習を行った。      （写真５）  
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敬老会の当日，5，6 年生はすべて暗誦ができ

たが，低学年の子どもは歌詞が長くて言えな

い場合もあった。そのような場合は，懐から

紙に書いた歌詞を取り出して続けて読んだ。

そうやって，子ども達が最後まで方言で頑張

ったことを年配者は喜んで，「孝行口説」は

大変好評だったという（写真６参照）。「孝

行口説」は 9 月の結願祭でも披露され，その

ようなときは，年配者が飛び入り参加をして

小学生と一緒に暗誦し，年配者との交流にも

つながった。                      （写真６）  
2015 年 2 月 8 日には，一年間の学習発表会を地域住民へ解放して行った。プログラムの

一つとして，小学校の 1 日を紹介するものがあり，その中で 1，2 年生の 3 名が「方言教室」

の再現をし，自己紹介と桃太郎の黒島方言版の歌を披露した。吉濱校長は「放課後子ども

教室」での 2 年間の方言教室を振り返り，子ども達の様子を見て「継続は力なり」という

言葉を実感していると言う。  
 

２.３ 地域の人の協力の状況 

 方言教室に協力している主な話者は現在四名

である（写真７参照）。日によって，一人だけ

のときもあれば，全員そろうときもある。黒島

方言といっても，集落ごとの相違があったり，

また個人に言い回しの相違があったりする。児

童にとっての黒島方言は「外国語」の勉強に等

しいので，一度覚えたものを訂正されると混乱

をきたし，時に不平の声となる。それを話者や

教員がなだめながら教えていくので，話者側に

も児童側にも忍耐が必要なことがある。           （写真７） 

 

２.４ 保存・伝承の取組に関する地域の特徴 

 竹富町立黒島保育所においても，方言に対する取り組みを行っている。保育所と「う

いぬやー」４との交流会が年に 2 回，またハートクラブ５との交流会が年に 2 回行われて

いる。このように，園児と地域の高齢者との交流会が 1 年に合計 4 回行われていること

                             
４「ういぬやー」はサテライト型ディサービスで，竹富町社会福祉協議会が指定管理を請

け負っている。「ういぬやー」というのは「上の家」という意味である。介護認定を受

けた人が週 2 回利用している。  
５ハートクラブは，竹富町の介護福祉課管轄「竹富町ふれあいサロン事業」の一環として，

月 1 回開かれている。地域住人は誰でも参加でき，原則ボランティアによって運営され

ている。元来，介護予防を目的とした事業で，現在は竹富町社会福祉協議会が委託を受

けて支援をしている。  
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になる。 

11 月と 12 月での交流会では，園児たちが黒島方言で自己紹介をした。その際，保護者

へ月一回発行している「園だより」に「11 月 20 日に〈ういぬやー〉のお年寄りと交流会

をします。今回は子ども達に方言で自己紹介をしてもらおうと思います。お父さんお母

さんは，下記文章を方言に直して子ども達に教えて下さ

い。方言の分からない人は近所のお年寄りから聞いて下さ

いね。」と呼びかけた（資料１参照）。   

子ども達が持参した文章は次のようなものである。 

ばな あーすんむらな すまぃぶる いざぬなーや 

○○○○ とぅ あぶぬなーや ○○○○ぬ うぶ

な ぬ ○○ゆー。いしちどぅ なーゆ。うぶぴすな

るか ぱんやさんに なるんてぃ うむいぶるゆー。

けーらんなり どーでぃんな ならしたぼりゆー。ぷ

こらさゆー。(私は東筋に住んでいる，父の名前は○

○○○と母の名前は○○○○の長女の○○です。五才

になりました。大きくなったら，パン屋さんになろう

と思っています。みなさま，どうぞ〈色々なことを〉

教えてください。ありがとうございます。)         （資料１） 

上記の自己紹介文は，祖父母が黒島方言を話せる場合は祖父母に尋ねて作ってもらった

り，近所の年配者に作ってもらったりしたという。近所の年配者は，自分が教えた子供

の発表を大変楽しみしていたという話である。保育所側では，この自己紹介が上手にで

きるように，保護者へ親子そろっての自宅での練習をするよう呼びかけた。これは，子

どもの練習を通して大人が方言を話す機会になることを試みたものである。当日は，3

歳児を含めて 9 名の園児が方言での自己紹介を行った。伊古集落に住んでいる園児は，

父親の出身である糸満の言葉で自己紹介

をした。文化や言葉の多様性を幼少時より

大事にする心を育てる狙いである。 

交流会では，他にも黒島方言に翻訳した

「大きな栗の木の下で」の歌遊びや，同じ

く黒島方言に翻訳した「あたま・かた・ひ        （資料２） 

ざ・ぽん」の歌遊びをしたという(資料２参照)。

他にも「ウザヌキ」という指遊びをしたそうであ

る。                   

7 月は島の行事として豊年祭がある。黒島の豊

年祭では，朝，二隻の船を出して（一隻に 20 名

程の男性が乗る）歌を歌う「アサクイ」（朝漕ぎ）

の儀式がある。その船には，保育所や小学校低学

年の子ども達が，たいこ，かね，旗を持つ役とし

て三人ずつ乗船する。子ども達の役をまとめて

「パーシビ」と呼んでいる。保育所の子どもたち      （写真８）  
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が乗船することが分かっていたので，事前に「アサクイ」の際の「船漕ぎユンタ」の歌

を保育所で聴かせることにした。すると，豊年祭が終わった後に，子ども達から「船の

中の歌がわかった」という感想が寄せられたという。また，9 月は笠踊りを敬老会で踊っ

たので，その歌詞を壁に貼って覚えることにした（写真８参照）。主任保育士の宮良道子

先生は，言葉の意味は分からなくても，何度もメロディーを耳にすることで伝統行事へ

の親しみがわき，方言への興味が育つのではないかと考え，方言が自然に耳に入るよう

な環境作りを志しているという。   
 

 

３ 黒島方言に関する意識調査とその分析 

 

３.１ 過去に行われた方言に関する意識調査 

 竹富町教育委員会によると，話者や地域住民や自治体職員等を対象として行われた黒

島方言に関する意識調査は無いということである。 

 

３.２ 意識調査の結果の分析 

 黒島方言に関する意識調査はないが，黒島方言に関して話者にどのように思っているか

を尋ねてみた。年配者は「島の言葉を忘れたら，故郷を忘れるということだよ」と話し，

方言を大切に思っている。しかし，現実的にそれを伝承することは難しいことだと考えて

いる。60 才から 70 才の人たちが話せないため，80 才前後の人は自分たちがいなくなった

ら黒島方言はなくなるだろうと話している。 

  

 

４ 黒島方言の保存・伝承のための教材 

 

４.１ 黒島方言の語彙集，辞典，文法書，テキスト等（10.5 ポゴチ） 

 黒島方言に関する主な研究論文をあげる。平山輝男（1967a）６（1967b）７(1967c)８  で
は簡単な音韻と文法の解説があり，八重山地方の諸方言との対照が可能となっている。ま

た，伊豆山敦子（1996）は，黒島方言に見られる母音調和的な現象について言及している９。

伊豆山敦子（1997）は，黒島方言を大きく取り上げながら琉球語諸方言の形容詞の成立に

ついて論じている１０。野原三義（2001）では，黒島方言の助詞に関して詳細な記述を行っ

                             
６平山輝男（1967a）「竹富町のアクセント－竹富・西表祖納・古見・黒島・新城・波照間・

小浜・鳩間－」『琉球先島方言の総合的研究』明治書院 
７平山輝男（1967b）「竹富町の音韻－西表祖納・竹富・黒島・鳩間・小浜－」『琉球先島

方言の総合的研究』明治書院 
８平山輝男（1967c）「竹富町の文法－竹富・西表祖納・黒島・波照間・小浜・鳩間－」『琉

球先島方言の総合的研究』明治書院 
９伊豆山敦子（1996）「琉球方言の母音調和的傾向」『獨協大学教養諸学研究』31 巻 1 号  
１０伊豆山敦子（1997）「琉球方言形容詞成立の史的研究」『アジア・アフリカ言語文化研究』

54 
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ている１１。内間直仁（2004）において，内間直仁は黒島方言の音声・音韻と助詞，身体語

彙についての報告があり，山口栄臣は黒島方言の動詞と形容詞の活用についての簡単な報

告している１２。原田走一郎（2014）では，黒島方言の形容詞分類に関して詳細な研究がな

された１３。また，初めて黒島方言の集落間の相違について言及したのは狩俣繁久（2010）
である１４。東筋集落と仲本集落で音素が異なることを指摘した。荻野千砂子（2014）では，

東筋集落と保里集落の動詞活用に相違が見られることを指摘した１５。  
  
４.２ 黒島方言の教材 

 黒島方言において，保存・継承に関わる教材は特にない。2013 年度に黒島小学校で作ら

れた『野底マーペー』の台本は，共通語と黒島方言の両方で本文が書かれている。しかし，

このような資料は少ない。黒島の文化を書き留めていると評価されているのが，幸地厚吉

氏著の『さふじま 黒島の民話・謡・諺集』である。漢字とひらがな・カタカナ交じり表

記で，黒島の謡や子守歌や諺などを黒島方言で記している。民話として，狩俣恵一・丸山

顕徳編(2003)『西表島・黒島・波照間島の伝説・昔話』が出されている。この中に黒島の

民話も収録されているが，方言と共通語が対訳で載っている話は一話のみである。  
 
４.３ 録音資料の作成，利用状況 

 黒島方言の学習を目的とした録音資料はないが，芸能や民族誌を記録した DVD がある。

国立歴史民俗博物館の民俗研究部が 1992 年と 1993 年に撮影した DVD「黒島民俗誌」の「島

譜のなかの神々」は，神行事が記録されている。神行事であるために，黒島方言で挨拶を

する場面が数分間記録されている。しかし，これが方言資料として利用されたことはなさ

そうである。  
 

 

５ 保存・継承の取組の効果と課題 

  

2013 年度と比較すると，小学校や保育所での黒島方言継承への取り組みが活発化した

                             
１１野原三義（2001）「八重山竹富町黒島方言の助詞」『八重山，竹富町調査報告書』3 地

域研究シリーズ No.29 沖縄国際大学南島文化研究所  
１２内間直仁（2004）「沖縄県宮古・八重山方言の調査研究－宮古郡下地町来間・八重山郡

竹富町黒島方言を中心に－」『平成 14･15 年度科学研究費補助金（基盤研究(C)(2)）研究

成果報告書』 
１３原田走一郎（2014）「南琉球八重山黒島方言における形容詞のサブグループ :接辞Ku

が続く形式に注目して」『阪大日本語研究』26巻 
１４狩俣繁久（2010）「八重山黒島東筋方言と黒島仲本方言」『平成 19･20･21 年度科学研

究費補助金(基盤研究 B)研究成果報告書 琉球八重山方言の言語地理学的な研究』（代表・

高橋俊三）  
１５ 荻野千砂子（2014）「沖縄県黒島方言」『危機的な状況にある言語・方言の実態に関す

る調査研究報告書』文化庁委託事業報告書 
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ことが感じられる。しかし，「放課後子ども教室」に実際に自分が参加して感じたことだ

が，子ども側から見れば，黒島方言は「外国語」に等しいものである。意味が分からな

い言葉を覚えなければならないのは大変である。子ども側の負担に関しては，今後の課

題として検討する必要があるのではないかと考える。とはいえ，学校現場や保育所の現

場で方言を使うことは，親世代の意識改革にも関わってくる。親世代が祖父母世代の文

化を積極的に受け継ぐ努力をする動機付けにもなるだろう。その意味で，学校等公の機

関での取り組みの重要性を感じている。  

とはいえ，学校現場では通常の業務以上の負担が教職員にかかってくることになる。

現在のところ，教員の熱意に支えられ運用されている状況にある。また，方言教室に協

力する話者も固定化しており，現在「放課後子ども教室」に毎回来ている話者は一人で

ある。方言は大切だと思っていても，いざ自分が教えるとなると，どう教えて良いか戸

惑うようで，積極的に協力する体制はできていない。話者が積極的に参加するような動

機付けも，今度の課題であると考える。 

また，医療現場における方言に関する実態を記述する。黒島には医師常駐の診療所が

東筋集落にある。現在の医師は，2014 年 3 月に赴任し，現在まで約 1 年間島内に住居し

ている。年配者とのコミュニーケーションで困ったことがあるかと尋ねたところ，以前

に勤務した沖縄本島の国頭村安田（あだ）よりも，島民が話す共通語は聞きやすく困っ

たことはないという。また，2009 年から現在まで勤務している看護師も，不自由は感じ

ていないという。ただ，年配の患者が「ミングル」と言う方言を使うことが多く，気を

つけているそうだ。「ミングル」という方言には「目が回る，頭がくらくらする」という

意味があり，詳しく聞かないと，目の方の症状なのか，頭の方の症状なのか分からない。

目が回るのと，頭がふらふらするのとでは，異なる病気の可能性が高い。また，方言で

訴えられても分からないので，始めに看護師側から「どこが痛いのか」と共通語で質問

したり，「しくしく痛いか」「きりきり痛いか」等，共通語の擬態語を用いて質問をした

りしているという。そうすると，患者の方から「あれでない」とか「あんな感じ」とい

う「YES/NO」形式での答えが返ってくる。年配者が黒島方言と共通語のバイリンガルな

ので，診療所での方言の問題はなさそうである。  

 

 

引用文献 

 
宮良照子（1968）「黒島方言」『八重山文化』No.1 石垣中学校歴史クラブ  
宮良當壮（1980）「八重山語彙」『宮良當壮全集』第 8 巻 第一書房  
加治工真市（1983）「黒島の方言」『沖縄大百科事典』上巻 沖縄タイムス社  
幸地厚吉（1987）『さふじま 黒島の民話・謡・諺集』（私家版）  
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会挨拶 

 
 
（司会） 皆さんこんにちは。本日はご来場いただきまして，誠にありがとうございます。

また，遠方よりご来場いただきました皆様，おじゃってたもうて，おかげさま。お越しい

ただき，ありがとうございます。開会式の進行を務めさせていただきます八丈町教育委員

会，関村優子と申します。よろしくお願いいたします。（拍手） 
 
 ただいまより八丈町町制施行 60 周年記念事業，「日本の危機言語・方言サミット in 八

丈島」を開会いたします。初めに主催者を代表いたしまして，八丈町長山下奉也よりごあ

いさつ申し上げます。 
 
（山下） 皆さんこんにちは。日本の危機言語・方言サミットの開催に当たりまして，八

丈町を代表いたしまして，一言ごあいさつを申し上げます。八丈島でも若い世代が八丈方

言を使わないようになり，方言を耳にする機会が少なくなっていることは，八丈に住む人

の多くが感じているところでございます。そのような中，ユネスコによる消滅危機言語の

発表があり，言語の多様性を守るという新鮮な問題提起がありました。私も八丈方言，八

丈語を話す人間の 1 人として，普段何げなくて使っている自分たちの言葉が，重要な存在

意義を持ったものだと再認識したわけでございます。 
 一方で日本国内における標準語，共通語という考え方があり，国際社会においても英語

が世界の共通語であるといった認識がございます。もちろんコミュニケーションだけを考

えれば，そちらの方が都合がいいわけですけれども，このような言語の多様化とは相いれ

ない状況が当たり前になっている中で，消滅の危機にある言語と，どのように向き合って

いけばいいのか，私自身，今日と明日，非常に楽しみにしています。 
 結びになりますけれども，日本の危機言語・方言サミットの開催に当たりまして，文化

庁をはじめ国立国語研究所，多くの機関の皆様にご尽力をいただきました。あらためまし

て厚く御礼を申し上げ，簡単ではございますが，私の開催のあいさつとさせていただきま

す。今日，明日，2 日間よろしくお願いいたします。（拍手） 
 
（司会） 続きまして共催をしていただきました文化庁より，文化庁国語課課長，岸本織

江様にごあいさつをいただきたいと思います。岸本様，お願いいたします。 
 
（岸本） ただいまご紹介いただきました，文化庁国語課長の岸本と申します。本日はお

忙しい中，この「日本の危機言語・方言サミット in 八丈島」にご参加いただきまして，誠

にありがとうございます。共催者として，一言ごあいさつ申し上げます。まず始めに，こ

の催しの開催に向けましてご尽力をいただきました八丈町の皆様，それから国立国語研究

所の皆様，また各地域において日ごろより地域の言葉，言語，方言の調査研究，また保存

継承活動に取り組んでおられる皆様のご努力に，心より敬意を表しますとともに御礼を申

し上げます。  
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 さて国語に関する施策におきましては約 20 年前，今の文化審議会の前の国語審議会の

時代から，地域の言語生活を生き生きとさせる美しく豊かな言葉として方言を位置付けま

して，その尊重をうたってまいりました。方言は地域の文化を伝え，地域の豊かな人間関

係を担うかけがえのない価値を持つものであり，これを尊重するということは，人々が全

国の方言それぞれの価値を対等なものとして認識するということにほかなりません。 
 近年方言は地域の魅力を高める，あるいは自分の個性を際立たせるものとして活用する

という動きがあり，またそれが注目されているところでございますけれども，全国的なコ

ミュニケーションの基本である共通語と方言がそれぞれ役割を分担しつつ，共存していく

ことが望ましい姿ではないかと考えております。平成 21 年，ユネスコによって日本国内

の 8 つの言語，方言が消滅の危機にあると認定されて以来，文化庁ではまずそれぞれの言

葉がどのような状況にあるのか，把握することに努めてまいりました。 
 今年度は，これまで行ってきた調査を中心とした実態の把握が一区切りとなりますこと

から，次の段階を模索するための 1 年と位置付けております。その一貫として八丈町が企

画なさった，この「日本の危機言語・方言サミット in 八丈島」に参画できましたことは，

今後の取り組みを考えていく上で非常に有意義であり，うれしく思っております。また東

日本大震災の被災地における方言にも消滅の危機に直面しているものがあり，文化庁とし

て現状の調査を行うとともに，保存，継承のための地域の活動を支援しております。 
 
 本日この場にも，被災地で方言の伝承に携わっている方が参加なさっていると伺ってお

ります。この 2 日間が今後全国の危機になる言語，方言を抱える自治体や関係者のネット

ワークを構築していく上にあたっての，重要なきっかけとなるものと期待しております。

また来年度以降，文化庁としてどのような取り組みや支援をしていくことができるのか，

しっかりと考えてまいりたいと思っております。 
 
 以上，簡単ではございますが，この「日本の危機言語・方言サミット in 八丈島」が，国

内の消滅の危機にある言語や方言に関する各地域での取り組みをつなぎ，さらに活発な活

動への道筋を照らしだすものとなることを祈念いたしまして，簡単ではございますが私の

ごあいさつとさせていただきます。本日，明日の 2 日間，どうぞよろしくお願いいたしま

す。ありがとうございました。（拍手） 
 
（司会） ありがとうございました。同じく共催をしていただきました国立国語研究所よ

り，国立国語研究所副所長，木部暢子様にごあいさつをいただきたいと思います。木部様，

お願いいたします。 
 
（木部） こんにちは。国立国語研究所の木部と申します。私どもは 2010 年から日本の

中にある，消滅の危機にある言語，方言をできるだけたくさん記録しよう，保存しようと

いう研究プロジェクトを始めました。そして 2012 年に八丈島にまいりまして，5 つの集

落の方々に方言をお伺いしました。そのときに八丈方言を教えてくださった方が，今日は

たくさんいらっしゃると思います。それからまた，毎年奄美や沖縄に行っておりますので，

そのときにお世話になった奄美の方，沖縄の方もたくさんいらっしゃっています。どうも
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ありがとうございます。お世話になりました。 
 今回のこの催し物は，2012 年に八丈町に国立国語研究所が調査にまいりましたときに，

最初に教育委員会の教育長さん，それから教育委員会の方々にお話を伺いました。とにか

く全国の危機言語方言サミットを開きたいと，それがこの企画を伺った最初でございます。 
 そのときは，そういうことができたらいいですねと，まるで夢のようなお話で，教育長

さんともお話をしたことを思い出すんですが，こういう形で本当に実現するとは。本当に

感動しております。どうもありがとうございました。そして同時に八丈町の熱意と，そう

いうことを実行する活動力と申しますか，そういうものに本当に感激しております。 
 私どもにできることは，できるだけ方言，言語を記録すること，今は，録音を取ったり

ビデオを撮ったりすることができますから，それも合わせて記録するということぐらいで

す。実際に話し言葉で言語や方言を伝えていくというのは，そこに生活していらっしゃる

方にしかできないことなんです。ただ，私たちは私たちなりに，せめて何かお手伝いがで

きればと思って，録音を取ったり録画を撮ったり，それを文字にしたりしております。今

日，私どものような研究をしている人間と，それから実際に地元で使って生活をしている

方，それから保存活動に携わっておられる方々が一緒になって，こういう会を開くことが

でき，本当に感激しております。 
 2 日間，今日と明日と，たぶん実りの多い 2 日間になると思います。できれば，このよ

うな催しは今年で終わらせたくないと，来年も何らかの形で継続できればなと思っており

ます。その第一歩を開いてくださって，八丈町に深く感謝申し上げます。これからも，私

ども，できる限りのことをいたしますので，一緒に歩んでまいりたいと思います。では，

2 日間，どうぞよろしくお願いいたします。（拍手） 
 
（司会） ありがとうございました。続きましてご来賓の方々より，ご祝辞をたまわりた

いと思います。初めに八丈町議会議長，土屋博様，お願いいたします。 
 
（土屋） 歓迎あいさつをする前に，私も島で育って島育ち，一度も外へ出たことはござ

いませんので，一言，島言葉でしゃべってみたいと思います。けいは朝早くとんめてぃに

起きたら，ちょっとこげいとおて，こら今日のサミットがうまくいくのかなと，こう心配

しとうが，天気になって，朝ちょっとぽつぽつ雨が降ってきとるとがね，まあ，よかった

なと，まあ，そういうことでございます。 
 私，今日初めて何年かぶりで着物を着ました。昨日の夜，嫁と夕飯をかみながら，酒を

飲みながら，明日はサミットがあるよと話したら，72 年前に戦争で死んだおやじの服，和

服があって，それだらば，これをがんばこ入れる前に 1 回着てあいさつしとこんと。じゃ

あ，どうだろうということで，嫁が夜中にたんすから引き出して，朝初めて見ました。亡

くなった父のにおいは，全然残っていないですけど，今日はおやじの和服で，あいさつい

たします。それではただいまから，歓迎のあいさつを申し上げます。 
 「日本の危機言語・方言サミット in 八丈島」開催に当たりまして，八丈島議会を代表い

たしまして，一言ごあいさつを申し上げます。本日はご多忙の折り，北は北海道，南は沖

縄という大変遠方より東京都が中間地点になりますけれども，東京からさらに「鳥も通わ

ぬ八丈島」という歌がございますが，この遠方までいらっしゃいまして，本当にありがと
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うございました。このような素晴らしい大会が開催されますことは，誠に八丈島といたし

ましても，光栄でございます。 
 また八丈島，今年は町制 60 周年記念を実施しているところでございます。この記念す

べき年に長きにわたり切望しておりました八丈島での方言サミットが開催されることにつ

きまして，町民一同，大変喜んでいるところでございます。ご来場の皆様方，そして関係

者の皆様方，厚く御礼を申し上げる次第でございます。方言消滅の危機が叫ばれている中，

片一方では若者の言葉が，新語がどんどん出ておりまして，我々は理解に苦しむような時

代となっておりました。 
 若者の言葉は，はやり言葉といいますか，流行ですか，消えては出て，出ては消えて，

そういうふうな繰り返しをしておりますが，方言となりますと，地域に根ざした歴史深き，

文化高き言葉だと私は思っております。本日はお互いの友好関係を築く第一歩となるよう，

どうか各地区の方々の方言を永遠に残すために，有意義なサミットであることをご祈念申

し上げ，あるいは切望いたしまして，はなはだ簡単ではございますが，八丈町議会議長の

あいさつとさせていただきます。本日はありがとうございました。（拍手） 
 
（司会） ありがとうございました。続きましてご後援をしていただきました東京都教育

委員会より，教育庁八丈出張所長，和田慎一様，お願いいたします。 
 
（和田） ご紹介いただきました，東京都教育庁八丈出張所長の和田でございます。本日

は「日本の危機言語・方言サミット in 八丈町の開催」，誠におめでとうございます。日本

各地に残る，危機に瀕している貴重な方言を後世に伝えていこうとする，ここにお集まり

の皆様方の懸命な取り組みに対して，深く敬意を表します。皆様方が今回の行事を通じて

参集し，交流することは，ほかの地域での取り組みを参考としながら，今後も方言を後世

に伝えていく活動を，よりいっそう進めていくことができる大変貴重な機会だと思います。

これまで受け継がれてきた地域の方言の話すということは，その地域の伝統や文化を後世

に継承していくことにもつながるものです。 
 東京都教育委員会では学校教育の現場において，日本の伝統文化を理解する教育を推進

しております。島内にございます都立八丈高等学校では，郷土文化実習の授業において，

生徒たちは八丈方言について学んでおります。また，八丈島にある東京都の行政機関全体

で作成をしております総合計画では，その計画の基本理念を，八丈方言を用いて定めてお

ります。それは「おじゃりやれ，住みよけ島，でーじけ島」，標準語では「いらっしゃい，

住みよい島，美しい島」という意味です。都が描く島の理想の姿を方言で表現することに

より，島民の皆様に分かりやすく，また親しみを持っていただくための取り組みです。 
 今後とも東京都では八丈方言を上手に行政の取り組みに生かし，八丈町や地域の皆様と

ともに貴重な島の財産である方言を含めた伝統，文化の継承を進めてまいります。結びに，

本日この行事を企画していただきました，八丈町教育委員会の皆様のご苦労に感謝申し上

げるとともに，来島されました日本各地の皆様のますますのご活躍を祈念，お祝いのあい

さつといたします。本日は誠におめでとうございます。（拍手） 
 
（司会） ありがとうございました。同じくご後援をしていただきました沖縄県より，沖
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縄県生活振興課副参事，安里康仁様，お願いいたします。 
 
（安里） ハイサイ グスーヨー チュー ウガミアブラ。沖縄の方言で，「皆さんこんに

ちは。ごきげんいかがですか」というあいさつでございます。沖縄では知事を先頭にあい

さつの冒頭と最後，必ず島言葉を入れようという指示が出て，今は徹底されようとており

ます。ご承知の通り，平成 21 年にユネスコがアイヌ語，八丈語，奄美語，国頭語，沖縄

語，宮古語，八重山語，それから与那国語，８つの言葉を消滅の危機にある言語として指

定しました。8 つのうち 5 つが沖縄の言葉で，奄美も同じ文化圏ととらえますと，8 つの

うち 6 つが琉球文化圏ということになり，沖縄でも言葉をどうやって継承していくのかと

いう危機感がかなり強まってきております。 
 ユネスコの指定の前に，平成 18 年 3 月に議員立法でありますが，9 月 18 日を「しまく

とぅば（島言葉）の日」とする条例が制定されました。それから沖縄の言語に関する取り

組みが始まったわけでございますけれども，最初のころは，島言葉は言語なのか方言なの

かという議論があったりとか，また表記をどうするかという議論があったり，なかなか前

に進めない状況があったわけです。 
 私たち行政として何をすべきか再度考えたときに，みんなで使っていきましょうという

運動をやるのが一番だということで，昨年，しまくとぅば普及推進県民大会，第 1 回目の

県民大会を開催しました。そうしたら，マスコミで年末に 10 大ニュースとして発表して

くれました。海外，国内，県内の 10 大ニュース，それぞれが新聞に載るんですけれども，

しまくとぅば普及推進県民大会が，ある新聞社では 9 位ということで，かなり大きな反響

を呼びました。マスコミの方も島言葉の取り組みを取り上げてくれることが，最近多くな

っております。 
 ですけれど，やっておりまして，なかなか言葉を普及して推進していくことは難しいな

というのが実感でございます。本当に一人一人が危機感を持って，取り組んでいかなけれ

ばいけないのかな，と思っています。 
 沖縄では，最近，県知事が変わりまして，新しい知事が 12 月 10 日に初登庁されました。

この翁長新知事は，那覇市長時代にハイサイ運動といって，島言葉の普及に関してものす

ごい取り組みをやった方です。知事が初登庁しましたらすぐ，部局長を集めて会議が開か

れるんですけど，登庁前に知事の指示が飛びまして，この会議のときには各部局長は島言

葉で自己紹介をするようにという指示が飛びました。また，会議の後に職員に対して訓示

をするんですが，1 階のロビーに 2,000 人ぐらい職員が集まってきたようです。その職員

に対して，基地問題，経済問題，そういったことの最後に，「私は島言葉を絶対に普及推進

するんだ」と，決意を込めて語っておられました。知事が言うには，島言葉は沖縄の文化

の基礎だと，これをなくしたら沖縄の文化そのものがなくなるんだということを強く訴え

ておりました。 
 ということで，トップが変わり，また力を入れ直して頑張っていかなければいけないと

思っております。今日はここに全国各地の言葉の普及に取り組んでいる方々が集まってお

られます。この方々と連携をして，私たち沖縄県も頑張っていきたいと思っております。

サミットを企画してくださいました八丈島の皆さん，八丈島教育委員会の皆さんはじめ，

関係者の皆様に深く感謝を申し上げまして，あいさつとさせていただきます。どうもあり
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がとうございました。（拍手） 
 
（司会） ありがとうございました。本日は大変お忙しいところ，ご臨席いたただきまし

たご来賓の皆様，厚く御礼申し上げます。なお，パンフレットにも記載させていただいて

おりますが，さまざまな団体様にご後援をしていただいております。厚く御礼申し上げま

す。以上を持ちまして開会式を終了いたします。 
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方 ぶ・ 少 ッと  
伊奈 かっぺい 

 
 
（茂手木） 皆さん，こんにちは。教育委員会の茂手木と申します。よろしくお願いしま

す。（拍手） 
 伊奈さんの経歴をご紹介します。経歴はお手元のパンフレットに書いてありますので，

お読みください。私はちょっと経歴と違うことをお話しします。聞いてください。伊奈か

っぺいという名前，すてきな名前だなと前々から思っていました。それで先ほどお話を聞

いたら，40 年ぐらい前にこの名前を付けたんだということをおっしゃっていました。40
年前から都会じゃなく，中央でなく，田舎をアピールする，そういう心があったのかなと

思います。今，皆さんが集まっているのは八丈島の田舎かっぺかもしれませんけど，そう

いうことですごく地方を大事にする，そういう方です。 
 
 私も伊奈さんの CD とか DVD を見ました。本当に笑いがたくさんあるんです。でも笑

っているうちに，少し目頭が厚くなったりする，そういうような CD とか DVD でした。

今日もそのような話が聞けることを期待しております。1 時間 20 分ぐらいですけれども，

皆さんご清聴よろしくお願いします。それでは，伊奈さんに登場してもらいます。伊奈か

っぺいさん，よろしくお願いします。（拍手） 
 
（伊奈） こんにちは。伊奈かっぺいでございます。ありがとうございます。今，脇でお

話を聞いていて，名前だけで呼んでいただいたんだなと，良い名前を付けておいてよかっ

たなと今，つくづく思っております。これが都はるみだったら，呼んでいただけなかった

んですよね。田舎っぺでよかったなと思っておりますけれども，八丈町町制 60 周年だそ

うで，おめでとうございます。そして，そのおめでたい中に「日本の危機言語サミット」

を合わせて開くというので，日本中たぶん検索をしたら，田舎者という名前を付けている

やつは，そういなかったんでしょうね。 
 
 去年の春だったですか，来ていただけませんか，八丈に来ませんかという。去年の 12
月は，だめだったんです。12 月はだめですよと言ったら，いえ，来年のですよという。え

らい前から準備をなさっていたんだなと分かったのであります。私は青森県弘前市という

ところで生まれて，誰から何と言われても「都」という名前は付かない人間です。伊奈か

っぺいという名前を付けたのは，20 歳のときであります。 
 青森放送という放送局に臨時職員のような形で入社しまして，そのときに青森市に津軽

弁でもってミュージカルをやるという劇団があったんです。これは面白そうだなと思いま

した。津軽弁でミュージカルをするという。昭和 30 何年にスタートした劇団ですから，

相当古いんですね。そのころ方言でミュージカルをやる劇団というのは，日本中でどこに
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もなかったらしいです。そこに，面白そうだからと入れてもらう。ところが青森放送に入

社してすぐですので，その劇団で芝居を手伝うということが非常に心苦しかったのであり

ます。青森放送に入社したのであれば，青森放送の仕事を覚えなければいけないのに，脇

の方で芝居をやりたいというのは，これは何としても会社に隠さなければいけなかったの

であります。ですから，会社には本名で出掛け，芝居で遊ぶときは別な名前にしようと。

そこで 20 歳のときにいろいろ考えて，2 つ名前をその当時思い付きました。その 1 つが伊

奈かっぺいなんです。伊奈かっぺい，あるいは井の中蛙という名前はどうだろうかと，意

味合いとしては同じですね。 
 井の中蛙と伊奈かっぺいと，どっちが人名らしいだろうか，人の名前に近いのはどっち

だろうと思ったら，井の中蛙はちょっと名前としては奇をてらいすぎている。伊奈かっぺ

いにしようというので，そこからずっと 20 歳からこの年まで，67 歳になりましたが，40
年はとっくに過ぎています。ずっと伊奈かっぺいでやってきたのであります。 
 弘前に生まれて育って青森に移り住んで就職して，会社に内緒で付けた名前ですから，

よく変わった芸名ですねとか，面白いペンネームですねと言われたりしますが，芸名でも

なければペンネームでもないんです。さっきお話ししたように，会社に内緒で遊ぶために

付けた名前ですから，私は自分の名前のことを偽名と思っています。これが一番正しい日

本語でしょうね。偽名でもって，ずっと生きてきたのであります。 
 
 今回は方言ということでございますので，日本の危機言語，方言と言われて，こちらに

最初に連絡があったときに，もしかしたら，これまで思いもしませんでしたが，津軽弁が

危機言語なのかなと本気で思いました。朝から晩まで毎日津軽弁しかしゃべっていない人

間が，危機言語というふうにユネスコから言われた，これは大変な問題ですから，そんな

はずはないだろうと思ったら，ただ単に伊奈かっぺいという名前で呼ばれたというのが後

で分かって，とてもうれしい思いをしました。津軽弁は今，生きています。結構遊んでい

ます。 
 
 今日のタイトルにしていただきました「方言で遊ぶ・方言を遊ぶ」は，まさに私の場合

はそうやって遊んでいるのであります。世界中には 6,000 か 8,000 の言語があって，その

うちの 2,500 が危ないという。ほかの言語のことなんか知りやしないのでございまして，

私個人的には，いわゆる母語，母国語が津軽弁なのであります。そこで育ったんですから。

ですから標準語，共通語と言われる言葉は，私にしてみれば第 1 外国語に当たります。 
 両親は津軽弁，ご近所も全員津軽弁，学校に行く同級生全員津軽弁，学校の先生も津軽

弁，校長先生も津軽弁，周り全部津軽弁の中で育ったので，母語が津軽弁。小学校の 4 年

生，5 年生ぐらいに，これだけでない言葉があるらしいぞというのを，うわさに聞いて，

別な言葉もあるらしい，へえなんて，珍しい言葉があるらしいよという。 
 中学校の 1 年生ぐらいのときですか，学校の先生に言われたことがあります。津軽弁に

なります。気を付けて聞いていてくださいね。「おめだぢ，津軽弁だっきゃ汚ね言葉だんだ

はで，しゃべればマネんだや」。さあ，分かりませんね。翻訳します。もう 1 回言います。

「おめだぢ，津軽弁だっきゃ汚ね言葉だんだはで，しゃべればマネんだや」。つまり，なあ，

お前たち，津軽弁という方言は汚い言葉なのだから，使ってはいけないのだぞというのを，
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先生が今のように言ったのです。 
 今はなくなりましたが，昔は教壇というのがありましたね。ちょっと高いところに先生

がいたものです。今はだめですね。教壇がなくなってから先生と子供が友達同士みたいに

なって，上下関係がだめになりました。ぜひ文科省の方でも，教壇をもう一度採用するよ

うにしていただいて，先生は上の人間なんだぞというのを教えた方が，私はよろしいかと

津軽の僻地で思っているのであります。もう 1 回言いますね。「おめだぢ，津軽弁だっき

ゃ汚ね言葉だんだはで，しゃべればマネんだや」，津軽弁は汚い言葉だから使ってはいけな

いんだぞと教える学校の先生が，これしか言えないのです。どうします，これ。 
 あのとき子供だったですから，ああ，そうかというふうに思いましたが，当時からあん

まり素直な子供ではなかったんで，じゃあ，どう言えばいいのと聞いたら，先生がそれ以

上踏み込めないのです。つまり津軽弁は汚い言葉だから使ってはいけないと言っている先

生自身が，標準語も共通語も話せないのであります。それで注意されたって，禁止をされ

たって，どうしますか。「じゃあ，どう言えばいいの」「うん，分からんでや，津軽弁でね

えば，何でもいいんだべ」みたいな，そういうことしかできない先生に習ったものですか

ら，非常にあいまいです。中学生のころから津軽弁という方言は人前では使っていけない

言葉なんだ，汚い言葉だから使ってはいけない。ラジオから流れてくるような――まだテ

レビはありませんから，小学生のころは――ラジオから聞こえてくる，いわゆるＮＨＫと

いうようなところのアナウンサーが話している言葉，標準語，共通語というのはきれいな

言葉なんだろうなと，子供心に理解しました。 
 いつも使っている津軽弁が汚い言葉なんだと言われたのであれば，汚くない言葉という

のもあるはずで，それはきれいな言葉，それは使ってもいい言葉，それが標準語，共通語

なんだと，子供としてはそのように理解するのが当たり前だと思います。それがあって反

面，後でだんだん大きくなっていくに従って，知るのでございます。日本にはあちこちに

方言がたくさんあるということを。青森の方言だって簡単に言うと，大きく 3 つに分かれ

るのであります。せっかくこういうの（ホワイトボード）を用意していただきましたから，

こんな感じですね，青森県。青森県は，こういう感じです。 
 この辺にあるのは，十和田湖でありまして，青森市がここ，県庁所在地であります。こ

れが津軽半島，下北半島，これは夏泊半島，陸奥湾，ここに流れているのが津軽海峡で，

この上に北海道があるわけで，この下がくっくっと分かれていって，東北 6 県がこれにつ

ながっていくんですが，津軽というのは，この青森の左側半分，西側半分と言えばよろし

いでしょうか。このあたりで使われている方言が，津軽弁という方言です。 
 ここからこっちは南部地方という言い方をしますが，この辺で使われているのが南部弁

と言います。さらにこの下北，下北の鉞のあたり，この辺が下北弁と大きく分けて，あの

小さな青森県の方言が 3 つに分かれているんです。私はこの弘前生まれで，ここは「汚ね

え言葉だぞと」言われて，汚ねえのはこの辺なんですね。なるほどねと，こっちはきれい

なのかなと思ったりもしました。ここだけ汚いのか，方言は全部汚いのかは，先生は教え

てくれませんでした。 
 関西弁という言葉を話す人は，方言だと思っていないみたいですね。関西の人は，あれ

が標準語だと思っている。むっとしますね。何とも思わないんでしょうかね，全国放送で，

あれだけ大阪弁をしゃべって。 
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 大阪弁という言い方をする，関西弁という言い方をすると，関西の人がむっとしたよう

な顔をするんです。何でしょうか，関西弁。私は関西弁と覚えましたが，違うんだそうで

すね。私は京都だから大阪と一緒にしないでほしいと。京都でも大阪でもいい，僕は奈良

ですからとか，そういう言い方をするんですね。私は京都も奈良も大阪もみんな一緒くた

でございますから，あの辺をまとめて関西弁という言い方をすると，関西の方が，東京の

方も含めてですが，ズーズー弁とか東北弁という言い方を平気でするのを，私は許せませ

ん。関西弁を許さなくて，どうしてズーズー弁が許せるのか。 
 
 国語の辞書を見たことがありますか。先生方はもう見ているでしょうけど，ズーズー弁

というのは大方の辞書に出ております。大方の出版社で出しておりますが，どう書いてあ

るか，疑い深い方は，後で調べてください，ズーズー弁。 
 ズーズー弁というのは「「い」と「え」，「し」と「す」がはっきりしない言葉，東北弁。

（まる）」これだけなの。辞書まで，認めているんですよね，ズーズー弁というのを。津軽

弁をしゃべる人間はズーズー弁だと思っておりません。津軽弁は津軽弁で，ズーズー弁と

は違うものです。私に言わせると，ズーズー弁は，福島県のなまりがズーズー弁であって，

あそこから上に来ると，ズーズー弁ではないという解釈をするのであります。 
 標準語，共通語を勉強する先生方はたくさんいらっしゃいますが，方言を勉強する学者

先生がいないというふうに，中学生のあたりまで思っておりましたが，大きくなってきた

ら方言を研究している先生がたくさんいるんだということが分かって，とてもうれしくな

りました。人間きれいなものにだけ近寄るかと思ったら，汚いものを研究する先生もいる

んだな。これは尊敬に値するのでございまして，今日もたぶん客席の半分以上は専門家と

称する言葉の先生でしょうから，今日の会場の半分ぐらいは汚いものが好きな人なんだと，

尊敬に値するなと。 
 
 その汚いもの，ある程度の年になったとき，日本中にはたくさんの方言があるんだけれ

ども，津軽弁というのは鹿児島弁と並んで，難解な方言であるというのを聞いたときは，

うれしかったですね。難解ですか。どういうことですか，分かりにくい，そうらしいです。 
 辞書の説明によると「い」と「え」，「し」と「す」，そんなものじゃないですから，津軽

弁は。とても難しい方言だということを中学生の後半になって，高校生ぐらいになって知

ったときはうれしかったですね。なぜうれしかったか。この後に出てくる島の方たちの言

葉を話す方も，同じ意見をお持ちだと思いますが，そんなに難しくて，日本中で通じない

ような難解な言語を，学ぼうと思いもしないうちにマスターしたんですよ。 
 こんな得なことはない。一生懸命勉強をしたって覚えられない英語やフランス語がある

中で，何の勉強をする意識もないのに，はっと気が付いたら一番難しい言語を話せるよう

になったこの幸せといったら，ないんじゃございませんか。習った方はいますか。沖縄に

生まれて沖縄弁を習って勉強をして，予習をして復習してマスターをした人っていますか。

いませんよね。はっと気が付いたら，うちなーぐちを話せるわけですよ。こんな得ことは

ない，私は津軽にいてそう思いました。 
 学ぼうとも思わないのにマスターできたこの幸せ，これを駆使して生きるに越したこと

はないと，そう思ってそこから方言で遊ぶ，方言と遊ぶ，共通語，標準語と言われるもの
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で，日本中でコミュニケーションが取れるのであれば，その地域でしかつながらない方言

で遊んで何が悪いかという，ここまでどこも間違っていませんよね。 
 
 国に対して大きなことを言う気はまったくございませんけれども，標準語，共通語を勉

強しろ，方言撲滅運動というのがありました。明治時代から大きいもので 3 回ぐらいあっ

たと人から聞きました。方言はだめ，汚いから全部だめ，富国強兵だそうです。日本が戦

争で戦うときに各地の兵隊が，みんな方言が違うと統率が取れないという話を読んだこと

がありますが，それはそうでしょうね。大将が青森の人で兵隊が九州の人で，言葉が通じ

ないわけです。青森の隊長が「進め」って言っているのに，九州の人には「休め」って聞

こえたみたいな，全然違う。勝つ戦争も負けてしまいますからね。 
 だから言語を統一して，「休め」と「進め」は違うぞというのをみんなで覚えようなとい

うのが，方言撲滅につながったに違いないと，私は思っているのであります。そんなこと

を書いた本は一度も読んだことはありませんし，本なんかまず読みませんから分かりませ

んが，こんなものはいいんです。自分の思いだけでしゃべっていいわけですから。名前だ

けで呼ばれた人の話なんかどうでもいいわけで，立派な話を聞こうなんて思っている人は

1 人もいないので，いるとしたらそれはずうずうしいぐらいなもので。 
 
 話はどこまでいきましたか? しゃべっているうちに，だんだん分からなくなってくるん

ですよね。 
 ズーズー弁，繰り返しますよ。ズーズー弁というのは「「い」と「え」，「し」と「す」，

「ぢ」と「づ」がはっきりしないもの。東北弁。（まる）」 。（まる）が打ってあります。

たいがいの辞書が。（まる）をしてあります。ところがその辞書は間違っているということ

に，後々，1 人で勉強をして気が付くんですね。「東北弁。（まる）」 これで終わるとだめ

なの。なぜかというと，20 歳過ぎからですか，30 歳を過ぎてからですか，島根県の出雲

というところに，テレビの番組の取材で行きましたが，あそこもズーズー弁なんですね。

安来節なんていう，何だか分かりませんでしたが，「ずうり，にずうり離れた先に」って，

「ずうり，にずうり」って言うんです。何だろうと思ったら，「10 里，20 里」のことだっ

たんですね。10 里，20 里。それがあっちの言葉で，「ずうり，にずうり」って言う。すご

い言葉だなと思っていたら，出雲のかたが，松江を中心に 40 キロぐらいですか，みんな

こういうなまり方をして，「わたすたちはズーズー弁だから」というのを，島根の人の口か

ら聞いたんです。 
 島根県でもズーズー弁をしゃべる。ということは，大方の日本で出ている辞書が間違っ

ている。そこですよ。話は，そこに行きます。ズーズー弁というのは，「「い」「え」，「し」

と「す」，「ぢ」と「づ」がはっきりしない言葉，東北弁。（まる）」 。（まる）と断定して

はいけないんです。出雲もズーズー弁をしゃべるとなったら，鉛筆の芯を細く削ってこう

やって，「など」と入れていただくと，「ああ，そうか，東北だけではないのだな，出雲で

もしゃべるんだな」と，こうするといいんです。 
 
 話が飛びますが，辞書がみんな立派だと思ったら大きな間違いですね。子供のころはず

っと辞書は信じていましたが，辞書だって間違っている，というか，正しくない。『広辞苑』，
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ご存じですね。あれは立派な辞書だと子供のころに教わりました。『広辞苑』はうちにも何

冊かあります。 
 
 話がまた飛んで，私は子供が 4 人もいるんです，今の時代に。大きなお世話ですけどね。

子供が次々いろいろな質問をしてくるんで，「お父さん！」と聞かれたときに，いつでも答

えられるようにしようと思って，『広辞苑』が新しく出るたびに買っていたんですが，待っ

ているんですが出ませんね。 
 
 見たことありますか。『広辞苑』に「広辞苑」という項目がないんですよ。見たことあり

ますか，やってみてください。「こ，こ，こ，う，う，う，じ…」，ないんです。『広辞苑』

に「広辞苑」という項目がないんですよ。知っていましたか。 
 こんなに分厚いくせして，書けばいいでしょう？ 『広辞苑』に「広辞苑」って。一言

で済むでしょう？ 『広辞苑』に「広辞苑」とあって，「この本」。それだけでいいんです

よ。何でそれが書けないんですか，こんな分厚いくせして（こういう話を作っていくの，

好きです）。だったら，こんなに分厚いんだったら，『広辞苑』に「大辞林」も載せてやれ

ばいいじゃないですかね。ついでですから，こんな分厚いんだから。『広辞苑』に「大辞林」

という項目があって，説明だって一言でいいわけでしょう？ 「似た本」。それでいいんで

すよ。 
 どうしてそれができないんだみたいな。そういう言葉でどんどん遊ぶようになって，だ

から言語といいましょうか言葉，方言も含めて，学問として考えたことは一度もないので

あります。常に遊び道具であるのでありまして，だからこれからなまるんだったら「い」

と「え」が混同すると言われた，それだけで 1 週間ぐらい遊べると思いませんか。「い」

と「え」ですよ。 
 本当に「い」と「え」は，青森の方に行くと混同します。だから，エンフルインザって

言います。誰かマスクして「どうしたのっ」て，エンフルインザ，誰も直しませんよ。「「い」

と「え」の混同ですね」と言う人は，1 人もいません。言われた方は，「ああ，エンフルイ

ンザね」って，これで話はずっと何も問題なく進むのであります。これはとても素晴らし

いことでしょう。「い」と「え」，エロインピツですよ。「い」と「え」の混同というのは，

そういうことですから。 
 じゃあ，「い」と「え」を混同したらどれぐらい面白い言葉が並ぶだろうか，それをずっ

と調べていっているだけで，1 週間ぐらいすぐたちます。だから余計なお金を掛けなくて

も，「い」と「え」の混同，じゃあ，「ぢ」と「づ」が違うものは何があるだろかと思った

ら，紙と鉛筆だけでとても毎日が楽しいんです。 
 
 話が飛びますが，この年になると眠れないんですよ。朝早く目が覚めてトイレに行って

帰ってくると，もう眠れない。うなずいている方がたくさんいて，うれしいですね，似た

ような年代の方，そうだと思います。朝方トイレに行って 4 時半とか 5 時に，実は今日も

ここのホテルで朝 5 時に目が覚めて，それ以後眠れなくなって，いつものことですから，

そのままずっと腹ばいになるんです。 
 朝，目が覚めて腹ばいになって，必ず枕元に白い紙とボールペンを用意しておいて，眠
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れなくなったら枕を胸の下に置いて，腹ばいになって何でもいいんですが，思い付いたこ

とを書きます。「い」と「え」の混同，ほかに何があるだろうかみたいな，そうやっている

んです。やっているうちに何だろう，眠れないから起きているわけですね。いろいろなこ

と，くだらないことをメモっているうちに，眠くなったら眠ればいいんです。幸せでしょ

う。 
 ところが，面白いことを思い付くと，かえって目がさえてきて，ますますうーんと起き

出して，バッグから新しい紙を持ってきたりなんかして，そういうこともあります。くだ

らないなと自分でふと思った瞬間に眠くなるので，ぜひ朝，目が覚めて眠れないという方

は，お試しください。お金は掛かりません。広告のチラシがあればいいんです。 
 
 広告のチラシも，いいチラシと悪いとチラシがありますね。分かりますね，何が言いた

いか。裏表に印刷をしているのは，悪いチラシですね。ほかに使い道がない，あんなもの

は。必ずチラシは，裏は真っ白にしておいていただくと，我々には助かるんですね。その

裏が白いチラシをたくさん用意しておいて，目が覚めたら思い付いたことを書く。眠たく

なったら眠ればいい，目がさえてきたら，そのまま起きていればいい。誰にも迷惑はかけ

ない。枕元の電気スタンドだけでいいんです。これを私は長年，眠くなったら眠る，眠れ

ないときは起きている，これを「腹ばいのララバイ」と言う。こういうことをして，ずっ

とこれを長年続けてきています。 
 
 今日はどういうお話をしたらいいか，昨日実はこちらの方に寄せていただいて，島の方

たちのお話をいろいろ聞いたんですが，分かりませんね。もうなまりとは，ずいぶん違う

島の言葉は。 
 8 つの危機言語のうち，6 つが琉球の地域といいましょうか，あそこだという。あとも

う 1 つはアイヌの言葉ですから，北海道です。まさか東京が 1 つ入るとは思いませんでし

たね。これが素晴らしいですね。東京が 1 つ入っているということで，文化庁も動いたん

でしょうね。これは東京が入っていなければ動きませんよ，ああいう立派な役所がね。た

ぶんそうですよ。手をたたくところです。（拍手） 
 何でも東京が絡んでいないと予算も下りない。 
 
 ズーズー弁のことはおいといて，東北弁は濁るというイメージがありませんか。何かみ

んな濁る。何でも鼻にかかる。うまい言い方をすると「フランス語みたいですね」と言っ

てくれたりもしますが，そんなことはないでしょう。フランス語はよく分かりませんが…。

東北弁は点々が付く。じゃあ，日本語の中で点々が付く言葉はいくつあるのだろうか，眠

れない夜に数えるほどのものじゃないですね。 
 私は，「かさたば」と覚えました。50 音のうち，この 4 つ，4 行だけは点々を付けても

いいと，文化庁でも通産省でも認めているんですね。「かきくけこ」が「がぎぐげご」，「さ

しすせそ」が「ざじずぜぞ」，「たちつてと」が「だぢづでど」，「はひふへほ」が「ばびぶ

べぼ」。4 行しかありません，50 音で。1 行は 5 つです。4×5＝20 です。 
 ひらがなで書いた場合に，20 音だけは点々を付けてもいいというふうになっている，こ

れが素晴らしい。あっ，「う」に点々はこの後に話しますからね。取りあえず，これしかな
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いんですよ。これだけ。濁る言葉が 20 しかないとなったら，朝方眠れないときに，チラ

シの裏があれば，さあ，この言葉だけでどれくらい長い文章が作れるだろうか。何の役に

も立たないでしょう。それができたからといって，誰からも褒められもしませんし，感謝

状をもらったりもしないんですよ。でも，考えるんです。 
 つまり何が言いたいかと，問題を考えるんです。誰かから問題をいただいて答えを考え

るのは，誰でもやります。そうじゃなくて，問題を自分で考える。問題を考えて，自分で

作った問題に答えを入れていくと，そういうようなことをやると，お金が掛からなくて眠

気覚ましにもなるし，子守歌の足しにもなるということ。20 文字，これには方言がとても

役立ってきたりするんです。 
 
 「だぶ，だぶ，だぶだぶで」，これは共通語，標準語でも大丈夫ですね。「だぶだぶで，

でぶだ」。これも大丈夫ですよね，まだ日本語。「だぶだぶで，でぶだ」って何だと思いま

す。これは，「豚（ぶた）」しかありませんよね。ここですよ，「ぶだ」。「ぶた」が正しいん

です。ところが東北，津軽弁はこれに点々が付くんです。これが正しい「ぶた」なんです。

「ぶた」と言うと，きれいすぎるんですよ。「今日はカレーにするからぶたにく（豚肉）買

ってきて」と言うお母さんはいません。「今日はカレーにするから，ぶだにぐ買ってきて」，

「だ」が正しい。 
 
 同じようにすると牛もそうです。牛はいやなんです。なぜ牛がいやかと言うと，両方に

点々が付かないからです。東北の人は点々が好きなんです。「牛」というと両方に点々が付

かないから，なんかいやなの。だからご存じですよね，吉幾三の歌で「べごを飼う，銀座

でべご飼うだ」。牛は，「べご」なんです。なぜ「べご」がいいかというと，同じひらがな

2 つなのに両方に点々が付くから好きなんです。 
 牛は「べご」，豚は「ぶだ」というのが正しい。というところで，「だぶだぶででぶだぶ

だ」と，こういうのができたときに朝の目覚めがいいんです。面白いのができた。できた

後，起きがけにもう 1 回ふっと振り返ってみると，こっちから読んでも，「だぶだぶでで

ぶだぶだ」，同じのができる。ああ，うれしいなと。（拍手） 
 いやいや，手をたたくほどのものじゃないんですよ。そんなもので手をたたかれると，

赤面が真っ赤になりますね。あと手をたたく暇があったら，現金を投げていただきたいで

すね。温かい拍手と温かいまなざし，というのは，何の足しにもなりゃせん。今，一番分

かりやすいのは現金ですからね。こういうふうにして，何度も言います。問題を自分で作

って，自分で答えを出して遊ぶ，誰にもご迷惑はお掛けしていません。腹ばいになって，

メモをしているだけですからというようなことをやると。 
 
 「じじ，ばば」というのもあります。「じじ」と「ばば」も使う。それに「だぐ」。「だく」

じゃありません，「だぐ」です。牛は「べご」でしょう。「ばか」じゃありません，「ばが」

というのが正しいんです。とにかくいろいろなものに点々が付くんです，津軽弁は。 
 「じじだぢ」，「たち」じゃありませんからね。複数形ですから，「じじだぢ」。「を」が「ば」

になります。ですから，津軽弁で文章を作っていくと，「ばばだぢばだぐじじだぢ，ばがで

ばがで，ばばばだぐんだば，べごのどんじだぐ」って，もうずっと付いていくんです。つ
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まり「おばあさんたちを抱くおじいさんたち，ばかだね，どうせおばあさんを抱くんだっ

たら牛のメスを抱いていた方がいい」というのを「ばばだぢばだぐじじだぢ，ばがでばが

で，ばばばだぐんだば，べごのどんじだぐ」。素晴らしいなっ。中身は，いろいろ気にしな

いでください。この言葉でどれくらい遊べるか，寝不足と寝足らずをどうするか，こうい

うことができるぞということ。これが，点々が付くということであります。 
 
 あとは「゜（まる）」が付くのがあります。丸は全国的にありま有名じゃないそうです。

琉球の方でも使わないんですかね。「かきくけこ」，50 音図の 2 番目ですね。「かきくけこ」，

これに「まる」が付きます。「かきくけこ」が「か゜き゜く゜け゜こ゜」，1 つ丸が付きま

す。「まる」丸が付くのは，「ぱぴぷぺぽ」だけだと私もずっと思っていましたが，「かきく

けこ」にも「まる」が付くのがあるんです。見たことありませんか。「ぱぴぷぺぽ」はあり

ますよね。「はひふへほ」，「ぱぴぷぺぽ」。 
 
 「か゜き゜く゜け゜こ゜」は東京の人でもみんながみんなは知らないらしいんですが，

関東から北の方に行くと，この言葉をごく普通に使うというのを聞いたときはうれしかっ

たですね。東京の人の半分は知らないと聞いたときは，うれしかった。 
 読んでみましょう。何も付かないのは「かきくけこ」。点々が付くのが「がぎぐげご」。 
「゜（まる）」が付くのが「か゜き゜く゜け゜こ゜」。この辺の人には難しいですかね。「か

きくけこ」「がぎぐげご」「か゜き゜く゜け゜こ゜」。これ，初めて聞くという方が，どこへ

行ってもいます。青森の人は，これをはっきりと使い分けます。 
 これを鼻濁音といいます。「かきくけこ」が清音，点々が付いた「がぎぐげご」が濁音，

「か゜き゜く゜け゜こ゜」が鼻濁音，鼻が濁る音，あるいは半濁音といって，濁音が半分

にしかならない。 
 
 石川さゆりさん，九州の熊本かどこかの出身だそうですが，「津軽海峡冬景色」という歌

でヒットしました。あの歌，青森から火がついたというのでありますが，あの歌がどうし

て青森の人に認められて全国に広まっていったかと考えると，「がぎぐげご」と「か゜き゜

く゜け゜こ゜」，この違いを石川さゆりさんは九州の人だから知らなかった。誰かが教えた

んですね。日本語には濁音と鼻濁音がある。東北の，青森の歌を歌うのであれば，それを

覚えなければならない。この言葉を教えたから石川さゆりさんは，あの歌を正しく歌って

くれた。たがら青森の人が認めたんですね。 
 これですよ。「津軽海峡，冬け゜ぇーしき」と，気が付かなかった方は，今度聴いてくだ

さい。石川さゆりさんは正しく歌います。「つか゜るかいきょう，ふゆけ゜ぇーしきー」と

歌います。 
 もし，東北の方，関東より北の方では鼻濁音といって「かきくけこ」が，「がぎぐげご」

と「か゜き゜く゜け゜こ゜」があるぞと教えなければ，石川さゆりさんは「がぎぐげご」

で歌ったはず。すると，どうなるか。「つがーるかいきょう，ふゆげーしき」になるんです

ね。「つがーるかいきょう，ふゆげーしき」なんて歌，誰が歌いますか。あれは「つか゜る

かいきょう，ふゆけ゜ぇーしきー」だから，「ああっ」と耳に優しく響いてきたんだと，私

はそのように解釈しております。 
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 美空ひばりさん，横浜の生まれだそうですが，美空ひばりさんも誰かが教えたか，あの

方は最初から覚えていますね。「リンゴ追分」，日本中で知られている歌かと思いますが，

これです。「りんこ゜追分」，これが正しい。美空ひばりさんは「りんこ゜ぉーの花びら」，

「んこ゜ぉー」と歌っています。これが使えなければ，こっちだと「りんご」。そんなの硬

くて食えないみたいな，そんなイメージが。だから歌番組を聴くと，私はとても気になり

ます。濁音，鼻濁音の違いが。歌はうまいんだけど，この人はどうして「か゜き゜く゜け゜

こ゜」が歌えないんだろう，みたいなことが気になって。これも全部子供のころ，汚い言

葉だと言われた津軽弁を努力しないで覚えた結果でしょうね。気持ちが全部そっちの方に

行って，お前間違っているという，どんなに立派な歌手でも指をさす。テレビにですよ，

生の人には指しませんけど，陰でこっそり「あいつはね」みたいな，後ろ指が大好きです

から，こういうことをやって遊んでいます。 
 
 ズーズー弁の話に戻りましょうか。言いたいことはまだいっぱいあるんですけど，さっ

きのお話で今日が第 1 回であれば，第 2 回と続けてやっていきたいというお話があって，

とてもうれしいんですが，二度と私には声が掛からないだろうから，今のうちに言ってお

かなきゃいけないことがたくさんあるんです。 
 これも眠れない朝にチラシの裏に書いて遊んだのでございますが，ズーズー弁で何かネ

タができないかなと思ったときに，辞書を見ると「「い」と「え」，「し」と「す」，「じ」と

「ず」がはっきりしない」でしょう。「そうじゃないだろう」と。「ズーズーベン」って，

数えると 6 つ，カタカナで 6 つだからね。6 つだと多い。数が多いときにはどうすればい

いかな。分けて考えればいいと学校で習ったので，2 つずつ。１番目が「ズー」，２番目が

「ズー」，それに「ベン」。1 番目と 2 番目がまったく同じですから，1 番目が理解できる

と 2 番目は同じですから，１番目（ズー）と３番目（ベン）が分かれば全部分かるわけね。

じゃあ，「ズー」って何だ。動物園が 2 つあると，うんちも多くたまるみたいな。それで

も意味合いとして通じないことはないけど，そうじゃないだろう。ほかに特徴はないだろ

うか， 
 
 ここで点々ですね。6 つのカタカナのうち，3 つに点々があるズーズーベン，分母と分

子を約分すると 2 分の 1。2 分の 1 に点々が付くのが，ズーズー弁。辞書に従ってズーズ

ー弁が東北弁だとすると，東北弁というのは半分の言葉に点々が付く。これは多いのか少

ないのか，これは何と比べればいいのか。 
 今，東北弁の話をしていますから，標準語，共通語ではどれくらい，20 文字だけですよ

ね，点々が付いていいのは。じゃあ，いろは 48 文字。いろは 48 文字の 20 文字しか点々

を付けてはいけない。分母と分子を約分すると，これは 2 分の 1 に届かないのでございま

す。これが 48 分の 24 だとすると，東北弁と同じ値になるんですが，この値は大きいのか

小さいのか，「あたいにはよく分からない」みたいな，そんなふうになるんですが，2 分の

1 に点々が付くのが，ズーズー弁。点々が好きだ。ここでもって東北の人間は点々が好き

だというところに結論は達して，数字的も証明されたわけです。 
 言葉で言うと，豚が「ぶだ」になり，牛が「べご」になる。そして何にでも点々を付け
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たくなる。点々というのは何かというと，濁る。濁るというのは，さんずいを書く。なぜ

さんずいを書くかというと，水が濁る，お湯が濁る，液体が濁るから，さんずいを書くん

だろうね。日本は北海道，本州，九州，四国という「四」つの大きな島があります。それ

を包み込むようにして変な「虫」けらが生きていたりなんかすると，これが濁るんです。

ということを子供に教えました。子供にはこういう教え方をしないと覚えませんから。 
 
 あと，これは「にごる」と読みますが，「にごる」だけではなくて，「だく」とも読みま

す。これも子供たちに聞かれて困りました。何で同じ字なのに違う読み方をするの？ 「だ

く」は「だく」でいいじゃん。「にごる」は「にごる」で別の字があればいいじゃないか，

なぜ「にごる」と「だく」，同じ字なのに 2 つの読み方があるのと。小学校 3 年生ぐらい

で音読みと訓読みを教えるのは，まだ早い。そういう子供を納得させるにはどうしたらい

いかというと，日本は小さい国で資源が乏しい国なので，1 つのものを大事にいろいろな

形で使うと小学校 3 年生の息子に教えました。今は 28 歳になって，まだそれを信じてい

るようであります。それはそれでいいのでありまして，「濁る」を「だく」と読むと。 
 
 このマイク，なかなかいい音で聞こえていますか。よく聞こえていますか。これ（ワイ

ヤ）がないんです。普通ワイヤが付いているが，ワイヤが付いていないでしょう。このマ

イクのことをワイヤレスマイクというらしいです。今はカラオケなんかやりますから，マ

イクのことは皆さんも詳しいんですが，ワイヤがレス。つまりレスというのは，何々がな

いということだって知ったのは，高校生になってからですかね。 
 ワイヤがないからワイヤレス。どっちみち朝，眠れなくて考えているのは，このくらい

のことですからね。だからプロレスというのは，プロじゃないんですよね。素人がやって

いるんです，あんなものは。打ち合わせ済みでやっているんですよ。まともにやるとけが

をしますからね。 
 
 ワイヤレス，このマイクは便利です。ワイヤがレスでも普通の声でしゃべっても一番後

ろの方にも聞こえる，これが素晴らしい。マイクがないと，これくらいの声で（大声で）

お話をしないと後ろの方まで聞こえません。マイクがあると，すごく楽なんですよ。マイ

クがあると，ごく普通にささやくようにしゃべっても，後ろの人にも全部聞こえる。ない

と，これくらいの声でお話をしなくてはいけない。いくら訓練した腹式呼吸で発声をして

も，長い時間これで話していると疲れます。腹が減ります。だからマイクがあると，小さ

い声でも遠くの人に聞こえる。 
 普段の生活に毎日マイクは持っていません。マイクがなくても，遠くにいる人に呼びか

けなくてはいけないときってありますよね。マイクがあると，「おい何ていう」と聞こえる。

「おい」って，マイクがないと大変でしょう。大きな声でどならないと，声が向こうに届

かない。大きな声で，どなります。どなり続けると，のどに力が入って声というのは濁っ

てきます。分かりますね。こういうのを，ドナルドダックといいます。これだけが言いた

くて，今まで……。 
 
 何時まででしたっけ，大丈夫ですよね。あと 30 分ぐらいありますよね，すみません。
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何の中身もない話で。何も中身もないから聞いていられるんですよ。うっかり中身がある

と疲れますよ，聞いている方は。私は中身が何もないんですから，ここだけで生きてきた，

くちだけで。できればここに保険をかけたいと思っているぐらいですからね。 
 
 なくなるかもしれない方言，ちょっとまじめな話をさせていただきます。さっきの話に

戻りますと，中学校のときに，津軽弁は汚い言葉だから使ってはいけないという話をした，

その中学校の図書室に，高木恭造さんという方の『まるめろ』という詩集が，そこの図書

室にあったのであります。先生は使ってはいけない，汚いといわれる方言で詩を書いた，

その詩集が中学校の図書室にあったわけです。何ていうんでしたっけ，カルチャーショッ

クというんですか。その当時はその言葉は知りませんでしたけど，何だこれは，こっちで

はだめだと言いながら，こっちは大事に図書室に本が飾ってあるじゃないか。そのときか

ら少し混乱が生じてくるのであります。 
 高木恭造さんという方は，昭和 6 年に『まるめろ』というまったくの方言詩，津軽弁の

詩集を出しています。当時も世の中の人にいろいろ言われたらしいです。つまり津軽弁は

汚い言葉だと，当時から言われていたんでしょうね。昭和 6 年，その前に詩を書いていま

すから，高木恭造さんは昭和になる前から汚い言葉，汚い言葉と言われる言葉で詩を書い

ていたんですね。今は，高木さんの詩は英訳もされてフランス語にもなって，世界中に翻

訳されて，素晴らしい方言詩という評価を受けております。 
 その高木先生というのが，私が生まれた弘前の町内の隣の町で眼科のお医者さんでした。

目医者さんだったんです。私は高等学校のときに，あの先生があの本を書いたんだって家

族から聞きました。あるとき目が充血をして，目薬を買ったんだけど治らないんですよ。 

別に勉強をしすぎたわけでもないんですが。うちの姉がちゃんと眼科に行った方がいいっ

ていうんで，高木先生のところに行ったんです。先生，「どうした」というから，「目が充

血して赤くなっていたので目薬を買ってさしたんですが，治らないんです」という。患者

としてごく普通の受け答えをしたつもり。そのときに高木先生から初めて言われた言葉が，

「ばかもの」という。何でばかものかというと，「買った目薬で目が治るんだったら，医者

はいらねぇっ」て言われたんですね。 
 それはそうかと思って，それで先生に治してもらって，その後 2～3 年たってからかな，

知り合いを通して高木先生とお付き合いをするようになって，その後もとずっとお付き合

いがあったんですが，昭和 62 年に 84 歳で，今から 28 年前ですか，亡くなったんです。

みんなで高木先生が書いた『まるめろ』とい詩集の中から，方言詩というのはこんなに素

晴らしい，学校の先生はだめだと言ったけど，こんなに素晴らしい詩があるんだというこ

とがあって，そこから自分でも少しずつ，いたずらで書いてきた詩があるんです。どうせ

なら高木さんのような叙情的で生活を直接歌った詩を書きたいと思って，いろいろな人の

本を読みました。 
 津軽弁の方言詩を書く方は何人もいます。それぞれ方言詩を書く人にもジャンルがある。

叙情的な詩を書く人，非常に生活苦を一生懸命歌った人。中にはこれは現代詩ではないか

と思うぐらいに，わけの分からない言葉が並んでいるような方言詩を書く人もいるんです。

いろいろな人が，いろいろな形で書いているんだな，俺もやってみようかなと思ったけど，

もうすでに先達がすごい人がいっぱいいる。残っていたジャンルは何か。オチのある詩で
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す。つまり，笑い話しか残っていなかったんですよ。人の涙を誘う感動を呼ぶような詩は，

もうたくさん先達が書いているので，私の役目は笑える詩しかない。でも津軽部で書くん

だったら，津軽弁が分かる人にだけ分かればいいと日記を毎晩書いていました。 
 
 20 歳のときに弘前から青森に移り住んで，ここからまったくの一人暮らし，37 歳で結

婚しました。引いてみます。17 年間一人暮らし。20 歳のときに青森に移り住んで最初に

思ったことは，嘱託アルバイトで給料が安い。給料が安くて，時間だけたくさんある。何

をするか。毎日必ず日記を書く。日記を書くときに 2 つのことを決めました。毎日必ず書

く。もう 1 つは，楽しいこと以外は書かない。この 2 つを 20 歳のときに決めたんです。1
つはすぐだめになります。1 つはいいんですよ。毎日必ず書く，書けばいいんですから。 
 決めたもう 1 つがだめだった。楽しいこと以外は書かない。楽しいことって 3 日続きま

せん。それでも毎日書くと決めたらどうするか。作ってでも書く，うそでも書く。日記と

いうのは誰に見せるものでもないから，作ってでもうそでも楽しければ，おもしろければ

いい。それを毎晩欠かさず 10 年間続けました。毎晩どんどん面白いことを書いていると

きに，高木恭造さんが常に頭の隅に思い浮かぶわけですよ。ああ，高木さんだったらどん

なふうに書くだろうな，感動的に書くだろうな，私は書けないです。だからどうでもいい，

自分が楽しければいい。今日の会場では，たぶん私が昔に書いたものを知っている人は 1
人もいないと思いますので，やってみます。 
 
 6 畳一間のアパートに 10 年間いましたがね，ハエが 1 匹飛んでいるんです。殺さないん

です。生きている友達，これしかいないと思えばね。ハエが飛んでいる，ハエに名前を付

けて呼んでいたの。ヨシコ。オスかメスか分かりませんが，オスよりはメスの方がいいだ

ろうと。どうせ 6 畳一間は私しかいませんのでね。ぶーんと飛んでいるハエに名前を付け

て，ヨシコ，ヨシコ，次の日会社から帰ってきると，また 1 匹飛んでいる。ああ，昨日と

同じハエだなと思うから，今日も声をかけて呼んでみる。ヨシコ。 
 相手がハエだから，3 日もヨシコと呼ばれたら，やがて会話ができるようになるとは思

わないけれども，3 日も続けて名前を呼ばれたら，ヨシコだという自覚ぐらい持てばいい

でしょう。せめて呼ばれたら返事をするとか。ヨシコ，ハエ。そういう日記を 10 年間毎

晩。そこに時々津軽弁も，ふっと入れていく。分からなきゃ分からなくていい。37 歳まで

結婚しないですから，女にもてるとか恋人だってまったく関係ありませんから，毎日書く

日記。どうしたら女性にもてるだろうか，女性の立場になって物事を考えられるようにな

ればいい。どうすればいいか，女性になっていた。 
 時々，女になって日記書いていたりしたの。それがあるとき 10 年ぐらいたまって，貯

金が満期になるのでという話になって，本でも出そうかな……で，その日記に書いていた

話をまとめて本に出した。それが今のすべての元ですね。暇で日記を書く，日記の端っこ

に方言詩みたいなものを書く。たまたま給料から天引きされる貯金が満期になるという知

らせがあって。30 万円ですよ，昭和 47～48 年で。飲んでしまっちゃいけないなと思って，

よし，このお金で何をしようか。日記が山ほどあった。よし，この中からよその人が見て

聞いても面白そうな話を抜き出して 1 冊の本を作ってみようと思ったのが昭和 47～48 年。

それで 1 冊の本ができました。 
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 30 万円で 500 冊ができました。じゃまですよ，6 畳一間に 500 冊の本があると。もう踏

んづけて歩いたりなんかして，鍋の上に積んだりして，毎日会社に持っていってみんなに

ただであげて。いいんです，30 万円は。飲むよりはいいと思って。そうしたらお前が書い

た，ちょっと津軽弁が混じっている本があるので，ラジオで全国放送をしませんかと，青

森放送のラジオ制作から来たんです。やめた方がいいんじゃないですか，なまりがありま

すので，全国放送は向かないと思いますと。いい，分からなきゃ分からなくても。分から

ないのが津軽弁だというのが分かればいいんじゃないかと説得されて，朝の 8 時に全国放

送。生。聞いた方はいないですよね。ここで読んだのが，女性になっていたという作品。

今からやります。 
 

このごろの痴漢は，顔を選ぶんだっての。おらぁ，まだぁ，いぢども襲われたことねぇ

のさ。何だかかなすぃっきゃ。それでもさ，こないだ，妹と 2 人，自転車さのって，国

道の裏通りはっけでらきゃ，男の人から声かけられたの。しかもマイクで，2 人乗りは

やめください。 
 
 こういうのを 3 編ぐらい読みました。今，反応があってすごくうれしかったです。日本

中これくらいの反応があったんでしょうかね。それをたまたま聞いていたコロムビアレコ

ードの方が，何かなまって変だけどレコードを出しませんかって，次の日に青森に会いに

来たの。 
 私は本を出すので 30 万円使っていますので，レコードか何か出すと，あとは首をくく

るしかねぇやみたいなことで，いいです，本だけで 30 万円も使いましたからって。いや，

本の場合は自費出版ですから，あなたはお金を使ったでしょうけれども，今度はレコード

会社がお願いしますから，ぜひ吹き込みませんかと。その当時，昭和 51～52 年のころ，

日本中に方言を使った商業用レコードは，私が知る限りは 1 枚もありませんでした。まし

て，津軽弁のなまりがある詩の朗読を，LP レコードにしませんかって，裏表全部なまり

です。それが全部分からなくてもいい，分からなきゃ分からなくてもいいけど，どの辺ま

で分かるかなという，それで書いたのが，どれがいいかな，これ分かるかな。読んでみま

す。6 畳一間にずっといたということを覚えておいてください。 
 

リンゴの皮。「2 つで 50 円のリンゴ買て 晩にひとりコで皮ぁむいだきゃ おらもわりか

し 器用であったね むいだ皮 天井がら吊して計ってみだきゃ 1 メートル 35 センチ，

2 つ目が 1 メートル 52 センチ 長々ど 実に長々ど めったにこらほど長く むげる

もでね  しかし 何んぼ長ぐむげだたて ポケットさ入れで あこちこ 見へで歩ぐ

ほどの物でねし わざわざ あちこち電話して 見て来てもらるほどの 物んでもね 

誰が部屋さ遊びに来たら えばって見へでやるべど思て 天井がら吊して 1 週間 黒

ぐしなべた長ェリンゴの皮 誰さも見へる前に 誰さもえばる前に 今朝わんつか触

ったきゃ ぷつらと切れだもだぁ」 
 
 笑っていますけど，これは本当のことですからね。本当に寂しかった，友達がいなくて

ね。25～26 歳まで，部屋に電話もなかったですからね。26 歳のときかな，初めて部屋に，
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アパートに電話がついて，うれしくてね。うちの部屋に電話がついて，一晩中電話の前で

待っていましたよ。誰からも，かかってこないんですよ。誰も知らないんだもんね，電話

がついたのを。ご主人様は話し相手がなくて寂しいわけだ。電話があるんだ，こねえんだ。

受話器を外して，自分の電話にかけましたよ。どうなると思います？ ツーツーって，ご

主人様が話す相手がいなくて寂しいのに，電話が誰かと話しているんですよね。そのとき

のことを一晩でまた詩に書いて，そんなことをずっと。 
 これくらいのものを見つけて，これくらいの話を毎日毎日書いていって 1 冊の本になっ

て，その本をラジオで読んで，それから面白いからレコードにしませんかって，名前のあ

る LP レコードがコロムビアから出たのが昭和 52 年です。そこそこ売れたんでしょうね。

珍しかった。なまりがある朗読のレコードなんかない時代ですから。翌年にもう 1 枚出し

ませんかと。日記はまだ山ほどあるんです，くだらない話が。抜き出して 2 冊目の本を書

いて，声に出しても伝わりそうなものを読んで，2 枚目の LP ができる。3 冊目の本を書い

て 3 枚目，4 冊の本を書いて 4 枚目，それを繰り返していくんです。途中から LP レコー

ドの時代ではなくなって，CD になったんですね。 
 偶然ですが，これが 30 枚目の CD です。これが 31 枚目の CD です。この後さらに出て

いますので，今は 33 枚の CD が出ています。なまりがいっぱい，全部なまりと言っても

いいです。この CD の中にどんなものが入っているかというと，まず本がある。こういう

本を書きます。これは今年出た本です。これは去年出た本です。これは何年前でしょう，

古くに出た本です。 
 
 このあと，皆さんの発表の中で，『桃太郎』が出てきます。探したら，33 年前に『桃太

郎』の話を書いていました。自分の本の中にありました。これは『でったらだ消しゴム』。

「でったらだ」というのは，「大きい」という意味で，「大きい消しゴム」という意味のも

のです。一番最初に書いた本は『消しゴムでかいた落書き』という本，つまりマジックイ

ンキで書くとご迷惑を掛けますが，消しゴムで落書きをすると誰にもご迷惑を掛けない。

それと同じ意味合いです。明け方チラシの裏にメモをするのと一緒です。 
 30 年前に『桃太郎』をどのようにして遊んだかというのを，先に紹介させていただきま

すね。なぜ『桃太郎』なのか，それは日本中誰でも知っているお話だからでしょう。さら

に方言だって若者が話す方言と，年配の方が 30 年，50 年方言と付き合った方が話す津軽

弁と，今の 20 歳の子供が話す津軽弁，当然違います。語彙が少ない。言葉だけじゃなく

てイントネーションが，もうすでにちがう。 
 どこの方言もそうだと思いますが，例えば「むかしむかし あるところに おじいさん

とおばあさんがおりました」 これがいわゆる標準語，共通語のイントネーションですが，

一番簡単なのは，まったく同じ文章がイントネーションだけで津軽弁になります。「むかし

むかし あるところに おじいさんと おばあさんがおりました」。もう 1 回繰り返します

ね。標準語，共通語です。「むかしむかし あるところに おじいさんと おばあさんがお

りました。おじいさんは山にしばかりに，おばあさんは川にへせんたくに行きました」。こ

れを松竹梅でいうと松，一番簡単ななまり，文字は全部標準語ですが，それでも津軽弁だ

ぞという，読み方だけ変わります。「むかしむかし あるところに おじいさんと おばあ

さんがおりました。おじいさんは山にしばかりに，おばあさんは川へせんたくに行きまし
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た。おばあさんが川でせんたくをしていると，かわかみから大きな桃が ドンブリコ，ド

ンブロコと，流れてきました。おばあさんは，その桃をひろって お家に帰りました。夕

方になっておじいさんが山から帰ってきたので ふたりでまな板の上に桃を置いて切ろう

としたら，ももがぱっと割れて 中からかわいい男の子が出てきました。おじいさんと お

ばあさんはびっくりしましたが 大喜びで桃から生まれたので 桃太郎と名前をつけて大

事にしました。」 
 イントネーションが違いますね。これが津軽弁のイントネーション。文章そのものは共

通語，標準語と同じです。 
 じゃあ，松から竹に移ります。どうするかというと，単語でもって，違う単語のもの，

なまることができるものは直します。でもどんなになまっても，桃はリンゴになりません。

なるものだけ直すと，こうなります。 
 

むかすむかす あるどごさ じさまとばさまがいだんだど じさまは山さ しばかり

に ばさまは 川さ せんたくに行ったんだと。ばさまは 川でせんだぐしてらっきゃ 

かわかみから でったらだ桃っこ流れてきたんだど。ばさまは そのももっこば ふら

って えさもどったど。ばんがたになって じさまは山から戻ってきたはんで 2 人し

てその桃っこば くうきなって まな板の上さ 桃っこばおいて 切る気になったき

ゃ 桃っこはぱかっとわいて，中からめんごい男わらすが出はたってきたんだど。じさ

まとばさまは どってんしたばって，桃がら生まれだんだはんで 桃太郎っつ名前っこ

ばつけて 大事に大事に育てたんだと。 
 
 今聞いていて，おお，津軽弁は分かるじゃないかと思った方，いますよね。それは皆さ

ん知っている話だからですよね。 
 さあ，松，竹，梅，一番難しい津軽弁になると，どうなるでしょうか。無理しないでく

ださい。津軽の人も付いてこられません。私も心配です。そうそうしょっちゅう朗読しま

せんので，これは。じゃあ，『桃太郎』の一番難しいハードバージョン，松竹梅の梅です。 
 

#&＊¶★□▼＠ぶ○×＠…&%$&$…△△◆□鶹だ th(?_?) （表記不可能） 
 

と，こうなります。（拍手）これは津軽の人でも，よっぽどぐっと聞いていないと。擬音語，

擬態語を入れていくと，『桃太郎』がこんなふうになります。「うんにゃあ，どこにそした」

って，どこにそんなって言えばいいのに，「うんにゃあ」という余計な言葉を付けるから，

これが分からない。だから方言を伝えようと思ったら，こういう遊び方もあるんです。だ

んだん難しく，どこまであんたついてこられますというやり方が面白い。つまりただ単に

伝えればといいうもんじゃなくて，それをどういう遊びに変えるか。 
 
 これは去年出た本なんですけど，さっきの本もそうですけど，暇で本を出していますか

ら，活字はひとつも使っていないんです。全部手書きです。こっち側にページ番号が打っ

てあります。こっち側にないんです。ここに 72 とあって，こっちに 73 は書いていないん

です。ここに 58，こっちにないんですよ。なきゃだめだそうですよ，活字の本の世界では。
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私は必要ないと思っています。右側が 58 だと左側が 59 だということも分からないような

やつが，本を読んだってしょうがないという，そういう考え方に基づいていますので，右

側のページ番号しかついていない。 
 昔，2 冊目に出した本は，これを逆に付けたんです。256 ページから始まるんです。読

むと，だんだんページが少なくなっていくでしょう。最後は 1 になって 0 になる。これは

30 年前から文部省に教科書に採用するべきだといっているんですね。教科書が，だんだん

数字が少なくなっていくわけでしょう。あと 20 ページで終わる，あと 10 ページで終わる，

学習意欲がわくじゃないですか。だんだん増えていくからだめなんだ。いつまでやるんだ

よ，みたいな。そういうのを研究してほしいなと思っています。 
 
 いいのが出てきました。小倉百人一首って何だかよく分からなくて，『広辞苑』に「広辞

苑」が出ていなくても，『広辞苑』が好きなものですから，調べたんですね。『広辞苑』で

小倉百人，小倉って何。そうしたら，「あんこのこと」って出てきたんですよ。小倉ってあ

んこ，小倉アイスという項目もありますよ，『広辞苑』には。じゃあ，小倉百人一首という

のはそういうことなのかと思って，百人一首を買いに行ったんです。 
 読んでみたんです。2 回。1 つもあんこの話が出てきませんでした。おかしいじゃん，

小倉百人一首といいなから 1 つもなぜ，あんこが出てこないのか。文句を付けには行きま

せん。みんな昔の人みたいですから。出版社にも文句をつけませんでした。こういうとき

はどうするか。小倉百人一首にあんこが出てこないのはおかしいと思ったら，自分であん

こをテーマにした短歌を 100 作ればいいわけだ。そう思いませんか。ねえんだば，自分で

作ればいいんじゃねえの。ちゃんと 100 作りました。5，7，5，7，7，テーマは全部あん

こ。暇なんだもの，朝，眠れなくてさ。朝に 10 個，20 個作ったっても 1 カ月かかりませ

んからね。 
 その中の一番最初，100 やる時間はありませんので，一番最初だけご紹介します。これ

があと 99 あると思ってください。「つぶあんを 入れ歯外して歯茎のみ かんでこすって 
こしあんにする」 どうですか。これが 100 並ぶわけですよ。全部テーマは，あんこです

から。ないものは作ればいい。そして詰まったときは，津軽弁に頼ればいいという安心感

がありますので，そんな苦労じゃないんですよ。何度も言います。問題は自分で作って，

その問題に自分で答えを探す，これは誰にも迷惑を掛けない。間違ってこの本を買った人

が迷惑をしたかもしれませんけれども，それはそれでいい。何でもいい，方言に限らず言

葉で遊ぶ，これをこれからもずっとみんなでしていきましょう。 
 
 学問でだけ考えないようにしましょうよというのが私の考えです。学者先生は，学問だ

けで考えてください。でも方言というのは日常語ですから，言葉というのは会話のために

あるんだと思う。活字になる前の状態をもっと大事にしてくださいということも言いたい

んです。会話ですから，2 人で話さなきゃならない。たった 1 人になったらだめでしょう。

今朝かな，ふと思ったのは，電話機を発明したのは誰でしたっけ。電話機の 1 個目を作っ

たとき，あれは何の役にも立たなかったんですよ。言っていること，分かりますか。かけ

る相手がいないと，電話は何の役にも立たない。会話も同じです。1 人だけしゃべる人が

いてもだめ。相手がいるからいい。まして方言というのは，会話でもって生き生きしてく
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る。人から借りてきたような標準語，共通語，学んだような言語でしゃべったって，言い

たいことは言えないけど，小さいときから思ってきた言葉であれば会話が弾む，これがと

てもいい。 
 
 こっちの本にあったかな，じいさまが 2 人でしゃべっている。「おめえ，コーヒー飲む

とき，何かこだわりがある？」「おら，コーヒー飲むとき，こだわりがある。」「どういうこ

だわりがある？」「俺，コーヒーはブラックでしか飲まない。」「へえ，お前コーヒーはブラ

ックでしか飲まないのか。」「そうよ，コーヒーはブラックに限る。だからね。これ，もう

少し砂糖を入れてくれねえかな」みたいな，そういうのがこの中にあります。 
 外国語も遊び道具になりますね。カタカナの言葉が，本当に最近は多いです。テレビな

んかを見ていても，こんなカタカナ知らないよというのがいっぱい出てきますが，あれも

知らないと言っているからだめなので，知ればいいじゃないですかね。プロポリスって，

本当に最近テレビに出てきませんか。最初は分かりませんでした。プロポリスって何，そ

れ，子供のころなかったよって調べる気にもなりません。あれだけ朝から晩までカタカナ

が出てくると。 
 私，分かりましたもん，プロポリス。分かりますか，プロポリスって。プロポリスとい

うのは本職のおまわりさん。だからそういう考え方をすると，難しい言葉であってもたい

したことはない。ベストエイトって何ですかって，チョッキが 8 枚とか，分かりにくい人

には分かりにくいですね。この種のものは，慣れていないと付いてこられないというのが

よくありますから。 
 
 方言が今，なくなるといいますが，方言がなくなる，なくなるでしょう。話し相手がい

なくなれば，1 人だけでは絶対無理ですから，だから必ず相手を作って残していきましょ

うねということをやっていきたい。 
 結構，若いころから沖縄が好きで，遊びに時々来ていました。昨日もお名前にありまし

た石垣にも行きました。与論にも行きました。沖縄も何度も行きました。とても好きな島

たちです。北海道の話も，アイヌの方がお越しですが，アイヌの言葉も，青森県の津軽弁

の中には，アイヌの言葉がたくさん入っています。子供のころ，ごく普通に使っていた言

葉が，後でアイヌの言葉だと分かったことがたくさんあります。 
 例えば「ケリ」，靴のことを「ケリ」といいます。子供のころは「長ケリ」，長靴のこと

を「長ケリ」と言っていました。「短ケリ」「長ケリ」みたいに。「ケリ」というのは実はア

イヌの言葉で靴のことなんだというのを，後で知ったときはうれしかったですね。あとは

鉛筆を削っていた小刀，あれを「マギリ」と呼んでいました。「マギリ」で鉛筆を削るとい

うのは，ごく普通に使っていました。小刀のことを「マギリ」というのも，後で北海道で

アイヌの人とお話をして，これを知ったときはとてもうれしかった。平気で使っていたん

だと。 
 あと，津軽の方が猫を飼うとき，猫の名前が，たいがい「チャペ」だったんですよ。う

ちの猫は「チャペ」，猫の名前が「チャペ」，隣の家でも猫を飼って「チャペ」だったんで

すよ。何で「チャペ」か。まんまを食うときに，チャペチャペと音がするからだと思って

いたら違いました。アイヌ語で猫のことを「チャペ」というんだというのを，お土産で買
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った本で見てうれしかったですね。青森の人は「チャペ」というのは猫という意味を知ら

ないで「チャペ」という名前を付けていたということを後で知ったわけです。知ってしま

えば面白いですね。猫に猫という名前を付けていたんですね。 
 
 そういうのがだんだん分かってくると，方言というか危機的言語なのかもしれないけど，

こんなふうに遊びとして残していくと，いくらかは残るスピードが上がるんじゃないかな

という気が，本当につくづくしています。ぜひ学問として活字として，それだけで残すの

ではなくて，あくまでも方言というのは日常語，会話で成立するんだぞ，そんなふうにし

ていくと少々ばかげたことでも知らない言葉が出てきたら，津軽弁で紹介する，説明する

とか，その国の言葉で説明するというようなことの方が，はるかに面白いことになるんじ

ゃないかなと思います。 
 それよりも，もっと今は気にしなくてはいけないことがある。方言も守らなくてはいけ

ないんですが，生意気なことを言うようですが，グローバル化という言葉がしょっちゅう

聞こえます。グローバル，国際化だって。英語を話す人がそんなに偉いですか。日本人が

英語をしゃべると国際人なんですか。私は絶対にそうは思いません。何でも小学校から英

語を学ばせて，日本語も分からないうちに，どうして英語を教えるんですか。 
 標準語を普及させるために，「進め」と「休め」を間違わないようにするために，軍国主

義のために，方言を撲滅したのは間違いです。だから，方言は方言で生きていていいじゃ

ないか。もう 1 つ，標準語，共通語というのもみんなで子供うちから覚えておくと，日本

中の人とお話ができるぞと。日本中の人とお話ができる言語を覚えて，子供のころから使

っていた言葉は，そのまま使っていこうじゃないかとやれば，今みたいなことはやらなく

て済んだんです。 
 何度も何度も国をあげて方言を撲滅しようとして，方言札なんていうくだらないものを

作ったり，汚ねえ言葉 だはんで使えばまねでって先生に言わせたりして，今になってなく

なりかけてから，さあ，みんなで守りましょうと。これと同じことを標準語，共通語に重

ねます。みんながグローバル，グローバル，国際語です，英語で話しましょう。みんな英

語で話すようになると，今度は，日本語が危機的状態になると思います。ぜひ日本語を忘

れないで，英語を学ぶ人は学んでください。学ばなきゃ学ばなくていいんですよ。これか

ら外国に行く予定なんかねえんだ。日本人だ，日本語さえきちんと分かればいいんだと。

外国の方もいますけど，気にしないでください。本心はちゃんと言った方がいいわけです

から。遊んで方言を残す，ということのために。 
 
 先ほどお話した高木恭造さんという方が亡くなったときに，「高木恭造記」というような

言い方をすると，みんな忘れます。誰だ，高木さんって。だからその高木恭造さんが亡く

なった 10 月 23 日を津軽弁の日と決めて，全国から作品を募集しております。 
 詩，俳句，短歌，体験談というようなものを募集して，毎年 10 月 23 日に青森でその作

品を発表しています。津軽弁はこんなに面白いぞという言葉，笑いとともに残しておきた

い。学問で残しておこうと思うと，学者だけのものになります。笑いとして日常会話とし

て方言は残さないと。絶対に間違っています。英語を学ばないでください。日本語を学び

ましょう。日本語を学ぶ前に方言を分かりましょう，そういうことです。 
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 津軽弁の日というのを東京でやりました。東京の人も津軽弁を楽しんでくれました。毎

年やっている津軽弁の日を CD にして，青森で発売しています。CD だけだと分かりにく

いかもしれませんが，DVD だとスーパーが出ますので，両方分かります。これは笑えます。

さっき茂手木さんにお話ししていただきました，笑っているうちに泣けてくるということ

がありますが，それが日常語だと思います。 
 
 何度も言います。活字と学問では言葉は残りません。残るでしょう，残るけど生きた言

葉ではないはずです。方言というのは日常語です。日常語を残すためには，楽しくなけれ

ば残りません。難しく堅苦しい論文だけでは，日常語は決して後世に残っていかないと思

います。楽しく笑って，そしてみんなで笑いながら言葉を残していくのが，この危機的を

挽回するためには一番いいんじゃないかと思っています。こういうことを言う人であれば，

呼ぶんじゃなかったと主催者は思っているかもしれませんが，すみません。 
 ただ，みんなが同じようなことを言うときに，自分も同じことを言うのはよくないから，

みんながたぶんそんなことを言うだろうね，学者先生はそんなことを言うんだ，活字で勉

強したんだから，学問として言語をやってきたんだから。我々は誰も学問として言語は扱

っていない。日常の会話としてやってきたんだ，その辺が先生方と違うところです。みん

なが右と言ったら私は左に行きます。みんなが左と言ったら，私は右に行きます。学者と

違うことを考える一般人には，そういう人もいるぞと。人と違うことをやることによって，

明日が見えてくる……ような気がしております。ありがとうございました。（拍手） 
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与那国島 

 

 

（茂手木） それではこれから始めますが，トップバッターは日本の一番西にある与那国

島というところです。もう台湾が 60 キロ先と言っていました。私たちも行ってきたんです

けれど，とても素晴らしい島でした。 

 それでは与那国の発表ですが，ユネスコの発表では八丈よりもはるかに重大な危険とい

うことで，消滅の危機にあるというような言葉です。それでは 3 人の方をご紹介します。

はい。よろしくお願いします。（拍手） 

 どうぞお座りください。先ほどお会いしたときに，この衣装をちょっと見てください。

与那国のものだそうで，私たちが黄八丈を着るようなフォーマルなやつだそうです。それ

では与那国の方にバトンタッチをしますが，簡単な自己紹介等を進めていただきたいと思

います。よろしくお願いします。（拍手） 

 

（崎原） はい。それではトップバッターで一番西南端の与那国から始めていきたいと思

います。それでは方言でごあいさつしますので，あとは先生の方が解説しますのでよろし

くお願いしたいと思います。 

 

ない んだい にでぃに わる うやんた すー うか゜まり， ふがらさ ゆー。あ

ぬや うんなぬ ちまがら さんぬはんき んかいてぃ ごひゃくきゅーじっきろ はな

り ぶる うぶとぅに うたいぶる，とぅまーる にじゅーはちきろぬ ぐまーたてぃぬ 

ちま， どぅなんちまがらどぅ する。あぬや ウラサタぬ ヨーノーんでぃどぅ んど

ぅ むぬ。 また とぅないや ムラマツ ミノルんでぃどぅ んどぅ。 また うぬ と

ぅないぬ ‘とぅや キョートダイガクぬ ドゥナンち，ほーげんぬ べんきょー きー 

ぶる しんしーどぅ ない ぶる ヤマダ しんしーんでぃどぅ んでぃ ぶる。どぅー

でぃん みーとぅみ とぅらし わい たばたかやんでぃ うまりる。ばー ちまにや 

んかちがら 「ちまぬ くとぅば ばちか゜しや うや ばちるんすとぅ たぎか゜い」

んでぃ んどぅ くとぅばか゜ あいどぅ ぶる。ちまぬ くとぅばか゜ だんだん し

たり ひか゜しや，ちまか゜ みぬんき なるんに きー，あらーぐ さびつぁどぅ あ

る。 

（今日は左，右にいらっしゃるみなさま，お会いできて大変うれしいです。私は，沖縄島

から南西に向かって 590km 離れた大海原に浮かぶ，一周 28km の小さな島，与那国島から来

ました。私はウラサタのヨーノーという者です。それから隣りは村松稔といいます。また

その隣りの人は，京都大学の，方言の研究をしている先生の山田先生です。どうぞよろし

くお願いします。私たちの島には昔から「島のことばを忘れたら親を忘れるのに等しい」

という言葉があります。島の言葉がだんだん衰退していくと，島がなくなってしまうよう

で，大変さびしいです。） 
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すや うがらてぃぬ しんしーんた まい なしてぃ どぅなんほーげん ぬぐし 

てぃ ぬぐし ひるかやーんでぃ かんがい ぶるたし，はちじょーじまに うんに き

ぬ もよーしか゜ あんでぃ んでぃび，ばぬ ちまがら どぅたいんとぅ とぅんでぃ

てぃ，まどぅん ないてぃ くぬ どぅなんくとぅば ぬがにぬかやーんでぃ かんがい

てぃどぅ ぶる むぬ あたるてぃんや， どぅーでぃん しんしーんた でぃんぶん  

いらみ とぅらし わいび， まどぅん くぬ ちまぬ くとぅば ぬぐ くとぅ かん

がい とぅらし わたかやんでぃ うまりる。 

（今日はこれだけの先生方を前にして，与那国のことばをどうやって残していくか考えて

いたところ，八丈島でこのような催しがあると聞き，私たち四名は島から出て，一緒にな

ってこの与那国のことばを残せないかなと考えているところです。先生方のお知恵をお貸

しいただき，一緒に島のことばを残すことを考えていただければ幸いです。） 

 

 はい。この解説は山田先生にお願いしたいと思いますので，よろしくお願いします。 

 

すや あったる でぃかん‘かいび あつまい とぅらし ぬーとぅん たてぃらにぬ。

ふがらさ ゆー。 

（今日は貴重なお時間を使って集まっていただき，何にも例えられません。本当にありが

とうございます。） 

 

（山田） 最初は，1 周 25 キロの小さい島から来ましたということで，僕らを紹介してい

ただいて，今，僕は急に振られたんですけれども，その後ことわざのお話をされましたね。

島の言葉を忘れると親を忘れるという。「ちまくとぅば ばちか゜しや うや ばちるん」

という，八重山にも伝わっているいろいろな島の言葉で，普段何げなく使っている言葉を

忘れると，親とか大事なことを忘れてしまいますよと。なので，今与那国もだんだん話す

人が少なくなってきて，しまいにはなくなってしまうんじゃないかと考えているので，今

回ここに呼んでいただいて，皆さん一緒に考えましょうとか，そういうことでしたかね。

（拍手） 

 

 せっかくなので僕も習いたての与那国の言葉で。 

あぬや きょーとがら する ダマダぬ マサヒロどぅ ない ぶる。僕は京都から来

た山田真寛です。 

 まりでぃまや ほっかいどーんでぃ ちま あか゜，にせんじゅーねんがら どぅなん

ちまんき してぃ，あさんた あぶんたか゜ あぬんき どぅなんくとぅば ならし と

ぅらし わる ゆ。かな。生まれた島は北海道という島ですけれども，2010 年から与那国

島に行っておじいさんおばあさんから与那国の言葉を習っています。 

 

＜スライド＞ 

 

 この後『桃太郎』の話をするんですけど，僕は言語学という学問をやっている，活字で

ばっかり学問をやってきた者ですけれども，僕は好きでやっているので大丈夫ですよ。人
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間の言語，人間は何でしゃべれるのかというのを研究しています。それで流れ流れて与那

国まで来たんですけれども，人間の言語に必ずあるもの，母音と子音があります。母音は

よく聞こえる音。日本語だと，ア，イ，ウ，エ，オ，ですね。英語だともっと多くて，イ

ー，エー，エ，エウ，エア，ア，オ，オウ，とか，そんなのがたくさんあるんですけれど

も，世界で一番母音が少ない言葉は何個あると思いますか。1 つの言葉。実はそういう言

葉はないんですね。1 つ，アだけがあるという言語もないし，実は 2 つという言語もなか

なか，あるよと言っている人もいるんですけど，ちょっと心配。 

 実は 3 個，よく知られている言語だとアラビア語ですね。エジプトの方からずっと話さ

れている言語の標準語と呼ばれているものは 3 つといわれています。その 3 つは，アとイ

とウを持った言語といわれています。 

何と与那国語は 3 つですよ。しかもア，イ，ウ。もっともっと勉強すると，実は世界で

少ない母音を持っている言語はみんな，このアとイとウに似た，ほとんどアとイとウを持

っている。そんな特徴を持っているのが与那国の言葉です。 

 これをよく見てみると，たまにエとかオもちょっと出てくるんですけどね。そういうの

は教育長が書いていただいたので，場面によってちょっとこんなふうに言ったり，こんな

ふうに言ったりというのも書いてあるんですけれども，基本的にはアとイとウの 3 つしか

ない言葉です。 

 母音は少ないんですけれども，子音の方，それ以外の，チッ，とか，スッ，クッ，とい

う音ですね。与那国語には日本語標準語にはない音がたくさんあって，特徴的なやつは，

後で聴いてくださいね。どこですかね。2 行目の「おばあさんが」のところの「アブンガ

ー」と書いてあるやつ。あれを後でよく聴いてください。 

教育長が発音されるときは「あぶか゜」と言います。さっきのを覚えていますか。「か」に

点々じゃなくて，「か」に丸がつくやつですね。「あぶか゜」。「か゜」「き゜」「く゜」があ

ります。「け゜」と「こ゜」はないんですよ。「あぶか゜」 

  

それともう 1 つ，こっちの「フタツニ」というところ。ターガリンキ，と書いています

が，後でよく聴いてください。教育長は「‘たがりんき」というふうに。「‘たがりんき」。

「‘た」とか「‘か」とか。「‘か，‘き，‘く」，「‘た，‘てぃ，‘とぅ」ですね。そんな音があ

ります。ッター，とか，ッカーとか。ッカキク，ッダディドゥ，ですね。そんな音があり

ます。あとはお土産の方に，紙の方に敬語が難しいですというのを書いてあるので，それ

は帰ってから読んでください。 

 

 僕から 1 つだけメッセージを。最近僕も勉強していて，片言の 5 歳児のように話してい

るんですけれども，この間，農協の前で頑張っておばあさんに話し掛けてみたら，おばあ

さんに，そんな使い方をしたら怒られるよ，敬うような言葉をちゃんと使わないと失礼だ

よとすごく怒られて，僕はショックを受けてしまったんですけれども，きっと標準語でも

いわれていることですけど，どこの島でも特別な敬語の使い方がありますよね。どこの島

でも若い人は敬語がちゃんと使えない。そんなふうになっていっていますよね。僕も日本

語でもあんまりちゃんと使えません。 

 だけどそういうときに，その農協の前の弁当屋のおばあさんみたいに頭ごなしに怒るの
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は，ちょっと一呼吸置いて待ってください。若い人が間違って使っていても，うんうん，

偉い，偉い，ちゃんと使っている，だけど本当はこういうふうに使うんだよ，と優しく教

えてください。これからもよろしくお願いします。ありがとうございました。（拍手） 

 

（司会） 紹介するのを忘れました。今話しているのは京都大学で与那国語を研究してい

る山田真寛さんです。それからここにお座りになっていらっしゃる方は与那国の教育長の

崎原さんです。それから教育委員会の村松さんです。3 人です。よろしくお願いします。 

 それでは今の『桃太郎』がどんなふうになるか，じっくり聴いてみてください。1 ペー

ジ目にあります。それから 10 ページ目に山田さんのさっきの解説も書いてありますのでよ

ろしくお願いします。それではお願いします。 

 

（崎原） いや， うやんた， ないがら どぅなんくとぅばし ももたろうぬ はなし 

きるば しかーとぅ ‘てぃー とぅらし わたかやんでぃ うまりる ど。 

（みなさん，今から与那国のことばで桃太郎の話をするので，よく聞いてください。） 

 

んかち んかち あるどぅぐるに，あさとぅ あぶか゜ きない たてぃ わたんとぅ

な。あさや だまんき てぃむぬ さいんでぃ， あぶんや かーらんき んなに あら

んでぃ わたんとぅな。あぶんか゜ かーらに んなに あらい ぶるた かーらぬ か

んがら ふーてぃんきぃぬ とぅーむんぶか゜ なむてぃーなむてぃ なか゜り すたん

とな。あぶや うぬ とぅーむんぶ とぅい ‘かん きてぃ だんき かいし わいす

たんでぃ。あぶか゜ くぬ とぅーむんぶ ‘たがりんき ばるんでぃ いし ぶるた， 

とぅーむんぶか゜ ‘たがりんき ばりてぃ なががら ふーてぃんきぬ びんがあがみ

か ゜  ま り す た ん と ぅ な 。 あ さ 

とぅ あぶや うぬ あがみんき とぅーむんぶたろうんでぃ なー きー わたんでぃ 

んどぅ はなし。 

（むかしむかしあるところにおじいさんとおばあさんがありました。おじいさんは山へ

しばかりに，おばあさんは川へせんたくにいきました。おばあさんがせんたくをしている

と，川上から大きなももがどんぶらこどんぶらことながれてきました。おばあさんはその

ももをひろってうちへかえりました。おばあさんがももをきろうとするとももがふたつに

われて，中から大きな男の子がうまれました。おじいさんとおばあさんはその子にももた

ろうという名をつけました。） 

 

 はい。与那国では方言が危機だということで，教育委員会は村松さんを中心にして一生

懸命いろいろな活動をしてきております。学校の子供たちも一緒にして，特に中学校では

20 年来，郷土学習ということで方言の時間を週 1 回取り入れて頑張っていますけど，先ほ

ど伊奈かっぺい先生がおっしゃったみたいに，なかなか英語みたいにはいかない，国語み

たいにはいかない。方言というのは知らず知らずのうちに覚えていくものだなと思う。 

 私も誰が教えたわけでもないですけど，もう自然にしゃべれるようになっているのが現

実です。ですから今，島の先輩方がだんだん少なくなっていく間に，たくさん与那国の方

言で，子供たちに生の声で伝えていければと思っているところです。 
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 それでは委員会の取り組みを村松君から少しばかりご紹介させていただきたいと思いま

す。 

 

（村松） はい。皆さん，こんにちは。与那国町教育委員会の村松と言います。僕は名古

屋出身で，与那国に何の縁もないです。もともとは与那国島，沖縄の島の魅力といえば，

僕は小さいころから生き物が好きで，それで行ったんですけれども，今何ていうかひょん

なきっかけでこの与那国の方言にかかわっています。今も連日のように新聞で消滅危機言

語とかそういうことがあるんだけれども，現在島はどんどん人口が減る一方で，僕が与那

国に来てからはもうすでに 400 人とか減っているんですけれども，もう勢いが止まらない。 

 島の人口 1,500 人のうち 4 分の 1，25％ぐらいが僕のような島外出身者で，また小学生

ぐらいの子供たちの親はもうお母さんはほとんど本土の方で，家庭の環境でもずっと自然

に知らないうちに方言を覚えていたような状況は今の状況では全然望めないので，もうじ

いちゃんと子供たち，もう本当に僕たち親の世代が丸々一世代断絶してしまって，何とか

その状況を少しでも改善して，自然に方言に触れる，与那国の言葉に触れるような環境を

つくりたいということで，いろいろ今島の話者の方たちと相談をしてやっているところで

す。 

 よその地域の例に倣ってまずいろいろ準備してきていて，今年，与那国の言葉の方言の

ラジオ体操と，あとカルタ，島のことわざ。島のことわざには与那国独自の価値観とか自

然現象のことをとらえたことわざとか，島の文化を学ぶにもすごくいっぱい与那国の情報

が入っているものなので，それを使った読み札の CD も付けて，そういうものが間もなく完

成します。 

 あとはわらべ歌。じいちゃんと子供たちが身近に常に，今，子守歌でも島の歌を歌うこ

とはなかなかないんですけれども，それを集めてまた CD にしたり工工四にして保存しよう

ということをしていて，それがもう今年度に完成して，それらを活用してやっていきたい

と思います。ちょうど今方言のラジオ体操ができたばかりなので，ここで初披露したいと

思います。ぜひ皆さん聴いてください。 

 

（司会） 聴くだけじゃなくて，立ってやってください。3 人頑張りますので。 

 

（村松） はい。みんなでラジオ体操をやってみましょう。 

 

（司会） 皆さんラジオ体操は知っていますよね。第一です。 

 

＜ラジオ体操音楽＞  

 

どぅなんむぬい ラジオたいそー だいいち 

（与那国語ラジオ体操第一） 

 

なみなみ わる うやんた うとぅだんた あがみんた 

（たくさんいらっしゃる親，兄弟，子どもたち） 
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でぃ てぃはん ういがしび うんどぅ き わり よ 

（では，手足を動かして運動してください） 

 

かんな まいがら あき゜てぃ ぬん き わり 

（腕を前から上げて伸びをしてください） 

 

‘とぅち ‘たち みち どぅち  

（一つ 二つ 三つ 四つ） 

‘とぅち ‘たち みち どぅち  

（一つ 二つ 三つ 四つ） 

 

ふーてぃんき くち ぬばしてぃ てぃはん ういがし わり 

（大きく腰を伸ばして手足を動かしてください） 

 

‘とぅち ‘たち みち どぅち 

（一つ 二つ 三つ 四つ） 

 

かんな みく゜らし わり よ 

（腕を回してください） 

 

どぅぬ ふがんき ないや うてぃんき 

（体の外に，今度は内に） 

 

いちち むち ななち だち 

（五つ 六つ 七つ 八つ） 

 

‘とぅち ‘たち みち どぅち いちち むち 

（一つ 二つ 三つ 四つ 五つ 六つ） 

 

はん びらぎてぃ ちむく゜てぃぬ うんどぅ 

（足を開いて胸の運動） 

 

かんな ふいてぃ うやびんき あき゜ わり 

（腕を振って上に上げてください） 

 

いちち むち ななち だち 

（五つ 六つ 七つ 八つ） 

 

‘とぅち ‘たち みち どぅち いちち むち 
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（一つ 二つ 三つ 四つ 五つ 六つ） 

 

どぅ だがたんき がんみ わり 

体 横に 曲げ なされ 

 

どぅ だがたんき がんみてぃ まー ‘とぅむるち ないや にでぃんき 

（体を横に曲げてもう一回，今度は右に） 

 

‘とぅち ‘たち みち どぅち いちち むち 

（一つ 二つ 三つ 四つ 五つ 六つ） 

 

まいんきん ついんきん がんみる うんどぅ 

（前に後ろに曲げる運動） 

 

どぅ まいんき がんみてぃ みむるち 

（体を前後に曲げて，三回） 

 

うぐしてぃ ついんき 

（起こして後ろに） 

 

ふーてぃんき ちむく゜てぃ すらし わり 

（大きく胸を反らせてください） 

 

 ‘とぅち ‘たち みち どぅち いちち むち 

（一つ 二つ 三つ 四つ 五つ 六つ） 

 

かんな ふいだたな どぅ にでぃ わり 

（腕を振りながら体をねじってください） 

 

んだい にでぃ んだいんき ふーてぃんき ななち だち 

（左，右，左に大きく，七，八） 

 

にでぃ んだい にでぃ んだい 

（左 右 左 右） 

 

‘とぅち ‘たち みち どぅち いちち むち 

（一つ 二つ 三つ 四つ 五つ 六つ） 

 

はん むどぅしてぃ かんなとぅ はんぬ うんどぅ 

（足を戻して腕と足の運動）  
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ばりんでぃ んでぃ わんな よ 

（疲れたとおっしゃるなよ） 

 

いちち むち ななち だち 

（五つ 六つ 七つ 八つ） 

 

かた うい かた ‘たら いちち むち はん びらぎ わり 

（肩，上，肩，下，五，六，足を開いてください） 

 

だらんとぅ きてぃ ‘たむるち がんみてぃ まいんき ちむく゜てぃ すらし わり 

（だらんとして二回曲げて，前に胸を反らせてください） 

 

‘とぅち ‘たち みち どぅち いちち むち 

（一つ 二つ 三つ 四つ 五つ 六つ） 

 

どぅ ふーてぃんき みく゜らし わり 

（体を大きく回してください） 

 

‘とぅち ‘たち かぬ かた＝んき 

（一，二，あちら側へ） 

 

いちち むち ななち だち 

（五つ 六つ 七つ 八つ） 

 

‘とぅち ‘たち みち どぅち 

（一つ 二つ 三つ 四つ） 

 

はん むどぅしてぃ ‘たちぬ はんし ぶどぅんつぁい わり 

（足を戻して両足で飛んでください） 

 

‘とぅち ‘たち みち どぅち はん びらぎてぃ しみてぃ びらぎてぃ しみてぃ 

（一，二，三，四，開いて，閉じて，開いて，閉じて） 

 

‘とぅち ‘たち みち どぅち いちち むち 

（一つ 二つ 三つ 四つ 五つ 六つ） 

 

てぃはん ういがし わり よ 

（手足を動かしてください） 
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‘とぅち ‘たち かんな ふいだたな はん まき゜ぬばし き わり 

（一，二，腕を振りながら足の曲げ伸ばしをしてください） 

 

‘とぅち ‘たち みち どぅち いちち むち 

（一つ 二つ 三つ 四つ 五つ 六つ） 

 

ぬびぬびとぅ うぶいてぃ き わり 

（のびのびと深呼吸をしてください） 

 

どぅりーどぅり いてぃ ぬみてぃ はてぃ んだし わり 

（ゆっくり息を吸って吐き出してください） 

 

いちち むち ななち だち 

（五つ 六つ 七つ 八つ） 

 

まー しまい ど。 す ひっとぅい どぅでぃん がんどぅに わり よ。 

（これで終わりです。今日一日どうか元気でお過ごしください。）（拍手） 

 

（司会） はい，ありがとうございました。ご協力いただいた皆さんも本当にありがとう

ございました。 

 

（崎原） はい。アードーフガラッサ，カナデダランチダケハシタラスワリヨウ。どうぞ

ぜひ与那国までお越しください。（拍手） 

 

（司会） はい。これで与那国の発表は終わりです。 
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八重山（石垣島） 

 
 

（茂手木） 次は与那国のお隣になります。お隣といっても相当離れているんですが，八

重山という。石垣島が一番大きい島で，西表とかそのほかの離島はたくさんありますが，

そこの発表に移りたいと思います。それではどうぞお入りください。 

 

（石垣） 皆さん，クヨーナラ。ケーラナリガンジュウシオールネーラ。じゃあ，これか

ら八重山むに，石垣での言葉で八重山むにを語っていきたいと思います。ではまず最初に

八重山むにの解説を琉球大学の狩俣先生にお願いしたいと思います。先生，よろしくお願

いいたします。 

 

（狩俣） 琉球大学の狩俣です。簡単に解説をするんですけれども，専門家なものですか

らその前に少しだけ全体の話をさせていただきます。 

 今日来ているのは，ここの北海道から与那国，ここまでですね。縮尺を同じにして本州

を，日本をヨーロッパに重ねた地図です。だからノルウェーからジブラルタルまでの距離

から集まってきたということになると思います。ですから，聞いて話がさっぱり分からな

いとか，いろいろなものがあるというのもよくお分かりかと思います。 

 今回，琉球から 6 つ来ましたが，奄美語，国頭語，沖縄語，宮古語，八重山語，与那国

語ですね。石垣，それから西表，たくさんの島がありますが，八重山語はここで話されて

いる言葉です。実は方言差が非常に大きくて，竹富島は竹富島の言葉が，波照間は波照間

の，西表は西表の，それぞれに非常に独特の方言が話されていて，まとめて解説するのが

すごく難しいぐらいに大きな方言差があります。今回はその中の石垣島のシカというとこ

ろから来ました。これで今回は八重山むにを代表します。 

 琉球といっても，これは縮尺を同じにして本州に重ねた地図ですけれども，喜界がここ

で仙台ぐらいのところにあって，奄美語，国頭語，沖縄語，宮古語，八重山語，与那国語

で，実は仙台から島根県ぐらいまでの間に琉球があります。ですから実はお互いの方言は

まったく通じません。おそらく与那国の方言を石垣の人が聞いて，半分も分からないんじ

ゃないかと思います。宮古島の方言は那覇の人は聞いてもまったく分からないぐらい違い

ます。そういうところから今回来ています。 

 

 ざっと八重山の解説のところでしてしまいましたが，全体を理解するのにはいいかなと

思ってこういうのを用意しました。今回，お手元にもあると思いますが，八重山語の『桃

太郎』の方言訳があります。これを使って八重山語の特徴を紹介させていただきます。 

 八重山語，八重山むにでは，花のことを「パナ」，骨のことを「プニ」，へらのことを「ピ

ラ」というふうにして，ハヒフヘホがパピプペポになります。それからこの中にもありま

すが，フターヅカイ，バレー，と言うんですけど，割れて，というのが「バレー」になる

んですけれども，わ行のワがバになるとか，旧仮名のヲがブになるとか，旧仮名のウィが
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ビになるというふうにして，W が B になるという変化が八重山語にはあります。 

 実はこれは与那国語も八重山語も次の宮古語も同じ特徴を持っています。ですから，ワ

がバになる。さっきので濁音がいっぱいあるというのはそういうことになると思いますけ

れども，こういう方言です。それからここの方言では，オノもブーヌとか，ネ，ウシ，ト

ラ，ウ，タツ，ミ，のイノシシはビイとなりますね。そういう特徴があります。 

 それから単語ですけれども，実は八重山むにでは，男はビギドゥン，女はミードゥン，

おじいさんはウシューマイ，おばあさんをアブジ，などと言いますけれども，ここにも，

これは石垣のシカの方言で，たぶんウシューマイとかミイというのが出てきています。こ

のアブジというのは平民の語で，ミイというのは士族語で，実は平民語と士族語の区別が

ありました。そういう方言です。 

 それからここの方言は，ウミーヌドゥとか，マイマイのミイヌ，というようにして，こ

れは日本語のヌという助詞に相当するものですけれども，ガと翻訳されるようなもので，

ノという助詞がガになったりヌになったり，要するに全体修飾語になったり主語になった

りという 1 つの意味を表す助詞で，日本語の古い特徴を残しているといわれています。 

 「カーラヌカンガラ」，どこでしたっけ。「カーラヌカンガラ」。これは川上というよりも，

川の上の方から，カーラヌ，で，このヌは「ノ」と言うんですね。だからここではノにな

り，ここではガになるというふうにして，1 つの助詞が 2 つの意味を持つという特徴があ

ります。それからここに「ヤマカイ，タムントゥンナハルン」という人，トゥンナという

のは，トリニという助詞がナになるというような，ほかの方言にはない特徴があります。 

 それからカイーオッタとか，オールンとかオータとか，カイルン，カイロウとか，ソー

ユーニツコウッタとかいうふうにして，実は尊敬を表す動詞があって，ここの方言は先ほ

どの与那国と同じように，目上の人を尊敬する敬語が発達しているという方言です。これ

の使い分けがなかなか難しいですし，独特の敬語の扱い方があります。今それの使い方も

若い人たちに対する継承が難しくなっているものの 1 つですけれども，そういう特徴があ

ります。 

 それからさっきのハナをパナとか，ホネをプニとか言うような特徴は，実は日本語の古

い特徴で，奈良時代以前の日本語はハヒフヘホがパピプペポだったといわれているんです

けれども，そういう特徴を八重山の言葉は残しています。簡単にですけれども，私の方か

らは以上です。 

 

（石垣） それではこれから『桃太郎』の話を石垣語で語ってもらいます。嵩本安意さん

が『桃太郎』の島むにで語りますので，よろしくお願いいたします。 

 

（嵩本） ケーラネラ，クヨムナラ。バナーヤ，ヤイマイシガキシマ，アラカーヌ嵩本安

意デ，イヅムヌユー。ドウデンミッシトンナラ。ナマカラ桃太郎ヌ話バ，カイサルナラ。 

 ムカスムカス，アルカタンガ，ウシュマイトンミーヌドゥ，オッタヨウシユ。ウシュマ

イヤヤマカイタムトゥンナ，ンミーヤ，カーラカイ，キンカーアーライナ，オッタチヨ。

ミイヌドキンカアーライオールケンド，カーラヌカンカラ，ダボーン，ダボーンデ，ウフ

トゥームンヌ，ナガレキータチョ。 

 ンミーヤ，ウフトームンユプサイテ，ヤーカイカエロッタチョ。ンミーヤウヌトームン
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ユ，キスンデショウルンケンド，トームンヤ，フターヅカイバレ，ナカカラマイマイヌビ

ブンファヌマレーキダチャ。 

 ウシュマイトンミーヤ，ウヌファーヌナーユ，トウムンタルデ，ナッツコッタチョ。コ

ウビユ。（拍手） 

 

（石垣） はい。いかがだったでしょうか。私は石垣市文化協会の会長をしております石

垣久雄と言います。ドオディン，ミッシトーテユ。どうかお見知りおきを，ということで

す。じゃあ，これからこれまでの我々の石垣市の文化協会をはじめ，石垣市の教育委員会，

学校，それに公民館，PTA がどのようにしてこの危機言語を普及し，それから継承し発展

させようとしているかというちょっとした状況をご説明したいと思っております。 

 先ほど来，与那国の方からもありました。「島むにをバスキッダー，ウヤユバスキ。ウヤ

ユバスキター，シマユバスキルン」。これを日本語に翻訳すると，島の言葉，方言を忘れた

ら親を忘れ，親を忘れたら島を忘れると。 

 これは先人たちが我々に伝えている方言の大事さ，方言が滅んだら文化も滅ぶよ，島も

村もみんななくなるよと。どうかこれまで育ててくれた先人たちの言葉を大事にして，そ

して先人たちがつくり上げてきた自分たちの文化を守り，発展させてください，というよ

うな意味が含まれております。 

 先ほど来，伊奈かっぺい先生も，どうしてこのような方言が撲滅されていったかという

背景についてはいろいろ講演の中でありましたので，石垣島にしても八重山にしても，や

っぱり先人はこの皇国史観，それから同和政策の下において，方言札で方言狩りがされま

した。 

 これは戦後になって我々はやっと先祖が残してくれた文化，特にその文化の基底に当た

るこの言葉を大事にしようじゃないかということで，文化協会も方言部会をつくって 4 年

前から方言大会をやっております。 

 それから各学校でも，与那国の方でも 20 年前からちゃんと教材にも位置付けて方言を作

ってやっているという教育長さんの報告もありましたけれども，石垣島もそのように，川

平村では川平の方言大会をもって川平村の方言継承保存に努めております。それから竹富

町の竹富島では PTA を中心に公民館も応援して方言大会をもって，祖父母，親，子に島の

言葉を継承しております。また方言カルタも作ってやっています。 

 

 このようにして我々も頑張っておりますが，やはり何といっても課題は何かというと，

言語は使わなければもう何もない，意味がないということですので，どうか先人たちに残

していただいたこの我々の文化を自分たちで守り発展させるために，今後も頑張って方言

を生活の中に生かす運動を展開しなければと考えて取り組んでおります。 

 近ごろはもう沖縄県の文化振興課の平良真先生からもお話がありましたように，9 月 18

日はしまくとぅばの日と定めて，県を挙げて今取り組んでおります。それから各飛行会社

でも，もうご存じだと思いますが，飛行機に乗って，きれいなスチュワーデスがいてその

地域の言葉であいさつをしております。ああいう取り組みで少しずつ広がりつつあります

けれども，でも子供たち，大人がこの言葉を使うかというと，これはもう使わない，あん

まり浸透はしてないのが実情ですので，もっともっと我々が頑張っていかなきゃならない



－ 134 －

日本の危機言語・方言サミット in 八丈島 
八重山（石垣島） 
 

なと。伊奈かっぺい先生の今日のご講演の中にありましたように，楽しく，本当に楽しく

して，やっぱり先祖に残していただいたこの文化を伝えていくと。そして自分たちの文化

をつくっていくということに頑張っていきたいと思っています。 

 だいぶ過ぎました。じゃあ，次は石垣島の文化であります『とぅばらーま』というのが

あります。嵩本安意さんに三味線で歌ってもらって，我々石垣島から来た応援団は囃子を

入れますので，どうぞお聴きください。 

 

（嵩本） 『とぅばらーま』という，曲は同じ曲ですが，歌詞を即興で，昔の方は思った

こと，悲しいこと，うれしいことを即興で歌詞を作って歌っていたんですね。そしてこち

らで言うと向こうが返して囃子をやって，今度はこちらが言う，また返してあげるとか，

昔の方は非常に素晴らしい詩人だったんだなと思います。 

 石垣市では昭和 22 年から毎年旧 8 月 13 日に『とぅばらーま』大会を設けております。

これをずっと継承していると。その中で今，昔から歌われていたナカドウ道というところ

があって，そこに絶世の美女がおったそうです。それで青年がもう毎夜何十回通ったけれ

どもひと目も会うことができなくて失恋をしたというトゥバラーの碑が建っております。 

 もう 1 つは，昨日この八丈島に来て私も大変感動いたしました。温かい心で迎えていた

だき，こういう素晴らしいサミットをしてもらったという感謝の意味で作ってみました。 

 「八丈島ヤ，シマクトゥバノ宝，バガケエラヤ，イツマデンカタリ，カタレオラ」。八丈

島は島言葉の方言の宝である。バガケエラというと，私たち，皆様一緒になっていつまで

もいつまでも語っていきましょうねという内容です。では演奏します。 

 

＜演奏中＞ 

 

 ナカドウ道カラ，ナナケラカーヨーケー。ナカスズカヌ，シャーマーソウーダンヌー，

ナーラーヌ。ンゾーシーヌ，トバニャーマーヨー。八丈島ヤー，シマクトゥバヌ宝。バガ

ケエラヤ，イツマデンカタリョウラー。ムゾウスーヌーイツマデンカタリョウラー。どう

もありがとうございました。 

 

（石垣） どうもありがとうございました。（拍手） 

 

（司会） 石垣の皆さん，本当にどうもありがとうございました。 
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宮古島 

 
 

（茂手木） それでは石垣が終わりまして，今度はそのお隣の宮古島ですね。宮古島の発表に移ります。

これでいうと『桃太郎』は3ページ目，それから宮古語の特徴で，同じく狩俣繁久先生が12ページに

載っています。それでは宮古の人，よろしくお願いします。 

 

（大城） ばやー，みゃーくから キたー 「大城裕子」てぃーどぅ あイ。みゃーくぬ 文化協会ぬ 

すかまうどぅ しゅー。んなまからまい たかさー しー ふぃーさまち。 

 宮古島からまいりました大城裕子と申します。あらためまして八丈町の皆様，町制施行60周年誠に

おめでとうございます。昨日八丈島に着きまして，島の豊かな自然や島の方々の温かいお心に触れ，居

心地のよさを感じています。温かく迎えてくださって本当にありがとうございます。 

 宮古の発表，最初は長間三夫さんとケナン・セリックさんによる宮古島紹介です。お聴きください。

キキふぃーさまち。（拍手） 

 

（長間） はい。宮古島から来た長間三夫というみゃーくずまから キったー 長間三夫てぃーどぅ 

あイ。 

 

（セリック） はい。ばやー，とー みーりゃー まい みゃーくピたー あらんそぅがどぅ，ばやー，

フランスぬ ぱりからどぅ くとぅすぬ 5月ん みゃーくんかい きし，みゃーくふっつぅ ならい

ゆー セリック・ケナン。はい。長間さん，フランスん うーきゃー，世界地図しー，みゃーくずもー 

みーるばどぅ んや，にゃーったーゆ！あんしーなーどぅ んみーぬ すま ぬが？ はい。 

 私はフランスにいたときに，世界地図で宮古島を探したらなかったんですよ。こんなに小さな島なん

でしょうか。 

 

（長間） だいず，みゃーくんな にんぎんまい ぷだ，5万5,000人，うりから，すまぬ うぷさま

い，204キロへいメートルぬ あーどー。 

 

（セリック） いやいや，宮古島は人口が5万5,000人で面積は204平方キロメートルもあるんだよ。 

 

（セリック） ばが ぱりんな， あてぃ，いんぬどぅ ンちゅーそぅが，みゃーくぬ ぱりんな の

ーぬが ンちゅーが？ 。 

 

（セリック） 私のパリには犬が多いんですけれども，宮古のパリ，つまり畑のことですね。そこには

何が多いんでしょうか。 
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（長間） みゃーくんな ぶーギ，たばく，うりから まんご，うやー，とぅらい むなー，だいず，

やまとぅ いつばん どー。 

 

（セリック） はい。宮古島の畑には，サトウキビ，葉タバコ，マンゴー，それの生産量は日本一だよ。 

（長間） くぬっズぁ，やまとぅぬ うまから，自然災害ぬ ンちゅーそぅがどぅ，みゃーかー のー

しー やりゃー？。 

 

（セリック） 最近は日本本土のあちこちに自然災害が続いているんですけれども，宮古はどうなんで

しょうか。 

 

（長間） みゃーくまい，んきゃーんな，うぷかじぬ キす，うりから ぴゃーりぬ きしどぅ， 

みゃーくずまぬ ピとぅーばー，うぬすく だまがいらし なー うーたー だら。 

 

（セリック） 昔は大きな台風がよく来ていて，そして干ばつもあって，宮古島の人々を苦労させてい

ました。 

 

（長間） あんそぅがどぅ，くぬっズぁ うぷかじまい くーん。うりから，平成10年度，東洋一ヌ 

地下ダムぬ でぃき。 

 

（セリック） しかし最近は大きな台風が来なくなって，そして平成10年に東洋一の地下ダムもでき

て。 

 

（長間） ぱりんかいぬ みず，うりから ぬン みず，みず なー んにゃ，こまらだな，すぐ 

むずふイまい うぬすく でぃき，みゃーくピたー ぷからっさー しゅー。 

 

（セリック） 畑の水，そして飲む水も心配がいらなくなって，宮古島の作物が豊作が続いていて，み

んなはうれしく生活しているんです。 

 

（長間） はい。ばんたが ぱなっそぅ キき ふぃーさまい，ありがとうございます。たんでぃ 

がー たんでぃ。（拍手） 

 

（大城） 次は琉球大学の狩俣繁久先生に宮古語の解説をお願いいたします。 

 

（狩俣） ばやー，きゅーや，うキなーからどぅ きしゅーそぅがどぅ，あさまい ンままい，あさま

い あんなまい，みゃーくピとぅ やり，みゃーくにせー ぬ狩俣繁久てぃー あイ。琉球大学んキ 

琉球語ノ研究 しゅー。 
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 今日私は実は沖縄から来たんですけれども，両親は宮古島出身で，私は宮古島2世の琉球大学で琉球

語を研究している狩俣です。これから『桃太郎』の宮古語訳を見ながら，宮古語の解説をしたいと思い

ます。 

 宮古語は，パナス，マーダンキャーヌパナス，ンザンガランドゥ，となって，このパナスというのは，

昔々の話，あるところに，というんですけど，このパナスというのはハヒフヘホがパピプペポになると

いう，先ほどの八重山語と同じように古い日本語の特徴を残している方言です。 

 そして畑のことをパリと言います。畑ですね。原っぱの「原」と書いて，宮古では畑の意味なんです

けれども，パリと言います。あるとき本土から民話の調査に来た女子学生が教育委員会で紹介されたお

じいちゃんの家に行ったら，おばあちゃんがいて，おじいちゃんいますかと言ったら，今日はパリに行

ったよと。え，パリですか。いや，何で，毎日行くよ。毎日？ というね。そういう逸話があちこちに

残っているんですけれども，先ほどの話なんですけれども，ケナンさんはフランスのパリから来て，

時々宮古島のパリに行っているという活動をしています。そういうハヒフヘホがパピプペポになるとい

う方言です。 

 それからここの方言も，シュートゥンマガドゥ，おじいさんとおばあさんがと，「が」という助詞が

あるんですけど，この「が」という助詞があります。それからウマガという，これもおばあさんがとい

う，「が」という助詞があるんですけど，この「が」という助詞は，主語の「が」だけではなくて，連

体修飾語，バガムヌ，私のもの，カイガムヌ，あの人のもの，というふうにして，連体，誰々のもの，

というときの「の」も「ガ」になります。 

 それからここは，ナガリーヌカヌ，流れている川の，というふうにして，川の，海から流れている，

要するに連体修飾語のヌが使われるだけではなくて，「ウプムンヌ」，大きな桃，じゃないな。これで

すね。キサッティシールバドゥムンヌ，切ろうとしていると桃が，というふうにして，助詞の「が」，

主語を表す「が」が「ヌ」になります。要するにこれは何かというと，私が食べたパン，とかの「が」

は，ここの方言では主語の，私が食べたパン，にもなるし，私のもの，というときのバガムヌにもなり

ます。 

 それから桃が流れてきた，ムムヌナガレキタの，桃が，の「が」も「ヌ」になります。それから桃の

中から，ムムノナカカラ，というふうにして，ノは主語にもなるし，連体修飾語にもなる。ガも主語に

もなるし連体修飾語になるという特徴を持った方言です。 

 それからもう1つ，その桃を拾ってうちへ帰りましたという，ウヌムンヌピすイーの，その桃を拾っ

てというときの「を」という助詞が「ヌ」になっています。ここの方言は「ン」で終わる単語に「を」

という助詞を付けると，ムンヌとなります。 

 それからmで終わる，神様のことをカム，唇を閉じて終わるんですけれども，神様を，と言うときは

カンム，というふうにして，唇を閉じる子音の後に「を」を付けるとカンム，nの子音で終わる，後ろ

に「を」という字を続けるとカンヌ，というふうにして，実は「を」という助詞がさまざまに形が変わ

るんです。 

 にもかかわらず宮古島の人は，今何言っているかが分かるというのはすごいなといつも思うんですけ

れども，こういう特徴を持っています。これも日本語の古い特徴なのではないかなといわれています。 
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 それから，フターツんカイバリーという。これは2つに割れてというようにして，わ行の「わ」，w

の子音がbになるというのは先ほどの八重山語と同じ特徴です。ですから，宮古語，八重山語，与那国

語は共通の特徴があります。 

 大きな桃というので，ウプーヌというのは，こういう，大きいというのは，今は「オー」という長音

になるんですけれども，もともとは「オホ」と書くような特徴があったんですけれども，そのオホとい

うのがそのまままだごく自然にで残っています。そういう方言です。 

 ただここの方言は先ほどの八重山語とは違って，敬語はあるんですけれども丁寧語がない。何々しま

す，行きます，という丁寧語がない。敬語，尊敬語はあるんですけれども丁寧語がない。そういう方言

です。いろいろな意味で実は宮古語は面白い方言ですけれども，そういう特徴を持った方言です。私の

解説は以上です。 

 

（大城） 宮古2世の狩俣繁久先生による宮古語の解説でした。狩俣先生，ありがとうございました。

（拍手） 

 続きまして長間三夫さんが『桃太郎』を語ります。 

 

（長間） まーだ んきゃーんぬ ぱなす。んざがらーんどぅ，しゅーとぅ ンまが うーてぃー，し

ゅーや やまんかい，たむぬー とぅイが いき，ンまー，ながりーぬかー いき，キんぬ あろーが 

いキたー。あんそぅがどぅ，ンまが，キんぬ あらいゆーっかー，かーぬ ンみから，うぽーぬ むん

ぬ，どぅっふぁが どぅっふぁ てぃー ながり きしば，ンまー，うりゃー ピそぅい，やーんかい 

ぴーたー。ンまが うぬ むんぬ キさってぃ しーるばどぅ，ふたーつんかい むんぬ ばり，うい

が なかから うぽーぬ びきっヴぁぬ ンまり，しゅーとぅ ンまー，うぬ っふぁん，桃太郎てぃ

ー つきたー っつぁ。。（拍手） 

 ありがとうございます。 

 

（大城） みゃーくふつによる『桃太郎（むむたるー）』でした。次は長間さんとセリックさんお2人

によります「ぱんまいぬぱなす」です。キキふぃーさまち。お聴きください。 

 

（長間） はい。くぬ ぱなっさ，民話― あらんそぅが，50年前ぬ まーんてぃーぬ ぱなす。 

 

（セリック） これは民話ではありませんが，50年前に本当にあった話です。 

 

（長間） うやー，学校ぬ しんしーゆ しゅーてぃーどぅ，ふたンつ あいきーぬ うやーが うー

たー。 

 

（セリック） お父さんが学校の先生で，バツ1のお父さんで。 

 

（長間） 小学4年生ぬ びきっヴぁ うーてぃー。  
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（セリック） 小学4年生の男の子がいて。 

 

（長間） また うやー，みどぅんむ とぅみ，みつぁーイしー くらすたー やーでぃぬ ぱなす。 

 

（セリック） そしてお父さんが新しくお嫁さんを連れてきて，3人で暮らしていた話です。 

 

（長間） うんなぎゃー，しーどぅまい，しんしーまい，やーからどぅ，ぱんまいや むち いキたー 

とぅきゃ だら やー。 

 

（セリック） あのときは先生も生徒も弁当を持って通っていた時代でした。 

 

（長間） うやが， ぱんまいや あき ふぁってぃ しーばどぅ，。 

 

（セリック） お父さんが食べようと弁当を開けたら。 

 

（長間） あがんにゃ，くりゃー んにゃ，ピとぅん ふぁーり ぱんまいや あらんさー てぃ。 

 

（セリック） あれ，これは人が食べられるような弁当ではない。 

 

（長間） うやー，うどぅるきってぃ，あんしーまい ふぁーだかー ならんにば，ふぁいゆいばど

ぅ，。 

 

（セリック） お父さんが驚いて，ですけれども食べないといけないので食べていたら。 

 

（長間） んにゃ，うまんかい っふぁぬ，あびきゃー かイかイ すぐんにゃ きし，。 

 

（セリック） そこに子供が息をはあはあしながら来て。 

 

（長間） おとー，あがいんにゃ，きゅーや んにゃ，まつがいどぅ，おとーがぱんまいゆ むち き

し にゃーん，てぃー ぱんまいゆ とぅらさってぃ しーばどぅ，。 

 

（セリック） 子供が，お父さんごめんなさい，今日はお父さんの弁当を間違えて持ってきてしまった，

と渡そうとしたら。 

 

（長間） うやが，のーてぃーが，っヴぁが ぱんまい，ばが ぱんまい てぃー っヴぁが っしゅ

ーが てぃー。 
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（セリック） お父さんが，何でこれが私の弁当だと分かるのかと聞いたら。 

 

（長間） っふぁぬ，おとー，うぬ かーちゃんが きしーから，ピとぅつキっちゃーんどぅ，どぅー

たーや，ゆぬ ぱんまい やたー。。 

 

（セリック） おとう，この母ちゃんが来てから1カ月だけが同じ弁当だったんです。 

 

（長間） うぬ あたー，ずーってぃ んにゃ，別々なー やたーどー。 

 

（セリック） その後はお父さんの弁当と私の弁当はずっと別々だったんです。 

 

（長間） あんっかー，うやが，とー あらん んにゃ，きゅーや やー いき，やでぃゆんま して

っぃ，うぬ みどぅんむばー やーんかい ぴらし，ふたーイしー くらさ やー てぃー。 

 

（セリック） お父さんが，はいはい，もう分かったんだ。今日は家に行ってお嫁さんを怒鳴って追い

出して2人で暮らそうじゃないか。 

 

（長間） っかー，うまん っふぁぬ，おとー，まいぬ かーちゃんとぅ やでぃゆんむばー んにゃ，

みーかまりゅーいば，おとーが，うぬ かーちゃんぬ，ならーすじょーっつぁ しー いキっかー の

ーしーがてぃー。 

 

（セリック） お父さん，前の母ちゃんとの夫婦げんかを見るのはこりごりですから，今回の嫁さんを

教育していったらどうですかと。 

 

（長間） っかー，うやー んにゃ， キむ のーり，。 

 

（セリック） お父さんが心が落ち着いて。 

 

（長間） やー いきってぃ，みどぅんかい，あまいがまー しー，あー，たまんな，あんしーぬ ぱ

んまいまい じょーとーいら てぃー。 

 

（セリック） お父さんは家に行って自分の嫁さんに，ああ，たまにはそういう弁当もいいんだ，とほ

ほ笑みながら言った。 

 

（長間） みどぅんま，みーとぅ ふっつぅ うぽーうぷ あきってぃ，とぅぬばり うーたー っつ

ぁ。 
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（セリック） 嫁さんは目と口を大きく開けてぼうぜんとしていたそうだ。 

 

（長間） んにゃ，うぬ ながつぁ から，っふぁぬ ぱんまい，うやが ぱんまい，ずーってぃ，ゆ

ぬくたー しー いキたー てぃんだら。 

 

（セリック） 次の日からは，子供の弁当とお父さんの弁当はずっと同じ弁当だった。 

 

（長間） うぬ あんなー，うぬ っふぉーばー んにゃ，うかーすき なり， たかさー しー，ん

にゃ，あまいとぅ ばろーぬ きないや しー いキたー っつぁ。。 

 

（セリック） そして嫁さんがその子供を大変かわいがって，その次は笑顔の絶えない楽しい家庭で暮

らしたそうだ。 

 

（長間） はい。ばんたが ぱなっさ うすき，たんでぃ がー たんでぃ。 

 

（セリック） 私の話は終わりです。（拍手） 

 

（大城） 長間さんとセリックさんによるパンマイぬパナシでした。次は私の方から，宮古島における

方言継承の取り組み，現状，課題などについてお話しさせていただきます。 

 宮古では1年を通してさまざまなイベントが開催されていますが，約900席を有する島で最も大きな

会場で行われる催し物で，チケットが即完売になるという超人気イベントがあります。鳴りとぅゆんみ

ゃーく方言大会です。鳴りとぅゆんとは，鳴り響くという意味です。鳴りとぅゆんみゃーく方言大会。 

 このイベントは宮古島市文化協会が主催するイベントですが，発表者が各地域の島フツ，島言葉でそ

れぞれの思いを語ってくださいます。んまりずま（生まれた島）を大切にしたい，自分の根源を大切に

したいという地域の人々に愛されて，今年21回目を迎えました。ちなみに昨年の最優秀賞受賞者は，

今回一緒にまいりました長間三夫さんです。（拍手） 

 そして今年の優良賞，文化協会長賞は，そのお隣のケナン・セリックさんが受賞しました。（拍手） 

 初の外国人による参加ということで，大変わきました。そして大変素晴らしい発表をしてくださいま

した。セリックさんは今，宮古語のフィールド調査を行っていて，長間さんとコンビを組んで島の各種

イベントで方言漫談を披露し，島をわかせています。宮古島の方言継承活動に新たな火をともしている

お2人です。 

 そのほかにミャークフツカラオケ大会。これは歌謡曲などを方言で歌う催しです。方言で思いを語る

のは大変難しいことですが，すでにある歌詞を方言に変える作業はとても取り組みやすく，年々盛況を

博しています。 

 また注目すべきは宮古地区中学校文化連盟が主催する方言お話パフォーマンス大会です。方言指導の

できる国語科の教師が中心となって取り組んでいますが，まず好きなCMを方言で言ってみようという

ところから始まり，地域の方をゲストティーチャーとして招いて方言指導を受けながら取り組む方言劇
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まで，中学生が興味関心を持ちやすいよう間口を広げつつ，方言による豊かな表現，それと結び付くさ

まざまな文化継承にも取り組んでいて高く評価されています。 

 学校現場では宮古島市立下地中学校の謝敷勝美先生の活動が顕著です。ミャークフツのフツを取って，

毎月22日をミャークフツの日として，国語の授業の冒頭の10分間，方言指導を行っています。またホ

ームルームなどでも方言への興味関心を高めるためにさまざまな取り組みを行っております。謝敷先生

の取り組みに影響を受けて授業で方言を取り上げる教師も少しずつ増えていると聞いています。 

 それから，宮古島といえば下地勇さんという有名な歌手がいます。下地勇さんが方言で歌を歌って，

自分たちの島の言葉に誇りを持つことを若い世代に伝えてくれました。それから宮古方言のスピードラ

ーニングとして各種CDが発売されております。これも若い方たちに大変人気で，若い世代への方言導

入編として広く聴かれています。また方言辞典や方言集なども多く出版されておりまして，記録として

残されているだけではなく，今後の継承活動にも活用していくことと思っています。 

 それから沖縄県は昨年度から10年間，「広げよう！しまくとぅば県民運動」で話せる人を88％まで

増やすことを目標に掲げています。昨年7月から8月にかけて初の全県意識調査を実施し，その結果，

宮古地区は「人と話すときしまくとぅばを主に使う」が全体の22.6％とかなり高いことが分かりまし

た。ちなみに県全体では10％です。島の人の気質，例えば地域ごとの団結力の強さ，愛郷心，そして

日常のさまざまな事象を面白がるという宮古の人たちの気質がこの数字を押し上げる要因になっている

ように思います。 

 しかし小中学校に関していえば，昨年，宮古方言を広める会が実施したアンケートによると「宮古方

言をよく使う」が約10％とかなり低かったのですが，一方，「方言をなくさないようにしたいと思う

か」という問いには約半分が「思う」と答えており，方言を話せなくても継承の大切さは認識している

ようです。それは今後継承活動を進めていく上で大変希望が持てる数字になっています。 

 言葉はその言葉がシャワーのように降り注がれる環境にいなければなかなか身に付きません。方言の

次世代への継承とよくいわれますが，方言継承を考えるとき，次世代は子供たちではなく，方言を話せ

ない私たち親世代なのではないかと思います。私たちが方言を生きたコミュニケーションツールとして

伝えるよう努めてこそ，継承という川幅は広がりを持ち，そして深みを増していくのだと思います。 

 方言を通して島の心をどう伝えていくのか。難しいことではありますが，私たちの祖先が使ってきた

言葉の魅力や価値を正当に評価することで，島を誇りに思え，そして自分自身にも誇りを持てるように

なると思います。 

 またある特定の方言を基準にしてほかの方言の正誤を決めることはできません。「あなたの方言は間

違っている」これは方言継承の障壁になります。寛容な心で方言を聴き，相手が話しやすい環境をつく

ってあげることがとても大切なのではと思います。そして何より，方言を使うことを楽しむことが大切

だと思います。みんなでそれぞれの地域の言葉を，言霊が宿った言葉を子供たちにつないでいきましょ

う。 

 私も十分に話せるわけではないので，方言を話せる方に積極的にこの言葉を掛けていきたいと思いま

す。「宮古の美しい言葉をどうか私に教えてください」。たんでぃありゃー，みゃーくぬ かぎふっつ

ぅ，ばぬんかい，ならーし ふぃーさまち。以上です。（拍手） 
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 次は與那城美和さんに宮古の古謡を歌っていただきますが，その前に狩俣繁久先生にこの歌の解説を

お願いしたいと思います。 

 

（狩俣） これから『マツギガパーヤ』という歌，アーズを歌っていただきます。このタイトルは『松

の木の葉っぱは』というタイトルですけれども，松の木の葉は2つくっついていますね。それは枯れて

落ちた後もずっと2つくっついたままですけれども，その様子を男女の夫婦の関係に歌っているもので

すね。 

 夫婦和合のシンボルとされる琉球松の双葉，その松の双葉はうらやましい限りだ。枯れて落ちるまで

その向き合う形は変わらない。私たち夫婦もいつまでも睦まじく向き合って幸せに暮らしていこう，と

いうものです。 

 歌詞の訳を言いますと，松木の双葉はうらやましいこと。枯れて落ちるまで向き合ったまま。私たち

もこの世がある限り向き合って暮らしていこうよ，という歌詞です。宮古のアーズはアカペラで楽器な

しで歌うことも多いですけれども，今日はそういう趣向でお願いいたします。 

 

（大城） それでは與那城美和さんです。お聴きください。 

 

（與那城） サーヨーイー，松木
まつぎ

が 葉
ぱー

や。 羨
そぅんざ

ぎ むぬ よー，枯
か

り 落
う

てぃイきゃまい，まウき

ゃどぅ うりよーイー，私達
ばんた

ゆまい，まーん。みゃーくとぅ なぎ，まウきゃどぅ そぅーでぃ よー。

ありがとうございました。（拍手） 

 

（大城） 與那城美和さんでした。ちなみにちょっとだけご紹介させていただきます。與那城さんが今

お召しのこの着物は宮古上布です。宮古島の誇れる伝統工芸品の宮古上布です。ありがとうございまし

た。 

 

（長間） はい。んにゃ，うすき しーどぅ，ばんたが みゃーくぬ ぱなっさうわり。たんでぃ が

ー たんでぃ，とー。（拍手） 

 

（司会） どうもありがとうございました。さまざまなところでさまざまな言葉があるということがす

ごくよく分かりました。日本語の中でもいろいろあるということ，それで私たちも分からないんですけ

ど，分からないからこそ多様な文化があるのかなと私は思いました。 
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沖縄本島 

 

 

（茂手木） それでは今日の最後になりますが，沖縄にいきます。だんだん上がってきま

して，沖縄の方にいきますので。沖縄の 3 人，よろしいでしょうか。はい。それでは沖縄

語の方の 3 人に登場してもらいます。よろしくお願いします。（拍手） 

 

（仲原） はい。皆さん，こんにちは。沖縄本島中南部の言葉が沖縄語，あるいはその周

辺の島々の言葉も含みますが，沖縄語でして，その代表として 3 人で来ました。よろしく

お願いします。（拍手） 

 じゃあ，お 2 人はお座りいただいて，まず最初に私，仲原の方から，今からこの後ろに

映し出す『桃太郎』の沖縄語バージョンの特徴について少しお話をします。 

＜スライド＞ 

 これは皆さんのページだと 4 ページにあると思うんですが，スライドを見ながら見てい

ただいて構いません。私が今からお話しすることは，13 ページに書いてあることです。ま

ず沖縄語の特徴は，先ほど与那国で母音が 3 つしかないというお話がありましたけれども，

基本的に沖縄語も 3 つの母音，ア，イ，ウが非常に多いです。それはエ段がイ段になり，

オ段がウ段になるという特徴があるからです。 

 ですから，ワラビが，これですね。ウヌワラビナカイの「ワラビ」というのは，ワラベ

の「ベ」が「ビ」になっているという状況です。それから，トコロ。アルトゥクルナカイ，

というところに，トコロがトゥクルになっていますよね。これはオ段がウ段になるという

特徴があるからです。エ段がイ段になり，オ段がウ段になる。ですから，アイウエオのエ

がイ，オがウになるので，アとイとウが非常に多くて，それがベースになっているという

ことです。 

 ただしエとオがまったくないわけではなくて，長い母音のエー，長い母音のオー，とい

うのは時々聞かれますし，それは母音が連続して 2 つくっついて，例えば，お前，が，オ

メーと変化する日本のあちこちの方言があるように，その変化が沖縄語にも起きて，エー

という母音，オーという母音はあります。それから，スとズとツがシとジとチになる特徴

があるので，最後の「名を付けました」の，付けました，付け，が「チキ」というふうに，

ツがチになるという特徴もあります。 

 これが基本的な母音の特徴ですが，子音も少し変化が進んでおりまして，キがチになる，

カキクケコの「キ」ですね。キが規則的にチに変化しますので，例えば，着物を洗ってい

ました，というところで，チンアライガイチャビタンの「チン」というのは着物のことで

すが，キヌが変化してチンになっているんですね。キがチになっているという特徴があり

ます。 

 それから沖縄語の音の特徴で，ほかの琉球語の中の，琉球全体の中でも沖縄語の最も顕

著な特徴が，ヤ行とワ行，それから，ンの前にツに似た音のアーとか，ッアーとか，ウン

のような音があることです。例えば家のことはヤーと言うんですが，お前のことは，ッヤ
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ー，のように，出だしがのどが詰まるような，のどを緊張させるような音があるのが特徴

です。先ほど似た音が与那国語でも出てきましたけれども，この沖縄語では半母音とか，

ンの後に出てくるのが特徴的ですね。それ以外にも，ンになりやすいという説明も書いて

ありますので後でお読みください。 

 次に文の特徴ですが，生まれました，が，ウマリヤビタンというふうに，生まれました，

ウマリヤビタンの「ヤビタン」ですが，このヤビーンという言葉は「ます」に当たる言葉

ですね。丁寧な言葉になるんですけど，このヤビーンという言葉は「はべり」から変化し

た言葉ですが，日本語の「はべり」は平安時代にたくさん使われているんですが，その後

消えていく言葉ですね。それが変化した形で沖縄語では使われているということになりま

す。 

 最後に単語の特徴についてお話しします。おじいさんのことをタンメー，おばあさんの

ことをッメーというふうに，ッメーの前に書いてある「ッ」ものどを詰める音で，ッメー

のようになる音ですが，この，おじいさん，おばあさんを，タンメー，ッメーと言うのは

士族の系統の，琉球王国時代に士族の一族だった人たちの使う単語でして，琉球王国時代

に一般の平民の人々の言葉では，おじいさんはウスメ，おばあさんはハーメー，のように

区別しています。 

 しかし現在はもう身分差がなくなりましたので，本来こういう差はなさそうですが，か

つての出自というか，そういうものを意識して，今もそういう士族系統の家柄，その出自

を持つ人々はこの単語を使うということで，タンメー，ッメーという言葉を使っておりま

す。 

 最後に表現ですが，桃が川を流れてくるというときに，ウンブイコウブイ，どんぶらこ，

どんぶらこ，とあるんですが，これは，やや重いものがよたよた動くさまを表すもので，

桃が浮いたり沈んだりしているという重みのある表現になります。こういう重ねる言葉を

畳語と言うんですが，そういう重ね言葉が多いのも沖縄語の特徴です。 

 では実際にこれから『桃太郎』を聴いていただきますが，今日来たお 2 人は NPO 法人う

ちなーぐちふぃるみーるじんみんのくわいという，日本語風に言うと沖縄語を普及させる

人々の集まり，みたいな形ですが，そこの中心メンバーのお 2 人に来ていただいています。

『桃太郎』を披露してくださるのは国吉朝政さんです。よろしくお願いします。 

 

（国吉） ナバ，ナカハラシンシカラフィチャーサッタル，国吉朝政ンディイシヤイビー

ン。ウチナーカラチャービタン。チューヤナマカラ，『桃
ムム

太郎
タ ル ー

』ンディルンカシムヌガタ

イ，ウンヌキャビーレー，ウンヌカティ，クィミソーリ。 

 ンカシンカシ，アルトゥクルナカイ，タンメートゥ，ッンメーガヲゥイビータン。タン

メーヤ，ヤマカイ，タムントゥイガ。ッメーヤ，カーランカイ，チンアライガ，イチャビ

タ。ッンメーガ，チンアラトータクトゥ，カーラヌイームティカラ，イッペーマギサルム

ムヌ，ウンブイコーブイッシ，ナガリティ，チャービタン。 

 ッンメーヤ，ウヌムムフィッティ，ヤーンカイケーイビタン。ッンメーガ，ムムワラン

ディサクトゥ，ムムヌターチンカイワリティ，ナーカカラダッテーンヌイキグヮンヌッン

マリヤビタン。タンメートゥ，ッメーヤ，ウヌワラビナカイ，ムムタルーンディ，ナーチ
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キヤビタン。トーワンハナシェーウッサヤイビーン。ニフェーデービル。（拍手） 

 

（仲原） では続きまして，沖縄語の現状について善平朝信さんからお話しいただきます。 

 

（善平） 沖縄語，うちなーぐち普及協会のメンバーの 1 人，善平朝信です。PowerPoint

で 10 項目ぐらい，私どもがやっている活動を簡単にご紹介させていただきます。 

 うちなーぐちの歴史ですが，1429 年に琉球王国が成立します。いろいろありまして 1919

年ごろ，方言札のことが始まります。同化政策がスタートします。そこからうちなーぐち

の歴史が少しゆがんできます。それから太平洋戦争を挟んで方言札が全県的に，普及した

と言うとちょっと語弊があるんですが，広がります。 

 そのときに太平洋戦争に負けましてアメリカの統治下に入るわけですが，文献によると

小学校で 1953 年まで，英語教育をしようじゃないかという話があったみたいです。諸般の

都合で日本語教育の方向に向かいました。そして 1972 年に本土復帰を迎えます。その前後

から，カタヤビラ，お話ししましょう大会，いろいろな地域の方言辞典の発行，うちなー

ぐちの運動が盛んになってきます。 

 それから 2001 年に NHK のテレビドラマ『ちゅらさん』が全国放映になりまして，沖縄が

一躍有名になります。それから先ほども紹介があったんですが，2006 年にしまくとぅばの

日が県条例に制定されます。 

 現在，しまくとぅばの使用頻度ですが，ちょっと琉球新報社の意識調査は古いんですが，

2001 年が「話せる」が 55％，それから 2011 年，10 年後，「話せる」が 44％。現在では仲

原先生の話によると 35％ぐらいじゃないかという状況です。これを年齢別に見ますと，当

然若い人ほど話せなくなっているという年齢別の割合です。 

 それからしまくとぅばの日。これは沖縄の言葉で「クトゥバ」をもじって 9 月 18 日をし

まくとぅばの日に定めました。これは実は私ども沖縄普及協議会が提唱しまして，その翌

年に県議会で条例として制定されております。 

 そのせいだけじゃなくて，そのしまくとぅばの日の 9 月 18 日には県下で県民の大会とか

市町村大会とか，いろいろな大会が今たくさん催されております。これは今日いらっしゃ

る国吉さんが指導している子供たちの発表場面です。城西小学校でしまくとぅばを指導し

ていますが，その発表状況です。それからマスコミにも最近非常に登載になりまして，し

まくとぅばの継承のシンポジウムとか，琉球諸語を第 2 公用語にしてくださいと県議会に

訴えるとか，いろいろな動きが出ております。 

 画期的なことは，沖縄タイムスがしまくとぅばの 9 月 18 日におそらく初めて社説として

うちなーぐちで登載してくれたと。私は個人的には，それ以前は社説でうちなーぐちとい

うのは聞いたことがありません。画期的なことだと思います。 

 いろいろな表記法とか，今いろいろな問題を抱えているんですが，ヒガさんという方が

サンブン運動を個人的になさっております。しっかりしたうちなーぐちの文法，しっかり

した表記法を残さないとうちなーぐちは残らないよという主張をされております。私も個

人的には大賛成です。 

 それから私どもうちなーぐち普及協議会では，うちなーぐち新聞，もう本当にうちなー

ぐちで書いた新聞を年 4 回発行しております。4 ページ構成ですが，最後の 4 ページには
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子供向けのこういった，この号は「ハエとスズメ」という，これをうちなーぐちに書き換

えまして，子供たちにもそういった動機付けをしているつもりです。 

 今年の 3 月だったと思うんですが，大人の人が子供たちに教える教材として，この教材

を使って子供たちに教えてくださいと。楽しいうちなーぐちということで，子供たちに分

かりやすく編集しているつもりです。 

 しまくとぅばの課題と方向ですが，これはあくまでも私個人的な意見です。ご了承くだ

さい。いまさっき仲原先生から，日本語で表記できない「ツ」の音とか，そういったもの

がいろいろあるんですが，もともと琉球には文字がありませんでした。そして集落の数だ

け言葉があります。全部継承するのは現実的に少し厳しいんじゃないかと思います。同じ

ように，表記法がまだ固まってないと。いろいろな学者の先生がおられまして，1 つにま

とめられるかどうか分かりませんが，表記法で今少しこれをしております。独特の音韻は

共通語で表記できません。そういうこともあります。 

 今後の解決策，あくまで個人的な意見ですが，漢字と平仮名を基本として沖縄語を表記

していった方がいいんじゃないかと思います。そしてしまくとぅばというのは集落の数だ

けありますので，物理的に継承はとても難しいと私は考えております。従って，今ユネス

コが認めている沖縄語，国頭語，宮古，八重山，与那国，この言葉を中心に少し残してい

けたらと思っております。 

 まとめですが，生活の場で使わない言語は消滅する。皆さん，方言を使いましょう。ご

清聴ありがとうございます。チチクィンソーチ，イッペーニフェーデービル。 

 

（茂手木） ドーモヨーイ。終わりました。ありがとうございました。（拍手） 

 

（仲原） はい。非常に八丈語もにわかですが覚えて使っていましたね。いくつか個人的

な見解も含まれていましたが，沖縄語以外の話もちょっと入っていましたが，一応今の現

状です。 

 残りの時間に皆さんに，後ろの資料の 25 ページから 30 ページまで，資料として『北風

と太陽』という有名なお話があります。そのお話を沖縄語に翻訳したものをちょっとご披

露したいと思うんですけれども，すみません，ちょっと綴り方があまりよくなくて前後が

間違っていたり，同じページが 2 枚入っていたりしておかしなところがあるんですけれど

も，私どもの手違いで，共通語の方の訳を見ていただければ分かると思いますので後でご

覧ください。雰囲気で，たぶん頭にかぶっているものでどちらが太陽でどちらが北風かが

分かると思うのでそれでお願いします。 

 ちなみに先ほど説明するのを忘れましたが，先ほど善平さんのご発表の中で方言札とい

うのが出てきていましたし，伊奈かっぺいさんのご講演の中にも方言札というのがありま

した。クラスの中でそういう伝統地域言語を話したら，あなたは方言を話したということ

で首に札を掛ける。その札に方言札と書いたり，地域によっては，私は方言を使いました

というようなことが書いてあるところがあるようですけれども，最後に持っている人が罰

を受けるというようなことで，友達同士で要するに探偵のようにしゃべるやつを見つけて，

お前しゃべっただろうと言って掛けていくのが方言札です。ですから，クラス内は少しぎ

すぎすした感じになっていたということです。 
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 はい，じゃあ，これからちょうどいい時間ですから，ニシカジ，違う，『北風と太陽』。

ニシカジと言ってしまいました。『北風と太陽』についてお話しします。ではタイトル『ニ

シカジトティーダ』。 

 ワッターヤ，ウチナーカラユシリヤビタル。ウチナーグチ，ミッチャイグミナトーイビ

ーン。ナマカラ，ニシカジトゥ，ティーダンディルムヌガタイ，ウヌキヤビーン。 

 

（太陽） アイ，ニシカジヤアラニ。チャーガンジューソーティー，ナー，イチニンナイ

サヤー。フェームンヤッサヤー。 

 

（北風） アイ，イャーン，チャーガンジューヤティー。アンシ，チチヒヌタチュシェー，

フェームンヤー。イェー，ワッタヤー，メーニン，イチャルカージ，ワーガルチューバー

ヤルンディチ。ジマンビケーンソーテークトゥ，ディー，チューヤ，ターガ，チューバー

ヤガ，スーブシンダナ。 

 

（太陽） ヤッサーヤー。ナママディ，クチビケーンヌスーブッシチェークトゥ，ジフィ，

シンダナ。 

 

（北風） ティーダートゥニシカジェー，スーブ，スルクトンカイ，ナイビタン。アンサ

クトー，チョードゥ，ウマンカイ，タビンチュガ，アッチッチャービタン。 

 

（太陽） ディー，アマカラタビンチュガアッチチュークトゥ，アリガ，チチョールフィ

ーター，ターガハジラシユースガ，スーブスミ。 

 

（北風） ウレー，ヰーカンゲーヤサ。チューネー，ターガ，チューバーヤガ，ワカイン

テー，トー，ワーカラ，ハジミーンドー。 

 

（太陽）アンシニシカジェーダテーンイーチ，ワタンカイ，タミティカラ，チュバチナカ

イ，フチクヮーサビタン。ニシカジヌ，チュージューク，フチクワースンシンデー，タビ

ンチュヤ，フィーター，チュージューク，フィチャーチッンジ，ハジラスクトーナイビラ

ン。 

 ウヌアタイグヮーヤ，ンディ，ナーフィン，イジナティ，アルウッサヌ，チカラッシ，

フチクヮーサビタシガ，チャーン，ナイビランタン。 

 

（北風） アイエーナー，ヲゥタトーッサー，ヌーガクヌタビンチュヤ，アンシ，チュー

バーヤル。ワーガーチャーンナラン，トー，ティダヨー，クンドー，イャーバンヤサ。 

 

（太陽） イェー，ナー，ワビドゥヤリー。チカラビケンシェー，カタランドー。カンシ

ドゥスンドー，トーンチョーキヨー。 
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（北風） ティーダーアンイーガチ，ヤファヤファートゥ，ワレカントーティ。タビンチ

ュンカインカティ，ティラシ，ハジミヤビタン。アンサクトウ，ナママディ，チュージュ

ークフィーター，フィチャーチョータル，タビンチュヤ，シデーニ，ヌクバーティ，チャ

ービタン。 

 ユードゥサクトゥ，クンドー，アシカゼハジミティ，クヌアチサネーチャーンナラン，

ナティ，チチョール，フィーター，ヌジャビタン。 

 

（太陽） ヲゥカサッサー，ワーガアンシチカライッティ，フチクヮーチンハジランシガ，

イャーガワレーカンティ。フィチャタルウッサシ，ハジティネーランサ。 

 

（北風） チカラビケンシェー，カタランドー，チカラサーニ，ウスランディシーネー。

ユヌチカラナティ，ハンチゲーリティチュークトゥ。ナダヤシクシーネー，ムヌグトー，

ヰーアンベー，イチュサ。 

 

（太陽） トー，ワーガマキトサ。チューヤ，テーシチナクトゥ，ナラーチトゥラチ，ニ

フェーヤタンドー。 

 

（北風） クリッシ，クヌ，ムヌガタエー，ウワイビーシガ，ムヌガタイニンアタル，ト

ゥーイ，チカラシェー，ユヌナカー，マシェーナイビランクトゥ，シナサキ，ムッチ，ヰ

ーユヌナカチュクティイチャビラ。 

 

（太陽） ウワイマディ，ウチチクィミソーチ，イッペー，ニフェーデービル。（拍手） 

 

（司会） ありがとうございます。沖縄語によるイソップの物語でした。初めて聞きまし

た。それでは今日のプログラムはこれで一応終わりです。 
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国頭（与論島） 

 

 

（茂手木） おはようございます。今日は寒いですね。島言葉で，けいは，さむきゃのう，

凍えるわのうと言います。司会は引き続き教育委員会の茂手木が担当します。よろしくお

願いします。（拍手） 

 今日の順番はですね，最初に国頭語，与論の方々がおみえになっています。国頭語の発

表，その次が奄美，鹿児島県になりますが，奄美の発表。それから 3 番目が北海道の平取

のアイヌの方々の発表があります。そして最後，わいらが八丈の発表ですので，よろしく

お願いしたいと思います。 

 そして休憩を挟んだ後，パネルディスカッションに移ります。若手のパネラー4 人と司

会の木部先生が，パネルディスカッションということで 1 時間ほどやります。その前に今

日はスペシャルゲストで八戸から柾谷さんという方がおみえになって，東日本大震災の後

の現状とか，それから宮沢賢治の『雨ニモマケズ』を南部弁で語ってもらいます。それか

ら最後が閉会行事ということで，一応 12 時半を目標に頑張っていきたいと思いますので，

今日は半日よろしくお願いします。（拍手） 

 それではトップバッターですが国頭語，沖縄本島の北部，それから与論島とか鹿児島県，

もうあそこで県境があるんですけど，話しているのは国頭語というジャンルに入っていま

す。それでいくつかの離島もありますが，そういうことで国頭語と。今日は先ほど言いま

したように，与論の方々がおみえになっています。ユネスコでは国頭はやっぱり危険な状

態，八丈島と同じようなランクに入っています。それではここで国頭語を話す与論の方々

に，登場してもらいます。よろしくお願いします。（拍手） 

 

（菊） 皆さま，おはようございます。与論がトップバッターを務めさせていただきます。

私たちの今日の発表は，主に与論での継承活動報告を中心にさせていただきますが，まず

は簡単に自己紹介を始めます。30 秒ほど，まず共通語で言います。そしてその後，それを

与論の言葉に直しますので，よくお聞きください。みんな集落も違いますので，イントネ

ーションもたぶんちょっと違ってくると思います。じゃあ，私から始めます。 

 私は菊秀史と申します。与論の人は名前を 2 つ持っております。私の与論名は，トゥク

と言います。こちら八丈島には 3 年前にも方言講座で来させていただいて，島の方に大変

お世話になりましたが，また来ることができて大変うれしく思っています。これを与論の

言葉で言ってみたいと思います。わなー，菊秀史ちゃーびゅん。ゆんぬぬぴちゅは，なー

たーちむっちゅやびゅん。わーやーなーや，トゥクちゃーびゅん。ふまかてゃー，ゆふぁ

ーなてぃん，方言講座ぬふとぅし，ふーさちむろーてぃ，しっかいしまぬぴちゅなん，み

ったんぐやっけーないびたしが，また，くーらりてぃ，いしょーしゃいびゅい。（拍手） 

 

（町岡） 続きまして私は町岡光弘です。与論名では，マニュと言います。このサミット

に来られて大変感動している 1 人であります。開催までご尽力された八丈島の皆様，文化
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庁，国語国語研究所の方々など，すべての参加した方々に，心から感謝申し上げ，自己紹

介とさせていただきます。またいつか与論にも来てください。わーなーや，町岡光弘えー

びゅん。やーなーや，マニュうどー，このサミットかてぃくーらりてぃ，しっかい感動し

ゃーびたん。にゃまんたーな，くんぱてぃわーちゃる八丈島ぬぴちゅんちゃー，うりから

文化庁，国立国語研究所ぬぴちゅんちゃーなど，むーるかてぃ，しっかいくくるから，と

ーとぅがなしと言います。みっしーく，とーとぅがなし。いっちいかまた，ゆんぬかてぃ，

わーちたばーりょー。（拍手） 

 

（岩下） 私の名前は岩下朝恵です。与論名は，マグです。私は 28 年ぶりにふるさとの与

論に戻り，教員の仕事ができてとてもうれしく思っています。今回私の大切なユンヌフト

ゥバが縁で，このすてきな八丈島に来ることができて，そして何より皆さんにお会いする

ことができて，本当にうれしく思っています。わーなーや，岩下朝恵ちゃーびゅん。ユン

ヌなーや，マグちゃーびゅん。わなー28 年ぶりし，うまりじまユンヌかてぃむでぃてぃき

ち，教員ぬしぐとぅしらりてぃしっかいいしょーしゃいどー。ふぬたびゃーまた，わー，

たからむぬぬのユンヌフトゥバぬ縁し，ふぬゆかしま，八丈島かてぃくーらりてぃ，また

ぬっちちゃんちん，うれーたーかてぃ，いちょーりてぃ，みったんいしょーしゃいどー。

とーとぅがなし。（拍手） 

 

（中園） けそー，めっかりもーさん。鉄砲伝来とロケットの島，種子島で育った与論小

学校校長の中園と申します。ちょっと流れが変わりますが，お許しください。昨夜の懇親

会で，私がめっかりもーさんと言ったら，唯一 1 人だけめっかりもーさんという言葉を返

してくださった木部先生がおりました。私の中でスイッチが入って，寝床の中に入ってか

ら種子島弁が，これまで忘れていた種子島弁がですね，すっごく沸き上がってきたわけで

す。ふるさとを忘れていたのかなという反省もかねて，ちょっと「おはようございます。

夕べは布団の中に入ってから，種子島の言葉が泉のようにわいてきました」ということを，

種子島弁でしゃべらせてください。 

 けそー，めっかりもーさん。夕べはやあ，寝床の中に入っちから，種子島の言葉がめっ

ぽうわいちきて，自分じゃ，たまがったや。終わります。（拍手） 

 

（菊） 自己紹介が終わりました。それでは次は与論の言葉の特徴を言いたいと思うんで

すが，資料の 5 ページと 14 ページ，5 ページが『桃太郎』です。14 ページが解説の方にな

っていますが，先に 14 ページの方をお開きいただきたいと思います。この『桃太郎』の話

にのっとってということですので，関係ある言葉を抜き出してご説明したいと思うんです

が，与論島の言葉も沖縄とほぼ一緒で，母音が「あいう」になります。「え」と「お」も，

ないわけではありませんが，それはまた追ってご説明いたしますけれども，例えば「え」

の段が「い」の段に変わる，「お」の段が「う」の段に変わるというのが，「川が流れて」

というのがありますかね。真ん中あたりの右です。 

 「どんぶらこ，どんぶらこ，流れてきました」の「流れて」は，「れ」が「り」に変わる

と。「て」は「てぃ」に変わります。「え」の段が「い」の段に変わるということです。そ

れから「桃が 2 つに割れて」も，「れ」が「り」になって，「て」が「てぃ」になりますか
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ら，「桃が 2 つに割れて」は「割りてぃ」になりますよということです。そして「お」の段

が「う」の段になるというのは，「あるところに」，「あるところ」は，「と」は「つ」じゃ

なくて「とぅ」になりますね。ですから「あるところ」は，「あるとぅくる」というふうに

変わりますよということです。 

 例えば「え」は昨日も沖縄本島の方で説明がありましたが，「まえ」（MAE）の，「AE（あ

え）」のところは「えー」（E
―

）になりますから，「前後ろ」の「前」は「めー」になります

し，それから稲の苗（NAE）なんかは，「ねー」になります。そういうふうに，一応「え」

の段もあります。音変化した形です。それから「えお」（EO），「あお」（AO）とかはまた「お

ー」（O
―

）に変わりますので，そういう意味では「え」とか「お」もありますけど，基本的

には「あいういう」になりますよということです。 

 それからもう 1 つは，上から 4 行でしょうか。右側に「洗濯に行きました」の「行きま

した」で，ご説明しますけれども，共通語だと自分が行ったことも人が行ったことを，ま

た聞き手に説明することきに，みんな「行きました」で説明できますが，与論の場合は例

えば「私は昨日，川に洗濯に行きました」だったら，「いきゃーびたん」と言います。ある

いはおばあさんが洗濯に行った事実だけを言うときも，「行きゃーびたん」と言いますが，

例えば先生が昨日川に洗濯に行ったことを，私がここにいる人に，「先生は昨日，川に行き

ましたよ」ということを報告するときの「行きました」は，「いきゃーびゅーたん」と言い

ます。「いきゃーびたん」ではないんです。 

 報告をするときには，「いきゃーびゅーたん」，この使い分けが必要です。この使い分け

ができないと，与論では話がかみ合いません。このあたりがちょっと特徴的なところです。

それでは，そういうのを見ていただきながら，『桃太郎』の方を先生にユンヌフトゥバで言

っていただきます。お願いします。 

 

（町岡） それでは始めます。「むっかーしむっかーし あるとぅくるない，うぷとぅぱー

ぱーが，ういやびたん。うぷぁ，山かてぃ草はいんにゃ，ぱーぱーや川かてぃ洗濯しんに

ゃ，いきゃーびたん。ぱーぱーが洗濯しちゅたくたー，川ぬういたんこうから，うっぴー

かしゅるむむぬ，どんぶらこ，どんぶらこちち，ながりてぃきっちゅうさ。ぱーぱーや，

うぬむむんちゃぴゅうてぃ，やーかてぃむでぃてぃきちてゅーさ。ぱーぱーが，むむんち

ゃー，うしきちゃくたー，むむやたーちかてぃわりてぃ，なーからうっぴーしゃしゅる，

ういがぬくゎーが，生まれてきちてゅーさ。うぷとぅぱーぱーや，うぬくゎーないむむ太

郎ちゅるなーちきてぃてゅーさ」。以上です。とーとぅがなし（拍手） 

 

（菊） それでは岩下先生に，今現在の与論小学校における与論の言葉の継承活動を報告

していただきます。 

 

（岩下） では与論島の大切な宝物，ユンヌフトゥバ学習ということで与論小学校の取り

組みを紹介します。本校は創立 139 年を迎え，児童 88 人が毎日元気に学んでいます。本校

のユンヌフトゥバ学習は，菊さんがきっかけを作ってくださり，平成 17 年度から始まりま
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した。現在は総合的な学習や創意の時間を使い，各学年年間 10 時間の学習をしております。

低学年は日常生活に身近な単語を中心に，中学年は 4 つの基本文型を中心に，高学年は学

習発表会に向けてのユンヌフトゥバ劇を中心に学習しております。 

 毎時間の学習の最初には PTA 研修部が作成したユンヌフトゥバかるたと，町の教育委員

会が作成したユンヌフトゥバことわざカレンダーを朗誦しています。12 月と 1 月はユンヌ

フトゥバかるた大会の練習および，大会を実施しています。低学年の年間計画と 5 月の学

習指導案です。中学年の年間計画と，6 月の学習指導案です。高学年の年間計画と学習指

導案になります。授業の最初に朗誦している，ことわざカレンダーです。各学年 5 つずつ

抜き出して黒板に張り出して子供たちに読ませています。 

 学習の系統性として，こども園ではユンヌフトゥバを特色ある保育として，日常の中で

使用したり，ことわざカレンダーの朗誦などを行ったりしております。与論小以外の 2 つ

の小学校では，町で指定している毎月 18 日のユンヌフトゥバの日に，ことわざカレンダー

の朗誦を中心に取り組んでいます。また町唯一の与論中学校では，総合的な学習の中の，

ユンヌ学という中にユンヌフトゥバを位置付けて，各学年ごとの取り組みを行っています。

ユンヌフトゥバを学習する意義として，まず郷土に愛着と誇りを持つことです。戦後与論

島では共通語の励行と方言禁止の教育が行われ，方言は悪いものという意識を植えつける

ことになったようです。そのことの意識の変換を図る意味もあります。 

 次にふるさと与論の文化の伝承を行うこと，そして与論小の校訓，至誠の中に込められ

ている誠の心，島の心，与論島が大切にしている親，祖先への尊敬の気持ちを受け継ぐこ

とです。また現在は多言語の時代といわれています。ユンヌフトゥバを 1 つの言語として

とらえ，共通語，英語，ユンヌフトゥバを話せるトリリンガルを目指すことが挙げられま

す。そしてふるさとの言語に誇りを持つことで，生きる力につながる自己の確立を目指し

ます。 

 最後に学習を通して島に存在する話者の温存育成を目指します。与論小のユンヌフトゥ

バ学習を支える教材，教具などを紹介します。1 つ目に最初に紹介した年間 10 時間の学習

計画です。これまでの職員たちが作り上げてきた，毎時間の学習計画です。現在も実施し

ながら見直し，改善を重ねています。赴任してきた，どの職員も使いやすい学習計画にす

ることが，大事なポイントだと考えています。学習の際は黒板に「目指せトリリンガル」

と，「与論島の大切な宝物，ユンヌフトゥバ」という大きなカードを掲示し，学習の意欲づ

けをしています。 

 2 つ目に，低学年を中心に毎時間の学習で使用する，たくさんの単語カードがあります。

これらのカード類は，これまでの職員たちが作成してこられたものです。感謝の気持ちを

込めて大切に使いながら工夫，改善を行っています。3 つ目は廊下の掲示物です。低学年

の子供たちが学習したことを，常に確かめられるようにしてあります。共通語の下にユン

ヌフトゥバのカードを重ねてめくって，答えを確かめられるように作ってあります。 

 ４つ目に毎月の学習日に実施している，ユンヌフトゥバ音読カードがあります。これは

各家庭に持ち帰るのですが，学習と保護者をつなぐことと，集落ごとや各家庭ごとに微妙

に違う発音や，言葉の違いを認識した上で，各家庭のユンヌフトゥバを習得することを目

指しています。保護者も一緒に練習している様子などが，感想として記されています。5

つ目に PTA 研修部が作成したユンヌフトゥバかるたがあります。80 首の中には日常会話や
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親，祖先の教え，だじゃれなど，ユンヌフトゥバを通して学びたいものや残したいものが，

バランスよく盛り込まれています。 

 今年度はまた 50 首を選定し，上の句と下の句に分け，本格的なかるた遊びができるもの

にバージョンアップしています。作成委員会の会議の中で PTA 役員たちを中心に，委員の

保護者たちがユンヌフトゥバへの思いを深めていくことにも，私は大きな意義を感じてお

ります。このかるたはロビーに置いてあるので，ご覧ください。まだ，出来たてほやほや

です。なお，各地域に 1 セットずつ差し上げたいと思っております。後ほどお配りします

ので，どうぞお受け取りください。 

 6 つ目に，先ほど紹介したユンヌフトゥバかるたの朗読 CD です。これまでにあった朗読

CD を，より使いやすく親しみやすくするために，今年度は作成し直しました。授業や給食

時間に活用しています。「あっ，私のお父さんの声」だ，「誰々さんのお父さんの声だね」

と，子供たちはうれしそうに聴いてくれています。7 つ目に，学習を支える心強い存在の

菊さんがいらっしゃいます。ユンヌフトゥバが話せない職員たちにとっては，なくてはな

らない存在です。 

 また常に子供たちを褒めて，温かく見守ってくださる存在です。今後は菊さん以外にも，

人数を増やすことが課題です。8 つ目に，学習発表会で披露している全校児童と職員によ

る島唄や，伴奏の三味線，5 年生のユンヌフトゥバ劇があります。保護者や地域の方々に，

子供たちの学習の成果を披露することと，その子供たちの姿を通して，ユンヌフトゥバの

大切さを共有し合う場だと考えています。 

 ９つ目に，トートゥガナシのカードの掲示です。与論では「ありがとう」より，「トート

ゥガナシ」の方がなじみ深いです。そのため，子供たちにもしっかり身に付けさせたいと

考え，校舎のあちこちに掲示をして，どんどん使うことを呼びかけています。10 番目に，

簡単な言葉を学校生活の中にも取り入れています。授業開始や終わりの際に，どの学年も

号令として大きな声で教師ともに唱えています。11 番目に，交通教室や避難訓練などの行

事の際のあいさつも，全校でトートゥガナシを取り入れています。実際に地域社会の中で

使っていくことで，当たり前の言葉として子供たちの中に根付いていってほしいと願って

います。 

 12 番目に，11 月に行われている地域の高齢者の方々とのふれあい交流会と，1 月の授業

参観時のユンヌフトゥバかるた大会があります。発音や言葉の違いを実感するとともに，

子供たちと大事な話者である地域の大人とをつなぐ，大切な機会であると考えています。

13 番目に，今年度から使用している教育委員会作成の与論のことわざがあります。誠の心

を学習の中で学ぶ，大切な資料となっております。 

 14 番目に，デジタル教材があります。ユンヌフトゥバが話せない児童や，職員たちの授

業を補助するために作成しました。写真をクリックすると音声が聞けるようになっていて，

グループ学習の中で，また授業外で子供たちが楽しく学べるようになっています。15 番目

に，バイリンガル認定証というのがあります。全児童からユンヌフトゥバと共通語を見事

に使いこなしているバイリンガルの人々を，家族や親戚，それから近所の大人たちの中か

ら探して名前を挙げてもらい，全員に与論小学校からバイリンガル認定証を差し上げまし

た。校長先生が作ってくださったんです。 

 現在約 300 名のリストが出来上がっています。子供たちがバイリンガルとして尊敬する
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ことで，ユンヌフトゥバに対しての大人たちの意識が変わります。またリストアップを通

して話者の実態把握ができるとともに，温存育成につながります。今後も随時リストアッ

プは行っていきます。最後にこれまでの取り組みの成果と課題を述べます。1 つ，教育課

程に位置付けたことにより，すべての子供にユンヌフトゥバ学習の時間が保証され，確実

に話者が育っています。 

 2 つ，保護者や地域の方々のユンヌフトゥバに対する意識が高まり，かるたのバージョ

ンアップをはじめとする，ユンヌフトゥバを残そうとする行動につながっています。3 つ，

今後の大きな課題はゲストティーチャーを増やしていくことです。４つ，学習を行う教師

を支える教材の開発です。それから私が急遽勝手に 1 つ付け足します。昨日の伊奈かっぺ

いさんの講演でありました。面白おかしく，そして楽しく学べる工夫もしていきたいと思

いました。まだまだ課題の多い与論小学校のユンヌフトゥバ学習ですが，「目指せトリリン

ガル」の合言葉のもと，地に足の着いた息の長い学習になるように，今後も楽しく学習に

取り組んでいきたいと思います。以上で報告の方を終わります。ミッシークトートゥガナ

シ。 

 

（菊） ありがとうございました。皆さん与論島は，本気で，40 年ほど前の与論島の状況

は，子供から，幼稚園生ぐらいからお年寄りまでのほとんどの島民が，以前はバイリンガ

ル状態でした。あの状態に本気で戻そうとしております。この言語の継承というのは時間

との勝負があるものですから，ちんたらちんたらという，言葉は悪いですけれども，これ

ではなくなっていく方が早いです。活動して復興するのと，なくなるのとの勝負ですから，

やっぱりここに集っていらっしゃる方々は方言継承の思いの強い方々ですので，全国 8 地

域指定されましたけど，この 8 という数字，8 地域，そして八戸の方もおみえですね。 

 そしてこの八丈島の 60 周年記念というこの会場で，しかも昨日も言いましたけど，この

8 という照明の下でこうして同じ思いをする人たちが集まりましたので，このネットワー

クを今後も大事にして，この継承運動が全国でもっともっと広がって，各地の方言が残っ

て日常生活で地域の人たちがバイリンガル生活できますように，今後とも手を携えていけ

ればと思っております。どうぞ皆さん，今後ともよろしくお願いします。ありがとうござ

いました。（拍手） 

 

（茂手木） どうもありがとうございました。与論小の先進的な活動の様子がよく分かり

ました。与論小は 10 時間といっているんですが，八丈島は今年から 3 時間です。その辺の

違いはありますけれども，大いに学ぶところがあったように思います。 
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奄美大島 

 

 

（茂手木） それでは次はお隣というか奄美大島，奄美語の方の発表に移らせてもらいま

す。やはりランクは危険というランクで八丈島と同じです。それでは奄美大島の方々をご

紹介いたします。どうぞお入りください。それでは司会を変わります。 

 

（保） はい，キュウヤ ウガミンショーラ。（拍手） 

 わきゃがり，くん八丈島ち，ゆでくんそし，ありがっさまありょーた。こんに。 私たち

を八丈島にお招きいただいて，ありがとうございます。くまや，むるひぐるさりょんばん，

なきゃぬ，こうろぬ，いっちゃりょうてぃ，ひぐるさだか，とぅでぃ，いきょうた。ここ

は大変寒く感じたんですが，皆さん方の温かいおもてなしで寒さも吹っ飛んでいきました

ということでございます。それでは今から我々奄美大島のことについて発表いたしますが，

まず木部先生に研究の発表をしてもらい，続いて我々は「シマユムタ伝える会」，ユムタと

は言葉です。 

 島の言葉を伝える会ということで，後ほど会長の山田の方から経緯なんかの説明があり

ますが，そのメンバーの会計をしている鈴木るり子，この方から『桃太郎』の朗読，そし

て奄美の現状等々の説明を会長の山田と私が行います。よろしくお願いします。奄美大島

といいますと，鹿児島から約 350 キロ，沖縄本島に 300 キロということで，ちょうどその

中間にあります。言葉自体は，もう琉球圏に入ってきているんですが，与那国からすると，

もうほとんど違っております。 

 広さは佐渡島に次いで 2 番目に大きなものが，奄美本島でございます。そういう中でち

ょうど温帯と亜熱帯の中間地ということでありまして，自然が豊です。希少動植物がたく

さんおりまして，3 年後には自然遺産登録に向けて今，準備中でございます。そういう中

で産業といたしましたら，こちらは黄八丈がありますが，我々のところでは，奄美大島紬，

今発表者の鈴木が着ている着物もそれですし，男性 2 人のネクタイも大島紬でできており

ます。 

 黄八丈と違ってシャリンバイという木を染め，それから泥で染めていって，つやを出し

ているのが大島紬でございます。そういうのが我々島の特徴でございまして，今は産業と

しまして，ほかにはさとうきび等々がございます。それと観光業という形で生計を立てて

いるのが現状でございます。そういうことをイメージしながら，今日は発表したいと思い

ます。まず，木部先生の方からお願いします。 

 

（木部） 木部です。それでは最初に簡単に奄美語の説明をいたします。奄美語といって

も島がたくさんありますので，非常にバリエーションが多いんです。その話はまた後で山

田先生の方からあると思いますが，私は『桃太郎』を使ってお話ししたいと思います。お

手元の 6 ページのものは，山田先生の訳です。今日は，鈴木るり子さんに語っていただく

ので，ちょっとバージョンを変えました。山田さんと鈴木さんでもバリエーションがある
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んです。今まで，与那国から始まって，先ほどの与論までは基本的には母音は 3 つという

お話があったと思います。長く引き延ばす母音まで入れると 5 つ。だから日本語の「あい

うえお」とあまり変わりません。それが奄美に来ますと，突然，母音が増えます。これが

とても難しくて，私にはとても発音できませんので鈴木さんに発音をしていただきます。

『桃太郎』にも難しい母音がたくさんあるんですが，今はこの「流れてきました」という

ところを見ると，「ながりてぃ」と書いてあります。これは，私にはとても発音できません

ので，後で鈴木さんに発音してもらいます。それから「拾って」というのを「ひらてぃ」

と書いてあります。それからその下の「桃ぬ，たーつぃちわりてぃ」というのがあります。

ちょっと鈴木さん，この発音をお願いします。 

 

（鈴木） ながりてぃ，ひらてぃ，たーつぃちわりてぃ。 

 

（木部） というような，つまり「い」でも「え」でもないような発音なんですね。これ

がとても難しくて，私もマネをするんですけど，なかなかオーケーが出ません。それから

もう 1 つ，「おじいさん」をフッシュという，「おばあさん」をアンマというんですが，ち

ょっとその話は後に置いておいて，もう 1 つ母音が難しいというお話をします。 

 今，「ながりてぃ」という発音，これはだいたい共通語の「え」に対応します。日本語の

「え」に対応するものなんですが，これはとても私には発音できません。「前」，それから

南風のことを，「はえ」と言いますが，この発音はこういう発音です。ちょっと鈴木さん，

発音してみてください。 

 

（鈴木）  むぇ，むぇ。ふぇ，ふぇ。 

 

（木部）  というような発音なんです。私は，日本で一番発音が難しい地域だと思います。

この発音が同じ奄美でも，徳之島に行くと，また少し違ってきます。母音が多いという意

味では徳之島も，やっぱり今のこの 2 つの難しい母音を持っています。 

それからさっきお話ししましたが，「おじいさん」のことはフッシュ，「おばあさん」の

ことはアンマと言います。「お父さん」はジュー，「お母さん」はアンマ。「お母さん」もア

ンマなんですね。アンマという言葉が「お母さん」を表したり，「おばあさん」を表したり

するんです。私は，アンマというのは「お母さん」だと思っていましたら，ある地域に行

くと「おばあさん」をアンマと言う。鈴木さんに後で読んでいただきますが，鈴木さんも

「おばあさん」のことをアンマというとおっしゃっています。これが調べた結果の地図で

す。お母さんの意味でアンマを使うのは，この赤い丸の地域です。おばあさんの意味でア

ンマを使うのは，この黒の三角形の地域です。 

 どうしてこういうふうになるのか，非常に不思議です。「アンマ」と呼ばれたら，「はー

い」と返事をするのはどっちなんでしょうね。不思議に思うんですが，こういう特徴があ

ります。それでは鈴木さんに読んでいただくということでよろしいですか。よろしくお願

いします。 

 

（保） 資料の 6 ページをお願いします。 
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（鈴木） むかしむかし，あんとぅろなんてぃ，フッシュとアンマがうりょーたんち。フ

ッシュや，山かちけぃーひれが，アンマやこうち，あれむんしがいきょうたんち。アンマ

があれむんばしゅーたっとぅ，ほうがしらから，ふうさん桃のどんぶらこ，どんぶらこっ

ち流れてぃちゃんち。アンマや，うん桃ばひろうてぃ，やーかち，むどぅてぃもちゃんち。

アンマが桃ば切ろうちすっばや，うん桃の，たーつぃち割れてぃ，なーらー，だいばんい

んがぬくわぁが生まれてぃちゃんち。フッシュとぅアンマや，うんくわっち，桃太郎っち

ゅん名ば，つぃけたんち。（拍手） 

 

（保） じゃあ，次は山田会長に，奄美の現状の報告をお願いします。 

 

（山田） スカンマ，ウガミンショーラ。スカンマというのは朝です。ウガミンショーラ

は，こんにちはです。奄美は皆さん忘れないようにするために，黒と覚えてください，黒。

奄美の黒ウサギ，奄美の黒豚，黒砂糖，黒ごま，黒づくめです。私も黒いです。だから島

の顔といいます。私たちの島の自慢は，歌と踊りです。民謡日本一が，この 20 年で 5 人も

出ました。鹿児島県から 5 人です。それが奄美から 5 人です。 

 北海道から沖縄まで 47 都道府県の中で，同じ都道府県から民謡日本一が 5 人も出ている

のは，鹿児島だけなんです。それぐらい奄美の島唄は裏声が，裏声といっても後でちょっ

と披露しますけれども，変わっているんです。悲しい声なんです。いえ～いなんて，裏悲

しいでしょう。これが評価をされて奄美の唄は素晴らしいということに，この 20 年でそう

なっています。 

 今，小学生，中学生，高校生，民謡日本一の候補が，ずっと並んでいます。そのうちの

10 人，20 人になることは近い将来間違いないと思います。もう 1 つは踊りです。八月踊り

といいますが，秋の実りの後，あるいは 9 月，集落をあげて輪になって踊りをします。こ

れが八月踊りといいます。その奄美の民謡，島唄と，八月踊りが私たちの奄美の誇りです。

それはみんな方言でできているからです。 

 奄美の唄は 100 種ぐらい，3,000 曲ぐらいといわれていますけれども，その唄はもちろ

ん教訓歌が多いんです。唄はみんな，うまく教えをしているんです。だから上の句に自然

現象，下の句に人の道，これを子供たちに教えると，みんな道徳教育につながるんです。

そういう意味で奄美の民謡は宝だと，私たちは自慢をしているところです。 

 皆さん，昨日からの勉強の中で，琉球語といったら私たちの奄美も琉球語の仲間ですか

ら，あいうえおの 5 母音のうちの，え母音と，お母音はないんです。だから外というのは，

ストゥ，「お」は「う」に上がりますから，心はククルゥ，米はクムィ，雨はアムィと「え」

は「い」に上がる，「お」は「う」に変化しますので，これは琉球語の特徴でもありますし，

奄美もそのままでございます。だから奄美語をちょっと勉強なさると，漢字を当ててふり

を付けますとすぐに分かります。外という字とストゥなんですから，心はククルですから，

すぐ奄美語の上手な人になると思います。 

 後でちょっと紹介がありますけれども，私たちのこれから自然遺産登録の最も目玉は何

だと思いますか。さっきの黒です。黒ウサギなんです。奄美の黒ウサギというのは，地球

上で奄美大島にしかいないんです。耳の小さい黒ウサギは。それが不思議じゃありません

か。昔，大陸とつながっていたときのことなのか，考古学上も奄美が注目されているのは，
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そのことです。方言では，民謡では北から，本土から流れてきたことも，あるいは南の方

から沖縄を通じて上がってきたことも，奄美は真ん中ですから，その両方を持っているん

です。特に万葉語，1000 年前，1200 年前の万葉語が奄美に残っているということで，木部

先生なども大学でも奄美の方言は面白いと。 

 

（保） 先生時間です。 

 

（山田） 以上です。 

 

（保） 話しだしたら長いんですから。残りも少なくなりましたけど，我々の取り組み状

況を簡単に説明します。我々は普及活動をしている中で，1 つは地域にある奄美 FM という

放送局に，このメンバーを含めてシマユムタ会が週１回，当日１週間のニュースを要訳し

たものを方言で使って，後で 3 人でトークをするというのを毎週やっておりますので，ま

ずその映像をお願いします。 

 

＜映像につきカット＞ 

 

（保） これが日常というか，毎週ごとに取り組んでいる放送です。そのほかに，先ほど

うちの会長が言われました島のゆしぐとぅ，俚言について毎日 1 個ずつ方言でしゃべって

いる，その解説もしております。時間もないようですので，先ほど会長から言った奄美の

民謡をちょっと素人だけですけど，披露させてもらうんですが，奄美の民謡は古い民謡と，

最近はまた新民謡という形で新しい民謡もありまして，これはもうだいたい標準語に近い

もので歌っております。 

 そういうのをちょっと歌いたいと思いますが，まず私が今日は『桃太郎』の話が出まし

た。奄美には桃太郎伝説で喜界島があります。これは鬼ケ島の喜界ということもいわれて

いまして，僧俊寛が流されたという話もあります。だから俊寛の墓もあります。その喜界

島の歌を，ちょっと歌わせてもらいます。 

 「昔昔の，その大昔，桃太郎さんがイヌ，サル，キジを，ともに従え鬼征伐に渡った島

によく似たような」というのがあります。拍手をありがとうございます。（拍手） 

 それでは本当の民謡を，鈴木の方から今日の雰囲気にふさわしい内容のあれで，『ヨイス

ラ節』をご披露いたします。 

 

＜歌唱につきカット＞ 

 

（保） 解説しますけれども，今日のあれです。今日のうれしさは，いつよりも勝ってお

りますと。いつも今日のようなことがあってほしいという，まさしくこの場の歌でござい

ました。アリガサマリュータ。（拍手） 

 

（茂手木） 奄美の方，本当にありがとうございました。（拍手） 

 どうもありがとうございました。奄美に行ったときに三線と裏声，ちゃんとここの耳に
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残っています。三線がちょっと奄美は細いのかな。ばちが，ちょっと違うんですよね。高

い音が出る，とても懐かしい響がありました。 
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アイヌ 

 

 

（茂手木） 今度は一気に奄美から，ずっとずっとずっと北に行きます。北海道です。北

海道のアイヌ語の発表になるんですが，アイヌ語は極めて危険というような，ユネスコの

発表では，そういうランクになっています。アイヌの方から平取町というところから 3 人

の方をお招きしておりますので，よろしくお願いしたいと思います。では，よろしくお願

いします。（拍手） 

 

（萱野） 北海道の平取町からまいりました，萱野志朗と申します。この八丈島に来まし

て，本当はすごく暖かいのかなと思ったんですけど，それほど暖かくないんだなと思いま

した。それと実は昨日の懇親会で水野よし子さんという町議会議員（副議長）の方にちょ

っとお会いしたんですけど，その方がなんと，今（客席の）正面にいらっしゃいますけど，

旦那さんが私の出身の町，平取町紫雲古津の出身の方だと聞きまして，同郷の方がいると

いうことで，何かすごく親しみを覚えました。どうもありがとうございます。 

 Aynumosir Pipausikotan wa k=ek 萱野志朗（カヤノシロウ）sekor ku=rehe an。北海

道の平取町二風谷（旧「ピパウシ村」）からまいりました，萱野志朗と申します。それでは

関根さんに代わります。 

 

（関根） irankarpte. yaunmosir Sisirmuka hontomo ta an kotan Nibutani wa k=ek 関

根健司（セキネケンジ）sekor a=yep ku=ne uamkir=an na。北海道の沙流川というところ

があるんです。日高地方なんですけど，そこの二風谷というコタン，コタンじゃないです

ね，二風谷という村からまいりました，関根健司と申します。よろしくお願いします。 

（拍手） 

 うちの方はもうマイナスの世界なんですけど，とても風が強いのに僕はびっくりしてい

ますけど，でもとてもいい島だなと思っています。よろしくお願いします。 

 

（萱野） それでは関根さんに『桃太郎』のアイヌ語訳をやっていただく前に，私がアイ

ヌ語の特徴ということを，ちょっと書いておりますので，そちらをちょっと読ませていた

だきます。16 ページです。資料の 16 ページをちょっとお開きください。資料をそのまま

読ませていただきます。アイヌ語の特徴ということで，私，萱野志朗，二風谷アイヌ資料

館の館長，そして平取町二風谷アイヌ語教室の事務局長をやっております，萱野志朗と申

します。動詞や名詞には，人称接辞を必ず付けなければならない。ただし 3 人称には付か

ない。 

 この人称接辞は，日本語と決定的に異なるものです。例えば私は水を飲むというのを表

現すると，ワッカ ククとなります。「ク」は私という人称接辞であり，「ク」は何々を飲

むという他動詞です。従って目的語プラス，人称接辞プラス，他動詞という構造になって

います。君が水を飲むは，ワッカ エク。「エ」は君，お前という人称接辞ということにな
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ります。仮にワッカ クという文章がある場合は，1 人称でも 2 人称でもなく，主語は 3

人称となります。私でも君でもない誰か，3 人称，彼，彼女が飲んでいるということにな

ります。これがアイヌ語の特徴です。 

 もう 1 つ，手です。この手はアイヌ語でテケ，またはテケヘといいますが，私の手の場

合はクテケヘと言います。話し相手の君の手という場合は，エテケヘと言います。私の手

が痛いは，クテケヘ アラカと言います。アイヌ語は口語として発達してきた結果，話し

手が誰であるか，話し手が誰かはっきりしていないと文脈が分かりづらいということから，

このような人称接辞が必要になったと思われます。 

 次，2 番目に行きますが，否定と禁止の語順が日本語とは異なる。例えばお酒，アルコ

ール飲料一般を指す。飲んではだめという言い方ですが，イテキ イクと言います。これ

はイテキというのは禁止です。イクというのは，アルコール類を飲むということです。こ

れはもう日本語とは語順が逆になっています。だめ，飲むというふうになっています。次

に私は食事を取りたくないという例文ですが，ソモ クイペルスイとなります。ソモは否

定，クイペは人称接辞プラス自動詞，ルスイは助動詞というふうになっています。否定の

語が最初に来て全体を否定しているので，これも日本語の語順とは異なっております。 

 3 番目になりますが，動詞は変化しない。英語のように現在形，過去形，過去分詞とい

う変化は，アイヌ語にはありません。従って動詞の原形を 1 つ覚えておけば簡単です。さ

て，どのように時制を表すかといいますかと，明日であれば未来であり，昨日であれば過

去となるということです。例文として，明日私は札幌に行きます。ニサッタ サッポロ ウ

ン カラパ。これはで明日私は札幌に行きます。カラパというのはローマ字を見ていただ

ければ分かるんですが，クアラパ（ku=arpa）がちょっと縮まってカラパ（k=arpa）と発音

されるんですけれども，「私が行く」ということです。 

 2 番目。タント サッポロ ウン カラパ。今日私は札幌へ行くということですから，

現在形と。ヌマン サッポロ ウン カラパ。昨日私は札幌へ行きましたということで，過

去を表すということですので，このアイヌ語というのは日本語とまったく異なる言語であ

ります。ですから，日本の方言ではないんです。アイヌ語というのは，まったく違った言

語です。一応アルタイ語圏ということで朝鮮語とか，そういう言葉に非常に近いと。また

日本語にも近いと言われていますが，違った言語であるということは言えます。以上で特

徴を解説させていただきました。それでは『桃太郎』の方をちょっと映写していただいて，

いくつかの単語だけちょっと説明させていただきます。 

 7 ページをお開きください。ここでちょっと動詞だけ皆さんに説明します。この「アン」

というやつですが，これは「いる」ということです。ですから，もし私がいると，クアン

（ku=an）でカン（k=an）となるんですが，これがおばあさんとか，おじいさんが出ている

ので第 3 人称です。第 3 人称というのは，人称接辞が付きません。従って，アンという形

になっております。あとエキムネ（ekimne）というのは，これは「山へ行く」ということ

ですね。 

 それとあと，これですね。このトゥイというのは，これは「切る」という単語です。こ

れもおばあさんが切っているので人称接辞は付いていないと，このイキというのも「する」

ということです。あとは，このアンというのも動詞です。これは『桃太郎』という名前を

付けたという，何々であると。「ネ ルウェ ネ」となっていますが，ほかにもあるんです
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けれども，だいたい動詞というのは普通であれば 1人称であれば「ク」，2人称であれば「エ」，

第 3 人称は付かないということですので，今回の『桃太郎』の場合は，人称接辞が付いて

いない状態のアイヌ語ということである言えます。それでは朗読をお願いします。 

 

（関根） すみません，ローマ字表記しか書いていませんで。実際はカタカナ表記もよく

使われるんです。でもアイヌ語の場合，日本語にない子音がわりとあって，そういうのを

始めの「toop」という言葉ですね。あれの「p」を小文字で書くとか，そういう工夫をして

カタカナ表記もされています。じゃあ，読んでみます。 

「toop teeta sine an kotan or ta ekasi an huci ruwe ne. ekasi kaykumata kusu ekimne 

huci ihuraye kusu pet or ta san. huci ihuraye kor an akusu pet penake wano poro momo 

pet kurka ta momnatara huci nea momo uk wa unit a hosipi. huci momo tuye noyne iki 

hi kusu momo yaykata tup ne perke wa onnay wa poro okkayo poyson an. ekasi huci nea 

poyson reko 桃太郎 ne ruwe ne. パクノ ネ」。（拍手） 

 

（萱野） ちょっとお待ちください。今，PowerPoint のデータを出します。それではちょ

っとアイヌ語の現状ということでお話をしたいんですけれども，この写真は私が館長を務

めております，萱野茂二風谷アイヌ語資料館という建物であります。実はこの館は，1992

年に開館いたしました。私の父・萱野茂という一人の人間が集めたアイヌ民具資料を収蔵

している施設であります。これは 2002 年の 2 月に国の重要有形文化財に 202 点が指定され

ております。そして平取町立アイヌ文化博物館にも（指定を受けた）919 点の資料がござ

いまして，合わせて 1,121 点という資料が，国の重要有形文化財になっております。それ

では次をお願いします。 

 これはタイトルですね。次をお願いします。この二風谷保育所がなぜ写っているかとい

いますと，実は私の父・萱野茂がアイヌ語を教えるために保育所を建てたいということで，

地域の人たちと協力をして建てたんですね。次の写真をお願いします。これは 1982 年，昭

和 57 年 1 月 1 日に建てられた保育所なんですが，これは現在もきちんと保育所として運営

されています。しかしこれを造ってアイヌ語をいざ教えようとすると，当時の厚生省から

アイヌ語を教えてはいかんということになりまして，近くに二風谷子ども図書館という私

立の建物を建てて，そこでアイヌ語教育を始めたのが，実は（アイヌ語教育を始めたのが）

初めてなんです。 

 これは二風谷の，私の住んでいる二風谷というところに造られた二風谷ダムというのが

あるんですが，これもいろいろ事情はあるんですけど，現在もあるんですけれども，当時

は苫小牧の工業地帯に工業用水を送るために造ったということなんですけれども，実際は

苫小牧地域にはそれほど工業用水を必要ではなくて，途中で建設目的を地水とか水力発電

とか農業用水とか，あとは洪水調整ということで，現在も使われております。1993 年から

実際に動いています。すみません，次お願いします。 

 これが実は二風谷小学校ということで，私の卒業した学校でもあります。次，お願いし

ます。これはもう現在の学校ですが，私の父方と母方のおじいちゃん，そして私の父母，

そして私，そして私の息子，娘と 4 代にわたって卒業した学校なんです。ですから 130 年

ぐらい歴史がある学校です。実はこの学校が昭和 52 年ぐらいからなんですけれども統合し
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て，この統合した跡の校舎を使って保育所にするというようなことを時の町長が言ってい

たんです。 

 先ほどお見せした保育所というのは，実はこの二風谷小学校を統合させまいということ

で，町長が約束した学校統合をすれば，その学校を再利用して保育所にするということを

逆手に取って，じゃあ，保育所を先に造れば統合されないだろうということで，結果的に

学校は統合されなかったんです。その結果，このようにすごいきれいな学校になったわけ

です。私が卒業したときは，もうちょっと小さかったんですけれども，現在でも 25 人ぐら

い小学生がいます。1 年生から 6 年生までですけど。 

 少子化ということになっていますけれども，比較的二風谷地域は子どもたちが多くて，

保育所も小学校もあるということになっています。それでは次，お願いします。これが 1983

年，昭和 58 年に建てられた私立の子ども図書館です。この子ども図書館を建てたことによ

って，私の父・萱野茂が地元の小中学生を対象に，二風谷アイヌ語塾というのを始めたん

です。それが昭和 58 年です。それから 5 年たった昭和 62 年に，当時の横路北海道知事が

政策予算として予算付けをしたことによって，公費によってアイヌ語教室というのが始ま

りました。その結果，昭和 62 年，1987 年からアイヌ語教室というのが始まりまして，現

在もこの平取町というところでは，成人の部と子どもの部が行われております。次の写真

をお願いします。 

 これが全景なんですけれども，こういう木造の建物です。しかし結構広いですから，人

は 30 人以上，机といすを置いて入れる大きな建物なんですけど，そこでやっております。

成人の部は月 2 回して，子どもの部は週 1 回アイヌ語を現在でも行っています。子どもの

部の方は町の施設で生活館というのがあるんですけど，公民館のようなものなんですけれ

ども，そこで関根健司さんが週 1 回，1 時間半指導しています。大人の部の方は月 2 回，1

回 2 時間，ですから月 4 時間だけやっているということです。 

 このアイヌ語ということについては，日本の方言ではないと，違った言語であると。そ

してアイヌの場合は，日本の先住民族ということもきちんと国は認めていますので，先住

民族という形で我々がどうやっていくかというのも，今後の課題であろうと思います。し

かし沖縄の人たちも，私は先住民族であると実は思っているんです。近代国家が成立する

時点において同意なく一方的に統合されて，人権が尊重されていない人々というのが，実

は先住民族の定義なんです。 

 ですから，それを考えますと北海道のアイヌ，そして南の沖縄の人たちも私は先住民族

であると思っています。一部の人は，もちろん先住民族だと主張しているんですけれども，

そういう意味で，この方言というくくりと，先住民族というのもちょっとリンクする部分

がありますので，この八丈島で皆さんにお会いして，その先住民族というキーワードで，

また連携できればよろしいかなということを考えています。それでは子どもの部の方の関

根さんに，現状のお話をしていただきたいと思います。 

 

（関根） それでは現在の活動について，説明させていただきたいと思います。子どもの

アイヌ語教室というのは週に 1 回，夕方の 6 時から 7 時半，平日行っております。来てい

るのは，だいたい二風谷という地区なんですけど，そこの子どもたちで 10 人前後とか，そ

れこそ来るのは別に月謝とかないですから，僕たちは萱野茂さんの時代から町の事業とい



－ 167 －

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言の保存・継承に係る取組等の実態に関する調査研究 
（八丈方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」報告書 2015 年 3 月 

 

 
 

うことで，講師料を 1 回 6,000 円ぐらいですか，いただいているんです。子どもたちは自

由に来れるんですけど，楽しみながら来ている感じだと思います。 

 やっていることは昨日も余興でやらせていただいたんですけど，僕がギターを弾いてア

イヌ語の歌を 2～3 曲まず歌って，あとは紙芝居みたいなやつがあるんです。紙芝居なんだ

けど，本当に昔のおばあちゃんが語った短い物語をアイヌ語だけで言うと。何回も言って

いたら 3 カ月ぐらいで覚えちゃうんですよね。3 分，4 分とかのお話ならアイヌ語で全部言

えるし，その都度意味も日本語で言ったりしていますし，あとはほかの地域の方とも同じ

だと思います。 

 かるたをやったりとか，あとはカードを使って動詞のかるたですとか，これをしながら

これをするとか，そういうことをやったりして，1 時間半しかないので，わりとあっとい

う間に過ぎて，でも僕のやりようで毎週ありますから，もっともっとアイヌ語の力が付く

かもしれないし，1 週間に 1 回 1 時間半やってアイヌ語をしゃべれるようにはならないで

す。ならないですけど，ゆくゆくアイヌ語をずっと続けていきたいと思ってもらえるよう

になっているんです。 

 僕が今，一番力を入れてやっているのは大人対象というか，平取アイヌ協会の青年部と

いうのがありまして，30 代，40 代を対象に去年ですか，マオリの言語復興についてニュー

ジーランドの方にも研修に行ったんです。そこで教えていただいたテアタランギ法という

のがありまして，それは何というか僕にとって画期的で，なんせ言葉で説明しないです。

向こうの人は英語で説明しない，始めからマオリ語しか使わないんです。使うものといっ

たらブロック，色の違う 10 種類のブロックだけを使って，それでもう始めから全部言葉を

先生がマオリ語だけ，マオリ語というか，始めは本当に少ない言葉から始めるんですけど，

それを毎回続けると。 

 向こうの人たちが言うには，全然しゃべれない人も 2～3 年すればしゃべれるようになる

んだみたいな感じなんですよね。それをグループでやっていると，地域でやっているんで

す。そういう方によく言われるのは，コミュニティーから復興しなければいけないと。ア

イヌ語は実際，年配の方とかもしゃべれないんです。本当に資料はたくさん残っています。

でも，それをどういうふうに日常生活で復活させていくかというのが僕たちの課題でして，

そのテアタランギ法なら楽しんで 1 時間ぐらいですけど，まったくアイヌ語しか使わない

と。 

 だから僕がタンペ ヘマンタ アンと言うんですね。「これは何だ」って，分からないこ

とを一生懸命して，タンペ フレ ニラシ ネ，これは赤い棒ですという，1 人 2 役をず

っとやったりして，タンペ ヘマンタ アンというのが，「これは何ですか」という意味だ

と分かってもらうと。1 レッスンには 7 つぐらいしか言葉は進められない，教えられない

んですけど，紙に書いたりしたら書いたことで安心しちゃうみたいなのがあると思うんで

すけど，それなら本当分からなきゃいけないと。1 回分かったかいとやって，分かったと

なったら，みんなでロールプレイをするんです。だから自分でもしゃべると。 

 しゃべることに重点を置いているんです。しゃべれるようになると，それを目指して比

較的若いグループでやっているんです。その輪を広げていきたいと，僕は思っています。

ほかにもたくさん興味を持っていただいている人はいますし，ほかのグループも作って，

いずれは僕の生徒役でやっている人にも先生になってもらってみたいな，草の根運動的な
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感じでそれをやっていこうと思っています。 

 あとは何をしゃべればいいでしょうか。アイヌ文化振興法というのができまして，それ

によって我々がやっている大人のアイヌ語，子どものアイヌ語以外にも親子のアイヌ語と

か，上級者のアイヌ語とか，事業的にはいろいろあるんですけど，やっぱりコミュニティ

ーからというか，家の中からなるべく使うようにすると。生きたアイヌ語を復活させるた

めに，やっぱりすごいオタクっぽいというか，アイヌ語がすごいできる人はいるんです。

突出してできる人は，ぱらぱらといますけど，その人たちがいなくなったらやっぱりおし

まいだと。 

 そうしたら，みんながしゃべれるようになるという，二風谷に行ったら取りあえずアイ

ヌ語をしゃべっているよと，そういうふうになるようにというのを目標にしてやっており

ます。そんなもんですかね。ありがとうございます。（拍手） 

 

（茂手木） どうもありがとうございました。普段私たちが聞いたことがないアイヌ語，

それとともに貴重なお話だったと思っております。向こうはまだまだというか，これから

本格的な雪が降って，僕もお電話をしたときに今，雪が降っていますよと言っていました。

こちらはそのとき 17～18 度ありました。相当違う環境のところから来ていただいて，本当

にありがとうございました。（拍手） 
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八丈島 

 

 

（茂手木） それでは今日の発表の最後になります，わいら（我等）が八丈島です。よろ

しくお願いします。八丈はちょっとお招きじゃなくて，たくさんの方が出演しますので，

楽しんでください。よろしくお願いします。それでは司会を代わりまして，めならべ（女

童）がやります。元童女かもしれません。（拍手） 

 

（川上） 元女童のミス八丈と言えばいいかのう。おとといにひっ変わって，また我等が

司会しいたそわ。川上絢子でおじゃろわ。（拍手） 

 

（吉森） 同じく，吉森豊美です。けーは，こげぇいたそわのー，体ん気を付けてよー。 

 

（拍手） 

 

（川上） そいじゃあ，早速始めいたそかのう。用意はいいだろうか。最初は八丈語の特

徴を，おなじみの千葉大の金田章宏先生に，おねげぇしいたそわ。金田先生，優ーしくみ

じーかく話してたもうれよ。そうしんないと，ひっかつぶろんて。 

 

（金田） 千葉大学の金田です。よろしくお願いします。（拍手） 

 黄八丈のネクタイです。今朝教育課長に借りまして，今年 2 度目のネクタイです。教育

課長のお母さんが後で『桃太郎』をやっていただく方で，その方のだんなさんの弟さんの

ところの工房で織ったものです。昨日，伊奈かっぺいさんがおっしゃっていましたけれど

も，東京都の八丈が入っていたからうんぬんというお話，あれはたぶんかなりその可能性

がありまして，発表のときの新聞，朝日の夕刊に載ったんですが，1 面のあれを覚えてい

らっしゃいますか。夕刊のトップです，八丈語。八丈語だけじゃなくて，その後にクエス

チョンマークが付いていました。「八丈語？」という。何で八丈なのみたいな，そこで注目

されて，その後いろいろな活動が盛んになる元になったと思います。それで，かっぺいさ

んは？ 

 

（茂手木） 今，ここにいないんですよ。 

 

（金田） そうですか。非常に残念ですね。私の妹が仙台にいるんですけど，「週末八丈に

かっぺいさんがいらっしゃいますよ」と言ったら，「えー，サインをもらっておいて」と言

われていたんですが，非常に残念です。 

八丈語の特徴について，簡単にご説明したいと思うんですが，17 ページをご覧ください。

八丈語が注目されている一番の理由は，万葉集の東歌，防人歌というのがありますけれど

も，そこに見られる方言的な特徴を非常に色濃く伝えている。奈良時代の奈良と奈良時代
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の関東周辺とを比べたら，もちろん関東周辺の方というのは，奈良中央に対する田舎，田

舎も田舎，ど田舎なわけですね。 

 中央よりも周辺の方が古い特徴を残している可能性があるわけですけれども，そうした

場合，奈良よりも当時の関東の方が，より古い言葉が残っている可能性がある。つまり日

本語の中で一番古い，奈良時代の奈良よりも古い，日本語の中で一番古い特徴が残ってい

る可能性があるわけです。そういうところが評価されて八丈語ということになっているん

だと思います。どういうところかと言いますと，特にこの 3 番目の文法の特徴というとこ

ろです。 

 後で『桃太郎』のところでも出てくるんですが，8 ページの『桃太郎』のところの 1 行

目の，「あるところ」というところが，「あろところ」になっています。あと，一番下の行

の「桃太郎という」というところが「桃太郎てよ」となっています。この 2 つがいわゆる

動詞の連体形というんですけれども，万葉集では降る雪というのが，ふろよき（雪)になっ

ていますが，「ふろ」なんですね。そういう特徴が共通しています。「という」のところが

「よ」になっていますけれども，これは「いう」が「いお」になって，「いお」が「いよ」

に変化したものです。 

 あともう 1 つ，『桃太郎』の真ん中あたりに「大きな桃」というのがありますけれども，

この「大きな」というところが，「ぼうけ」。これは「大き」というのが「大け」に変わっ

て，「ぼうけ」になっているんですけれども，この形容詞の連体形です。赤い花だったら古

代語では「赤き花」となるところが，「赤け花」になる。そういうふうな特徴が，まさに万

葉集の東歌，防人歌の特徴と同じなんですね。 

 あと琉球語もそうですけれども，係り結びがあるとか，そういうところが非常に古い特

徴です。あと，八丈は 5 地区ありますけれども，青ヶ島を入れて 6 地区といってもいいん

ですけれども，ほとんど文法的には同じなんです。違うのは長い母音，長母音とか二重母

音とか，そういうところが地区ごとに違いまして，そういう発音を聞くと，あー，この人

はだいたいあのあたりの人だなというのが分かります。ですけれども，文法的には非常に

共通しているものですから，琉球の方みたいに道が 1 本違えばとか，もちろん島が違えば

文法も違うというようなことがありませんので，そういう意味では保存継承のやりやすい

ところかなという気はします。 

 2 番目の語彙の特徴ですけれども，八丈では人も物も「いる」を使わずに，「ある」だけ

です。これは西の方では和歌山の一部あたりがそうなんですけれども，人も物も「ある」

だけというのは，非常に古い特徴だと思います。あとはお読みください。ありがとうござ

いました。（拍手） 

 それでは『桃太郎』を読んでいただきます。私がいつも泊まっている民宿のおかみです。

25 年間お世話になっています。 

 

（川上） それではの，先生の話に出とうことを，つぶりに浮かべながら『桃太郎』八丈語

版を聞いてたもうれよ。そして，語り手は中之郷のガーデン荘のおばちゃんこと，福田榮

子さんです。榮子ばあ，よろしくお願いしいたそわよ。 

 

（福田） ちんごけ孫に読んで聞かせるように話します。 
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むかしむかし，あろところん，おうさまとばっばがあらっていや。おうさまは，やみゃ

ぁ，くそわぁかりい，ばっばは，かやぁ，洗濯しに行かっていや。ばっばが洗濯して洗っ

ていにゃぁやぁ，こわーのうえんだから，ぼうけ桃がどんぶらこ，どんぶらこって流れて

きとぁだら。ばっばは，その桃を拾って，いーきゃーらっていや，ばっばが桃を切ろうが

んしゃーすと，桃が 2 つにぶっちゃかれて，なかじからぼうけおのこごの子が生まれとぁ

どぁーじゃ。おうさまとばっばは，その子ん，桃太郎ってよ，なみゃーえを付けたってい

や（拍手） 

 

（吉森） 榮子さんどうもありがとうございました。榮子さんの話は分かりやったかのー，

面白こおじゃらのー。では次は加茂川会の民謡です。説明は，沖山操さんにお願いいたし

ます。よろしくお願いします。 

 

（沖山） イモメとテガメ。テガ（手鍬）とけんこーしとーサトイモが，テガんほってく

りけぇされ，負けて人にかまれ，やがて世に出てふんとなる昔話を，てーこの音にさそぉ

うれて，うたに合わせて踊ろどうが，皆さんもどうしん楽しんでたもうーりやれよー。（拍

手） 

 

＜演奏につきカット＞ 

 

（川上） おかげさまでした。次はの，島のロベ切り職人の喜田さんでおじゃりいたそわ。

毎日の，つぶりにはちまきをしとってー，ロベの葉っぱをの，チョキンチョキン，貯金貯

金って切っとってい金もうけしておじゃりいたそわ。そうしとっての，ロベを切りながら

のー，八丈方言ばっかり毎日しゃべったろうで，国言葉を話すことができいたしずん。喜

田さんは自分が話すと，長ーくなろーんて，「時間が来たーばおしえとーよー」っておっし

ゃったろわ。じゃあ，喜田さん，早く，ごらごら出ておじゃれ。 

 

（喜田） どうも。大勢来ておじゃってたもうりいたして，本当にありがとうございます。

ただいま紹介を受けました喜田孝と申します。さっきも言いましたが，名前が 2 つありま

す。本名は喜田孝です。ロベが安いもんで，昼間の演芸，夜の演芸に稼ぐので，芸名を付

けてきました。芸名は，ロベキリカマタロウといいます。カマキリじゃないですよ。聞き

違いないように，カマキリと，カマタロウの聞き違い。あんでこけぇ（ここへ），あれ，先

生が呼ぼうたかというと，何年か前に 30 代ぐらいのときに大島先生，教授であれ，今はま

るんだそうですが，あの人が八丈の方言はとても古いと，離島では一番古いと言われ，何

でお前は島言葉をしょけどうと。それは，わげぇのばんまが，3 人もいました。またとし

ょり（年寄）じいが 1 人いました。それで，ばんまがほところで育って，その自然に覚え

たみいがく（耳学）ちゅうのか，体が覚えた現地語でございます。それで共通語はとても

難しくて，僕はしゃべれません。現地語でないと。そういうことで，けーは，時間もちょ

っと短すぎて，しゃべって明日の朝までも止まりませんが，この辺で八丈の言葉のつづい

た民謡とショメ節と，うなってみます。喜田節でございます。十人十色でございますが，

何かと。 
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＜歌唱・・・ててんくんくん＞ 

 ててーんくんくん ててーんくーんくーん しただみーつぶつぶーい 

 わがなーいほーがなー うしょくみー出とーがなーい  

しん流れかーしたんのーなーい 

 ほらー にょこめー出てみろい なかめー出てみろなー  

てごめー出てみろよーい 

 なっけじゃー あだんしょどーなー ととー なっけじゃのー  

うしょがなっけじゃのー にょこーい 

 しただみつぶつぶ ててーんくんくん 

 

（喜田） またショメ節も，ショメショメでございますが，喜田節のショメショメで，シ

ョメ節というのは一節に歌え，ながめないで歌えという昔のいうことですけど，ショメ節

のショメショメという囃子詞は，昔調味料がないときに塩と梅とあんばい（塩梅）をつけ

たのが非常によかったという話でもあるが，また海水の潮，潮と潮の戦いのしょめ（潮目）

の中。潮目と言っても分かるかなー。それでショメ節がショメショメと。またそれでは 1

つ，喜田節で歌います。 

 

＜歌唱・・・ショメ節＞ 

・嫁―とるだらな ぼうけ人をとりやれとーえ 二百十日のかざよけになーい 

・わがなばんまは とんめてーに起きて 囲炉裏端でな  

おやりひねりだーらー 

 

（喜田） まだしゃべる時間があるかのう。あるっていか，あんまりしゃべってものう，

どんごしゃべりばっかりで，まあ，しょうがなっけがさー。まあ，けー，こぜい（小勢）

どうじゃあ。やっぱり宣伝が悪かったかのう。タイムス，喜田孝って付ければ結構来たか

も分かりならんねぇど，やっぱりこー宣伝が悪かったかのう。まあ，そういうことで，遠

くからおじゃってたもうて，本当にありがとうございました。喜田節でございますが，こ

の辺で終わりにします。どうも。（拍手） 

 

（吉森） 喜田さん，おかげさまでした。次は今回の若手，八丈高校の 1 年生に話しても

ろろわよ。トンネルを抜けるとそこは樫立，という地域の出身どうが，この若さでふるさ

との思いを語るということは素晴らしいことだと思います。では笹本拓也君，お願いしま

す。（拍手） 

 

（笹本） 皆さん，こんにちは。私は八丈高等学校１年の笹本拓也です。今日は八丈島に

お集まりいただき，ありがとうございます。私は樫立という地区に住んでいます。方言サ

ミットということで島言葉，また八丈島にかかわる話をしていきたいと思います。 

 本当はさ，茂手木先生から頼まれてさ，何かしゃべれって言われたんだけど，わいより

方言のうまけ人はいっぱいいるどうが，頼まれたからには頑張ってしゃべってみろわのう。
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私は八丈島で生まれ育ちました。樫立のおじいちゃん，おばあちゃんは島言葉を使うので，

島言葉を聞く機会がありました。例えばある朝の，おばあさん A，B の方の会話を樫立の方

言で話すと，「どきーおじゃりやろー，ひいちい，みんなかろうじゃあ（どこへお出掛けで

すか，久しく見なかったですね）。そがんだらのう（そうですね）。おみゃーは，まん あに

しておじゃろー（あなたは，今，何してるんですか）。わらまにゃ，くすうがこもりをした

あろじゃあ（私は今は，4 女の子守をしていますよ）。そがんたっしゃで，よくおじゃろじ

ゃ（それは元気でいいですね）。ちごおわ，そがんじゃおじゃりんなきゃ，あんまりうれし

くなっけだら ひざかぶらはやめるし あったもかったもだら（ 違いますよ，それがあまり

元気ではないんですよ。ひざは痛いし，どうにもこうにもならないんですよ）」というよう

な会話が話されています。 

 話は変わって，私は毎年樫立地区で行われる演芸会で，みつもり劇団という島言葉を使

った劇をやる演目があり，見たり演者として出たりしているので，島言葉で話されても，

あまり違和感はありません。ただ自分自身，いきなり島言葉で話してくださいと言われて

も，話せるわけでもありません。私が通っていた三原中学校では，昨年度島言葉に関する

取り組みをしました。例えば八丈の民話を島言葉で読んだり，島ことばかるたで遊んだり

しました。また意見発表会という行事があり，発表の内容を地域の人に聞きながら方言に

直して，発表も行いました。 

 このように八丈では島言葉を継承する取り組みがなされています。ただ方言だと，その

言葉を言うときのイントネーションや，言葉の区切り方がよく分からなくて，難しく感じ

ました。 

私は生まれ育った八丈島が，とても好きです。特にずっと住んでいる樫立地区が大好き

です。八丈島にはいろいろな文化が残っていて，樫立踊りや，ショメ節などの踊りがあり，

盆踊りのときには自分も地域の人と踊ったりして，とても楽しいです。 

 私は島言葉が話されても，あまり違和感はないと言いましたが，それは日ごろ自分の地

区や島で行うイベントで，地域の人と交流をしているからだと思います。あくまで島言葉

を覚えるために参加するのではなく，地域の人たちとの触れ合いの中で自然と言葉が継承

されていくのが一番だと思っています。八丈島には地域の人と触れ合ういろいろなイベン

トや行事があり，それをこれからも大事にしていきたいと思います。きぃは遠くから，え

らぁおじゃってたもうて，おかげさま。これで発表を終わります。ありがとうございまし

た。（拍手） 

 

（川上） 笹本君，おかげさまよー。それでは最後にの，教育委員会の林先生に八丈語の

継承の取り組みと，課題を話してもらいいたそわ。よろしくおねげぇします。 

 

（林） 八丈町教育委員会の林です。時間があまりありませんので，かいつまんで報告を

したいと思います。先ほど金田先生も言われたんですが，八丈島で方言の普及，継承をや

っていくということで始まった原因というのは，ユネスコが 2009 年 2 月 19 日に発表しま

して，それを朝日新聞の夕刊に載せた，そこが発端だったわけです。八丈方言については

先ほどからありましたけども，昔から着目されていた言語でありまして，研究者の方もた

くさん明治ぐらいから，例えば江戸時代から着目された面があったと思うんですけれども，
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そういうことでかなり研究者の方も来島されておりました。 

 島の中でもそれなりに意識を持っていらっしゃる方がいて，本を出されたり辞典みたい

なものを作られたり，そういうことが行われてきた。つまり大学の研究者とか，それから

地元の有志の方で一定の関心があったと思っていますが，島民全体のものにはなかなかな

っていなかったと思っています。それが新聞に出たことによりまして，町議会でも取り上

げられましたし，町としてもそれを契機に継承，普及の活動を始めたということになりま

す。 

 ちょうど私と茂手木さんは教員を退職しまして，その次の 4 月から取り組みが始まった

ということになるわけです。具体的な活動につきましては，お配りしています資料集の一

番最後のところにページが振っていないのがあると思うんですが，そこに載っております。

主な点を言いますと，学校その他における方言劇の活動です。学校でもやっていますし，

かぶつというシニア劇団もあります。それからかるたや紙芝居などを作りまして，かるた

大会を実施したりしております。 

 それから年 1 回以上島民向けの方言の講演会等を，国研さんのご協力も得ながら行った

りしてきました。さらに平成 24 年度から学校でカリキュラムの中に取り入れてやっていこ

うということで，取り組みを始めております。これはやっぱり一番問題になっているのは，

50 代以下ぐらいの方たちがほとんど使わないし，あるいは使えないし，関心もあまりない

という実態にありますので，逆に学校を起爆剤にして取り組みを広げていった方がいいの

ではないかという発想から始めたわけです。 

 今年度，平成 26 年度は小中学校の全学年で，年間 3 時間以上取り組みをしてほしいとい

うことで，カリキュラム化を進めております。たぶん教育委員会が主導で学校現場で組織

的に取り組んでいるというのは，全国的には珍しいのではないと思っております。それが

単純にいいというわけにいかない面もあると思うんですが，そのように思っております。

ただ学校現場はやっぱり離島ですので，大東京の中の離島ですので，教員の転勤が激しい，

若い教員が多いということがあって，なかなか取り組むのが難しいという実態があります。

ただ，お年寄りなんかの協力を得ながら取り組んできています。 

 課題に移りますけれども，やはりあちらこちらで言われていると思うんですが，やっぱ

り方言を日常的に使う，そういう場を多くしていくことが必要だと思っています。今，今

週の島ことばという，紙に印刷したものを学校とか保育園とか出張所とか温泉とかに張っ

ているんですけれども，そういったものを印刷して週 1 回張り出したりしています。いろ

んなところに，ふんだんに島言葉があふれるような状況を作り出していきたいと思ってい

ますし，高齢者の演芸大会みたいなものがあるんですが，できればショメ節を使った創作

発表みたいなものをやったらどうかと考えている面もあります。 

 それから学校の取り組みなんですけれども，学芸会で方言劇を協力いただいてやってい

るんですが，これは大変にいいことだと思っているんですね。やっぱり口でただしゃべる

だけじゃなくて，体全体を使って行いますので。それからお年寄りの話を聞かないと，方

言に直したりできないということもありますし，しゃべることもできないということで，

これはかなりいいかなと思っています。ただやっぱり年間何時間かやるとなると，そのた

めのグッズとか，文法のテキストみたいなものを作っていかないと無理かなと。そこはま

だ完全にできていないと思っています。 
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 最後にですけれども，八丈は小さな島なんですが 5 地域ありまして微妙に違います。や

っぱり地域の方は自分たちの方言にすごく愛着を持っているので，いいことなんですけど，

それが逆に「それは違う」とか，そういうことを言う面があるんですね。学芸会で方言劇

をやると，「そのせりふは違うだろう」ということがあったりするので，おおらかな心で，

みんなで助け合って広げていくような運動にしていかなきゃならないじゃないかと思って

います。 

 やっぱり地道に一歩一歩積み上げていくしかないので，そういう意味で頑張っていきた

いと思っております。以上で報告を終わります。（拍手） 

 

（川上） 以上で八丈島の発表を終わりいたそわ。あだんでおじゃっただろ。あだんでし

たかー。最後まで聞いてたもって，おかげさまー。わーらの，めんなに会えて，うれーし

かららー。めんなー，おもうんてよー。あばよーい。 

 

（茂手木） どうもありがとうございました。思いは伝わりましたか。以上で昨日からの

地域の発表を終了します。ここで 10 分間休憩をいたします。開始は 11 時 05 分です。最初

に八戸の柾谷さんのお話があります。よろしくお願いします。それからこのホールの入り

口のホワイエに各地域のグッズ，チラシとか，そういうのがありますので，ぜひご覧にな

ってください。それでは 11 時５分ですので，またこの会場にお座りください。よろしくお

願いします。終了いたします。 
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八戸 

 

 

（司会） それでは再開します。昨年南部弁の日というのが決まりまして，今年２回 

目が，この間，12 月６日に終わったばかりですが，八戸の柾谷伸夫さんがいらしておりま

す。 

柾谷さんは，その中心になった方です。それでは，柾谷さんをご紹介します。どうぞ。 

 

（柾谷） 宮沢賢治『雨ニモマケズ』「雨っこさも負げねで， 風
かじェ

っこさも負げねで，雪
ゆぎ

 

さも，夏
なづ

のぬぐみさも負げね，じょんぶだもがらよ持ぢ，欲
よぐ

ァなぐ，どっただごどァあっ 

てもえへっこつけねで，いっつもすずがっこに笑っている，１日
いぢにぢ

に玄米４号ど，みそどわ

ん つかの青菜よ喰って，何
な

もかも自分のごどよ勘定さ入れねで，よぐ見で，聞いで，分

がって，して，忘れねで，のっぱらの松
まづ

の林の陰のちゃっこいかやぶぎの小屋さいで，東

さ，病気の童子
わ ら し

ァいだら，行ってみでやって，西さ，ぐなっとなったあやいだら，行って

その稲の束よしょって，南さ，死にそった人ァいだら，行っておっかながらなくてもいい

どへって，北さ，けんかだの訴訟だのがあれば，ぎァねえすけやめなせェどへってやる，

日照りの時
とぎ

ァめつろよ流して，しばれだ夏
なづ

はおろがろおろがろ歩いで，みんながらほんつ

けなすど呼ばれ，ほめられもしねェす，苦にもされねェ，そったらものさ，おらァなりて

ェなあ。」（拍手） 

 

教育委員会の林さん，茂手木さん，そして僕とテェゴ，テェゴなんですよ。分かります

か。分かるんですか。３人とも昭和 23 年生まれ。メールでやりとりしていて，僕は，実際

のところ 30 歳ぐらいかなと思ったんですけどね。会ってびっくりしちゃいました。まず最

初に，桃太郎くずれのへんてこりんな南部昔コを聞いてください。 

 

よくたがりばさまがへをたれだ。むが～し，むがし，あるどごさ，ままちゃどばさまァ

いだったず。ままちゃ山さ柴刈りに行ぎあんした。ばさまァ川さ洗濯
せんたぐ

に行ぎあんした。ば

さまァ川で洗濯してらっきゃなす，上の方がらどんぶらこっこどんぶらこど流れできたも

のァありあんすんだ。何
なァに

ァ流れできたど思いあんす？モモ？八戸
はぢのへ

ァモモァ流れでこねんだ。
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いや，瓜ァ流れでくれば瓜こ姫，白い犬っこァ流れでくれば，ひしこ汁の話。鳥かごさ，

スズメっこァ入っていれば舌きりスズメ。今，流れでききたのァなす，で～ったらだイモ

ァ流れできた。いやァ，うまそったイモだ。ばさまァ，「ん，これよ家
え

さ持っていって蒸か

して，ままちゃど半分こして喰
く

ゥびゃ」ど思った。さ，家
え

さ持っていって蒸かしてェ～。

いややや，いいかまりっこァしてきてえ，ばさまの腹の虫ァグ～っと鳴った。「や，ままち

ゃァ何時
い づ

戻ってくるんだが。いや～，したら半分にして自分の分だげ喰うびゃ」って，流

しさ行って包丁
ほいじょ

よ持ってきて，半分にして，さ，自分の分よバグバグバグバグ喰った。そ

ごで止めでおげばえがった。まんだ腹ァ減ってらったもえ。「ヘッヘヘヘ……，ままちゃァ

まんだ戻って来ねえ。よ～し，ままちゃの分まで喰
け

ェ」これよよくたがりどへる訳
わげ

だ。さ

あ，ままちゃの分まで食ったもんだすけバヂァ当だったんだ。腹ァバ～ンと張ってえ，と

うとうで～ったらだ屁よ，バ～ン!! とぶっ放した。いや，そのかまりのひどいごどひどい

ごど。鼻ァ曲がりそったあんばいだ。そのばさまのたれだ屁のかまりっこァえ，風
かじェ

さ乗さ

って，山で柴刈りよしていだままちゃのどごろまで届いだんでェ。したすけ，ほれ，まま

ちゃ，柴刈らないで，くさかったずもえ。って，分がりあんしたがなァ～？（拍手） 

  

７年前に林家木久扇さんが NHK の取材で八戸に来ました。60 年前，小学校１年の時に，

疎開で八戸市内の中心街にある柏崎小学校へ来たそうです。ところが半年しかいれなかっ

た。もう南部弁がひどくて，何を言っているのか全然分からない。僕はもうこんな所にな

んかいられないと，東京へ逃げて，空襲に遭った訳なんです。その懐かしい南部弁・八戸

弁をもう一度聞きたいということで，その柏崎小学校を訪ねたんですけど，誰一人，誰一

人ですよ，南部弁を話せる子どもがいなかったんです。これじゃァ番組にならないという

ことで，あわてて湊の市場に行ってイサバのカッチャに，それから農村部へ行って農作業

中のおばあさんたちに取材し，教員をやっていた僕の所へも来て，「柾谷先生，なまって授

業をしてください」ということで，源頼朝の単元を南部弁で変な雰囲気でやったんですよ

ね。 

 その夜，木久扇さんが，「これはもう八戸のアイデンティティーがないですよ。ただそこ

に存在しているだけで，八戸らしさが何もないです。これは大変なことですよ」と言われ

たことをきっかけに，いろいろなことを少しずつやり始めた訳です。僕は八戸童話会とい

う口演・語りの会に入っています。今年で 91 年目，すごいですね。主な活動は，中心街の

新羅神社の境内で，朝５時半から７時まで，夏休みの最初の１週間やる「森のおとぎ会」

というお話会です。40 年前は 500～600 人集まったんですが，少子化の最近は 200 人弱と

いったところでしょうか。普通の童話もありますが，会員の何人かは南部昔コを語り続け

ています。会員の中で南部昔コを語るのは５割ぐらいでしょうか。ともかく，今の子ども

たちに南部弁で語られる南部昔コを語り続けようと思っています。 
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 また，木久扇さんの話じゃなんですが，大人も含めて，もう少し南部弁を盛り上げてい

かなければということで，「母
か

っちゃ，腹ァ減った。爺
じ

っちゃの仏壇が？」で始まる，お母

さんと子供さんの会話を中心にした『おもしろ南部講座』という番組を八戸のコミュニテ

ィーFM に持っています。今年 15 年目，4000 回を越えました。あと，青森県全体には，エ

フエム青森で『腹いっぱい笑うびゃ南部の昔コ』という番組などで，南部弁発信をどんど

んやっています。 

 南部昔コは 100 個あると 98 個は楽しいです。というのは，ご存知だと思いますが，夏の

季節風やませの所為で八戸は飢饉に襲われました。江戸時代は毎年のように，５年に一度

は大飢饉でした。貧しかったんですね。ですから，大人たちは，子供たちに温かい・楽し

いお話をしてあげたんだと思います。勿論，中には悲しいお話もあるんですよ。 

 昔コの語り手を増やそうということで，昨年から「南部昔コ語り部養成講座」というの

をやっています。毎年，100 人ぐらいが受講しています。その中から，先程の「南部弁の

日」のイベントに出演してもらっています。 

 あと，津波のことも話したかったんですが，もう時間がないですね。八戸もひどかった

です。現在，被災地の１つ，南部弁の南限である釜石の語り部の方々と交流を計っていま

す。「南部弁の日」に八戸に来てもらいました。で，２月１日には僕たちが釜石に行って，

南部昔コを語ることになっています。青森，岩手，宮城，福島と，津波の被災地の方々と，

こういう形で絆が築けていければいいですね。 

 方言も昔コもどんどん消えつつあります。文化庁さんは，それを残そうと，一生懸命を

手を差し伸べてくれています。僕らは助かっています。難しいとは思います。沖縄の方々

の自分たちの言語に対する取り組みに感銘を受けました。僕らは方言ですが，言語の危機，

同じように方言の危機も意識しつつ，頑張っていきたいと思います。どうもありがとうご

ざいました。 

（拍手） 
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八戸 

雨にも負けず 宮沢賢治 

 
雨にも負けず 

風にも負けず 

雪にも 

夏の暑さにも負けぬ 

丈夫なからだをもち 

慾はなく 

決して怒らず 

いつも静かに笑っている 

一日に玄米四合と 

味噌と少しの野菜を食べ 

あらゆることを 

自分を勘定に入れずに 

よく見聞きし分かり 

そして忘れず 

野原の松の林の陰の 

小さな萱ぶきの小屋にいて 

東に病気の子供あれば 

行って看病してやり 

西に疲れた母あれば 

行ってその稲の束を負い 

南に死にそうな人あれば 

行ってこわがらなくてもいいといい 

北に喧嘩や訴訟があれば 

行ってつまらないからやめろといい 

日照りの時は涙を流し 

寒さの夏はおろおろ歩き 

みんなにでくのぼーと呼ばれ 

褒められもせず 

苦にもされず 

そういうものに 

わたしはなりたい 

 

 

 

雨っこさも負げねで 

風
かじぇ

っこさも負げねで 

雪
ゆぎ

さも 

夏
なづ

のぬぐみさも負げねえ 

丈夫
じょんぶ

だもがらよ持ぢ 

欲
よぐ

ァなぐ 

どったらだごどァあってもえへこつけねで 

いっつもすずがっこに笑っている 

一日
いぢにぢ

に玄米四合ど 

味噌どわんつかのあおなよ喰って 

なんもかも 

自分のごどよ勘定さ入れねで 

よぐ見で 聞いで 分がって 

して 忘れねで 

野原
のっぱら

の松
まづ

の林の陰の 

小
ちゃ

っこい萱ぶぎの小屋さいで 

東さ病気の童子
わらし

ァいだら 

行って看病してやって 

西さぐな～っとなったあやいだら 

行ってその稲の束よ背負
し ょ

ってやり 

南さ死にそった人ァいだら 

行っておっかながなくてもいいどへって 

北さ喧嘩だの訴訟だのがあれば 

行って、ぎやねェすけやめなせどへってやり 

日照りの時
とぎ

ァメツロよ流して 

しばれだ夏
なづ

はおろがろおろがろ歩いで 

みんながらほんつけなしど呼ばれ 

褒められもしねえし 

苦にもされねえ 

そったらものさ 

オラ（ワ）ァなりてェ（なァ） 
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日本民話 『桃太郎』南部弁バージョン 
 
むかし むかし あるところに 
おじいさんと おばあさんが ありました。 
おじいさんは 山へ しばかりに 
おばあさんは 川へ せんたくにいきまし

た。 
おばあさんが せんたくを していると 
川上から おおきなももが 
どんぶらこ どんぶらこと 
ながれて きました。 
おあばさんは そのももを ひろって 
うちへ かえりました。 
おばあさんが ももを きろうとすると 
ももが ふたつに われて 
中から 大きな 男の子が  
うまれました。 
おじいさんと おばあさんは その子に 
ももたろうという 名をつけました。 

（以下 略） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
むが～し むがし あるどごさ 
じさまど ばさまァ いだったず～。 
じさまァ 山さ しばかりに 
ばさまァ 川さ せんたぐにいったずおん。 
ばさまァ せんたぐよ していだっきゃ 
上
かみ

の方がら で～ったらだももァ 
どんぶらこっこ どんぶらこど 
ながれで きたずもな。 
ばさまァ そのももよ ひろって 
家
え

さ もどったずおん。 
ばさまが ももよ きるびゃどしたっきゃ

ナ 
ももァ ふたっつに われで 
中
なが

がら 大
お

っきだしねェ 男
おどご

わらしァ 
うまれだずもえ～。 
じさまど ばさまァ そのわらしさ 
ももたろうず 名前

な め ェ

っこよつけだずおな。 
（以下 略） 
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ィ シ ン 
 
 
（司会） それでは，今日のイベントの最後になりますが，パネルディスカッションに入

りたいと思います。今日この会場にも高齢者の方がたくさんおられるんですが，このパネ

ルディスカッションはあえて 40 歳代，若いですよね，40 歳代の人に登壇してもらってお話

を伺います。若い人がどのようにこれから継承していこうと，そういう考えや話が中心に

なるかと思います。よろしくお願いします。それでは司会が替わりまして，国立国語研究

所の木部暢子さんにお願いいたします。よろしくお願いします。それからパネラーの方，

どうぞお入りください。（拍手） 
 
（木部） じゃあ，よろしくお願いします。（拍手） それでは，全員 40 代ということで

司会も 40 代ということに，今日だけさせていただきたいと思います（笑）。ここまで 8 地

域のかた，それから，東北の八戸のかたにお話を伺いました。これからの大きなテーマは

どうやって地域の言葉を伝承するか，どうやって子供たちに伝え，子供たちだけでなく，

地域に広げるかということですが，最初に，このシンポジウムから壇に立つ新顔のかたも

いらっしゃいますので，自己紹介と今やっている活動を，簡単にお話しいただければと思

います。じゃあ，こちらからいきますか。渡辺さん。 
 
（渡辺） こんにちは。私は八丈島で生まれて高校生まで八丈におりました。7 年前に横浜

からユーターンをして住んでいます。2 年前に息子の三原小学校が方言の研究指定校になり

まして，そこで保護者として島言葉の取り組みにかかわってきたのがきっかけで，たぶん

今日声を掛けていただいたと思います。最初はちょっと荷が重いのでとお断りしたんです

けれども，私の同世代ですとか先輩方がいろいろなサッカーとかバレーボール，いろいろ

な地域のことで頑張っている同世代の仲間もいますし，あと，さっき高校生の拓ちゃんも

発表していましたけど，同じ地域で中高生もやっぱりすごく，地域のためにって頑張って

いるので，私もできることがあればと思って今日参加することにいたしました。 
 最初消極的な気持ちで，2 年間島の学校と一緒にやってきたときに，島言葉は残らないん

じゃないかというちょっと消極的な気持ちが正直あって，頑張って取り組みはしてきたん

ですけど，前向きになりきれないところが正直ありましたが，伊奈かっぺいさんの楽しく

という話とか，昨日今日各地域の取り組みを聞いて，歌や踊りや誇りを持ってやっていら

っしゃるのを見て，私も恥ずかしいじゃなくて頑張ってやってみたいなという気持ちに，

この 2 日間でだけでも気持ちが変わったので，このつながりを閉ざさないようにして，力

を合わせていきたいなと思いました。今日はよろしくお願いします。（拍手） 
 



－ 184 －

日本の危機言語・方言サミット in 八丈島 
パネルディスカッション 

（岩下） あらためましてこんにちは。与論小学校で 1 年生を担任しています岩下です。

先ほども報告させていただいたんですが，私は 28 年ぶりに帰ってきてうれしかったんです

が，1 年目はものすごいショックでした。担任する目の前の子供たちが，与論の言葉をしゃ

べれないんですよ。うわあと思って，本当にめげました。そこから何とか立ち上がって，

幸いなことに学習の計画などがありましたので，より所として今そこに心血を注いでいる

状況です。先ほどもいろいろやっていることも報告したのですが，皆さんの報告とかを聞

きながら，頑張ろうという気になりました。「目指せ，トリリンガル」，そこをもう大事に。

あとまた，とにかく使う環境づくりですね。シャワーを降らせるということに，今一生懸

命活動をしております。 
 また，実際調べて先ほども言いました，バイリンガル認定者をリストアップしたときに，

30 代でばっちり話せるという人が 2 桁にのぼったんですよ。10 人以上いるかな。ゼロじゃ

ないかな？ と思ったら，30 代でも 10 人以上上がってきましたので，これからもっと発掘

すれば与論島は本当は話せるバイリンガルが，いっぱいいるんじゃないかと思って，これ

からも頑張ろうかなと思っています。今日のこのパネルディスカッションでいろいろ学ん

で，持ち帰りたいなと思っています。よろしくお願いします。（拍手） 
 
（関根） イランカラプテ。先ほどもお話しさせていただきました。北海道は広いんです

けど，唯一私が住んでいます二風谷というところだけ，アイヌの人口がマジョリティーだ

と。ほかのところはやっぱり日本人，和人の方の方が多いんですけど，そういう地域から

やってまいりました。アイヌ語講師と言っていますけど，もちろんそれで飯は食えません

から，普段は山に行ってチェーンソーを持って木を切っているんですよね。それ以外の時

間でアイヌ語の活動をしております。実は僕はアイヌではなくて，嫁がアイヌで僕の父親

が奄美大島出身でして，奄美の方にもお会いしたりできて，今回大変うれしく思っており

ます。よろしくお願いします。（拍手） 
 
（平良） はいさい，ぐすーよー ちゅー うがなびら。わんねー 沖縄県ぬ平良真やい

びーん。ゆたさるぐとぅ うにげー さびら。今，沖縄本島の中南部の代表的な言葉で，「皆

さんこんにちは，沖縄県の平良真です。よろしくお願いします」，自己紹介させていただき

ました。 
まず，沖縄県の言葉は，方言とか琉球諸語とかウチナーグチとか色々な言い方がありま

す。沖縄県のスタンスとしては，しまくとぅばとは，方言等の総称として使っております。

なぜかというと，ユネスコでは，昔から使われてきた言葉で地域を区切ったため，琉球諸

語とか方言とかの表現で分類されているからです。 
 南北大東島も，沖縄県です。ユネスコでは，南北大東島は，八丈語の分類で区切られて

います。 
また，ウチナーグチとかいった場合には，宮古島や石垣島の方々は，「みやーくうつとか
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やえやまむにーと言い，ウチナーグチとは言わないよ」と言われます。そういった理由で，

しまくとぅばで統一しています。その中で，なぜ今しまくとぅばの普及継承なのかという

ことですが，9 月 18 日，く（９）とぅば（18）で，ごろ合わせではあるんですけど，平成

18 年の 3 月にしまくとぅばの日の条例を制定しております。 
ただ，その当時，表記をどうするかとかで，なかなか普及継承が進みませんでした。し

かし，昨年からは，まずは話すことから始めるべきだよねと。もし，しまくとぅばを使わ

ないで，諸先輩方，話者の方々がいなくなった時には，しまくとぅば自体が無くなってい

るかもしれないと。 
 沖縄県では，沖縄芝居とか組踊等，琉球文化の基層となるものがしまくとぅばと考えて

います。先輩方がいなくなった時に，話者の記録等も無く，しまくとぅばが消滅してしま

うと琉球文化も衰退するのではと危惧しています。 
今，普及継承しなければいつやるのということ形で，取り組んでいるところです。昨日

も伊奈かっぺいさんのお話でもあったように，県としても楽しく面白く普及継承をしてい

こうと思っております。 
お笑い芸人の方々，沖縄芝居等のイベント開催など，老若男女，みんなで楽しめるよう

な普及継承の取組を行っているところです。 
 しかし，県だけで普及継承しても，普及継承は出来ません。各地域の皆さんの力が必要

であり企業や県民が，一体となってやらないと普及継承はできないのです。県は黒子でい

いと思います。県も県民と一体となって頑張っていかないといけないし，横の連携も強く

していきたいと思いますので，よろしくお願いします。（拍手） 
 
（木部） はい。皆さんそれぞれの立場で，渡辺さんは保護者の立場，岩下さんは教諭，

関根さんはアイヌ語講師，平良さんは文化振興課という，いろいろな立場で参加していま

す。昔だったら，生まれて家庭でまず聞くのは方言だった，それで方言を知らず知らずの

うちに覚えたんだと思いますが，今はなかなか，子供さんが家庭で方言を自然に覚えてい

くということが少ない環境になってきました。そうしたときに，じゃあ，家庭以外のとこ

ろで教えよう，どうにかして方言を子供たちに伝えようという活動をなさっている方の代

表がここにいるわけです。 
 大きくはどうも 2 つ，家庭でできないとすると，学校教育でやろうよという立場ですね。

それが岩下さんと，平良さん。それと学校以外のところで，例えば，学校が終わったあと

に，子供たちを集めて教えようとか，あるいは保護者の立場で子供たちの方言の習得のた

めに何かをやろうというのが関根さんと渡辺さん。大きく 2 つ分けられると思うんですね。

最初に，学校の方からいきますかね。 
 じゃあ，岩下さん，報告にもありましたけれども，与論小学校はとても取り組みが進ん

でいると思うんですが，そのときに苦労なさった点と，でも今やっぱりこれ困っているよ

ねとか，そういうことも含めて学校現場の話を，もう少ししていただけるとありがたいん
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ですが，どうでしょう。 
 
（岩下） はい。じゃあ，いっぱいあるんですけど挙げればきりがないので，特に私がこ

この部分が大きいなと思ったところをお話しします。3 つお話します。まず，やっぱり言葉

が地域によって違うということですね。私は隣の茶花小出身なんですよ。保護者の中には，

もう 1 つの那間小学校出身者もいます。だから，いろいろな地域の人が保護者として入っ

ているので，いろいろな言葉があって，学校で教えるときに，「ちょっと違う」，「いやあ，

その発音は。」とか，そういう抵抗が保護者の中にありました。そこを 1 つに束ねていく部

分というのは，やっぱり難しいなと，今回のかるた作りを通しても思いました。 
 2 つ目が，やっぱり島外からの移住者ですね。うちは教員住宅とかもありますので教員の

子供たちもいます。「バイリンガルを探せ」のときも「1 人もいません」という回答をする

子たちがいるので，その子たちにユンヌフトゥバを学習する意義，やっぱりそこをきちん

と持っておかないと，広げられないなと思いました。 
3 つ目に，一番大きいのは子供たちに話し掛けていない大人たち。3 世代のところでもじ

いちゃんばあちゃんとお父さんお母さんは，お互いにユンヌフトゥバをしゃべるんですけ

ど，この 2 つが子供に面したときには，共通語でしか話し掛けないんですよ。ああ，そこ

が大きいなって思いました。 
 
（木部） じゃあ，平良さん。教育で何か感じていることを。 
 
（平良） まず，教育で感じていることをお話しする前に，沖縄県の取組についてお話し

します。現在，県では，しまくとぅば普及推進事業を行っています。事業を推進する前に，

しまくとぅばの普及状況を把握しようと，県が初めて意識調査を行いました。その中で，

意外だったことが，10 代の若者たちが 5 割以上，20 代も 7 割以上，全体的には 8 割以上の

方々が，しまくとぅばに親しみを持っているという結果が出ました。 
一方で，話せる程度を聞いたところ，話せるという人が，全体の 5 割程度の 58％という

数値が形で出ました。その内訳を見ると 70，60 代以上がほとんどを占めていて，10 代以

上が 5％以下と，数字的にも若年層ほど話せないという結果が浮き彫りになりました。また，

普及継承の方法を訪ねると学校の総合学習などでの実施が望ましいという声が多々ありま

した。 
 学校現場もしかりですが，やはり家庭の中でも，しまくとぅばを使うことが必要かと思

います。先ほど岩下さんがおっしゃったように，家庭の中で親御さんが話し掛けて，子供

たちからの発信など，その中で受け答えができる形がつくれれば，学校も含めて，普及継

承するには一番いい形のかと個人的には思っております。 
 
（木部） ありがとうございます。今，学校の持っている役割が大きいという話がありま
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した。でも，学校でも，今おっしゃったように，その地域の出身でない子もいるんですね。

その子たちにどの方言を教えるかという問題が，1 つありました。それについて何か，岩下

さんでも，それから平良さんでも。 
 
（平良） その点に関して，ここに登壇している皆さんで話し合ったんですが，沖縄本島

でいえば東西 1,000 キロ，南北に 400 キロある中で，文化も違うし言葉も違う。両親が，

それぞれ異なる地域の出身で，両親の出身地とは異なる地域に移住や生まれ育った子供た

ちにとっては，両親の出身地ではないしまくとぅばを学ぶ。自分たちが普及継承している

立場ではありますが，何かエゴがあるなと。思いませんか。子供に押し付けている感とい

うか，子供たちは，このしまくとぅばを学ぶべきだとか親たちの，大人たちのエゴが出て

きているんじゃないかと，ふと考える自分がいます。 
 子供たち目線に立って，そこは親がどこの出身であろうが，例えば親が，北部，宮古で

あろうが，子供が好きな地域のしまくとぅばを選ぶのであれば，その地域のしまくとぅば

でいいんだよと。子供たちに選択肢を与えてもいいのかなと，思っているところです。 
 
（木部） 私たちがよかれと思っていることが，本当に子供たちにとっていいのか，とい

うことは，私たち自身，ちょっと反省してみなきゃいけないですね。岩下さんは，例えば

クラスにいろいろな地域の子がいたときに，どういうふうに教えてらっしゃいますか。 
 
（岩下） 子供たち以前に私の問題でした。学習する中で，その学習指導案や単語カード

がありますが，私は隣の校区なので，教えるときにやっぱり発音が微妙に違うんですよ。

だからもう，いろいろあるんだよと教えています。「みんな違って当たり前」がうちの学級

のスローガンなので（笑）。「みんな違ってみんないいよ」をモットーに，カードで教えて

菊さんに発音してもらってます。その後に「でもね，私はこう言うの。こういうユヌフト

ゥバもあるんだよ。」という感じで教えています。ですから，そこの対策としてやっぱり各

家庭，そこで引き継ぐ，そこが一番大事じゃないかなって思いました。去年から音読カー

ドというのを実施しています。そのカードに付けているプリントには，ことわざとか，あ

とユンヌフトゥバかるたの文言も全部付けているんですけど，学校では基本この形で学び

ますが，各家庭の言葉に直して，そこで練習してくださいとお願いしています。 
 親も必死になるんですよ，そうしたら。しゃべれないと教えられないので。そういうと

ころで保護者の方から，あの音読カードがよかったって言ってもらっています。そんなふ

うに各家庭で学ぶというふうに帰しています。あとまた，さっきもちょっと出ましたけど

移住者，つながりがない子たちも実態調査で上がってきましたので，地域の大人たちとつ

なぐことで，ごく身近なところのユヌフトゥバを学んでいくというスタンスに，もうばっ

（木部） 授業で方言を取り上げて，今度は子供に家庭に帰って考えてもらう。例えば関

根さんは，アイヌ語を子供たちに教えてらっしゃるんだけれども，アイヌ語学習の場から，
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家庭に帰ってその子たちはやっぱり，こんなことを習ったよとか，親たちとコミュニケー

ションをすることはあるんでしょうか。 
 
（関根） そうですね，聞く話ではやっぱり家でアイヌ語をしゃべるんだ，アイヌ語の歌

を歌うんだというのはあるんですよね。実際状況はといったら，親が分からないんですよ

ね。そういう状況の中で僕なりの課題だなと思っているのは，いかに親たちもこの運動に

巻き込むか。いつでも誰に対してもオープンなんですよね，僕がやっているアイヌ語教室

というのは。だから，やっている間の時間，保護者の方は送ってきて迎えに来るという方

がほとんどなんですけど，その人たちにもできれば同じ時間を共有していただいて，同じ

ようにやるとか。さらに，さっき言ったようなテ・アタアランギ法という，アイヌ語だけ

の学習とかを親もやってもらってとか。いかに普段の生活でアイヌ語を使ってもらうか，

分かる言葉はアイヌ語でというのを，家庭の中からやってもらうということが，普及につ

ながる鍵だと思っています。 
 
（木部） とってもいいことを伺いました。学校はやっぱりきっかけであって，それは子

供が家に帰って，今度は子供が下から上に，親とのコミュニケーションの中でこんなこと

を習ったよ，だけど，先生が言ったのとどうも違うかもしれないから，自分で考えてみよ

うと。そういう循環が生まれるかもしれないという可能性があるかなと思い始めました。

保護者として渡辺さん，実際，今，お子さんが学校で方言を習ってきて，家庭でそんな話

で盛り上がるというようなことはあるんでしょうかね。 
 
（渡辺） 2 年前に小学校で取り組みを始めて，しゃべらなかった言葉をしゃべるというこ

とはあります。例えば，この前ニット帽をかぶったら，夫はおばさんみたいだよと言った

けど，息子は◇かやしきゃって◇言ってくれて（笑）。そう。それでふと出るつもりがない

ところで，島言葉が出てきたりするというのがあるので。あとは自分から，地域の人に声

を掛けられることはたくさんあっても，子供の方からおじいちゃんおばあちゃんに話し掛

けるということが少なかったけれども，学校で取り組みでかかわったおかげで交流が増え

ているので，島言葉に触れる機会が増えているというのはあるんですが，家庭で取り組め

るかというと，私は聞いて分かるけれども話せないので，話してと言われれば片言，変な

島言葉になってしまうけど，話せるかもしれないですが。 
 どう取り組んでいけばいいのか，しなければならないみたいな，今。島言葉を覚えなき

ゃいけないという感じが，ちょっと今のところあるような感じがするので。 
 
（木部） それはお子さんが？ 
 
（渡辺） 何となく雰囲気，八丈島で。残さなきゃいけない，しゃべらなきゃいけないみ
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たいなところがあるので，与論島の楽しくというところを，どういうふうに八丈島でヒン

トにして，家庭で話しにくい 40 代 30 代のお母さんが，しゃべれないのをどうしゃべった

らいいのかというところは，やっぱり八丈島がそういう島言葉ムーブメントが起きないと，

盛り上がっていかないと，お母さん方もちょっとやりづらいかなという感じがします。 
 
（木部） そうですね，子供たちは小学校で地域の言葉に触れても，今度はお父さんお母

さん，30 代ですか。40 代？ その年代の人たちは学校に来なさいというわけにはいかない

ので（笑）。そこのところは岩下さん，与論の場合はまだ 40 代でも方言は大丈夫ですか。 
 
（岩下） そうですね。わりと大丈夫です。私の世代は中学校時代に，「ユンヌフトゥバは

大事だよ」って，世の流れにちょっと逆行した形で，「大事だよ，じいちゃんばあちゃんの

生きざまを聞きなさい」と言う先生がいらっしゃったので，私を挟んで上下 2 つ 3 つの世

代はやっぱり，意識がちょっと変わって，同窓会をすればみんなユンヌフトゥバでしゃべ

っています。私は半分ぐらいしかしゃべれないので，劣等感を持つぐらいになっています

ね。30 代の後半の人たちも，ある程度はしゃべれているので，そこをどう掘り起こすか。

だから，音読カードを使うとやっぱり一生懸命親たちが習うので，そんな感じでちょっと

でも。 
また，子供たちが「トートゥガナシ」とか，いただきますを「タバーラリュンドー」と

言うと，やっぱりうれしい気持ちになるんですよ。私も学級でもうにこっとなります。そ

の雰囲気で子供たちは，「ああ，ユンヌフトゥバをしゃべるっていいんだな」って。その空

気をやっぱりつくりたい。今おっしゃったように覚えなきゃいけないじゃなくて，そこを

楽しむというところ，そこがすごくポイントかなというのをまた，志保さんの言葉を聞き

ながら思い直しました。 
 
（木部） 昨日の伊奈かっぺいさんの講演は本当に楽しくて，やっぱり楽しんでやるとい

うのは大事だなと思いました。その辺は，例えば関根さんは，昨日のレセプションでも非

常に楽しい，ああ，こういうやり方をしたら子供たちは楽しいだろうなというような，と

ってもお上手な教え方をしてらっしゃるなと思ったんですが，何か工夫はありますか。 
 
（関根） そうですね，僕自体毎回が試行錯誤ですからね。でも，やっぱり初めは板書し

てノートに書いてとか，そういうことを試したりしたんですよね。でも，子供ってすごく

正直なんですね，すごい眠たい顔になっちゃうんですよね，すぐに（笑）。だから，これは

だめだなとなりまして，でも，ギターを弾いてとか，楽しくそれを心掛けています。 
 
（木部） 例えば教育側で，平良さんの場合，教材はとっても立派な教材を作っておられ

ますが，楽しく子供たちに地域の言葉に接してもらうという，工夫みたいなのは何か？ 
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（平良） 参考資料という形で副読本を，全県の小学校 5 年生と中学校 2 年生に作成し配

布予定です。しまくとぅばは，文字で書いていてもアクセントとかそれぞれ地域で異なる

ので，耳でも聞けるように CD 付きで，5 地域の北部，中・南部，宮古，八重山，与那国地

域の代表的なしまくとぅばで掲載する予定です。児童生徒にも，耳で聞けてこういうこと

なんだ，アクセントもこういうことなんだなと音で理解してもらえるよう，工夫していま

す。 
ただ，先ほどから「楽しく」というキーワードが出ていますが，子供達にも楽しく学ん

でいけるように普及できればと思っています。 
また，メディアも有効活用したいなと個人的に思っていまして，新聞，今日はマスコミ

さんも沖縄から駆けつけて来ていますが，毎週日曜日にもうちなぁタイムスというタイト

ルで，しまくとぅばの特集をしています。 
 先程も話題に出ていましたが，メディアで全国的にしまくとぅばを広めたきっかけがＮ

ＨＫの『ちゅらさん』でした。 
昔は流行ったと思いますがその当時，本土の方々はゴーヤーを，ニガウリだったんです

ね。覚えていますかね。『ちゅらさん』のゴーヤーマンが流行ることで，本土の方々も，ニ

ガウリをゴーヤーと呼ぶようになったり，あと，沖縄では，ご当地キャラでマブヤーとい

うのがいます。映画版も出ていますが，小さい子から，メーゴーサーとかクーバーとか言

って遊んでいます。メーゴーサーは，げんこつ，クーバーというのはクモのことなんです

けどね。最初は，意味は分からなくていいと思います。 
そのしまくとぅばが，耳に残り後々，意味を分かってもらえればと，思っています。 

 
（木部） そうですね，メディアももう今は本当に，いろいろ活用できる，いい時代にな

りましたね。それで，渡辺さんはやっぱりちょっとプレッシャーがまだありますか（笑）。

それを払拭する方法を皆さん，渡辺さんにアドバイスしてあげてください。渡辺さんは，

方言は聞けば分かるけれども，自分ではすらすら出てこないという状態ですね。そういう

方は多いと思います。たぶん日本全国。与論は特別だと思いますね，親の世代でもすらす

ら出てくるというのは。アイヌ語は 40 代の方はまったく知らないし話せない。そういう方

は，アイヌ語をしゃべりましょうよとか，八丈語を話しましょうよといっても，プレッシ

ャーを感じる。子供から，「お母さん，これ習ったけど，どうなの？」と聞かれたら，プレ

ッシャーを感じる。40 代の，方言が，地域の言葉が話せないお母さんのプレッシャーをど

うやったら取り除いてあげられるか。何かいいアドバイスはありませんか。 
 
（平良） 自分も 40 代ですけど，先輩方が話す内容は，何となく文脈では分かっていても，

話すことができないというのが現実です。個人的に思うことは，今と，昔のしまくとぅば

を話したら罰する方言札とかがあった先輩たちの時代とは，区別すべきだと思います。現
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在は，しまくとぅばを使うのがかっこいいとか，三線を弾いたり文化を習うことがかっこ

いいと思う，時代になってきたのかなと。 
そういう時代であるからこそ，自分自身がしまくとぅば等を習おうと思うきっかけづく

りにもなるし，子供たちにも積極的に地域の文化にも触れさせてあげたいなと，親として

は思うところですね。 
 
（木部） かっこいいんですね，方言，地域の言葉，あるいはアイヌ語をしゃべることが。

昔は本当にだめだって，そんな言葉をしゃべったらだめだと言われたんだけど，それが話

せることがかっこいいというのは，時代が変わったなという気がします。アイヌ語もやっ

ぱり，子供たちは自分が話せるようになったら，ほかの子よりもかっこいいと思っている

という部分はあるんでしょうかね。 
 
（関根） そうですね，そういう状況に来ていると思いますね。だんだん，アイヌ語をし

ゃべることがかっこいいってなるように。やっぱり，それこそできたころはアイヌ語教室

に行きますと，こそこそ行くという感じがあったらしいんですけど，今は全然そんなこと

はないですし，しゃべれることがかっこいいという状況になっていると思いますね。 
 
（木部） 岩下さんは何か，渡辺さんのプレッシャーを取り除いてあげるにはどうすれば

いいか，ありませんか。 
 
（岩下） やっぱり私がすごく心掛けているのは，私は半分ぐらいしかしゃべれないんで

すよ。だけど，やっぱり使ってみる。使わないと次の課題とか見えてこないし。やっぱり

与論でも敬語が難しいからということで二の足を踏んじゃう。これはどこでも同じだと思

うんですよ。ですよね。だけど，今，菊さんもおっしゃるんですけど，そこを使ったとき

に「間違っているよ」じゃなくて，まず，「使えたね，使ってくれてありがとう。ここはこ

ういうふうに言うといいよ」という感じで，そういう受け止める側のところも，ちょっと

つくりたいねというのを言っているんです。私もそこを信じて，もう共通語と半分半分な

んですけど，使って，分からないときは共通語にして。でも，そんな中でも，「あら？ 私

は共通語とユンヌフトゥバと 2 つ使い分けてかっこいいわ」と，まず自分をほめる（笑）。 
 まず自分がと思いながら，やっぱり使っていくことでしかできないのかなって思います。

知っている単語をつなぎつなぎ，間に共通語を入れながらでも，確実に私自身も使えるユ

ンヌフトゥバというのが，域が広くなってきたように感じています。母としゃべるときに

母が本当にほころんだ顔をするんですよ，私がユンヌフトゥバで話し掛けると。やっぱり

そこは話さないと得られない部分なので，やっぱりまず自分自身かなと思っているところ

ですね。 
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（関根） 例えば島言葉だけで，友達同士で今から島言葉でしゃべろうってなったらどう

なるんですか。無口になっちゃうんですか。 
 
（渡辺） 自分のことを我というんですけど，メールでも我しか使ってないです（笑）。だ

から，会話でもたぶんしゃべろうとしてくれる友達だったら，しゃべれるかもしれません

けど，混ざっていると思います。 
 
（関根） 何かやっぱりお互いが優しくというか，取りあえずしゃべることが素晴らしい

という空気をつくってね，しゃべるというのがいいですね。 
 
（渡辺） でも，ちょっと自宅は島言葉がいっぱいあるので，両親もそうなので，地域の

人も島言葉なので，じゃあ，私もしゃべります。まずそこから。 
 
（関根） いいですね，お願いします。 
 
（渡辺） しゃべってみます。 
 
（木部） 少し晴れましたか。 
 
（渡辺） 晴れました（笑）。 
 
（木部） 大事なのは使って間違うこと。子供たちもそうだし，若いお母さんも間違った

使い方をするというのは当たり前ですね。言葉を学ぶときは間違いを繰り返しながら習得

していくわけだから。外国語習得もそうですよね。重要なのは，これまでの発表でも何人

かおっしゃいましたけれども，間違ったのをこれは違うよとか，これ間違っているよ，う

ちの地域はこんなふうには言わないよとかいうふうに批判することはやめなきゃいけない

ということ，私たち自身も，という気がしますね。 
 でも，どうしても人って自分の価値観が，言葉って価値観が染み付いているので，違っ

たら違うよって言いたくなるんだけれども，違うと思ったら，違うよ，私のところはこう

だよって，自分で自分の言葉を書く。それを教えてあげれば，いいんじゃないかなと思う

んですけどね。 
 あと，子供たちに楽しくやってもらう方法，メディアを使うとかギターを使うとか，試

行錯誤の段階ですけど，ほかに何か工夫してらっしゃることはありますか。 
 
（平良） 先ほども，若者がしまくとぅばをしゃべれないという結果が出てきたというこ

とを，お話しさせていただきましたが，沖縄県では，若者を主にターゲットにした，しま
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くとぅば検定というアプリを作成しました。アトランダムに問題が出てきて，楽しくしま

くとぅばが学べる仕組みとなっています。 
 
（関根） 僕たちも何でもやるんですよね，それこそ節操なしというんですかね。お手本

はやっぱり英語教材とか何でも。キクタンとかってあるんですよね，それのアイヌ語版を

つくってみたりとか，僕たちもラジオ体操をアイヌ語でやってみたりとか。これはいいか

もしれないってなったら，何でもやるという姿勢でやっているので，楽しい教材はいろい

ろできていると思います。 
 
（岩下） やっぱり楽しさの中に基本をしっかり押さえとくというところも，大事かなと

思います。より所となるもの。昨日，八丈中学校の先生からも言われました。与論は与論

語大辞典，菊千代さんが作ってくださった，大きな辞典があるんですよ。私たちも分から

ないとき，かるたを作るときも，うちの校長先生が一生懸命めくってあの言葉はここにあ

るって言いながら使いました。もうそれがすごく楽しかったんですけれども，やっぱり本

当により所となるもの 1 つあれば，また教育活動も広がるということです。2 つ目，教育活

動なんですが，総合的な学習で今うちでしていることがあります。ユンヌフトゥバ学習と

いうことに絞らずに，小学 3 年生が昔の暮らしを振り返る，社会科の学習がそうなってい

るんですけれども，そこに祖父母の生き方を調べて，生き方物語という絵本を作るんです

よ。 
 するとやはり，そこで子供たちがおばあちゃんおじいちゃんに聞き取りをしますから，

その中で必然的に歴史や生き方，文化，そしてユンヌフトゥバが入ってくるんですよ。そ

こでやっぱり間接的に学んで，そこでまた調べ学習をして，まとめるときに分からなけれ

ば，与論町史とか辞典とか，そこで教師も，私もなんですけど，調べつつしっかり固めて

いくというところも大事です。あとまた，今おっしゃったんですけど，やっぱり最先端の

ものも利用する，スマホとかああいう子供目線でいくと，飛びつきやすいものってありま

すよ。あんなのもやっぱり活用するということで，今度できたユヌフトゥバかるたも裏に

皆さん，QR コードというのが付いています。そこをスマホで検索すると，保護者の吹き込

んだ音声が流れますので，そこでまた子供たちは飛びついて，当ててみようかな，みたい

な感じで楽しくできるんじゃないかなと思います。ですから，最先端も利用しつつという

ところ，とってもいいんじゃないかなと思いました。 
 
（木部） 渡辺さんのところも，おじいちゃんおばあちゃんはいらっしゃるんですよね？ 

そうしたら，何か言葉だけじゃなくて，さっきの生活全体，それをお子さんと一緒におじ

いちゃんおばあちゃんに聞く。そうするといいかもしれませんね。ご家庭でおじいちゃん

おばあちゃんとの会話とかいうのは，それは方言が出てくるんでしょうかね。どうですか。 
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（渡辺） 今実際に息子と父と母と島言葉というのは，子供からは出ないですが父たちは

島言葉で話し掛けているので，やっぱり理解はもしかしたらしているかもしれないですね。 
 
（木部） やっぱりできるだけたくさん耳で聞く，それから目で見るということは重要で

すね。それから方言辞書。これは本当に大切です。辞書が作られている地域と作られてい

ない地域とあって，これは私たち研究する者がきちんと取り組まなきゃいけないことだと

思っていますので，協力関係をつくって，できるだけいろいろな地域のいろいろな辞書を

作っていきたいと思います。 
 もう最後，そろそろまとめなんですが，やっぱり子供たちは理屈じゃなくて，楽しけれ

ば学んでくれますね。私はよく，どうして消滅しそうな言葉を残さなきゃいけないんです

か，なんて聞かれるんです。いろいろなところで。方言は温かいからとか，いろいろ言い

ますけれども，子供たちはそんな，なぜ覚えなきゃいけないかなんて，考えてないのかも

しれませんね。 
 でも，私たち大人は，一歩立ち止まって，なぜ子供たちに地域の言葉を使ってほしいと

思うのか，そして子供たちが使うことによってずっと後世まで，消滅しないで残したいと

思っているのか。そこは子供ではない 40 代の私たちは，今日私は 40 代ですので（笑），ち

ょっと考えとかなきゃいけないなと思っているんです。さっき平良さんが言ったように，

押し付けであってはいけないとは思うんですけどね。 
 それについて，もし皆さん方が「どうしてそんな消えそうな言語を？ これはしょうが

ないじゃないですか。どうしてそんな一生懸命残すんですか」って言われたら，どういう

ふうにお答えになりますか。 
 
（平良） 確かに大変難しい課題だとは思いますが，各地域では色々な伝統，文化がある

と思います。先ほども言ったように，しまくとぅばは，字ごとで異なるため生まれ育って

きた地域の言葉を大切にしましょうというスタンスで，沖縄県では普及継承をしています。 
しまというのは島というイメージじゃなくて，字とか部落ということで考えています。

しまごとで，エイサーも全然違うし旗頭も全然違うし，そういった中で，青年会とかが頑

張って地域を盛り上げています。だから，子供たちが青年会のお兄ちゃんたちがかっこい

いと思うことができる。文化自体を継承するのが大切だし，その結果，地域のコミュニテ

ィーの形成に繋がると思うのです。 
 今，なぜしまくとぅばが話されなくなってきたのかはメディアも原因の一つであったか

と思います。もあります。テレビでは，標準語を使用しており，子供たちは標準語が当た

り前となった。また，核家族化が進んだのも原因の一つではないかと。現在では，おじい

ちゃんおばあちゃんが，一緒に住んでいない家族が多くなった。 
その状況で，子供たちが青年会とかを面白そうだな，楽しそうだな，かっこいいなとか

思って，その地域の文化に触れる機会となる。きっかけですね。その中で，コミュニティ
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ーが形成されていく。あの子はどこの子？ とか，今は，大人たちは，地域の子供たちを

あまり分からない。昔はなかったじゃないですか。あの子はあっちの子だよねとか。奄美

とかもそうですし，八丈でも子供たちを知っていると思うんですが，現在の沖縄では，コ

ミュニティーが失われつつあります。隣の家の子供たちだったら分かるんですけど，マン

ションだったら誰の子なのかも分からない。そういったコミュニティーが，青年会みたい

な所から形成されるのではと思ったりしています。 
 
（岩下） 本当にコミュニティーつながりで，私も何で自分がすごく一生懸命なのかなっ

て思ったときに，楽しいことが一番いいんですけれども，やっぱり自分を大事に生きてほ

しいと思っています。私は中学校のときに祖父母の生きざまをずっと調べて，こんなふう

に，こんな大変な中私に命を受け継いでくれたんだな，この命むだに生きられないぞと，

恥じる生き方もできないぞという思いになりました。私の同級生の中でも，自殺している

人たちがやっぱりいるんですよね。いろいろなことが今からの子供たち，社会が厳しいと

思うんですよ。そんな中で自分なりにたくましく生きていってほしいなという思い，そこ

を支えるのが本当にコミュニティー，自分のより所です。私は 1 人じゃないんだって思え

る，それが自分はやっぱりユンヌフトゥバでした。 
 島外でずっと 28 年勤務したときに，いろいろな目に遭いました。島差別にも遭ったんで

すけれども，そんなときにも，ああ負けられないって。やっぱりそこがより所ですので，

そこを大事に。本当にこれから生きる社会の在り方にも，関係するんじゃないかなと思い

ますね。 
 
（渡辺） そのより所というのは，まさに私もその通りで。向こうに 16 年ぐらいいました

けど，親だけじゃなくておじさんおばさんがいて，地域の人がいて，やっぱりそれで島言

葉もそこにはあったんですけど，自分が生きていく力になった島だった。たぶん皆さんそ

うだったと思うんですけど，それをコミュニティーがないと，そう思えない子供たちが育

ってしまうということで，やっぱり本当に，最初にも言ったんですけど，今大人たちが頑

張って子供のためにいろいろ，教えたりそれぞれのところでそれぞれ活躍しているんです

けど，島言葉というのはどこの，サッカーでもバレーでも太鼓でも踊りでも共通で，島に

住んでいるというところで，やっぱり 1 つにつながれる，コミュニティーをつくれるもの

なのかもしれないなって，ちょっと今思って。 
 宮古でしたっけ。面白がる気質があるというお話があって，ちょっと島の人は恥がまし

がりで，恥ずかしいといってちょっと遠慮したり，いいよいいよ，やって，みたいなとこ

ろがあるので，その気質を変えるのは難しいんですけれども。やっぱり子供たちや，また

大人もそうなんですが，そのかかわることによって子供たちに元気をもらったり，子供た

ちに力を与えていったりというつながりを，つくっていく島言葉，方言を残すという取り

組みができるといいかなと思います。あと，島言葉ばっかり八丈にいると思っているんだ
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けど，今回 8 地域のさまざまな言葉を聞いて，ここにいる人たちだけが聞いたのではもっ

たいないから，ぜひ日本にこんな言葉があるよというのを，子供たちにも，今回来られな

かった人たちにも紹介したいなという。日本の面白さの 1 つだなというふうに感じたので，

ちょっと僻地の言葉ではなくって，面白い言葉があるということを伝えたいと思いました。 
 
（関根） アイヌの場合は少数民族ということで，やっぱり外国の少数民族の方たちとの

交流とかも，わりとやる機会があるんですよね。そういうので見ていたらやっぱり北欧の

方とかニュージーランドの方とか，言語が消滅しかけていたのを復活して，しゃべってい

る人たちが実際いるんですよね。その人たちを見ていたら，生き生きと生きていると。誇

りを持っていると。アイヌの人たちもそういう状況になるように，僕は尽力したいと思っ

ていますし，やっぱりアイヌ文化で刺繍をするとか踊りをするとか，そういうのはわりと

みんなとっつきやすいんですよね。でも，言語はやっぱりまったく知らない言語を 1 つマ

スターするってなったら，気後れしちゃうというかそういう部分があると思うんですけど，

僕は文化の伝承の核心は言語だと思うんですよね。 
 そういう中で，言語を取り戻せばアイヌとしてのアイデンティティーを持って，誇りを

持って生きられると。みんな，ニュージーランドならマオリであることを，楽しんでいる

人たちがたくさんいると。そういう状況にアイヌの社会をしていきたいと思って，僕はそ

ういうことを，アイヌ語を残していかなきゃいけない理由として，言ったりします。 
 
（木部） 生き生きするというのはいいですね。標準語，共通語だけじゃなくて，それ以

外の言葉をしゃべることで自分が生き生きする。コミュニティーも作れて，コミュニティ

ーも元気になるというのは，それはとってもいいですね。そういう意識にみんななればい

いわけですね。これから少しずつ，そういう人たちを増やしていくということが必要なわ

けですかね。とってもいいお話を聞けたと思います。 
 もうあと一言ずつ，何かしゃべっていただきたいんですが。最後に，今回の全体，昨日

の発表会と今日の発表会と，それから 1 時間くらいディスカッションをしましたけれども，

そこから自分が何を感じたか，そして人に何を伝えたいか。そういうことを一言ずつ，最

後にお話しいただければと思います。思いついた人から（笑）。あんまり順番というのもあ

れですから。話しやすい方から。じゃあ，関根さん。 
 
（関根） 僕が思うのは，やっぱりしゃべりましょうと。僕自身も自信ないですからね，

アイヌ語をもっとできる人はたくさんいますから，その人の前でしゃべるのは気後れする

ところもありますけど，とにかくしゃべろうと。しゃべることによって，向こうもしゃべ

りやすくなるという状況が，あると思うんですよね。アイヌ語でしゃべること，島言葉で

しゃべることはいいことだということを，自分が身を持って宣伝していけば，いいんじゃ

ないかと思っています。 
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（岩下） 私は 2 つ思いました。やっぱり自分を大事に思うと，相手も大事にするなと。

私はユンヌフトゥバが大事です。ほかの地域の皆さんのお話を聞いたら，やっぱり自分と

重ねます。こんな思いで生きてこられたんだなと思って，昨日も歌を聞きながら涙が出ま

した。だから，やっぱりまず自分を大事にできる人は，絶対ほかの人を大事にするし，コ

ミュニティーが成立します。すぐ排除するところもあるんですけど，そこはやっぱり取り

込めると思います。あと 1 つは，何といっても目の前の 1 年生がもう，ユンヌフトゥバを

しゃべるとかわいいです。もうそこかなと。大事に思えるんです。やっぱり話すことって

大事です。 
 
（平良） この 3 日間，色々な地域の言葉が飛び交ってましたね。理解できなかった会話

がほとんどでした（笑）。ただ，実感として，地域の言葉の中に秘められた，温かさとか言

葉では言い表せない思いとかが，伝わってきて，すごく感動しました。 
でも，帰ってどうやるかという具体的なことは言えませんが，日頃から，自分たち子供

たちにも，ごちそうさまとかありがとうなどを，しまくとぅばで使わせようと思います。

身近なところからやっていきたいなと。自分たち親世代が，しまくとぅばを使っていくこ

とで，子供たちにも，波及していければと思っているところです。ありがとうございまし

た。 
 
（渡辺） 私も，皆さんが頑張るという気持ちになっているので，私も頑張りたいなって

思って。あと，同級生とかに今日ここに出るよって言ったら，やっぱり頑張ってってみん

な言ってくれたので，私がしゃべればきっとしゃべってくれると信じて，やっていきたい

と思います。 
 
（木部） どうもありがとうございました。やっぱり，まずはしゃべることですね。しゃ

べっている私たちが楽しいなと思ってしゃべる，それで生き生きするというのが大事だな

ということが分かりました。今日は短い時間，1 時間ぐらいでしたけれども，ありがとうご

ざいました。この 4 人で，今の思うところをディスカッションしました。お聞きになった

方もこれを何かのご参考にしていただければ有難いです。また，皆さん方それぞれの思い

で，これからまた言葉を大事にしていってください。今日はどうもありがとうございまし

た。（拍手） 
 
（司会） どうもありがとうございました。パネラーの皆さん，どうも本当にありがとう

ございました。それから司会の木部先生，どうもありがとうございました。それでは，皆

さん，大きな拍手をもう一度お願いします。（拍手） 
 私は 60 代なんですが，やっぱり 40 代の人にはいろいろなアイデアがあって，こうした
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らいいんじゃないか，ああしたらいいんじゃないかって，非常に参考になるお話でした。

後ろで聞いていて，ああ，そうか，とか何回もうなずいたりしました。一応ここでパネル

ディスカッションは終わりになりますが，言葉には大切な温かさがあるんじゃないかなっ

て，私は実感しました。3 日間，遠くから八丈島にいらして，本当はもっと暖かいと思った

んでしょう？ でも，こんなふうに寒いんです。特に冬は西風が吹くと寒いです。でも，

今，会場の皆さん，このパネラーの話を聞いたりすると，心の中にちょっと温かさがとも

ったんじゃないかなと私は思いました。今日は本当にどうもありがとうございました。 
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会挨拶 

 
 
（大城） 皆様，あらためましてこんにちは。宮古島市文化協会の大城裕子と申します。

茂手木さんに，閉会式でのまとめの感想を述べてくださいと言われました。茂手木さん，

それは人選を誤っていますと（笑）。言ったんですけど，あまりお断りするのもと思いまし

て，もともと宮古島の人の気質で，頼まれたことを断れないという遺伝子を持っています

ので，今日この場に立っています。そして，ここに立ったときの素直な感想を述べさせて

いただこうと思って，何の準備もしないで参りました。 
 12 日からスタートした日本の危機言語・方言サミット in 八丈島，8 地域の皆さんの発

表，そして伊奈かっぺいさんの講演，そして先ほどのパネルディスカッションを聞き，そ

して，さらに前夜祭や交流会にも参加させていただいて，本当に心が満たされました。 
 各地域の言葉に宿る言霊が，今もこの会場に充満しているような気がします。本当に各

地域の皆さんの，それぞれの言葉に対する熱い思いというのが，ひしひしと伝わってきま

した。茂手木さんは先ほど，思ったより寒かったでしょうって言いましたが，私は寒さな

どを感じず，皆さんの熱い思いが伝わってきて，心がぽかぽかして，本当に心地よい気持

ちで過ごさせていただいておりました。 
 与論島の中園さんがおっしゃっておられました。久しぶりに種子島の言葉を聞いて，心

に火がついた。私も似たような心境でおります。皆さんの地域の言葉を聞いて，そして，

さらに，みゃーくふつ（宮古言葉）を大切にしたいという思いが深まりました。こちらで

皆さんが発表された取り組み，本当に参考になりました。島に持ち帰って，島のみんなと

今後の継承活動に生かしていきたいという思いを，強くしております。 
 
 話はちょっと変わりますが，宮古島の離島に伊良部島というところがあります。10 月ご

ろになりますと，サシバやアカハラダカの渡りが見られます。昔からサシバを重要なタン

パク源としていたという食の文化がありまして，大人たち，特に 60 代以上は，そのサシ

バを捕獲することに対して，何の罪の意識もないんですね。ただ，環境保護区として指定

されて，愛鳥思想をこれから育てようということで，学校ではサシバの保護を訴えて，サ

シバは捕獲してはいけないということを教えています。でも大人たちは，お父さん，おじ

いちゃんは，夜中にそっと捕獲の道具を持って，家を出ていこうとするんですね（笑）。そ

れを子供が「お父さん，出ていかないで」って止めるんです。「いや，サシバはおいしいん

だよ」と言ったら，「食べちゃいけないんだよ」って子供が止める。 
 そうすると，お父さんもおじいちゃんもなかなか行けないものです。そして，だんだん

と，それが浸透して，今ではあまり密漁が行われなくなりました。そういう子供たちのき

っかけをつくるという意味では，学校現場は本当に大きな役割を果たしてくれると思いま

す。きっかけを学校につくっていただいて，家庭でそれを育てていく。家庭では方言を話

せない両親もおりますので，そこは地域にカバーしていただく。そうやって，家庭と学校

と地域でそれを支えるのが，行政の力だと思います。まさしく家庭，学校，地域，行政の

四輪駆動でこれから，方言継承に力を注いでいかなければならない時期なのかなと思いま
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す。この方言継承がしっかり力強く，未来に向かって走っていくためには，四輪駆動で走

っていく必要があるなと，今ここで感じています。 
 
 自分の言葉を知るということは，自分を知ることにつながると思います。今のような混

沌とした社会の中で，自分を知るということは，心豊かに生きるための大切なキーワード

になると思います。心豊かに生きるために自分を知る，自分を知るために自分たちが使っ

てきた言葉を知る，これはとても重要なことだと思います。これからの 21 世紀を心豊か

に生きていくためにも，みんなで自分たちの言葉をそれぞれ大切にしていきましょう。 
 私は，方言継承に以前から携わっていたわけではありません。3 年前に文化協会の会長

を務めさせていただくことになって，文化協会がこれまでずっと開催してきた，「鳴りとぅ

ゆん みゃ～く方言大会」を運営するに当たって，自分たちの言葉というものに注目する

ようになりました。 
 そこから少しずつ，今気持ちが高まってきているわけなんですが，各地域の規模によっ

ても，取り組みの方法は異なってくると思います。それぞれの地域のやり方，沖縄本島な

どは本当に，どこからどういうふうに進めていけばいいのかというのも，分かりにくい，

統率が取りにくい規模に沖縄はなるわけですが，その辺のところも地域によって違うとは

思うんですけれども，それぞれのやり方でまたしっかり継承に努めていければ，いいかな

と思います。 
 ニーチェの言葉で沖縄学の祖，伊波普猷もよく使っていたといわれる言葉，「汝の足元を

掘れ，そこに泉あり」。宮古に帰ったらその泉を掘り起こす活動を，しっかり続けていきた

いと思っています。今回このようなサミットを開催してくださいました，八丈町の皆さん，

そして，それを支えてくださいました文化庁と国立国語研究所の皆さん，そして関係機関

の皆さん，そして各地域から参加してくださった皆さんに，心よりお礼を申し上げます。

たんでぃがーたんでぃ（ありがとうございました）。（拍手） 
 
（司会） どうもありがとうございました。それではもう一方，狩俣繁久先生です。よろ

しくお願いします。 
 
（狩俣） 短く，私もしゃべり始めると長くなりますので。後ろでパネルディスカション

を聞きながら，昨日，おととい，そして今日の 3 日間の感想を書きました。読み上げて終

わりたいと思います。 
 今回の 8 つの地域の報告やパフォーマンスに触れて，多様な言語や文化があることを再

確認しました。ああ，すごいなということですね。踊りも歌も，そのイントネーションも

言葉の分からなさも，本当に再認識しました。同時に日本全体，今回は 8 つの地域でした

けれども，日本全体の文化的多様性とか言語的多様性は，たぶん想像することもできない

くらい豊かなんだろうなということも，あらためて感じました。それから，消滅危機言語

とか消滅危機方言といいますけれども，その危機度は地域によってさまざまなんだなとい

うのも分かりました。 
 人口が 5 万人とか，あるいはもしかすると 1,000 人とかいうような，そういうようなこ

とも地域でさまざまなんだなということも，今回の 8 つの地域の報告を聞いて，理解する
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ことができました。 
 危機的な状況を好転させるには，有効な活動が必要だろうなと思います。例えば，病人

に当てはめるとします。健康でない人ですね，私もかなりメタボだと言われるんですが，

その処方箋が必要です。その処方箋を作る前に，まず的確な診断書が必要ですね。体重何

キロとか，血圧どれだけとか，的確な処方箋を作るためにはその前に状況判断，診断書が

必要です。人口が何人ぐらいで何歳ぐらいの人が話せて，学校ではどうなっていて，辞典

があるかとかないかとか，どういうようなものが利用できるかといったことを考える，そ

ういうことが必要なんだろうなと思います。それが的確にできているところとまだ十分で

はないところとで，その診断書に応じた処方箋がちゃんとできているところとまだ十分で

ないところがあるのかなと思います。与論はよくできているなとか，ここの地域はちょっ

とまだかなとか，いろいろあると思います。 
 人間ドックに行ったときに，去年のあるいはおととしの体重とかが出てくるんですけれ

ども，そういうのと比較して現在の健康の状況を考える。あるいは 50 年前の，方言の状

況というのを考える。これから 5 年後 10 年後，例えば，私だと来年，再来年，定年退職

になったときに，どうなっているんだろうということを考えるのと同じように，50 年後

100 年後の状況というのを考える。そういうことを想像してみて，現状維持をするのか，

それとももっとより健康状態をよくしていって，100 年後にもこの言葉が使われるように

するためには，どうしたらいいんだろうかなということを考える。今回の 8 つの各地域の

取り組みを参考にして，その処方箋を考えるというのがこの２日間の催しだったのかなと

思います。 
 アイヌの取り組みは面白そうだなとか，こういうふうにするといいかなとか，与論小学

校のこういうのはためになるかなと，パフォーマンスに目を奪われないで，そういうよう

な活動にも，もう少し目を向けるといいかなと感じました。 
 今日のパネルディスカッションもそうでしたり，伊奈かっぺいさんの記念講演にもあり

ましたけれども，地域を元気にするには，地域の言葉や無形の伝統文化を元気にするには，

楽しく，あるいは喜びを感じること。喜びを感じながら楽しくやることが，継続する力を

支えるんだろうなと感じました。若い人，子供たちの参加を促すにも，楽しくそして喜び

が感じられる処方箋，行動指針が必要なんだろうなと思いました。 
 8 つの地域の状況をある程度理解することはできたんですけれども，翻って日本全国は

どうなんだと。この 8 つの地域は分かったけど，日本中はどうなっているんだろうという

ようなことが，少し話を聞きながら気になりました。 
 最後に，このような会は絶対に次回も必要だよねということ。こういうような取り組み

を来年，再来年……と続けていくことによって，このネットワークを広げていき，その中

で他地域の活動を学ぶことによって，それぞれの地域がまたよりよい活動をしていくこと

につながるんだろうなということを感じました。以上です。（拍手） 
 
（司会） どうもありがとうございました。本当に最後になりました。最後は今回このサ

ミットの実行委員長であります，佐藤誠教育長より最後のあいさつがあります。では，よ

ろしくお願いします。 
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（佐藤） 「日本の危機言語・方言サミット in 八丈島」を閉会するに当たり，本サミット

にご参加いただきました皆様に，お礼と感謝の言葉を申し上げます。12 日から 3 日間行い

ました。少々お疲れのことかと思いますが，いよいよ閉会でございます。有意義で楽しい

集まりは，時間があっという間に過ぎてしまいます。この 3 日間のサミットは，とても内

容の濃いものとなったと思いますが，いかがでしたでしょうか。（拍手） ありがとうござ

います。今回八丈町でこのサミットを開催した目的は，危機言語とされた言語の保存継承

活動に取り組んでいる地域の皆様と，情報交換，また連携を図ることにありました。私た

ちの継承活動は互いに，これまで点の状態と推測できましたので，この点と点の活動を結

び合い，各地域と互いに連携を深めながら，消滅危機言語，方言の衰退に歯止めを掛けた

いと考えたからです。 
 
 言語は文化の代弁者です。地域の言葉がなくなるということは，昔から地域に脈々と伝

えられてきた分化が途絶え，地域固有の文化がなくなるということです。2009 年にユネス

コが世界の消滅危機言語を発表いたしました。八丈町では消滅危機言語に八情報源が報告

されたことに，非常にショックを受けました。その後は消滅の危機感を募らせて，継承活

動を真剣に開始いたしました。日本の消滅危機言語では八丈島以外にも 7 つの言語，方言

が報告されています。本日お集まりの皆様の地域でも，この発表が保存継承活動を後押し

したことと思います。八丈町の今回のサミットを契機として，各地域における言語方言の

保存継承活動が，今まで以上に進められたら幸いでございます。 
 
 結びになりますが，本サミットの開催に絶大なるご理解，またご支援をいただきました

文化庁，また国語教育研究所を始めとした関係者の皆様，そして，八丈島にご参集いただ

きました各地域の皆様，ご来賓の皆様に心より感謝申し上げます。また，本サミットのご

講演をお引き受けくださいました伊奈かっぺい様には，地域の言語の継承活動に取り組ん

でいる私たちに，言葉は生活のツールですよと，言葉というものに対する原点を，温かく

ご指摘していただきました。楽しいお話にかっぺいさんのお人柄があふれ，青森，弘前が

とても身近に感じられました。きっとこの先，弘前の訪問者は増えることでしょう。皆様

のこれからますますのご活躍と再会をご祈念申し上げまして，閉会の言葉といたします。

ありがとうございました。（拍手） 
 
（司会） 以上をもちまして，「日本の危機言語・方言サミット in 八丈島」を閉会といた

します。本当にどうもありがとうございました。（拍手） 
 連絡をいたします。ユヌフトゥバかるた（与論言葉のかるた）が各地域に 1 部ずつ献呈

されるそうですので，後でお取りください。それから，感想用紙がありますので，今日感

じたこと，思ったことがありましたら，そこに書いてアンケート箱に出してください。 
 最後になりますが，八丈町の 60 周年ということもあり，地域のボランティアの人にた

くさん参加していただきました。本当にありがとうございました。重ねてお礼を申し上げ

ます。どうもありがとうございました。（拍手） 
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